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1984年4月7，8の 両日，ユタ州 ソル トレー

ク ・シテイー，テンプルスクウエアのタバナ

クルにおのτ催された大会の説教どその模様

A年 の4月 の総大会に関連して行なわワ
れた行事は，実に意義深いものだっ

た。

まず最初 に教会歴史美術博物館が，週末

の大会 に先 がけて4月4日 水曜 日に新 たに

献堂 された。5，715平方 メー トルのみかげ石

でできた建物 は， タバナクルの西側の通 り

に面 している。

第2番 目に，4月7日 土曜 日の朝，大会

を前 にして5つ の神殿 の建設が発表 された。・

その内3つ は合衆国内で， あとのふたつは

それぞれカナダと南アメリカである。 ネバ

ダ州 ラスベガス， オレゴン州ポー トランド，

カリフォルニア州 サンディエゴ， カナダの

オンタ リオ州 トロン ト， コロンビアのボゴ

タの以上5つ の神殿が建設 されることによ

り，末 日聖徒イエス ・キリス ト教会が所有

する神殿の数は，合計47に なる。

また土曜の午前の一般大会では，1983年

に亡 くなったリグランド ・リチャーズ長老

と，1984年 に亡 くなったマーク ・E・ ピー

ターセン長老 によ り生 じた十二使徒定員会

の空席を埋 めるために， ラッセル ・M・ ネ

ル ソン長老とダリン ・H・ オークス長老が，

十二使徒定員会会員 として支持 された。総

大会で十二使徒定員会 の会員 が・ζ・た り同時

に召されるのは，1943年10月 大会 で支持 さ

れたスペンサー ・W・ キンボール長老 とエ

ズラ ・タフ ト・ベ ンソン長老以来である。

七十人第一定員会 についても，重大な発

表が行 なわれた。 ゴー ドン ・B・ ヒンク レ

ー第二副管長 は次 のように語 っている
。「こ

の教会 には，責任 を交替する原則が定めら

れています。

七十人 については，長 い間一般 に適応さ

れ，教会のほかの職の任命の際 にも行なわ

、れてきた慣習に従 います。……この召 しは

永続的なもので，現在在職中の方々は，そ

の召 しは引 き続いて行 ないます。 しかしみ

業 に関 して言えば， どのくらいの期間 その

職 に就 いていたかは重要で はあ りません。

・よく祈 り
，考慮 した結果，私たちは七

十人第一定貝会の会員 に，長年 にわたる献

身を通 して成 熟し試 された6人 の男性 を召

しました。 この召 しの任期 は，……3年 か

ら5年 の間 と定め，任期終了後 は栄誉 と感
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謝の解任 をします。

任期 にある間は，彼 らは教会幹部であ り，

機能 するために必要なすべての権利，力，

権能が付 与されます。 またこの仕事 に専念

するよう期待 されています。 この方法によ

って常 に新 しい才能のある人 を起用 し，召

しを果たすうえで有能 で忠実 な人々に，機

会 をよ り多く与えることができると感 じて

います。」

新 たに支持 された七十人第一定員会会員

は，カ リフォルニア州 ロサ ンゼルスの ジョ

ン ・K・ カーマック長老， コロラ ド州 デン

バーのラッセル ・C・ テイラー長老，ユタ

州 ファー ミントンのロバー ト・B・ ハーバ

ー トソン長老
，アイダホ州アイダホフォー

ル ズのデビア ・ハ リス長老， ユタ州 ソル ト

レーク ・シティーのスペンサー ・H・ オズ

ボー ン長老， ユタ州 ソル トレーク ・シティ

ーのフィリップ ・T・ ソンタッグ長老の6

人 である。

次に発表されたのは，中央扶助協会会長

バーバラ ・B・ ス ミス姉妹 と副会長および

管理会会員，中央若い女性会長イ レイ ン ・

A・ キャノン姉妹 と副会長および管理会会

員の栄誉 の解任 である。中央扶助協会会長

にはバーバラ ・ウッ ドヘッ ド・ウインダー

姉妹 が，中央若 い女性会長にはアーデス ・

グリーン ・カップ姉妹 がそれぞれ支持 され

たが，副会長 と管理会会員は追って召され

ることになる。

スペンサー ・W・ キンボール大管長 は5

つ の部会 のうち3つ に出席 した。 ヒンクレ

ー長老 はこう述べている
。「また大管長 は主

が召 したもうた僕ですから， このみ業 にか

かわる重要 な決定で大管長の検討 と指示を

抜 きにしてなされるものはありません。」キ

ンボール大管長は現在数え年で90歳 だが，

過去1年 余 りの内で一番お元気そうな様子

だった。

今大会 の司会 はヒンクレー副管長と十二

使徒定員会会長 のエズラ ・タフ ト・ベンソ

ン長老が行な った。マ リオン ・G・ ロムニ

ー第一副管長は
，病気 と高齢のため出席 し

なかった。

大会に先がけて4月6日 金曜 日に，地区

代表セ ミナーが行 なわれた。夜 は地区代表

とステーキ部長のための指導者会が開かれ

た。
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1984年4月7日(土)午 前の部会

教会役員の支持

第二副管長 ゴー ドン・B・ヒンク レー

、 のみ業 において同胞である愛する皆

王 さん， この大会 は，現在9。数 力国で

伝 えられている回復 された福音を有する，

まさに世界大会 です。 この福音が広 まり行

く様子には驚嘆すべ きものが あります。 み

業は推 し進められています。 そして これか

らも地上 に広が り続けるでしょう。なぜ な

らこれは，神の息子，娘に定め られた全能

者の目的が果たされるように，時満 ちたる

神権時代 に回復 された主のみ業 だか らです。

このみ業 は，永遠 にわたる主の遠大な計

画の重要な部分 を占めています。 この教会

はイエス ・キリス トの教会です。 イエス ・

キ リストのみ名 を冠 しているのです。主 は

この教会のか しらとして立 っておられます。

私たちは主の僕 にすぎないのです。私 たち

の望みは主のみむねを行 なうことです。聖

霊のささやきに注意 して耳 を傾 け， そして

主がどの ようなことを命 じられようと，忠

実に行 って行なうことなのです。主はこの

世 に予言者 を立 てられました。大管長 は高

齢 であられますが，主の予言者 であ られ，

主が望 まれる限 り私 たちと共にいて くださ

るで しょう。 また大管長 は主が召 したもう

た僕ですかう， このみ業 にかかわる重要 な

決定で大管長の検討 と指示 を抜 きに してな

されるものはありません。 この大会 を開会

するにあたり，大管長が表明された意志 と

同意に従 って ビジネスをいくつか行 ないた

いと、思います。

この教会 には，責任 を交替する原則が定

められています。召 しには必ず解任があり，

み業 を成 し遂げた後 には解任を予期 し，喜

んで受け入れるのです。

みたまの導きにより，私 たちは次 の方々

を栄誉を もって解任 したいと思 います。中

央扶助協会会長バーバラ ・B・ ス ミス姉妹，

これ に伴 い副会長マ リア ン ・R・ ボイヤー

姉妹，アン ・リース姉妹， また中央扶助協

会管理会 のすべての役員 の方々，中央若 い

女性会長 イレイン ・A・ キャノン姉妹， こ

れに伴 いアー リーン ・B・ ダーガー姉妹，

ノーマ ・B・ スミス姉妹， また若い女性管

理会のすべての役員の方々です。以上の姉

妹の皆 さんは召 しを受 けておられた間，顕

著な働 きをして くださいました。彼女たち

は膨大 な時 間，物 質的 な物，必要 な力を

犠牲にしてくださいました。 また個人的な

都合 を顧みず， すべて主のみ業のために世

界各地 に旅行 してくださいました。彼女た

ちは今私たちの愛 と祝福を受け退任 され ま

す。私たちは，主が彼女たちとご家族 に，

変わらぬ恵みを注いでくださるよう祈 るも

のです。この愛 する姉妹たちの，献身的で

実 り多い働 きに感謝 して くださる方は挙手

によ りその意を表わ して ください。

ご存 じのように， リグラン ド・リチャー
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ズ長 老 と マ ー ク ・E・ ピ ー タ ー セ ン長 老 の
せいさよ

逝去 により，十二使徒定貝会 には現在ふた

つの空席 があ ります。私 たちはこの空席を

埋めるために，今朝措置を講 じたいと思い

ます。 また七十人第一定員会についても追

加があります。

七十人については，長い間一般 に適応 さ

れ，教会のほかの職の任命 の際にも行 なわ

れてきた慣習 に従 います。七十人第一定員

会 の会員 は，召 しや責任，力，権能の点 に

おいてれ っきζした教会幹部 です。 この召

しは永続的なもので，現在在職中の方々は，

その召 しは引き続いて行 ないます。 しかし

み業 に関して言 えば， どのくらいの期間そ

の職 に就 いていたかは重要ではありません。

監督，ステーキ部長，地区代表，伝道部長，

神殿長，補助組織の会長には皆任期 があり

ます。召 しを果 た した人は栄誉 の解任を

受 け， ほかの人がその召 しを受ける機会に

あずかるのです。 よく祈 り，考慮 した結果，

私 たちは七十人第一定員会の会員 に，長年

にわたる献身を通 して成熟 し試 された6人

の男性を召 しました。 この召しの任期 は，

伝道部長あるいは神殿長と同 じく3年 から

5年 の間 と定め，任期終了後は栄誉 と感謝

の解任 をします。

任期 にある間は，彼 らは教会幹部であり，

機能するために必要なすべての権利，力，

権能が付与され ます。また この仕事に専念

するよう期待 されています。この方法は，

常に新 しい才能のある人を起用 し，召 しを

果たすうえで有能で忠実な人々に，機会 を

より多く与 えるためでははないかと感 じて

います。

ではこれより教会幹部および役貝の方々

の名前を提議 いたしますので，皆様方の支

持 をいただ きたいと思います。

私たちは， スペ ンサー ・W・ キンボール

大管長を予言者，聖見者，啓示 を受 ける者

として， また末 日聖徒 イエス ・キリス ト教

会 の大管長 として支持 して くださるよう提

議 いた します。 この提議 に賛成の方 はその

意を表わしてください。反対 の方があれば

同 じようにその意を表わ してください。

大管長会 第一副管長 としてマ リオ ン ・

G・ ロムニーを，大管長会第二副管長 とし

てゴー ドン ・B・ ヒンクレーを支持 してく

ださるよう提議 いた します。 この提議 に賛

成の方 はその意 を表わしてください。反対

の方があれば同 じようにその意を表わして

ください。

私 たちは十二使徒定員会会長 としてエズ

ラ ・タフ ト・ベ ンソン長老 を支持 してくだ

さるよう提議いたします。 この提議に賛成

の方はその意 を表わ してください。反対の

方があれば同じようにその意 を表わ してく

ださい。

十二使徒定員会会員 として，エズラ ・タ

フ ト・ベンソン，ハ ワー ド・W・ ハ ンター，
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トーマス ・S・ モンソン， ボイ ド・K・ パ

ッカー，マービン ・J・ 、アシュ トン，ブル

ース ・R・ マッコンキー
，L・ トム ・ペ リ

{
， デ ビッ ド・B・ ヘイ ト， ジェームズ ・

E・ フ ァウス ト，二一ル ・A・ マックスウ

ェル，ラッセル ・M・ ネルソン， ダリン ・

H・ オークスを支持 して くださるよう提議

します。 この提議 に賛成の方 はその意を表

わ して ください。反対の方があれば同じよ

うにその意を表わしてください。

ダ リン ・H・ オークス兄弟 に関 して， き

ょう彼を提議 し支持 をいただいてか ら任命

されるまでの期間について触れたいと思 い

ます。オークス兄弟 は， あと数週間判事 と

しての職務が残 っており， それを果 たす ま

では，使徒への聖任 も十二使徒定員会会員

への任命 もなされ ません。 また十二使徒 と

しての召 しを行な うこともで きません。彼

は現在 ソル トレーク ・シティーを離 れ，や

むを得ず この大会にも出席 していません。

このことについては承認 がお りています。

私たちは大管長会副管長，十二使徒 を予言

者，聖見者，啓示を受ける者 として支持 し

て くださるよう提議 いた します。賛成の方

はその意を表わしてください。 もし反対 の

方があれば，同じようにその意 を表 わして

ください。

七十人第一定員会会長会 としてJ・'ト ー

マス ・ファイアンズ，カーロス ・E・ エイ

シー，M・ ラッセル・バラー ドり ディー ン・

L・ ラーセン， ロイデン ・G・ デリック，

G・ ホーマー ・ダラム， リチ ャー ド・G・

スコットを支持 してくださるよう提議いた

します。賛成の方はその意を表わ してくだ

さい。 もし反対の方があれば，同 じように

その意を表わ して ください。先 にお話 しま

した七十人第一定員会に新たに召される会
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貝 として， ジ ョン ・K・ カーマック，ラッ

セル ・C・ テイラー， ロバー ト ・B・ ハー

バー トソン，デ ビア・ハ リス，スペ ンサー・

H・ オズボーン， フィリップ ・T・ ソンタ

ッグを， またほかの七十人第一定員会会員

のすべての方々，管理監督会，名誉教会幹

部の方々 を現状のままで支持 して くださる

よう提議 いたします。賛成の方 はその意を

表わ してください。 もし反対 の方があれば，

同じようにその意 を表わしてください。

中央扶助協会会長 として，バーバラ ・ア

ン ・ウッ ドヘッ ド・ウインダーを，中央若

い女性会長 としてアーデス ・グリーン ・カ

ップを支持 して くださるよう提議 いた しま

す。賛成の方 はその意を表わしてください。

もし反対の方があれば，同 じようにその意

を表わしてください。 このおふた りの召 し

はつい今 し方，ほんの数時間前に行なわれ

たので，・副会長や管理会 を選ぶのには もう

少 し時間を要することをお伝 えしなければ

な りません。

そのほかの中央管理役員，中央管理会の

方々を現状の ままで支持 して くださるよう

提議 いた します。賛成の方 はその意を表わ

してください。 もし反対 の方があれば，同

じようにその意を表わしてください。

以上の教会幹部および管理役員 に対 して

全会一致 の支持が得 られたようです。

もうひとつ発表させていただきます。 今

朝新たに，コロンビアのボゴタ，カ リフ ォ

ルニア州 サンディエゴ， オレゴン州 ポー ト

ラン ド， ネバダ州ラスベガス， カナダのオ

ンタリオ州 トロン トの以上5カ 所での神殿

表 されました。私 たちは今朝7

時半 に以上の地域 のステーキ部役貝 と面接

しましたが， すべての方々か らこの計画に

対する熱烈な支持 をいただきました。



聖徒たちに与える勧告

十二使徒定員会会長 エズラ・タフト・ベンソン

Aか ら10年 前 ， スペンサー ・w・ キン■7

ボール大管長は この壇上 にお立ちに

な り，全世界 の聖徒たちか ら末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会 の大管長 として支持を受

けました。

それから10年 間，教会 はキンボール大管

長の指導の もとに，歴 史上かつてないほど

の進歩 と成長 を見 せて きました。

キンボール大管長 は，大管長 としての初

めての説教 の中で，教会のプログラムは次

の通 りであると宣言 されました。「再確 認を

し，神 のみ業 を清 く， まっすぐに，大胆に

推 し進 めること， そして神 を敬 う生活 を切

に必要 としている世 に， この真理の福音を

伝 えること。」(『神 のみ業 を清 く推 し進 め

る』「聖徒 の道」1974年8月 号，p，373)

き ょう私は，教会 としてまた個人として

私 たちが全世界 に神のみ業 をどのように推

し進めていくことがで きるか， お話 したい

と，思います。

まず初めに，家族 を強めることについて

お話 したいと思 います。

家族 は文明の基であって，いかなる国家

もその質 において，国民が構成 する家庭以

上 の存在 になることは絶対 にできません。

家庭は教会の堅固な土台です。家族 の長 と

なる方々に家庭 を強めるように呼 びかける

のはそのためです。

私たちは，結婚 は， ある賢明な永遠 の目

的のために神 によって制定 されたと信 じて

います。家庭 は正 しい生活を送 るための土

台です。父親，母親，子供 という神が定 め

た もうたこの責任 は， まさに時の初 めに与

えられ ました。

神 は父親 を家庭の管理者 として定 められ

たので，父親 には家族 を扶養 し，愛 し，教

え，導 く責任 があ ります。

母親の責任 もまた神が定めたもうたもの

です。母親 は子供 をもうけ，産 み，育て，

愛 し，教育 します。彼女たちは夫の助け手

であ り，相談相手 とな ります。

神の ご計画に男女間の不平等 はあ りませ

ん。 それは責任分担の問題です。

子供たちも同様 に聖書の中で，両親に対

する義務 について教 えられています。「子た

る者 よ。主 にあって両親に従いなさい。こ

れは正 しいことである。『あなたの父と母 と

を敬 え。』これが第一の戒めであって，次 の

約束がそれについている，『そうすれば，あ

なたは幸福 にな り，地上でながく生きなが

らえるであろう』」(エ ペ ソ6：1-3)と

使 徒パ ウロは言っています。

両親が共 に寄 り添って愛を抱き，一致し

ながら天よ り与えられた責任 を遂行 し，子

供 たちがこれ に愛 と従順さをもって応 える

ときに，大 いなる喜びがもたらされるのです。

最近，ある教会員から手紙 を受け取 りま

聖徒の道/1984年7月 号 9



した。中にはその夫妻が子供を育てるうえ

で直面 している問題 やチャレンジについて

書かれていました。

彼 らは神殿結婚 をしていましたが， その

後いつの問にか不活発 になってしまい，つ

い最近になって再び活発 に教会 の責任 を果

たすようになった人たちでした。子供 たち

に福音を忠実 に守 らせ， 自分たちが経験 し

た落 とし穴やほかの家族が陥 った過 ちを避

けさせるためにはどのようにしたらよいか，

個人的な助言を求 めてきました。

別の言い方 をすれば， その人たちは 「ど

のようにすれば家族 を霊的に強めることが

できるで しょうか」 と尋ねてきたわけです。

この大切な質問について，皆 さん一人一

人に，考えていただきたいと思います。 さ

らに， この質問 に対するひとつの答 えとし

て，過去多くの幸せな家族 によって試 され，

実証 されて きた解決方法 について考 えてい

ただきたいと思います。 この解決方法 は，

互 いに愛 と調和 と誠実さを育 むために， ま

た福音の原則 を理解するために利用 されて

きたものです。

幸せな家族 は互 いに愛 と尊敬の気持ちを

抱 いています。そ して家族のだれ もが，愛

され認められていることを自覚 しています。

また子供 たちは両親 に愛 されていることを

知 っています。 したがって，彼 らは安心感

と自信 を持っています。

堅固な家庭では効果的 なコミュニケーシ

ョンという特質が養われます。彼 らは自分

たちの問題 について話 し合い，みんなで計

画 を立て，共通の目標達成に向けて協力し

合 います。家庭の夕べや家族評議会 を実践

し，この 目標 を達成するための有効な手段

として利用します。
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堅固な家庭の父親と母親 は，子供たちと

親密な関係 を保 っています。家庭では話 し

合 いが行 なわれます。父親 によっては一人

一人の子供 と正式な面接をする人もあれば
，

形式にこだわ らずに面接を した り，定期的

に子供 たちと特別な時間を設ける人 もいま

す。

どの家庭 にも問題やチャレンジは必ずあ

ります。 しかし，幸せな家庭は，批判 や口

論 を避 け，問題解決に向けて共 に努力しよ

うとします。互 いのために祈 り，話 し合 い，

励まし合 います。 ときには，家族のひとり

のために共 に断食をします。

堅固な家庭では家族 が互 いに支 え合 いま

す。

幸せな家庭は，計画，仕事，休暇， レク

リエーション，親族会 など，何事 も一緒 に

行ないます。

幸せな両親 は，悪 に汚れた環境 で子供 た

ちを育 てることが容易 ではないことを知 っ

ています。 それだけに，最 も健全 な影響 を

与える手段 を入念 に講 じています。道徳的

な原則を教え，良い書物をそろえて読んで

います。テレビ番組を選択し，人を高 める良

い音楽 を取 り入れて います。 しか し何よ り

も大切 なことは，正 しい考え方 を育 む方法

として聖典 を読み，聖典 について話 し合 っ

ているということです。

幸せな末 日聖徒 の家庭では，両親が子供

たちに理解 できるように，神 に対する信仰，

バプ テスマ，聖霊 の賜について教 えていま

す。(教 義 と聖約68：26参 照)

このような家庭 では，家族 の祈 りが確実

に行なわれています。祈 りは，祝福 に対す

る感謝 の気持 ちを表わす手段 であり，へ り

くだって全能 の神 に依存していることを認

め，力と支持 と必要な ものを求めるための

聖徒の道/1984年7月 号

手段なのです。

「共 にひざまずく家族 は
，主のみ前 に直

く立つ」 という知恵 と真実 にあふれた金言

があ ります。

これ こそ幸せな家庭 を築 くうえで，試 さ

れ実証 された公式 なのです。私はこの解決

方法に従 うことを，皆 さんにもお勧め しま

す。

私 と妻はシオ ンにおける両親 としてまた

祖父母 として，家族が皆共 に永遠 に住 み，

ひとり残 らず神 のみ前 にふさわ しい者 とな

るように望 んでいます。

教会のすべての家族 がそのようになるこ

とを私たちは切 に願い，祈 っています。

さて次に，教会貝 としての私 たち一人一

人について話 してみたいと思います。

兄弟姉妹の皆さん，私たちにはこれまで

にない， さらに大 いなる霊性が求 められて

います。さらに大 いなる霊性を育 むには，

聖典 に示されているように，キ リス トの言

葉をよく味わ うことです。

最近の教会歴史上，最 も画期的 な出来事

のひとつ として，新 しい脚注やそのほかの

資料が載せられた新版 の標準聖典(英 文)

の刊行があげられます。

聖徒 たちが これほど豊かに主のみ言葉や

予言者 たちの言葉 に恵 まれた時代 は， どの

神権時代 にも例がなかったと言 っても過言

ではあ りません。

そこで私 たちに課せ られたチャレンジは，

主 が命 じられたように 「すでに人の子 らの
ことは きわ

中に出で行 きたるわが言を究め」(教義 と聖

約11：22)る こ となのです。

今年度教会 の成人クラスでは，モルモン

経 が読書課程 に取 りあげられています。こ

の神聖 な記録 について，予言者 ジョセフ ・

ス ミスは次のように述べました。「私 は兄弟
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たちにこう語った。モルモ ン経はこの地上

における最 も正確な書物であ り，私たちの

宗教のかなめ石であって， 人がその教 えに

従 って最 も神 に近づくことので きる書物で

ある。」(「予言者 ジョセフ ・ス ミスの教 え」

ジ ョセフ ・フィールディング ・ス ミス編，

P.194)

個 人で， また家族で，モルモ ン経 を研究

するようにお勧 めします。その うえで 「私

たちの学問と利益 になるように， すべての

聖文 を私 たちのためと見立て」(1二 一フ ァ

イ19123-24参 照)る という予言者二一フ

ァイの教 えに従 って ください。

家族が全員で共 に過 ごし，礼拝する時間

を取 ることがで きるように，神権指導者の

方々には安息 日における管理集会を最小限

にとどめるようお願 いしました。皆 さんが

こうした集会 をなくしたために空いた時間

を利用して，ク リスチャンとしての奉仕を

行ない，親類の家を訪問し，家庭の夕べを

開き，聖典 を学んでくださるよう望 んでい

ます。

皆 さんが教会での召 しを受け入れ，召 さ

れた職 を忠実に果たすように勧告 します。

互いに奉仕 をし合 いましょう。全力を尽 く

して自分の召 しを遂行 しましょう。そうす

るときに，皆さんはほかの人々に祝福 をも

たらす器 となり， 自分の霊性を高めること

になるのです。

神権 を持 つ兄弟たちや扶助協会の姉妹た

ちは特にそうですが，貧 しい人，病気 の人，

困っている人に心 を配 ってくだ さるようお

願 いいたします。未亡人や母子家庭が援助

を得 られ るようにするのは， キリス ト教徒

としての責任です。「父なる神のみまえに清

く汚れのない信心 とは，困って いる孤児や，

や もめを見舞 い， 自らは世 の汚れに染 まず

12

に，身を清 く保 つことにほかならない。」(ヤ

コブ1：27)

神 の戒 めを守 ってください。 そうするこ

とによって，罪の束縛から免れることがで

きるか らです。
な ん し つ く

「汝心を尽 し
，勢力 と思 いと体力 とを尽

して主なる汝の神 を愛すべ し。 また， イエ
つか

ス ・キリス トの名 によ りて神 に仕 うべ し。」

(教義 と聖約59：5)

「すべての事 の中に神の御手のあること

を告 白せ 〔よ。〕」(同21節)

「苦 しみを忍べ
。」(教 義 と聖約24：8)

「心安 かれ。」(教 義 と聖約61：36)

家庭 や教会 で神権者を支持 するε(教義 と

聖約107122参 照)

什 分の一 を正直に納め，断食献金 を惜 し

みなく支払 う。(教 義 と聖約119：4;モ ー

サヤ4：21参 照)
ご と ド

「汝己れの如 く汝の隣 りを愛せよ。」(教

義 と聖約59：6)

子供 たちを教 える。彼 らを光 明と真理の

中に導 き来 る。(教義 と聖約93140，42-43

参 照)
や

「互 いに欠点を探すを止めよ。」(教 義 と

聖約88：124)

「互 いに赦 し合 うべきな り。」(教 義 と聖

約64：9)

正 直で，善良な，賢い人々を公職 に選ぶ。

(教義 と聖約98：10参 照)

「この国の立憲的法律 なるその法律」(教

義 と聖約98：6)を 擁 護 し，従 う。

倹約 し，負債 を避ける。(教 義 と聖約19：

35参 照)

む さぼ ってはならない。(教義 と聖約88：

123参 照)

正 しい取 引きをす る。(教義 と聖約51：9

参 照)
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安息 日を聖 くする。(教 義 と聖約59：10，

12-13参 照)

酒 やタバ コや強く熱い飲料 を慎 む。(教義

と聖約8915-9参 照)

「不潔 なるを止めよ。」(教 義 と聖約88：

124)そ してポルノグラフィーを避 ける。
よ

最 も善 き書物から学問 を求 める。(教義

と聖約88：118参 照)悪 を善 とし，善 を悪 と

するような文学 や映画を避 ける。
かんいん

姦淫を犯 さない。「また何事にてもこれに
な

類することを為 すことなかれ。」(教 義 と聖

約59：6)す な わちペッティング，私通，

同性愛，そのほかあ らゆる不道徳な行 ない

を指 します。
おもい

「絶えず徳 を以て汝の想 を飾 るべ し。」(教

義 と聖約121：45)

常 に 「徳 と聖 きを履 み行 うべ し。」(教 義

と聖約38：24)
まと

「外 とうの如 く愛のきずなをもて身に纏

うべ し。」(教 義 と聖約88：125)

す べ からく神の口より出ずるあらゆる言

によ りて生 きる。(教 義 と聖約98：11参 照〉

イエスの証 をなすに雄々しくある。(教義

と聖約76：51，79参 照)

交 わした誓約 を固 く守 る。(教 義 と聖約

25：13参 照)

「終 りまで忍 ぶ」(教 義 と聖約14：7)

す なわち， この世にあっても， この世の

ものとなってはならないということです。

そして教会 の使命 は，人の救 いのために福

音を宣言 し，聖徒 たちを完 き者 とし，死者

を贈うことです。

この地上 に神 の王国を打ち建 てるために，

才能 と手段 の限 りを尽 くして努力していた

だきたいと思 います。

常に最 も神の王国のためになることを行

ない，擁護 し，支持 してください。

最後 に，賞賛 と激励の言葉 を述べて終わ

りたいと思います。

キンボール大管長 と私 は，今 から40数 年

前に十二使徒定員会会員として召され まし

た。私 たちは数分 の差を置 くだけで，使徒

に召 されました。

私 たちがその定員会 に加 わったときには，
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146の ステーキ部がありました。今 日その数

は1，460に の ぼり，その内800以 上 が，キン

ボール大管長が予言者に召されてから設立

されています。

1943年 当時，会貝総数は100万 人以下で し

た。今 日，その数は500万 人 を越 えて いま

す。過去10年 間だけでほぽ200万 人 の人が会

員になりました。

今 ほど教会が恵まれた状態を迎えたこと

はあ りません。献身的な会員がこれ まで に

ないほど増え，伝道の業 が全世界 に教会 の

成長 をもたらしました。系図や神殿の事業

も著 しく増加 しました。指導力が向上 し，

若人はこれまでにな く霊的な備 えができる

ようにな りました。

多くの兄弟姉妹が活発 になったことをう

れしく思います。神権指導者 や補助組織 の

指導者の皆さんは，是非 この偉 大な働 きを

続 けていただきたいと思 います。

末 日聖徒の皆 さん，よくや りました。皆

さんの信仰は立派なものです。 これまでに

ないほど大 いなる機会 と祝福 が私たちに与

えられました。予言者 ジョセフ ・スミスの

言葉を借 りて言うと，「われらまことに偉 な

る大義に向って準 まざらんや。進み行 きて
た

退 くことなかれ。奮 い起 てよ，……進 み進

みて勝利 に至れ。」(教 義 と聖約128122)

教 会 やその指導者に対 して品位 を傷 つけ

るようなことが言われたり，教会 の教義 や

活動 について誤った宣伝が行 なわれている

ことか ら，会員の中には心を乱されている

人々がいます。

この教会に反対 はつきものです。過去 に

おいても反対 があ り，これか らも反対がや

むことはないで しょう。ほかの人々の言動 に

落胆 してはな りません。 まっすぐな狭 い道

にとどまっていて ください。そのためには

14

鉄 の棒 ，すなわち聖典 に収 められている神

のみ言葉や，地上 における生 ける神の僕 た

ちによって与 えられる神のみ言葉に， しっ

か りとつか まることです。

十二使徒 定員会 の兄弟 たちは，すでに私

が引用 したのをお聞きになったと思います

が， ここにモルモン経 から引用 した主 のみ

言葉があります。 それは次 のように言って

います。

「『されど汝 に反抗せんとして造る武器 は

一つ も役 に立たず。すべて汝を訴えて裁 か

んとする口は汝 に言 い破 らる。 こはすなわ

ち主 の僕 らの受 くる祝福 なり。 またわれ よ
のたも

り受 くる義 なり』 と，主は宣 う。」(皿 二一

ファイ22：17)

兄 弟 姉妹 の皆 さん， これは主のみ業 です。

これは地上 における神 の教会です。主はご

自分の教会を謙遜な人々の手にゆだねられま

した。その人々 には並 々ならぬ責任が課 せ

られています。私たちは，皆さんの信仰 と，

支持 と，絶 えることのない祈 りを必要 とし

ています。

神 が生 きておられ，今 日もそのみ こころ

をご自分 の僕 に現わ され ることを証 いたし

ます。

スペンサー ・W・ キンボール大管長は，

今 日この地上 に選ばれた神の予言者 です。

この教会がイエス ・キリス トの教会 であ り，

地上 における神の王国であることを証 いた

します。

神 のみ恵みと祝福が，皆さんやご家族 の

上 に，また世界中の善 良な男女の皆 さんの

上 にあ りますように。なぜな ら私 たちは皆，

天父というひとりの御方の子供だからです。

これ らについて証 し，皆 さんの上に私の

祝福 を残します。 イエス ・キ リス トのみ名

により申しあげます。アーメン。



良い万を選ぶ

十二使徒定員会会員 マービン・」・アシュ トン

私
は数週間前 にステーキ部長会 を新た

に組織するためにアイダホヘ行 きま

した。 そして何 人かの立派な神権指導者 と

会い， その内の3人 をステーキ部長会 とし

て任命 しました。 しか しそればか りでなく，

特別な若い姉妹 に会 って，忘れがたい印象

を受けたのです。新 しく召 され たステーキ

部長会 のひとりは，監督 を務 めていました。

そこで私 は，彼 に代わる監督 として推薦さ

れている兄弟 と面接 をするようにステーキ

部長会 から頼 まれました。 もし問題がなけ

れば，大会の翌週の 日曜 日に召 すことがで

きるか らです。私は面接 を引 き受け，ある

オフィスできちんとした身なりの魅力的な

ご夫婦 と会 いました。

簡単な紹介を済 ませると，私 は奥 さんに

目を向けて言いました。「ご主人について話

してください。」奥 さんはしばらくためらっ

てから，ようやく返事 をしました。「アシュ

トン長老，私は主人のことをよく知 りませ

ん。」あまりに普通ではない返答に，私 はす

ぐさま尋ねました。「それ はどういうことで

すか。」「3週 間前 に結婚 したばか りなので

す。」

この夫婦 は30代 前半 の若いカップルで，

ご主人は弁護士，奥 さんは学校の先生をし

ていました。 まだ新婚 で，見つけたばか り

の深い愛でふたりが結ばれていることがよ

くわか りました。私 は用件を告 げました。

「ご主人が監督 になることについて，おふ

た りにお話 したいと思います。」すると，奥

さんが言いました。「何 日か前に，ランディ

ーが監督 になることを暗示する夢を見 まし

た。で も， それがあまり早 く来 ないように，

願 っていました。私 たちは結婚 したばか り

ですが 〔ふたりが30代 になるまで結婚 しな

かったのは，お互いを見つけるまでに長 い

年 月がかかったからだそうです〕，もしラン

ディーを監督に召すべきだと感 じておられ

るなら，彼 は適任者です。私は喜んでラン

ディーを助 けます。」何 と立派な態度でしょ

うか。何 とすば らしい支持 でしょうか。夫

と教会 に献身 し， 自分 自身を捧げようとい

う決意 は，私が質問 をするずっと以前 にで

きていたのです。良い方 を選ぶ決意をした

この姉妹 を見て，私 は主がマ リヤにっいて

語 られた重要 な言葉 を思 い出しました。ル

カ10章42節 です。「無 くてならぬものは多く

はない。 いや，一つだけである。マリヤは

その良い方を選んだのだ。そしてそれは，

彼女 か ら取 り去 ってはな らない ものであ

る。」

教会 や世界各地 の人々と深 くかかわれば

かかわるほど，立派な女性に対する私 の感

謝 と尊敬の念 はますます強 くなっていきま

す。 きょう私 は，[こうした特別な女性 たち

に心か らの賛辞 と激励の言葉 を贈 りたいと
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思います。私の考 える立派な女性 とは，正

しい方向に向かって歩んでいるすべての女

性のことです。 その勇気 と力と献 身の決意

に対 し，私はへ りくだって絶 えず神 に感謝

を捧げています。立派な姉妹 の皆 さんがそ

れぞれの立場 で示 して くださる模範 や励 ま

し，品行，高潔 さなどにより神 のみ業 は伸

展 し， その目的 と業績 も共 に発展 してい く

のです。

私が最近経験 したことや目にしたこと，

それに手紙 などをいくつか取 りあげて，特 に

教会の独身女性の皆 さんに紹介 したいと思

います。 ほとんどの独 身女性 は，それぞれ

の置かれている状況の中で立派 に務 めを果

たしています。 しかし，私たちからの愛や

励 まし，尊敬 を本当に必要 としているので

す。独身女性 もほかの人々 と同様，現在の立

場や責任に甘んじている必要はありません。

永遠の進歩は， イエス ・キ リス トの福音の

基本です。私たちが前進 し，良い方を選ぶ

ならば， 日常生活 における幸福，感激，喜

びは必ずや私 たちの ものとなるでしょう。

イエス ・キ リス トの福音の原則は決 して変

わりませんが，境遇や環境，制度，文化様

式などは変わ ります。私たちに課せ られた

チャレンジは，献身と熱意をもって現在 の

王国の中で前進することです。 そして， そ

れぞれ与えられた境遇に対処 していく中で，

私 たちは成長 し人生 から喜びを得 るために

自分 の分 を果たさなければならないのです。

あるフィリピン人宣教 師の母親が，息子

の伝道部長に最近次のような手紙 を書 きま

した。「いつも息子 に霊的な援助 と勧告 を与

えてくださり，心から感謝 しています。……

8年 近 く片親で育てて参 りましたが，もし

福音に忠実でなかったら，この年 月は とて

もつ らいものになっていたことと思います。
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神 は生 きておられ，私 を愛 してくださって

います。私 の真心 からの熱心な祈 りを聞い
こた

て，それ に応 えてください ます。私 にはま

だ伝道 中の息子を含めて7人 の子供がいま

す。私 は主から才能 をいただいたので，子

供 たちを養 って くることができました。私

は洋裁で生計 を立てています。片親 という

責任 を自信 をもって元気に果たせるように

励 ましと助 けを与えてくださった教会の家

族(会 員)に ，本当に感謝 しています。」

神 を受け入れその教 えに従うならば，神

はその家族 を， たとえ片親 でもまた子供が

いな くても祝福 して くださることを， この

姉妹は学んだのです。

良い方 を選 ぶ立派な女性は，何 と偉大 な

力を持 っていることで しょうか。

主 は私 たちがお招 きさえすれば共 にいて

くださいます。 しかし，選択する力， 自由

意志 という賜 を神の子供 から取 りあげるこ

とは決 してなさいません。(伴侶 のあるな し

にかかわ らず)若 い母親の皆 さんは， この

力を正 しく用いることを学 ぶ必要があ りま

す。 目の前 にとるべ き行ないがふたつ以上

あって， それぞれ正 しく思えることがある

かもしれ ません。その ときは，生活 の頃合

いや関連する事柄 を+分 に考慮 したうえで，

賢明で慎重な決断を下 さなければな らない

のです。

母親の中には，子供の洋服を作 り，パ ン

を焼 き， ピア ノを教 え，扶助協会へ行 き，

日曜学校 で教 え，PTAの 会合 に出席す る
そな

など，何 でもこなす才能 と活力を具 えた人

もいます。 また中には，そうした女性 を模

範 とみなし，比較対照 して自分 の至 らなさ

を感 じ，落胆 し， 自分 は母親失格 だと考 え

ている人 もいます。
わな

罠に陥ってこのような有害な劣等感を抱



いてはなりません。 これはサタンの使 う道

具です。多くの人 は「スーパーマ ン」や 「ス

ーパーウーマン」 になろうとして
，大変 な

重荷 を負 って いるように見え.ます。

姉妹の皆 さん， ほかの人が行 なっている

ようなことを何 でもかで も自分 ができない

か らといって，無力感や挫折感に陥 らない

で ください。それ よりも， 自分 自身の立場

や力，才能 を評価 してください。 そして，

家族 がひとつになって互 いに協力 し助 け合

えるように，最善の道 を選んでください。

皆さんの必要 や能力，願 いは，天父と皆 さ

んだけが知 っています。この知識 に基づい

て進 む道 を計画 し，選択 をしなければなり

ません。

ひとりで子供 を育 てる勇気ある母親の例

を もうひとつ紹介 しましょう。 この女性 も

自分の置 かれた状況 の中で良い方を選んで，

有意義 な生活 を送っています。彼女 は30代

半ばですが， すでに多くの心痛 を味 わって

きました。神殿結婚後間もなく，夫 は教会

に出席 しなくなり， ほとんどの時間を気 の

合 った仲間たちと過 ごすようにな りました。

家族の幸福 に関心を向けず，妻 との間に有

意義な関係 を築こうともしませんでした。

生活の中か ら教会 の活動 は姿 を消 し，彼 は

やがて堕落への道 をたどっていきました。

このかわいらしい女性 はやむを得ず， 自

分の力で子供たちを養 っています。彼女 の

最大の目標 は，子供たちが情緒的，経済的，

霊的に守 られていると感 じることのできる

幸せな家庭環境 を築 くことです。10年 もの

間，幸福 に欠かせないこうした要素が彼女

の 家庭か ら奪われているのです。

この姉妹 は， いつの 日か再び結婚の機会

に恵まれることを願 ってはいますが，当面

の関心 は子供たちの必要であ り，彼女は教
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会 とその教 えを中心 とした堅固な家族 を築

くために努力 しています。

ひ とりで子供 を育てる彼女 は，良い方 を

選んだのです。

傷 ついて落胆 したときは，他 人が行 なう

事柄 はつかの間であって，永続するもので

はないことを思い返せば，慰めになるか も

しれ ません。私 たちの永遠 の進歩 に影響を

与 えられるのは， 自分 だけなのです。

結婚 していない姉妹の中には， もうあ き

らめるように，努力などやめるように， 自

分の持 っているもので なく持 っていないも

のについて考 えるように誘惑 される人がい

ます。 しかし，決 してあきらめずに今の生

活 を続 けて いくことが大切 です。 キャロ

ル ・クラーク姉妹 は，美 しい言葉 を記 して

います。「個 人に課 せられたチャレンジは，

ただ待っ ことではなく，豊 かで楽 しく満た

された人生 を生 きることです。そして目標
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は，ふさわ しい人を待 つことでなく，ふさ

わ しい人になることなのです。」(「独 身生

活 ：独 身女性のための展望」p.9〉 私 は 「生

きる」という言葉 を強調 したいと思います。

豊 かで楽 しく，満 ちた りた人生を生 きてく

ださい。進歩成長 し可能性 を伸 ばす機会 に，

心 を奮 い立たせてください。主が与えてく

ださった人生 と様々な機会 と特権 に，胸 を

躍らせてください。

周囲の状況がどうあれ， 自分 の理想 とす

る人物 になれるよう決意 してください。人

生 における第一 の課題 は，「私 は何者 なの

か」を学び，それ を受 け入れ， 自分 のもの

にすることです。 この質問について聖典 と

教会の教 えを注意深く調べるな らば，一人

一人が
，そしてすべての人が大切 な存在で

あることが明 らかになるでしょう。 自己に

対する良いイメー ジを持つことは，人生に

立 ち向かううえで最 も大切で欠くことので

きないステップです。私 たちは，他人か ら

吹 き込 まれた事 だけで， 自分 はそういう人

間だと思い込んで しまうことがよくありま

す。教会 の内にも外 にも，神 から愛 されて

いない女性 はいません。 ひとりもいないの

です。

詩篇8篇4，5節 にこう記 されています。

「人は何者なので
， これをみ心 にとめ られ

るのですか，人の子 は何者なので， これを

顧みられるのですか。ただ少 しく人を神 よ

りも低 く造 って，栄 えと誉 とをこうむ らせ

●'」

しか しサタンはいつ も身の周 りにいて，

私たちの栄光 を破壊 し冠 をはぎ取 ろうとし

ています。サタンの最 も強力 な武器のひと

つは，落胆させることです。独 身の姉妹の

皆さん，落胆 してサタ ンを喜 ばせてはなり

ません。
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独 身の人は，将来に影響 を及ぼす方法を

捜 し求めるよりも，自分 の殻 に閉 じこもっ

て しまいがちです。何事 も達成 できると思

って始めてください。達成で きることを理

解 して ください。 そして，達成できると信

じてください。教会 の補助組織 や地域社会

の組織 に積極的に参加 して， 自分の存在を

示 して ください。

思考力と行動力 にあふれる今 日の女性は，

人類史上最 も大いなる時代 の中にあって，

歴史に足跡 を残す重要 な働 きをしています。

個々の献身が今 の世 を変えるだけでなく，

そのすばらしい働 きは未来 にまで大 きな影

響 を及ぼすのです。活動の輪が広がるにつ

れて，友人や知人の数 も増 えていくで しょ

う。そして立派な女性 は， それ らの人々 に

さらに大 きな影響 を与 えることでしょう。

常に忘 れないでいただきたいのですが，

私たちを不幸 にする原 因は，境遇 や問題で

はなく，それ らに正 しく対処で きないこと

にあ ります。

ある人はこう言 いました。「幸福 は蝶のよ

うだ。追えば追うほど，逃 げていく。 でも

注意をほかに向ければ，近づ いてきてやさ

しく肩 にとまる。」(「リーダーズ ・ダイジェ

ス ト〔英文〕」1982年4月 号，p。148)

教会 において指導者 は，問題解決に役立

っ指針 を与えようと心から願い，そのために

多くの時間を使 って思案 し祈 っています。

大管長会 は最近 の手紙で独身 ワー ド部の会

員 に関する指針 を出 しましたが，その手紙

について強調 したいと思います。現在独 身

ワー ド部 に集 って いる人々の生活に及ぼす

影響 を考慮せずに，既存のプログラムに突

然の変更を加 えて はなりません。 この点に

ついて よく考 えて ください。現在ステーキ

部長 には，監督 と協議 し合意のうえで，一



般的な指針に例外 を設ける権限が与 えられ

ています。

だれに対 して もユニ ットから出るように

要請すべ きではあ りません。独身ワー ド部

に活発 に集っている年長の独身者 にとって，

そのワー ド部 に出席することに明確な利点

があり，かつそのほかの状況が他 と同 じで

あれば，適 当な結婚の機会に恵 まれなかっ

たか らと言って， ほかのユニッ トに移 して，

必要 とされていないと感 じさせた りしては

な りません。十分 な理由 によ り，方針 の中

では一定の年齢制限が定め られていますが，

突然の変更によって， 自分 は排除されたと

か， もう終 わ りだとか感 じさせることがな

いようにしてください。

プログラムは教会員一人一人に対する愛

と関心 をもって計画され，実施 され ます。

その 目指すところは， すべての会員に成長

し，進歩 し，幸福 になる機会 を提供するこ

とです。年 を追うごとに，伴侶なしに生活

している姉妹の価値が， しだいに明 らかに

なっています。このような姉妹 の中から，

強 い指導者，有能 な教師，献身的 な母親が

次々に出ています。彼女たちは勇気 と創意

工夫をもって生活 し，奉仕 しています。忍

耐 を通 して，成功 を見 いだしているのです。

幸せな結婚 をした人，不幸せな結婚を した

人，ひとりで子供 を育 てている人，未亡人，

教会に不活発な夫 を持 った人，そのほかい

かなる境遇 にあろうと，生活 をコン トロー

ルし成功するために，天父に近づくように

お勧 めします。天父を愛 してください。 そ

して，天父が皆さんを愛 しておられ，その

機会さえ差 しあげれば，導きと助 けを与 え

てくださることを忘れないでください。決

断 をするときは，天父の導きを受 けて くだ

聖徒の道/1984年7月 号

さい。 自分の価値 を評価するときも，天父

の導 きを受 けてください。「現世は，人間が

神 に逢 う用意 をしなくて はならぬ時期であ

る。現世 の生涯は，人間が各々働 きを遂行

せねばならぬ時期である。」(アルマ34：32)

目標 を定めてください。ただし自分の進

歩 を計れないような目標 は避 けましょう。

目に見 える成果があがらないか らといって，

挫折感 に陥ってはなりません。達成するこ

とよりも努力することの方が大切 だという

ことを心 に留めてください。卓越 した自分

を目指 して努 める人，すなわち現実的な目

標 を達成するために，時間 と労力を賢明に

使 いながら最善 を尽 くして 日々努力する人

は，成功者なのです。

だれよりも皆さんを知 ってお られる天父

と，毎 日言葉 を交わ してください。天父は

皆 さんの才能や長所，短所 をご存じです。

今 この地上 にいるの は， これらの特質 を伸

ばし洗練するためです。私 は，天父が皆 さ

んを助 けてくださることを約束 します。天

父 は皆 さんが必要 とすることや， まだ答 え

を受 けて いない祈 りに心 を配 っておられ ま

す。

神 が勇気ある姉妹たちを祝福 され ますよ

うにる皆 さんは神 の目にも私 たちの目にも

すば らしい女性です。天父の助けとみずか

らの努力 によって幸福 を得 ることができま

すように。 もしも良 い方 を選 ぶならば，現

在の環境や境遇がどうあろうとも，必ずや

その生活 は最 も実 りあるものになるで しょ

う。

神 の助 けがあってこれらのことを達成で

きますように，私 たちの友であり蹟 い主で

あるイエス ・キリス トのみ名 により祈 りま

す。アーメン。
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結婚と離婚

十二使徒定員会会員 デ ビッ ド・B・ヘイ ト

聖
きみたまの導きがあって，私の申し

あげる事柄が真理 と調和するよう，

また同じ天からの力によって皆様 に受 け入

れられ，理解 されるようにと祈っています。

四半世紀以上 もの間，私 たちは幾世紀 に

もわたって受 け継がれてきた家庭 というも

のに，絶 えることなく攻撃が加 えられるの

をこの目で見てきました。人間の美徳や礼

儀 にかなったふるまい，永遠 の父なる神へ
い けい

の愛 と畏敬 といった神聖 な価値基準が挑戦

を受けてきたのです。

自己中心的 な新 しい世代 は，家庭 を絶 え

ず冷やかしの対象 にしてきました。結婚 は

軽んじられ，避けられ，親になることは退

けられ，拒まれています。 これ らがほかの

不穏な影響力 と一緒になって，いわゆるつ

かの間の満足 を求 める多くの悪い誘惑を生

み，結婚 や，妻あるいは母 としての神聖 な

役割 につける品位 の低下 を招 いたのです。

不幸 にして，世の中には善 良な人物であ り

ながら，神の永遠 の計画 からかけ離れた生

き方 をしようとしている人々がた くさんい

ます。彼 らは，神 の子 らに対 する永遠の計

画を知 らないのです。私 たちは聖典か ら，

結婚が永遠の結びつきであり，永遠 に続 く

家族の絆 とともに存在 するという神のみこ

ころを学 んで知 ってい ます。

聖典には，地が創造されたあと，神はご

自身にかたどって人を造 られ，人に地 を治

めさせ られた とあ ります。男アダムの傍 ら

に女イヴが立 ち， ほかのすべての被造物 の

統治者として神から付与 された誉 れと威厳

を分かち合 ったのです。神は言われました。

「人がひとりでいるのは良 くない
。彼のた

めに，ふさわ しい助 け手 を造ろう。」(創 世

2：18)

「神 のかたちに創造 し
，男 と女 とに創造

された。」(創 世1：27)

主 はさらにこう教 えられました。「それで

人はその父 と母 を離れて，妻 と結び合 い，

一体 となるのである
。」(創 世2：24〉 これ

によって合法的 な結婚による男女の結びつ

きが認められました。 これが天上で立て ら

れた，肉体の創造に関する計画 です。

アダムとイヴに与えられた戒 めの中で，

記録 に登場する最初 のものは，「生めよ，ふ

えよ，地 に満ちよ」(創 世1：28)で した。

私 たちは子供 を神 から授 かった賜 と考 え，

私たちの保護の下 に愛 し，育て，注意の行

き届 いた訓練 を与 えるのです。

主はこのようにも言われました。「また両

親 はその子供 たちに祈 ることと，主の前 に

正 しく歩むこととを教 えざるべ からず。」

(教義 と聖約68：28)

子供 たちを不当に扱ったり，虐待 した り

して はな りません。彼 らはその両親 と共 に

永遠の関係を築 く可能性 を持 った家族の一

員 だか らです。

スペンサー ・W・ キンボール大管長 は，

次のように説明しています。
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「主は初 めに
，すべての計画を立て られ

た時，子 をもうけ，養い，愛 し，指示 を与

える者として父親 を，子 を宿 し，産 み，育

て，食物 を与え，訓育する者 として母親 を

定められた。主は別 の方法 を採 ることもで
せつ

きた。 しかし，主は，子供 たちが互 いに切
さ たく ま

磋琢磨 し，互 いを愛し，敬 い，認めるよう

になる単位 を設けられた。それには責任が

伴 うと同時に目的 を持 った交わ りがある。

家族 とは，天父が考え，組織 された偉大 な

生命 の計画である。」(「大会報告1973-75」

P。58)

結 婚 は，本来夫 と妻の間の，愛と調和 の

ある強い結びつきを持 った関係 として定 め

られたものであり， またそうなり得 るもの

です。

「見よ， これわが業 にしてわが栄光，す

なわち人 に不死不滅 と永遠の生命 とをもた

らすな り。」(モ ーセ1：39)主 がモーセに

宣言 されたこの言葉 を深く考えるとき，離

婚 によって引 き裂かれた家庭や家族の深刻

な現状を悲 しい思 いで見つめざるを得 ませ

ん。

離婚の裏 に秘 められた大きな原因は，結

婚や家族が神の定 めた もうたものであ り，

神が くださったものであるということへの

理解 の欠如 にあるようです。 この意味 を十

分 に理解 していたなら，離婚 と， それに伴

う不幸 は少なくなるで しょう。男女 は神の

教 えに基づいた，幸福 な結婚関係 を計画 し

ていただきたいと思い ます。 もしふたりが

お互いに愛を抱 き始めたときから， その結

婚関係 が永遠 にわたる約束 と条件 の下 に祝

福 を受 け得るものであることを理解 してい

れば，問題が生 じても， その解決の手段 と

して離婚 を考 えることはないで しょう。結

婚 がうまくいかなければ離婚 すればいいと

いう現代 の考 え方 は，結婚 を始 めか ら妨害

しているのです。
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離婚件数 が倍加の一途 をたどっている事

実 は，不幸な結婚 や期待 はずれの結婚 の解

決策 として離婚が広 く取 り入れ られてきて

いるよい証拠です。

しか したとえ離婚が どんなに容認 され，

容易 にできるようになっても，離婚 の悲惨

さ痛 ましさはその直後だけではなく，その

後何年 にもわたって続 きます。

離婚 によって本当の終止符を打つことは

決 してで きません。父親や母親が自分の血

肉を分けた子供 から，そ してまさに自分の

一部 となった
，共 に過 ごした 日々の思い出

から， どうして離れ られるで しょう。

離婚が成立するとほとんど必ずと言って

よいほど心理的，社会的，経済的に大 きな

動揺 がもたらされます。 しかしなが ら，ほ

とんどの人が離婚 した夫婦の間あるいはそ

の子供 たち，友人，親戚の間に起 こる疎外

感，苦痛，一分裂，挫折感 を軽 く考 えていま

す。離婚 によって生 じた心の痛手からまっ

た く立ち直れない人もいるのです。

あらゆることの中で最 も悲惨な ことは，

離婚 の60パ ーセン ト以上が，18歳 以下の子

供を巻 き添 えにしていることでしょう。離

婚 した夫婦 の子供 は非行 に走 りやす く，自

信 に欠 け，成 り行 き任せのところがあ り，

彼 ら自身の結婚 もまた不幸なものになるこ

とが多いのです。

結婚 の重要性を考 えるとき，私 たちが幸

福 な結婚生活 を送 るための備 えを十分 にし

ていないというのはむ しろ驚 くべきことで

す。若いふた りは大抵数 カ月， あるいは1，

2年 デー トをしながらロマンスを楽 しみ，

互いをよく知 り，結婚 します。結婚 するや
いんせき

ふた りは， ロマンスに信仰 や姻戚関係，や

りくり，それ に社会道徳や子供，家庭管理

についての真剣な話 し合い といったものを

加 えていかなければな らないことを悟 るの

です。
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この気高い責任 に対 して粗末 な備 えしか

していない人があまりにも多すぎます。

「仕事は結婚 ほど重要でも報 いを約束す

るもので もないが，……それで も……人 は

仕事 の備 えをするため に何年 も大学 に行

く。」(ロ ーウェル ・S・ ベニオン 『ユタの

家庭協議会』「ソル トレーク・トリビュー ン」

新聞，1980年4月6日 ，p.F-9参 照)

時 折監督室で重大な過 ちや傷ついた人生

が打 ち明 けられ ますが， どの告 白からも明

らかなのは，夫婦関係 が今よ りはるかに深

い関心，祈 りを伴 った関心を受 けるに値 す

るものであるということです。 もし夫婦 が

誠意ある監督 のもとを訪れ，監督から間題

を乗 り切 る方法 を学 び， 自己修養や自制 を

上手に使 って利己的でない愛を育むよう励

ましを受 けることがで きれば，暗礁 に乗 り

上げる結婚の数 は減 り，幸福 な夫婦 がさら

に増えることでしょう。

数年前のことですが， ハロル ド ・B・ リ

ー大管長は結婚 しているある婦人か ら次の

ような手紙 をもらいました。

「もう終わ りだ，離婚 以外に方法はない

とふた りで考えたとき，監督 に相談 しなさ

いと雪われていたのでそうしようと思 いま

し羅 監督はまだ若レ、ため初めは気が進

みませんでした。私 たちより年 がお若 いの

です。でもとにかく監督ですか ら，ふた り

で彼のところへ行 きました。 そして一部始

終，心の中を若い監督 に打ち明けました。

彼はじっと座 って黙 って聞いていましたが，

私たちの話の途切れたときにただひと言，

『そうですか
。私 たち夫婦にも同 じような

問題 が起 きたことがあります。 どうした ら

解決で、きるか，そのときわか りました』 と，

たったそれだけお っしゃったのです。若 い

監督のその言葉が心に残 って，私 たちは部

屋を出てから，『彼 らに解決できたとおっし

ゃるんだ。私 たちはどうなんだろう』 と話
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し合 い ました。」(「大 会報告1973-75」p.

121)

あ る著名 なプロデューサーが最近 こう言

いました。

「映画やテレビでは……喜劇 や昼のメロ

ドラマは別 として……結婚 を取 りあげるこ

とをあまり好 みません。 どちらかと言うと

性的な事柄 を強調 し……子供 のお とぎ話 に

あるような，一生幸せに暮 らしました， と

いった内容 はなおざりにされています。」

(カール ・E・ マイヤー)

私 たちの心配 は，単 にプロデューサーや

劇作家が幸せな実 りある結婚生活 を描 いて

いないことではなく，結婚 した多くのカッ

プルが結婚 を真剣 に受 け止めていないとこ

ろにあります。結婚生活のために努力し，

これを守 り，養 い育て，昨 日よりもきょう，

きょうよりも明 日と，よ り幸せな結婚 を目

指 し，さらにそれを永遠 にまで至 らせ よう

という真剣 な姿勢が見られないのです。

中年層の離婚 は特に悲惨 です。 これは社

会 を支 える成熟 した人たちが， 自分たちの



結婚 を守るべ く十分 な努力を払っていない

ことを表わ しています。45歳 過ぎの離婚が

目立って増えて きました。中年層 の人々，

中にはすでに子育 ての終わっている人， あ

るいは初孫 まで授 かろうという人 もいるか

もしれませんが， その ような人々が離婚 を

考 え，別々の道 を歩 もうと決意す るときに

悟 らなければならないことは，離婚 はどれ

を取 っても夫婦 どちらか， あるいは双方の

自分本位 な考え方の結果であるということ

です。

マラキ書 にはこう記 されています。

「これは主があなたと， あなたの若 い時

の妻 との間の，契約の証人だったからであ

る。彼女は，あなたの連れ合 い，契約 によ

るあなたの妻であるのに，あなたは彼女 を

裏切 った。

・あなたがたはみずから慎 んで， その

若 い時の妻を裏切 って はならない。」(マ ラ

キ2：14-15)

結婚 は誓約 です。十戒のうちのふたつは，

結婚 の神聖 さの維持 に直接 かかわるもので
かんいん

す。「あなたは姦淫 してはならない。あなた

は……隣人の妻 ……をむさぼってはならな

い。」(出 エジプ ト20：14，17)

イ エ スは貞操 の律法の深い意味 を説明し

てこう言われました。「しかし，わたしはあ

なたがたに言う。だれでも，情欲をいだい

て女 を見 る者 は，心の中ですでに姦淫を し

たのである。」(マ タイ5：28)

理 想 的な結婚 には互いに対する誠実 さが

あります。 その誠実 さは，相手 を伴侶 とし

て選 んだときから始 まります。箴言にはこ

う記 されています。「あなたの泉 に祝福 を受

けさせ，あなたの若 い時の妻を楽 しめ。」(箴

言5118)い つ も彼女の愛をもって満足 し，

彼女 への愛をもって常 に喜 ぶのです。(箴言

5：19参 照)

若 いときの妻 と共 に暮 らし， しわや白髪
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を気 にせずに深 い愛 と一致，それに今 も永

遠にわたって も分かち合 える知恵を得て黄

金の晩年 を共に送 ることは，特権以外の何

ものでもあ りません。

結婚 は， それが神 によって定められたこ

とに対す る信仰と知識 によって支 えられ，

愛の力によって 日々維持 されています。あ

る学者 はこう説明 しています。「相手の満足

や身の安全が， 自分の満足であり身の安全

であると感 じられるようになった とき，そ

こに初 めて，愛が存在する。」(ハ リー ・ス

タ ック・サ リヴァン 「現代精神医学」p.42)

結婚 関係 には永遠 にわたる何か貴 いもの

が存在 するという強い確信 をふたりが抱 く

ときに，悪 に対抗できる信仰が築かれてい

きます。結婚 は美 しく満足のいくもの，私

たちの最大の夢以上に喜びのあるものでな

ければな りません。なぜなら 「主 にあって

は，男な しには女 はないし，女なしには男

はない」(1コ リン ト11：11)か らです。

末 日聖徒 は離婚するには及びません。結

婚 問題 に対する解決策があるからです。もし

夫婦の間に何か重大な誤解があるなら，ある

いはまた，結婚生活を築 くうえで，ふたり

の間に何 か重苦 しいものや緊張を感 じると

きには，謙遜な気持ちで天父の前 に共 にひ

ざまずき， ふた りをおおう暗闇を取 り除い

て いただけるよう誠心誠意祈 ることです。

そうすれば必要な光が与 えられて， 自分の

欠点がよく見 え，悪い点 を悔 い改 めて互い

に赦 し合い，結婚 した頃の初心を取 りもど

すことがで きるでしょう。神が生 きてまし

まし，皆 さんの謙遜な祈 りに応えてくださ

ると心 よりへ りくだり申しあげます。主は

「イエスの名 によりて何事 にまれ欲すると

ころを願 え，さらば皆与 えられん」(教義 と

聖約50：29)と 言 っておられるのです。

イエス ・キリス1トのみ名によ り申しあげ

ます。アーメン。
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基督イエスーその言葉と意味

七十入第一定員会会長会G・ ホーマー・ダラム

い最近，高速道路で車 を走らせてい

つ たときのことです.、 台の車が傍ら

を追い越 して いきました。バ ンパー に目を

やると一風変わったステッカーが張 りつけ

てあり，「人類 を救 え」と書 かれて いまし

た。近頃 いろいろな種類のバンパーステ ッ

カーを見 かけますが，これを見たとき，私

はふと根本的 なもの，「救い」とい う言葉 に

っいて考 えさせ られました。私は救 いの計

画 について考 えました。次 に学問の世界に

思 いを巡 らせ，歴史の中にはいわゆる 「救

世主」が数多 く見 られるという，アーノル

ド・トイ ンビー博士 の指摘 について考 えま

した。私 たちは，真 の救いをもたらすお方

はただひとり，主イエス ・キリス トである

ことを知 っています。 この教会 はイエス ・

キ リス トの教会 であり，私 たちはイエス ・

キ リストのみ名を引き受けています。

普通，イエスがキリス トであると証すると

き，それはどのような意味なので しょうか。

もちろん，大切 なのはみたまの証です。しか

し 「イエス」 および 「キ リス ト」という言

葉 には，一体 どのような意味 があるのでし

ようか。

このふたつの言葉の意味 を簡単に調べて

おくこどは，特 に最近の若 い人々 にとって

孝斐に立つ と、思います。

「オックスフォー ド英語辞典」 によると，

英語の 「イエス」 という言葉 は中期英語か

ら登場 し，その源 をたどるとラテン語の「イ

エズス」を経て， ギリシャ語の 「イエソウ

ス」に至 り， さらにヘブル語 またはアラム

語の 「エシュア」や 「ホシュア」にまでさ

かのぼ り， その語源は 「ヨシュア」 にある

としています。同辞典 によれば，「ヨシュア」

という言葉は 「ヤハ ウェ」の 「ヤハ」に由

来 し，「エホバは救い」の意味であるとされ

ています。このように 「イエス」という言

葉 は，「救い主」という言葉 と同じ意味を持

っていることがわかります。 エルサレムに

あるヘブライ大学のデビッ ド・フルッサー

博士 は，簡潔 にこう述べています。「『イエ

ス』 はヘブル名 『ヨシュア』がギ リシャ語

に一般化 したものである。」(「ユダヤ百科事

典」1971年 ，10：10)

「ウ ェブスター20世 紀新英大辞典」 には

比較定義があ り，ヘブル語の 「ヨシュア」

に語源を持つラテンーギ リシャ語の派生語

は，文字通 り 「エホバの助 け」という意味

であると説明されています。 しか しさらに

同辞典では， この言葉 は 「主なる神」すな

わち助 け救 うことのできる御方 という意味

のヘブル語か らも来 ているとあ ります。 こ

の意味か らすると，「イエス」という言葉は

単 に 「神 は助け」 ということになります。

では， どのようにすればあのバンパーステ

ッカーが言うように 「人類 を救え」るので
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しょうか。辞書 と福音がその答 えを与えて

くれ ます。

「キ リス ト」 という言葉 はどうで しょう

か。 これもまた，中期英語か ら使用 される

ようにな り， ラテン語の 「クリスタス」を

経て，ギ リシャ語の 「ク リス トス」 にさか

のぼ ります。この 「クリス トス」は，「油を

注 ぐ」という動詞 の過去分詞形が名詞化 し

たもので，「油注がれた者」の意味です。

ウェブスターの辞典 によります と，「キ リ

ス ト」という言葉 は元来 イエスの称号だっ

たとあ ります。 したがって英語 においては，

ジェームズ ・E・ タルメージ長老がその著

書の題名 に用いたように，「基督 イエスJと

するのが正 しい使 い方でしょう。言葉の慣

用法 と啓示により， このふたつの言葉が結

合 してひとつの神聖 な貴い名前 となったの

です。

タルメー ジ長老はこのふたつの言葉を，

次 の ように定義 してい ます。「『イエス』

(Jesus)は 救 い主の個 人名であって，この

発音 はギ リシャ語に由来 している。……原

語で は， この名が 『エホバの助 け』 または

『救い主』の意味 であることがよく理解 さ

れていた。J

タルメー ジ長老は次のように強調 してい

ます。「『キリス ト』 とは神聖 な称号であっ

て，決 して普通の……， ありふれた名前で

・ない。キ リス トという称号 は元来ギ リ

シャ語 から出た言葉で， ヘブライ語 のメシ

ヤに相 当し， 『油注がれ たもの』という意味

である。」(「基督 イエス」pp.40-41)

現在 入手できる資料 で，「イエス・キリス

ト」 という聖 なる名前が最初 に出てくるの

はどこでしょうか。 かつてケンブリッジ大

学特別名誉教授であったジ ョセフ ・アー ミ

ティッジ・ロビンソン博士は，「テサロニケ

聖徒 の道/1984年7月 号

人への第一の手紙」の最初 の節であろうと

言 っています。(『イエス』「ブ リタニ却百科

事典」第11版 ， 第15巻)十 字架上 における

キリス トの死か ら約20年 後，今 日私 たちの

目に触れるこの手紙 を，テサロニケ人たち

が受 け取ったときの衝撃を想像 してみてく

ださい。「パウロとシルワノとテモテから，

父なる神 と主イエス ・キ リス トとにあるテ

サロニケ人 たちの教会へ。」(1テ サロニケ

1：1)

「父 なる神」 という言葉 と 「主イエス ・

キ リス ト」という言葉 が，「と」という接続

詞で分 けられて いることに注意 してくださ

い。これは当時の人々が，予言者 ジョセフ・

ス ミスによって回復 されたように，天父 と

御子が別々のお方 であると信 じていたこと

を示すものです。

マルコによる福音書 の最初の節 も，深い

意味を持つ歴史的記述 として力強く迫 って

きます。

「神の子 イエス ・キ リス トの福音のはじ

め」とあ ります。

愛弟子ヨハネによる福音書は， さらに雄

弁に物語っています。 ヨハネは先駆者バプ

テスマのヨハネによる証を，次 のように記

録 しました。「その翌 日，ヨハネはイエスが

自分 の方 にこられるのを見て言 った，『見

よ，世 の罪を取 り除く神 の小羊。』」(ヨ ハネ

1：29)

「人類 を救え」ですか?そ れなら 「見

よ，世 の罪を取 り除く神 の子羊」と言った

バプテスマのヨハネの証 を思い出 して くだ

さい。

人類 の救い主は， どのようにしてこの世

の名前 を得 られたので しょうか。啓示 によ

ってです。ナザ レの ヨセフに，主の使 いが

夢の中で現 われ， こう言 いました。
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「ダビデの子 ヨセフよ
，心配 しないでマ

リヤを妻 として迎 えるがよい。 その胎内に

宿 っているものは聖霊によるのである。彼

女は男の子 を産むであろう。その名 をイエ

スと名づけなさい。彼は，おのれの民 をそ

のもろもろの罪か ら救う者 となるか らであ

る。」(マ タイ1：20-21)

マタイによる次の記録 から，辞書 にある

イエスの名前の意味が確認 されます。「その

名 をイエスと名づけなさい。彼 は，おのれ

の民をそのもろもろの罪から救う者 となる

からである。」(マ タイ1：21)

マ リヤも幼 な子 の名前についてみ使 いか

らお告 げを受 けたことが，ルカ伝 に記され

ています。

「すると御使 が言った
， 『恐れるな，マ リ

ヤよ，あなたは神 から恵みをいただいてい

るのです。見よ， あなたはみごもって男の

子 を産むでしょう。 その子 をイエスと名づ

けなさい。」(ル カ1：30-31)

ル カ伝にはさらに， この幼な子の正式な

命名は生後8日 目に行なわれたことが記 さ

れています。

「受胎のまえに御使が告 げた とおり
，幼

な子 をイエスと名づけた。」(ル カ2：21)

この ようにして「神は助 け」 「油注がれた

者」「約束されたメシヤ」という意味 を持 つ

この名が，世 にもたらされたのです。

今か ら30数 年前， アー ノル ド・トイン

ビー博士はかつて見られなかったほど広範

囲にわたる歴史研究をまとめました。彼は，

人類が 「様々な救世主」を求めるのは 「逃

避」のためであるとし， この救世主を4つ

に分類 じました。第1は 「創造の天才」 と

しての救世主，第2は 「剣 を持 った救世

主」，第3は 「タイムマ シー ンを持 った救世

主」つまり理想郷 や実在 したことのない古
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代 社会 を夢見 る救世主のことであ り，第4

は 「王の仮面 をかぶった哲学者Jと しての

救世主です。 しか し， これ らの救世主がす

べて不適格であったことは，歴史が証明し

ました。 そして最後 に トインビー博士は，

「受肉 した神」 として主イエス ・キ リスト ・

をあげ，次のように言 ってい ます。

「……実際
，救 い主について概観 した最

終的な結論は次のようになります。私たち

がこの調査 を開始 した ときは， おびただ し

い数の群衆の中にいました。 しかし，先へ

進 むにつれて，共に行進 する人々は一団ず

つ姿 を消 していきました。最初 に姿を消 し

たのは剣 をとる人々です。 その次は過去や

未来の時代 に理想を追 う人々，次 は哲学者

で した。 こうしてついに，残ったのは神 々

だけとな りました。……そして今，私 たち

がふと立 ち止まり，行 く手の岸 にじっと目

を注 ぐと，大 きな流れの中か らただひとり
またた

のお方だけが丘 に上 り，瞬 く間に私 たちの

眼前 に立ちはだか ったのです。あそこにお

られる方 こそ誠の救世主……。」(「歴史の研

究」第1巻 一第5巻 縮約版，D・C・ サマ

ヴェル編，p.547)

私 た ちは， この救世主こそ，主 イエス ・

キ リス トであることを知 っています。私 は

これまで受 けた数多くの経験から，主が ま

さに 「助 け」であり，真の救い主であるこ

とを心から証できます。御子が命 じられた

ように，祈 りの中で天父に近づくならば，

門は開かれて助 けが与 えられ，私たちは恐

れることなくこの人生 を進んで行 くことが

で きるのです。 あらゆる人々が，創世の以

前に選ばれたお方，基督イエスの重要性を

知ることがで きます。 これが私 の信仰 であ

り証です。イエス ・キ リス トのみ名 により

申しあげます。アーメン。



永遠の家庭を築く

十二使徒定員会会員 卜一マス・S・モンソン

イ
セ

エスは今 日私たちが聖地 と呼んでい

る町 や村 のほこりだ らけの道 を歩 ま

れ，美 しいガ リラヤのそばで弟子たちに教

えを説かれ ましたが，その とき主は，人々

にわか りやすい言葉でよくたとえを使って

話 されました。 そして聞いている人々の生

活 に言及 して，家庭 を築 くことについてた

びたび語 られました。

イエスは言われ ました。「内部 で分れ争う

・家は立 ち行 かない。」(マ タイ12：25)

「見 よ
，わが家 は秩序の家 にして混乱の家

にあ らず。」(教 義 と聖約132：8)

1832年12月27日 ， オハイオ州 カー トラン

ドで予言者 ジ ョセフ ・ス ミスを通 して与 え

られた啓示 の中で，主は次のように言われ

ました。「汝 ら組織 して必要なる物をことご
しか

とく調 えよ。而 して，祈 りの家，断食の家，

信仰の家，学問の家，栄光の家，秩序の家，

神 の家なる一つの家 を建 つべ し。」(教 義 と

聖約881119)

人 が永遠に至るまで住 む家庭を上手に，

しかも正 しく建てるうえで， これほど適切

な青写真 がほかにあるで しょうか。

そのような家 はマタイ伝 に与 えられてい

る建築規定 にかな う，岩の上に建てられた

家で(マ タイ7124参 照)， チャレンジの多

いこの世 のいたる所 に見 られる逆境 の雨や，

敵対感情の大洪水や，疑惑の嵐 にも耐 える

ことので きる家です。

「しかしあの啓示は神殿 を建 てるときの

ものです。今で も通用するのでしょうか」

と言う人がいるか もしれません。

それに対 して使徒パウロは 「あなたがた

は神 の宮であって，神 の御霊 が自分のうち

に宿 っていることを知 らないのか」(1コ リ

ント3：16)と 答 えています。

ここでこれらの建築規定をひとつずつ考

察 してみれば，主 なる家造 り， この世 の造

り主，主なる救い主， すなわちイエス ・キ

リス トか ら与 えられた教 えをもっとよく認

識することができると思います。

この青写真 は，私たちの家が まず祈 りの

家でなければならないと言っています。主

は言われました。「また祈 る時には，偽善者

たちのようにするな。彼 らは人に見せよう

として……祈ることを好む。……あなたは

祈 る時，……隠れた所 においでになるあな

たの父 に祈 りなさい。……(ま た)… … く

どくどと祈 るな。……あなたがたはこう祈

りなさい。天 にいますわれ らの父 よ，御名

があがめられ ますように。御国がきますよ

うに。 みこころが天に行われるとおり，地

にも行われますように。わたしたちの 日ご

との食物を， きょうもお与えください。わ

たしたちに負債 のある者 をゆるしましたよ

うに，わた したちの負債 をもおゆるしくだ

さい。 わた したちを試 みに会 わせないで，

悪 しき者か らお救 い ください。」、(マタイ

6：5-7，9-13)

この部分 の青写真は，幼いときから子供
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たちに教 えることがで きます。私 たちの長

男が3歳 ぐらいのときのことです。私 たち

と一緒 にひざまず いて夕べの祈 りを捧 げて

いました。当時，私 はワー ド部の監督 をし

ていましたが，ワー ド部のマーガ レッ ト・
がん

リスター姉妹が癌で危険な状態 にありまし

た。私 たちは毎晩 リスター姉妹のため に祈

っていたのですが，ある晩，長男の番 にな

りました。 ところが彼 は，祈 り言葉 と童話

の物語 を混同してこう言 ったのです。「天の

お父様， リスター姉妹 とヘンリー ・ペニー

ちゃんと，にわとりのなめどりちゃんとほ

かのお友達 をみんな祝福 して ください。」そ

の晩，笑うことは控 えました。ところがあ

とで姉妹 が完全 に快復 され，私 たちは謙遜

な気持 ちにさせられました。子供 の祈 りを

軽 んじてはなりません。なぜな ら子供 たち

は，つい最近 まで天父のみ もとにいたから

です。

私たちの家 を祈 りの家 にしましょう。

私たちの家は，断食の家でなければな り

ません。 この部分 の青写真 は，イザヤ書 に

「まことの断食」と題 して よく表わされて

います。

「わたしが選ぶ ところの断食 は……

飢 えた者 に，あなたのパ ンを分 け与 え，

さすらえる貧 しい者を，あなたの家に入れ，

裸の者 を見て， これに着せ， 自分 の骨肉に

身を隠さないな どの事 ではないか。
あかつき

そうすれば，あなたの光 が暁のようにあ

らわれ出て， あなたは，すみやかにいやさ

れ， あなたの義 はあなたの前 に行 き，主の

栄光 はあなたのしんが りとなる。

また，あなたが呼 ぶとき，主 は答 えられ，

あなた炉叫ぶとき， 『わたしはここにおる』

と言われる。 もし，一…

飢えた者 にあなたのパ ンを施 し，苦 しむ

者の願 いを満ち足 らせるならば， あなたの

光 は暗きに輝 き，あなたのやみは真昼 のよ
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うになる。

主 は常 にあなたを導 き，良 き物 をもって

あなたの願いを満ち足 らせ，…… あなたは

潤 った園のように，水の絶 えない泉 のよう

になる。」(イ ザヤ58：6-11)

私 た ちの家を断食の家にしましょう。

私 たちの家 は信仰の家でなければな りま

せん。ヤコブは言いました。「あなたがたの

うち，知恵に不足 している者があれば， そ

の人は， とがめもせずに惜 しみなくすべて

の人に与える神 に，願 い求めるがよい。 そ

うすれば，与 えられるであろう。ただ，疑

わないで，信仰をもって願い求めなさい。

疑 う人は，風 の吹 くままに揺 れ動 く海の波

に似ている。」(ヤ コブ1：5-6〉

断 固 とした信仰 を実際の生活 に応用 した

例 は， 二一ファイの態度 とその人の心 に奮

い立たせるような言葉 の中に見られます。

彼 は言いました。「私 は主が命 じたもうたこ

とを行 って行 う。」(1二 一ファイ3：7)

彼 はため らうことなく信じました。今 日で

も， これにあてはまるケースがあるのでは

ないでしようか。

前 のことですが， ヒュー ・B・ ブラウン
r副 管長 に同行 してサモア伝道部に行

ったと

きのことです。アメリカ領 サモアの会貝や

宣教 師たちが，厳 しい干ばつで これ以上 日

照 りが続けば給水が止まり，礼拝堂や学校

を閉鎖 しなければならなくなると教 えてく

れました。そして， そのために共に祈 りを

捧 げるよう頼 まれました。

パゴパゴの飛行場 からマプサガの学校 ま

での道から，干ばつの爪跡がよく見てとれ

ました。太陽は容赦 なく照 りつけ，まっ青

な空 には雲ひとつあ りませんでした。集会

が始 まることを会貝たちはとても喜んでい

ました。開会 の祈 りを捧げた人は，私 たち

が期待 される雨 をもたらすのを知 っていた

かのように，私 たちが無事 に到着 したこと



を天父に感謝 しました。そして，ブラウン副

管長が話すころになると，太陽が雲 でおお

われていきました。雷鳴が聞こえ， いなず

まが見えたか と思 うと，天が開 き，雨が降

り出しました。干ばつは終わったのです。

後 日，飛行場 で西 サモアに向かう準備 を

していた ときですが，小 さな飛行機 のパイ

ロットが，地上整備員 に向か ってこう言 う

のが聞 こえました。「これは今 までにない異

常天候だ。マプサガにあるモルモン教会 の

学校 の上空以外 は雲 ひとつない。不思議 な

ことだ」 と。

「教会 について教 えるよいチャンスです

ね」 と副管長が言われたので，私 はさっそ

くそういたしました。

確 かに私たちの家 は信仰の家 です。

私 たちの家を学問の家にしましょう。主
よ ふみ

は言われました。「汝 ら最 も善 き書 より智恵
まさ

ある言葉を探 し求 めよ。 また正 に研究と信

仰 とによりて学問を求 むべ し。」(教 義 と聖

約881118)ま た こう勧告 しておられます。

「わたしに学 びなさい
。 そうすれば，あな

たがたの魂 に休みが与えられるであろう。」

(マタイ11：29)学 問 の探求 でこれほど深

遠 な報いを約束 しているものはほかにあ り

ません。

私 たちの家を学問の家 にしましょう。

私 たちの家は栄光 の家 となるべ きです。

そうするために私たちは神 に対 して正直で

あり，ほかの人々 に対 して公平 であ り， ま

た自分に正直でなければな りません。行な

いと心はひとつでなければならないのです。

マーク ・トウェインとして知 られるサムエ

ル ・クレメンスは，ハックルベ リーフィン

を通 して大切なことを教 えています。

「身震い した。 これまでのような自分 に

なるのをやめて，良 くなることができない

かなと思 って祈ってみようと思 ったのさ。

ひざまずいたまではよかったが，言葉が出
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てこない。 どうしたかって?神 様に隠 し事

をしようとしたってむだなことさ。 どうし

て言葉が出てこないのか 自分にはちゃあん

とわかっていたの さ。それは自分に二心が

あったからさ。 もう罪 を犯 さないような、言・

りしていて，心の奥底では一番罪深 いこと

をしていたのさ。 口先では正 しくきれいな

事 をすると言いなが ら， 自分の奥深 くでは，

それが嘘 だということがわかっていたのさ。

神様 もそれ を知 っていたんだ。嘘 を祈 った

ってだめなことがわかったのさ。」

ある人の言葉 にこうあ りました。「節操，

それ は宝だ。」節度 をもって常 に良き物 を求

めることにより，私 たちは栄光 の家を確実

な もの とすることができます。

私 たちの家は秩序 の家でなければな りま
あめ

せん。「天が下のすべ ての事 には季節があ

り，すべてのわざには時がある」(伝道3：

1)と 伝 道者は言 っています。 これは真実

です。家族 の時，働 く時，学ぶ時，奉仕の

時，憩いの時， 自分 の時， そして何 ものに

も増 して， キ リス トのための時を設けまし

ょう。

そうしたならば，私 たちの家は秩序 の家

にな ります。

最後 に，私たちの家を神 の家 にしましょ

う。清 い心，高貴 な目的，何で も進んでし

ようとする心，人のために助 けとなろうと
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いう気持 ちなどはすべて，神の家 の一部 を

なすものです。神 は私 たちをひとりで苦労

させられません。私 たちを助 けようと， い

つも備 えてお られ るのです。

だいぶ前の ことですが，私 は伝道部長 と

して召 され，400人 を越 える宣教 師と親 しく

交わる特権 を与 えられました。ひとり， ひ

どい病気 にかかった宣教 師が いました。数

週間の病院生活の後 に，複雑な手術を手が

ける段になり，医師が，彼の両親 を呼 び寄

せるようにと言 いました。助か らない可能

性があるからということでした。

両親が来 ました。 ある晩遅 く父親 と私 は

カナダの トロントのある病院の一室で， こ

の若 い宣教師の頭 に手 を置き，祝福 を授け

ました。 それから起 こった出来事 は私 にと

って強い証 とな りました。

その宣教師の病室 は6人 用の部屋 でした。

ほかのベ ッドには異なった病気 の人たちが

いました。手術が行 なわれる朝，その宣教

師のベッドは空 になっていました。看護婦

が朝食を運んできました。最初のベッ ドに

いる人の所に行って，「けさは，卵を少 し余

分 に持ってきましたよ」 と言いました。

第一のベ ッドの人 は，芝刈 り機 でけがを

した人でした。つま先 をけがしたほかは健

康 な人でした。「今朝は食べ ません」とその

人が言いました。

「いいわ
，その分2番 目のベ ッ ドのお友

達 に差 しあげるから。」看護婦 はそう答 えま

した。

すると2番 目の病 人が言いました。「今朝

は食べないでおこうと思 う。」

5人 とも朝食を拒 みました。 とうとう看

護婦 が音をあげました。「いつ もたくさん食

べる人たちが， きょうは全然食べたがらな

いなんて，一体 どうしたことでしょう。」

6番 目のベ ッドの人が答 えました。「3番

目のベッ ドが空 いているでしょう。今手術
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を してるんです よ。彼 には助 けが必要なん

です。彼 は教会の宣教 師で， この病室にい

る間 に教会 の原則について話 してくれまし

た。祈 りの原則や信仰の原則，断食の原則，

それ らによって主に祝福 を求 めることがで

きることをね。モルモ ン教会 のことについ

てはあま りよくわからないけれ ど， あの人

についてはよく知 っています。彼のために

きょうは断食 しているんです。」

手術は成功 しました。治療費 を支払 う段

にな って，医 師は こう言いました。「受け

取 った ら私 は不正 を して いることにな り

ます。 自分 の手 が 自分 以外の 力で導かれ

ているような思 いをしながら手術を したの

はこれが初めてです。 どなたか高い所 にお

られる方が文字通 り助けてくださったんで

すね。そんな手術に対 してお金 はいただけ

ませんよ。」

それ こそ神の家です。

これ こそ私たちの建築計画です。私たち

は永遠の家，神の宮の建築士なのです。(1

コ リント3116参 照)

「汝 ら組織 して必要なる物 をことごとく

しか

調 えよ。而 して，祈 りの家，断食の家，信

仰の家，学問の家，栄光の家，秩序の家，

神の家 なる一つの家を建つべし。」(教 義 と

聖約881119)

そ して主は，かつてソロモンに現われて

言われたように，建築検査官 として こう言

われることでしょう。「わた しはあなたが建

てたこの宮を聖別 して，わたしの名 を永久

にそこに置く。わたしの目と，わたしの心

は常 にそこにあるであろう。」(列 王上9：

3)

私 た ちがこの神聖な青写真 に従 うことが

できますように。そして永遠の家を建 てる

有能な建築士 となることができますように。

イエス ・キリス トのみ名 を通 して申しあげ

ます。アーメン。



1983年 度統計報告
大管長会秘書

フランシス・M・ギボンズ

大
管長会 は，1983年12月31日 現 在の教

会の発展 と状況 に関する統計記録 を

以下のように発表 しました。(会員数 は大会

までに提出された1983年 度報告書による概

算)

教会ユニット

ステーキ部数

地方部数

伝道部数

1，458

ワー ド部数

343

178

ス テーキ部 内の支部数

9，329

2，641
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伝道部 内の支部数2，024

(1983年 度 内に，66の ステーキ部 と378の ワ

ー ド部 および支部 が増加 したことになる)

ワー ド部 または支部の

組織 されている国90

ワー ド部 または支部 の組織 されている

準州，植 民地，属領17

教会員数

教会員総数

(1983年 度 末現在)

1983年 度内の会員数の増加

子供の記録の増加

5，400，000

子供のバプテスマの数

112，000

改宗者のバプテスマの数

69，000

一般統計

出生率(1，000人 当 たり)

結婚率(1，000人 当 たり)

死亡率(1，000入 当 たり)

189，419

24.5

11.1

神権者

執事

教師

祭司

長老

4.0

七十人

大祭司

229，000

169，000

335，000

444，000

32，000

宣教師

専任宣教師

190，000

26，565

系 図

1983年 度 内に神殿エンダウメン トのために

処理 した名前の数4，288，303
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神 殿

1983年 度 内に執行 されたエンダウメン ト数

生者

死者

5，116

4，β64，928

儀式 を行 なっている神殿25

建 築 中， または計画中の神殿17

年 度内に閉鎖 した神殿1

1983年 度 内に6つ の神 殿 が献堂 され，

1984年 度 中にも6つ の神殿が献堂される予

定です。(問題 が生 じた場合，献堂が1985年

に延期 される神殿 も出てきます)

教 会教育制度

1982-83年 の在席者数

セ ミナ リー，インスティテ ユー ト

(特別 プログラムを含む〉389，258

教 会 経営の学校，大学，生涯教育…68，707

福祉活動

社会福祉課の援助を受けた人

有給の職業に就いた人

・118
，672

労働奉仕日数累計

25，460

倉庫からの監督の注文

339，375

305，891

昨年4月 以降 に死亡 した著名な会員

十二使 徒評議 員会会 員 マーク ・E・ ピー

ターセ ン母老，十二使徒評議員会会員ハワ

ー ド・W・ハ ンター長老夫人 クララ・メイ・

ジェフス ・ハ ンター，元管理監督会副監督

故 カール ・W・ ビューナー夫人ルシール ・

サ～マン ・ビューナー，元管理監督会副監

督故 ジョン ・ウェルズ夫人 マーガレット・

ア ン ・ニューマン ・ウェル ズ，前中央扶助

協会書記ブ ランシュ ・ブラック ・ス トダー

ド，前 中央 日曜学校会計係ポール ・ベ ンジ

ャミン ・.タナー。 戸
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「永遠の神が定めたもうた大計画
J

十二使徒定員会会員 二一ル・A・マツクスウエル

まい

吉 遙な末 日の啓示を源 とする偉大な祝同

福の中に，驚嘆すべ き救 いの計画と

いう重要 な福音の計画があります。 これは

幸福 を与える計画，憐 みの計画 とも呼ばれ

ます。(ア ルマ42：5，8，15参 照)表 現 は

どうあれ， これ はア ミュレクが述べて いる

「永遠の神が定めたもうた大計画」(アルマ

3419)で あ り，これなくして人類はこと

ごとく滅びて しまうのです。

この計画 は， イエス ・キ リス トの福音の
ぜんぼう

全貌を見事 に表わ した驚 くべ き例 と言 えま

す。さらに，主 イエス ・キ リス トに対する

完 き信仰に至るには，御 父の救 いの計画へ

の完 き信仰が必要 とされ ます。

ブリガム ・ヤング大管長 はこう語 りまし

た。

「……救 いの計画を知 り
，神 のみ前 に通

じる道 をそれずに進むためには，啓示 のみ

たまが一人一人になければならない。」(「ブ

リガム ・ヤ ング説教集」9：279)

この計画は，非常 に重要 であり， その内

にとどまるか否かによって人は見通 しを失

い，悲惨 な状況 に陥 ることにもな ります。

事実，人類の悲劇 のほとんどは，救 いの計

画に対する無知 もしくは不従順の結果なの

です。 この世 におけるそうした悲劇 は，こ

の計画に従おうとしない限 り決 してやむこ

とはないでしょう。 この大切な知識 を私 た

ちに惜 しみなくお授 けくださっている主が

この計画の基 について 「自由に」(モ ーセ

6：58)教 え るようにと言われたのはその

ためです。

御父のこの計画の中心 におられるのは，

一人類の照 い主であられるイエス ・キ リス ト

です。 しか し予言されているように，多く

の人たちがイエスを「つまらぬ者」(1二 一

ファイ19：9)と 判 断 し， また 「あたりま

えの人問と思」(モ ーサヤ319)っ て いま

す。た とえほかの人々がイエスを否定 し，

見下 そうと，私 たちにとってイエスは主で

あ り救い主です。兄弟姉妹の皆 さん，比較

の点 から言 えば，人が私 たちのことをどう

考 えるかはあま り問題ではありませんが，

私 たちが主 をどのように考 えるかは大変に

重要 なことです。 また人が私たちのことを

いかなる人物かと言うかも問題 ではなく，

大切 なのは私たちがイエスをどんなお方 と

見るかなのです。(マ タイ16：13-17参 照)

た とえば，私 たちは単にイエス ・キ リス

トの偉大な神性 のみならず，その息をのむ

ほどの行動力 と羊飼いとしての管理の範囲

の広さを認め，高 く評価 しています。復活

されたイエスは， メシヤとして生 きた中東

の地 を再 び訪れ，続 いてアメ リカ大 陸の

人々のもとへ(III二 一 ファイ11参 照)， さら

にほかの失われた羊のもとへ も行かれ まし

た。(III二 一 ファイ17：4参 照)
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主はこの思 いや りある計画の中で，人の

子 らのためになることでなければ何事 もな

され ません。(II二 一 ファイ26：24参 照)主

はモーセやエレ ミヤが述べたように，私 た

ちが 「つねにさいわいで」あるように，絶

えず愛 をもって働 いて くだ さいます。(申命

6：24。 エ レミヤ32：38-40も 参 照)主 の

偉大な計画の中にあって，主の 「業」と「栄

光」とは，「人 に不死不滅 と永遠の生命 とを

もた らす」(モ ーセ1：39)こ とです。 この

ように，たとえ私 たちが心から神 を愛する

ようになっても，最初 に愛 して くださった

のは神 なのだということを謙虚 に肝 に銘 じ

なけれ ばなりません。(1ヨ ハネ4：19参

照)

さて， シェークスピアの 「この世 はすべ

て舞台である」との言葉(「お気 に召すまま」

第2幕 第7場)は 大体 当を得ていると思 い

ますが，舞台は舞台でも劇 を演 じるための

舞台ではあ りませ ん。

この計画 という言葉 は，父 としての神の

目的の成就，すなわちこの世の舞台の上で

混乱 し絶望 した人々が切望 しているものを

実現 することを確約 するものです。

「幸福 を与える計画」は
，私 たち一人一

人 に不死不滅の体 を約束するのみならず，

さらに良い人格 を持 った人間へ と生 まれ変

わることも保証 してくれ ます。「おお私 たち

の神の計画の偉大なことよ」(II二一 フ ァイ

9：13)と 述 べた予言者の言葉 は言い得て

妙です。 エノクは， 目の前 に展開する歴史

と人類の不必要 な悲劇 を見て涙を禁 じ得 ま

せんで した。(モ ーセ7：41参 照)し か し，

彼は神 の計画の勝利 も見たのです。別 の予

言者が こう叫んでいます。

「……神 は
，われ らが亡 びないように……

これらのことを示 し……われ ら自身 も愛 し
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たもうから……また憐 みの心が深 いので神

の使 たちをわれ らにつかわ して……われ ら

に も救 いの計画 を示 した も う。」(ア ルマ

24：14〉

天使の訪れ は近代 にも見られました。そ

れ は，神 の救 いの計画 を再 び教 え，この世

での生活が最終的な墓場 となるのではなく，

死をもって人類 が消滅 しないことを私 たち

に確信 させるためで した。

アルマは 「霊 も肉体 も一 しょにみな消え

てなくなって しま」(ア ルマ36：15)う か の

ような恐ろしい苦 しみの瞬間を経験 しまし

た。その とき，「神の子であるイエス・キリ

ス トと言うお方が，世の人の罪を照うため

にこの世 へ来 りたもう」(ア ル マ36：17)と

い う父の予言 を思 い出します。そしてこの

非常 に謙虚 な状態 になったときに，アルマ

は心の中でこう嘆願 します。「神 の御子イエ

スよ，……私 を憐みたまえ。」(ア ルマ36：

18)

こ う して目的が苦痛 にとって代わ り，み

くらにまします神 を見 た思 いがしたときに

喜 びは失意 を飲 みつくし， アルマは神 と一

緒にいたいと思 ったのです。(アルマ36：22

参 照)

この天の家への希求 は， この世での生活

が どう意図されたかを考 えたときに特 に現

実味 をおびて きます。兄弟姉妹，結局私 た

ちは美 しい景色や偉大な絵画，音楽 に接 し

たときに喜びを覚 えますが， それは，過去

に別の場所で獲得 した本能のひらめきにす

ぎないのです。

しか しながら人生 は，機会 と選択，そし

て祝福 の略奪 を含 む，綿密に組み立て られ

た試 しと訓練 の場 ということも事実です。

さらに言 えば，避 けて通 ることのできない，

必ず通過 しなければな らない道なのです。
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「通過」するとは何 と大変 なことで しょう。

しかし過 ちを犯 しやすい私たち人間のた

めに， この憐みの計画 には過 ちを認めて修

正 し，中断された進歩 を回復する機会 も与

えられています。

失 ったものを取 り返 し，精練する場は備

えられています。勇敢 なペテロは， ちゅう

ちょしたために渦巻 く波間に沈みかけまし

たが，どなたを目指 して生きるべきかを知

っていて，「主よ，お助 けください」(マ タ

イ14：30)と 叫 びました。温厚 なモーセは，

イスラエルの民の悪 と指導者 としての重圧

と闘 っていま した。(民 数11：11，14，29参

照)ま たニネベに行 かずにタルシシに行 こ

うとしたヨナはやは りニネベ に行 くことに

な りましたが， そのことで思いや りに関 し

て偉大な教訓を得 ました。過 ちを犯 したオ

リヴァ ・カウ ドリ， マーテン ・ハ リス， そ

れに トーマス ・B・ マーシュは，霊性を回

復 し，西部 に渡 って再 び教会 に加わ り，赦

しを得，救いの計画 とそれ を宣言 した末 日

の予言者 たちを支持 して1み ずからの悔 い

改めを証明 しました。

兄弟姉妹， このように神 に最 も忠実で洗

練 された人生最高の期間は，往々にして最

も暗い時期 のさ中，あるいはす ぐあとに来

るものなのです。

したが って， まさに主の訓練の段階にあ

る人が主 に対 して不平を言 うのは，何 と皮

肉なことで しょうか。 この死すべ き世 を信

仰 によって歩かねばならないという現実 に

怒 りを覚 える人 も同 じです。 しかし，実利

的で しか も霊的であったブ リガム ・ヤング

大管長 はこう言いました。「事実を認識す る

だけでは救 いに通 じる信仰 は得 られない。」

(「ブ リガム ・ヤ ング説教集」p。154)
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また，あまりにも短 いこの世での生活で

すから，通過するための決 まったルー トが

いくつかあるはずです。楽なルー トや大変

なルー ト，また短 いルー トや長 いルー トも

あ ります。 したがって， たとえ信仰 をもっ

てして も，私 たちは大胆にもこれ らすべて

のルー トを，常 にすべての人に対 してふさ

ぐことはで きません。 また完全 な，永遠に

わたるビジ ョンがあれば，決 してそうはし

ないで しょう。

記憶のある部分 を制限されている私 たち

は，世 の初めから終 わ りまでを見 ることは

で きません。 しかし神 にはそれがおできに

な ります。一方私 たちは今，右 も左 もわか

らない状態 と言えましょう。 しかしそのよ

うな中にあって， たとえ自分の身辺で起 こ

っていること一つ一つについて説明で きな

くとも，神 が私たち一人一人を完全 な状態

で愛 してくださっていることはよくわか り

ます。(1二 一ファイ11：17参 照)

このまゆのようなこの世 の教室 の中で，

私 たちの視野 はさえぎ られています。唯一，

「永遠 の神 が定めたもうた大計画」 に対す

る信仰 と知識が与えられて いるだけなので

す。

したがって，救いの計画 に関するキリス

トの教義 は，まさしく私 たちの行 く手 を照

らす導 きの聖典 と言えましょう。主の福音

のガー ドレールはまっすぐで狭 い道 にそっ

て伸 びてお り，道 をそれ ようとする私 たち

を押 し戻 し，守 り，ときには揺 さぶ りをかけ

て私たちの霊の 目を開かせてくれます。

この偉大な計画 は，抽象的な神学 よりむ

しろ， 日常生活 に目を向けさせ ます。その

真理 は，私たちが 自分 自身やほかの人々，人

生，主， そして宇宙 に対 する見方を決める

きわめて重大なものです。 また，赤子，死，
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世 の誉 れや賞賛 に対する考 え方 にも同 じよ

うに影響 を及 ぼします。救 いの計画 は事物

の意味 を知る源 として主要なものであり，

どのような試練 にあっても私 たちを守 り，

育 てて くれ るのです。

この計画の真理 と，それ に従 った結果 を

考 えるとき，私たちは偉大な書物 とつ まら
ふくしゆう

ない広告，復 讐 と正義，怒 りと義憤，快楽

と幸福 の違 いを知 ることができます。

この ように，神の救 いの計画 を理解すれ

ば，人生における喜びや努力，苦 しみと訓

練， そして忍耐の経験 は，私たちを，救い

主が「われ と同じ人物j(m二 一 ファイ271

27)と 言 って招いておられる状態 にまで高

めるために，それなりの役 目を果 たしてい

ることがわかります。 もし望むなら，私た

ちはそのような人物 になれるのです。

この個人の進歩 には，ときとしてシオンの

陣営の行軍や行 く手 をはばむ断崖，そして

北 メキシコの移住地での試練 といった特別

クラスが必要 とな ります。 しかし， こうし

た特別 な試練の機会 を経て こそ，特別 な人

物が送 り出 され るのです。 しかしそうした

エピソー ドについて，起 こった場所 は問題

ではあ りません。問題 は， それらがすべて

第二の位であるこの試 しの世 で起こってい

るということです。

したがって， この計画を知 り，それ にお

となしく従 うとき，自分 で条件 をつけられ

るならば喜んで降伏 すると神に向かって言

うことはできません。無条件降伏 に条件 は

ないからです。

救 いの計画そのものがすべてにわたって

完全 なものであって も，その計画の示す標

準か ら大 きくそれた生活 をしている人に真

の幸福 はもたらさ1れません。 また欺かれる

のではないかと思 っで1函む人も幸福は得 ら
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れませんし， この世的な会堂での地位 を失

うことを思 い悩 む人にも誉れ を得 る場 は与

え られ ないので す。(ヨ ハ ネ12：42-43参

照)

この計画 によれば私たちには心配 して く

ださる御父 と救 い主が与えられていますが，

これを信 ずる者たちが俗世の とどまること

を知 らない心配事 から自動的に免れること

ができるわけではあ りません。

この計画は，現代人の選択 の自由を見事

に強調 しています。(II二 一 ファイ2：27参

照)し か し，今私たちが置かれている状況

のある部分 は，かつて自由意志 に基づいて

なされた，今 は忘 れられている契約 の結果

です。

救いの計画は常に進むべき道 を示 して く

れますが，その道をならしてはくれません。

個人の進歩 にとって， 「必ずその反対 の も

の」(II二 一 ファイ2：11)が な ければな ら

ないからです。

主は主 の計画 について，私 たちに必要 な

知的，睾的な確認を与えてくださいますが，

それはあくまでも主が定 めた もうた条件 と

方法に従 うことによって得 られるのです。

「神のみこころを行 おうと思 う者であれ

おしえ

ば，だれで も，わたしの語っているこの教

'髭

が神か らの ものか，それとも，わたし自身

から出たものか， わかるであろう。」(ヨ ハ

ネ7：17)

確 か に，死 すべき人間が犯 すあ らゆる過

ちの中で，神の救 いの計画を誤 りであると

する過 ちは決 して犯 してはならないもので

しょう。 その過ちほど後々にわたって重大

な結果 を招 く過ちはないか らです。

またこの教会 とその民が，費用と労力 を

惜 しまず この計画 を教 える完全な福音を宣

べ伝 えるのは，以上のことを考えれば当然

の ことです。

また主がこの計画を簡潔 に，繰 り返 し教

えるよう望んでおられることもうなずけま

す。

当然のことです。この計画 は神の計画で

あ り，私 たちの計画ではないのです。人間
へきえき

の計画がこの世の問題の解決 に辟易 して い

るときに，何 と喜ばしいことで しょうか。.

さ らにこのことについて， ヤコブは私 たち

を代弁 してこう書いています。「キ リス トの

身代 りの瞭罪のことを話 して……何 のさし

つか えが あろうか。」(モ ルモ ン経 ヤ コブ

4112)兄 弟 姉妹の皆 さん，キ リス トの瞭

罪は，神 と救 い主キ リス トが幸福を得 るた

めのこの大計画を もって進 まれるとき，人

38



類のあらゆる歴史の橋渡 しをす ることにな

るでしょう。 この計画の中で，神 は私たち

が幸福 になることを望 んでおられますが，

それ にはまず選択 の自由を得 なければな り

ません。

この死すべき世 における選択の 自由 とい

う賜 について考 えると，神の祝福 に満 ちた，

人に進歩を得 させる目的についてすばらし

い事柄 がわかって きます。 しか し，その自

由の乱用は恐るべ き結果を私たちの身に招

くのです。

しかしなが ら，私たちはこの世の舞台で，

憐みの偉大 なひととき，慈愛の霊感あふれ

る瞬間，そ して感動的な無私の精神や人知

れず絶 え間なく示 される勇気 ある行為 を，

信条や皮膚の色を問わずあらゆる民の間に

見 ることができます。

これは驚 くにはあた りません。私 たちが

どなたの霊の子供 なのか考 えてみてくださ

い。(ヘ ブル12：9参 照)

したがって，当然 のことながらこの地上

の学校 は， いくつかの輝かしい勝利 を生み

出 しこそすれ，歴史は個々が犯 す過 ちで満

ちているのです。 しかし学校やカ リキュラ

ムのせいにすべ きではありません。 まして

校長 のせいにするなどとんでもないことで

す。 また生徒の立場 にある私 たちは，御父

に向かって説教をすべきではありません。

さて，兄弟姉妹，末 日において主の弟子 に

なることは公園で ピクニ ックをするような

ものだとはだれも言 いませんでした。

過去の苦難の時代 が私 たちに導 きを与え

て くれ ます。古代 においてイエスの来臨が

間近 に迫 った とき， たくさんの しるしがあ

りました。「疑 い」(m二 一ファイ8：4)

を抱 く者 もまだいました。 しか し、忠実な者

たちは勝 ち，その正 しさが立証 されたのです。
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当時，信 じる人たちを公然 とあざける者た

ちがいました。信 じる人たちの信仰 をあざけ

って「騒 ぎ」を起こし，キ リストに従う者たち

の信仰 が水泡 に帰すだろうとほくそ笑んで

さえいました。(皿二一ファイ115-7参

照)し かしそうはなりませんでした。信者

たちは信仰を守 り，信仰 は信者たちを守 っ

たのです。

しか し，現代 にあってみたまとの調和 を
あんねい

得 ている人々にとって，安 寧の基は，かの

エ リシャの召使の若者 と同 じところにあ り

ます。敵 の大軍 に囲まれているのを見た若

者は，いみじくも予言者であり聖見者であ

るエ リシャに導 きを求めました。答 えはこ

うで した。「恐れることはない。われわれと

共にいる者 は彼 らと共 にいる者 よりも多い

のだから。J(列 王下6：16)し か しこの若

者の 目にはどうして も予言者の言うように

は見えませんで した。そこで予言者が彼の

ために祈ると，目が開けて，「火の馬 と火の

戦車が山 に満 ちて」(列 王下6：17)い るの

が見えました。

これからも，昔同様主 の誓約 を守 る人々

には次の主の約束がこだましてくるからで

す。

「そして彼 らはわたしの民 となり，わた

しは彼 らの神 となる。わたしは彼 らに一 つ

の心 と一 つの道 を与えて常 にわたしを恐れ

させる。 これは彼 らが彼 ら自身とその後 の
さいわい

子孫 の幸を得 るためである。わたしは彼 ら

と永遠の契約 を立てて，彼 らを見捨てずに

恵みを施 すことを誓い……」(エレミヤ32：

38-40)

私 は これ らの ことを，使徒 の権能 とイエ

ス ・キ リス トのみ名 によ りお約束いたしま

す。 アーメン。
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一 こ数年の間，私は伝道部長ならびに
禽一 神殿長 として働 いて きました

。 そし

て，若者 たちが南米に伝道 に来 たり， エン

ダウメントや結 び固めを受 けに神殿 にやっ

て来るのを見てきました。

このような祝福 を授 かるのによく準備の

できた若者 もいれば， それほど準備 のでき

ていない若者 もいました。 しか し，何 より

も心配 だったのは，準備 のできていなかっ

た若者 たち，つまり伝道や神殿にまったく

来なかった人々です。私はなぜなのか不思

議 に思 いました。

そのような若者の中には，少数 ながら，

伝道の召 しや神殿の祝福 を受 けられ るよう

にあらゆる努力を払 ってきた家庭の子供 も

いました。 しか しほとんどは，資格 を身に

つけさせ， また奉仕の望 みを起 こさせるの

に必要なことを教 えなかった家庭の子供 た

ちで した。

青少年に伝道 に出，神殿 の祝福を受 ける

備 えをさせるためには，親 は学校教育や職

業への備えもさることながら， それ以上に

考 えておかなければならない大切なことが

あります。宣教師 にな りさえすればよい，

つまり伝道 に出さえすればよいという考え

だけでは，確かに十分ではないのです。

誓約、儀式，奉仕という3つ の言葉 を私 た

ちは心に留めておかなければなりません。

誓約，儀式，奉仕 について教 えるのは家

庭 においてです。親が何 にもまさってこの

3つ の ことを心に留めているな らば，子供

たちは備えを受け，将来の職業のために必

要 な訓練を受けそこなうこともあ りません。

新 しいチャレンジ

父親 も母親 も，親 としての義務を果 たす

ために神 から教 えを授 けられています。 こ

れまで私 たちが行なって きた事柄だけでは，

この危険な時代 にある子供 たちを守るには

もはや十分 とは言 えません。 この業が神の

業であるとの自分 自身の証 を持 たなければ，

だれ も耐え られないときが来 るということ

は前々からこの教会で教 えられてきました

が，ついにその ときが来 たのです。私 たち

は，証 のない人が真理 に背 を向 け，罪の犠

牲 になっていくのを目にしています。彼 ら

を失 って私 たちも嘆 いていますが， また正

しい原則 を教 えなかった り，信仰の弱い者

に疑 いを起 こさせた り，あるいは誤 った考

えを公然と教 えて彼 らを背教へと押しやっ

たりした人々 も，悲 しむことになるでしょ

う。誓約 と儀式 を受 け，奉仕を しない若者

があまりにも多すぎます。私たちの家庭に
こうかつ

対する悪の攻撃 は， これ までになく狡猜で，

しか も大胆 になっています。その犠牲 にな

っている家庭 もあ ります。こうした悪の影

響か ら逃れるのは容易 なことではありませ

ん。

しかし， もっと賢明に行動 すれば難を逃

れることができます。聖典 には，「…… もし
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汝 らに備 えあらば怖るることなからん」(教

義 と聖約38：30)と あ ります。解決方法 は

簡単 です。 しかもその結果 は確実です。子

供の教育 について教会がその責任の大部分

を果 たしてくれるものと思 ってはなりませ

ん。親に第一の責任 があるのです。子供 に

福音 の原則 と儀式 を教 え，奉仕 に励 むよう

にしつけることについて，親は主か ら完全

にその責任 を問われるで しょう。 もちろん，

教会 はホームティーチャーや訪 問教 師， レ

ッスン， カウンセリングなどを通 して両親

を援助 します。 したがって，主から授か っ

たこの義務を果 たすにあたって，教会では

どの親 もひとり取 り残 されたと思 ってはな

りません。

教会 の最近 の調査 で，私 たちの目的 を実

現 するうえで親 にできるいくつかの事柄 が

明らかになりました。デ ィー ン ・ラーセ ン

長老はその結果 を次のように報告 していま

す。

「若 い人々の個人的
，宗教的な生活や望

ましい結果 を達成するうえで何 よ りも大 き

な影響 を及ぼすのは，家庭 における宗教上

の習慣である。定期的な家族の祈 りがあ り，

福音 や聖典の勉強が定期的 に行 なわれ，基

本的 な価値観が一致 している家庭で若い人

人が育ったな ら，彼 らが伝道に出，神殿結

婚 する確率は ぐっと高 くなる。家庭 や家族

から受 けるこの影響 は，友達 の影響 や，教

会のプログラムや活動に参加 して受 ける影

響 よりもはるかに重大である。事実，家庭

の影響 は，よ かれあ しかれ圧倒 的 に大 き

い。」(地 区代表セ ミナー，1983年4月1日)

お気づ きかと思 いますが，3つ の重要な

事柄 があげられています。定期的に家族で

祈ること，定期 的に家族で聖典から福音を
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学ぶこと， そして親子 の間に基本的な価値

観の一致があること， この3つ です。誓約，

儀式，奉仕 を正 しく理解するのにこれほど

大切なことはあ りません。

家族の祈り

両親 の皆 さん， ひざまずいて行 なう家族

の祈 りで毎 日を始めてください。子供 たち

は祈 り， 自分で聖霊からの知識を得る必要

があります。二一ファイはこのように述べ

ています。「あなたたちが もし祈 らねばなら

ぬことを教 える 『みたま』 の言葉 に聞き従

うならば， あなたたちは祈 らな くてはなら
さと

ないことを覚るであろう。悪魔は祈れと人

に教えず……」(II二 一 ファイ32：8)

聖典 の勉強

集会統合化プログラムになってから，家

族 で聖典を学ぶ機会 が多くなりました。安

息日の良い点は，個人で も，家族 と一緒の

場合でも，聖典 の勉強 をするにはまさにう

ってつけの 日だということです。

聖典の勉強ほど霊的な成長の糧 となるも

のはあまりありません。救い主 は，「聖文を

持 っている者はよくそれを研究 して，……

調べ……よ」(Hl二 一 ファイ10：14)と 言 わ

れました。聖典 をよく調べるなら，すばら

しい霊的な真理 を悟 り，キ リス トを私 たち

の偉大な模範として信頼 することができる

ようになる，と主は約 束しておられます。

主と誓約 を交わし，儀式を受 け，奉仕 した

いという望みが強められるのです。アルマ

はヒラマンに大切 な原則 を教 えました。こ

う言っています。「わが子よ。……神 の命 に

従 って生きよ。」(ア ルマ37：47)

父親，母親 の皆 さん，子供 を本当に教 え

たいと思 ったら，何 をしますか。救 い主の

ように教 えたいとは思いませんか。救い主

は質問を使い，聖典 を引用 し，た とえ話 や
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物 語を用い，証をされ ました。 また， 日常

の経験 の中からあらゆる機会 をとらえて霊

的 な真理 をお教えにな りました。 さらには，

学 ぶのにふさわ しい状況 を作 り出し，ただ

説教するのではなく， 聞く人々 に考 えさせ

るようにされたのです。

私の知人は，食事 どきを利用 して子供 た

ちを教 えています。福音 に関す る質問を2，

3す るのが習慣になっているのです。彼 い

わく，十代 の子供 を必ず引 きつける方法が

あるそうです。それは，「当たった ら1ド ル

あげよう」 と言 うのだそうです。

基本的な価値観の一致

私たちはみた まによって教 えようとする

とき，誓約，儀式，奉仕の大切 さを最優先

して考 えます。

誓約 とは，強制力のある約束を互いに交
なんじ

わすことです。「汝 らわが言 うところを行

わば，主なるわれ これに対 して責任あ り。

されど，汝 らわが言うところを行 わずば汝

ら何 ら約束 を受 けず。」(教義 と聖約82110)

福 音の誓約 は神 と人との間で交わされるも

のです。その条件 は主がお定めになります。

福音の誓約 は啓示 によって与え られ ました。

主はこうした誓約 と儀式を私たちに与 えて

くださったのです。それ らは私 たちが主の

み もとに帰 るために不可欠 なものです。

罪の赦 しを受 けるために水に沈め られる

バプテスマは， どうして も主 と交わさなけ

ればならない誓約です。そして， この儀式

を受 けるに先だって求め られるのが信仰 と

悔 い改めです。確 認と聖霊の賜 を授かるた

めの按手礼 は，バプテスマの後 に行 なわれ

ます。 この第一原則 と儀式 を受 け入れるこ

とにより，私 たちは罪の赦 しを受け，救い

を約束されるのです。私 たちは，聖餐の儀

式にあずかることによってこの誓約 やその

ほかの誓約を定期 的に新 たにし， また交わ
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難
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轟 慶

灘

した誓約 を守ることによって主のみたまを

授 かります。

同様に，聖 なる神権 も誓約 によって授か

る ものです。神権 は奉仕 する力です。 ほか

に も，神殿でエンダウメン トや結び固めを

受 けるときに主 と誓約 を交わ します。 これ

らの誓約 は昇栄 を約束するものです。子供

たちに次 のことを教 えてくだ さい。これま

で述べたような儀 式を受 け， また誓約 を交

わさない限 り，決 して昇栄 し，天父のよう

になることはできません。信仰 を持 って終

わ りまで耐え忍び，人々を愛 し，人々 に仕

えるときに，私たちは必要な徳 や人格 を高

め，主と共に住むにふ さわしい者 となるこ

とができるのです。

したがって，奉仕 は最 も重要 な徳 のひと

つにな ります。救い主は利己心 を捨 てた奉

仕 の模範です。奉仕 は神 から命 じられた務

めなのです。 ベンジャ ミン王は，人々のた

めに働 くのは神のために働 くのと同じこと

である，と教 えています。(モ ーサヤ2117

参 照)

皆 さんが 自分たちは子供に誓約 を交わ し，

儀式を受 け，奉仕 をするための備 えをさせ

ているのだということを忘 れなければ，今

とは違 った教 え方ができるでしょう。優先

順位 も異なってくるでしょう。また， もっ

とはっきりしたビジョンを持ち，実のある

努力 をもって教 えることもで きるで しょう。

そうすれば，伝道 に出，神殿に参入する若

人が急増す るだけでなく， こう した祝福 を

受 けるための資格 をさらに身につけ， また

早 いうちか ら奉仕 に励むようになるでしょ

う。

皆さんの子供たちが これ らのことを行 な

うならば，彼 らは終わ りの 日に高 く上 げら

れ るで しょう。そ して よみがえって，永遠

の生命 に導いてくれた皆 さんをほめたたえ

ることで しょう。

親 の私 たちが心 から子供に福音を教 えた

いと望む ときに，主は子供たちの心を開い

て くださいます。 その瞬間が訪れたときに，

私 たちには彼 らを教える神聖 な義務がある

ことを理解で きますように。 イエス ・キリ

ス トのみ名 により申しあげます。 アーメン。
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賢明な選択ができる世代を育てる

前中央若い女性会長 イ レイン・A・キ ャ ノン

キ
ンボール大管長， きょうこの場に大

管長をお迎 えできることは私 たちに

とってこのうえない祝福です。ヒンクレー副

管長，ベ ンソン会長 そ して教 会幹部 の皆

さん，私は今話されたタ トル長老に特別 に

敬意 を表 したいと思います。長老は長い間

若い女性のア ドバイザーを務 めて ください

ました。心から敬愛申 しあげています。

これまで大会のたびに幾度 も足を運んで

きたこのタバナクルで，今 こうして説教壇

に立ちなが ら私の胸は感激で一杯 です。こ

のような時期 に私 は誕生 日を迎 えますが，

私は9歳 の誕生 日にこのタバナクルですば

らしい説教を聞 きなが ら過 ごした ことを今

で もは っきりと覚 えてい ます。そしてき

ょう， その説教の役 目を授かった ことを心

か らうれしく思います。

私たちは今 ここに主のみ名 によって集ま

っています。私たちは真理のみ業 に携わっ

ているのです。皆 さん と同 じように，私 も

この教会の会員であることを心か ら感謝 し

ています。昨日，私 は興味ある経験 をしま

した。最近ある会合で，女性 に神権が授 け

られた らどうなるかという内容の話が出た

のですが，神権 を持っこと(holdingthe

priesthQod)に っ いてどう思 うかと私 に尋

ねた方がいました。私 ははっき りとこう言

いました。「神権者(訳 注 ：thepriesthood，

こ こでは夫のこと)が 夕食 に戻 ったら，一

番に抱 きしめたい(holding)と 思?て いま

すわ。」ありふれた冗談 ですが，それが私の

答 えで した。今 こうしてすばらしい， しか

し重い責任から解任 されて，私は 自分 の愛

する夫 が帰宅 するときに，そしてかけがえ

のない家族が集 まるときに， その場 にいた

いという気持 ちで一杯 です。

きょうここでお話 したいと思 っているこ

とは，深い感謝の気持 ちと大 きな関心の念

から湧 きあがってくることばかりです。最

初 に感謝の気持ちをお伝え したいと思いま

す。私 は， ダーガー姉妹，ス ミス姉妹， そ

して若 い女性中央会長会の幹部書記を務め

てくださったパーマー姉妹 と共にすば らし

い若い女性 のための奉仕の業 を心 から愛 し，

絶 えず愛を注 いで参 りました。そして今共

に助 け合 い携わってきたこのみ業 に，私た

ちは大 きな喜びを感 じています。

私 たちは平安 と信頼の中で働 いて参 りま

した。 また主の助 けを求め，常に大 きな支

えを感 じることができました。このように

して導かれて きたことに心 から感謝 してい

ます。私 たちは奉仕 に喜びを感 じている者

です。 きょうここで解任された，若 い女性

中央管理会の魅力あるすばらしい忠実 な方

方に心から感謝 申しあげます。

ほかの組織 や補助組織 の指導者の皆 さん

と共に働 けたことに，またいろいろな部門の

方々に， またこうした組織 を運営する教会

の偉大な機構 に感謝 しています。私 たちは

それらのすべてに感謝 しています。
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そうした親 しいつなが りから離れ去るこ

とは少々寂 しい気持 ちがしますが， しか し

私たちは新たに召 された方々を見て心 に慰

めを覚 えています。私たちはアー デス ・カ

ップ姉妹 を心から愛しています。カ ップ姉

妹 は極めて有能 な方で，彼女がきょうこの

大切 な責任 を引き受 けて くださったことを

誇 らしく思 います。前 にも言いましたよう

に，私 たちは何年 にもわたり立派な神権指

導者か ら特別 な導 きをいただいて参 りまし

た。 その指導者の方々 を私たちは深く敬愛

してお ります。 また心から感謝 してお りま

す。

私の心 からの愛は，今 キンボール大管長

に向けられています。約6年 前 に私 の頭に

キ ンボール大管長の手が置かれ，私 はこの

責任 に召されました。 そしてみ業 に働 くた

めの特別 な祝福 を受 けたのです。愛にあふ

れたこの偉大な愛すべ き神の僕 は，まさし

く予言者 です。立派な紳士であられる大管

長は，以前 「実行」ということを言われ ま

した。大きな喜 びを持 って，私 も今 このタ

バナクルでそう申しあげたいと思 うのです

灘
難

鶴

が， そうおっしゃった大管長が私 たちと教

会の若人について話 し合 っているとき，こ

の ようにおっしゃったのです。「若者たちに

伝 えて ください。悪 いことは決して実行に

移 してはならないと。」

先 日，新 しくで きた教会歴史美術博物館

の献堂の祈 りの中で， ヒンクレー副管長は，

忠実 な聖徒 たちの什分の一 の献金 によって

その建物 が完成 したことを私たち全員 に思

い起 こさせて くださいました。さらに，什

分 の一 を守 っている人々を心 にかけ，天の

窓 を開 いてひときわ勝 った祝福 を注いでく

ださるようにと天父に願 ってくださいまし

た。

あのとき，私 は自分 の心 の中で様々な思

いをめぐらせていました。 というのも，若

い女性のために行 なわれたあらゆる事柄に

っいて，新 たな観点から見つめ られるよう

になっていたか らです。た とえば，善良な

人々が納めた什分の一 によってテキス トや

手引き類が発行 され，個人の進歩のための

さまざまな機会 や指導 などが可能 にな りま

した。皆さんの什分の一や献金に，そ して

皆 さんの奉仕 に私 たちはどう感謝 した らよ

いかわかりません。

兄弟姉妹 の皆さん， この教会 には善 良で

才能豊 かな人々がいます。 これが私の学ん

だもうひとっの大 きな教訓であり， そのこ

とに私 は深 く感謝 しています。 この責任 に

ある間，私 は行 く先々で有能 な女性指導者

や頼 もしい神権指導者に出会 い，幾度 とな

く驚異 の目をみはって参 りました。彼 らは

皆，教会が設立 された地 から遠 く離れた所

で成長 された方々です。飛行機 を降 りると，

無数の見知 らぬ人々の中に光輝 く顔がある

のです。そ してお互 いがキリス トの弟子で

あること， この教会の会貝であることがわ

かるのです。実 に寸 ばらしいことです。天

父はこれまで何度 も，教会の若者たちを信
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頼の置ける忠実 な人々 に育てるための助 け

手として，立派な人々を養成 してこられ ま

した。

これまで受 けてきたすばらしい機会 をあ

とにする今，私 の思いは自然 と私が これま

で抱 いて きた関心事 に向けられています。

私たちはいつで も賢明な選択ができるよう

な世代，辛抱強く耐え忍べる世代 を育てて

いかなければなりません。神 と誓約 を交 わ

すことを心から望 み，それ らを守る人， ま

た神のみ言葉 を学びそれを宣べ伝 えてい く

人々 を育てていかなければな りません。会

長会 にある私 たちはいつもこのことを念頭

に行動 して参 りま した。 また私たちは長い

歴史 を持 っMIAの す ば らしい伝統 を復活

させてきました。実際ここにお集 まりの多

くの方々 はそうした伝統の中で過 ごしてこ

られたはずです。若 い女性たちには毎年違

ったテーマ聖句が与 えられてお り，少女た

ちはそれを覚 えて毎週暗唱 しています。そ

してその聖句 について話 をした り，聖句を

参考 にして目標 を決めた りしています。彼

女たちの生活も聖句 にそった ものになって

ほしいと願 っています。

今年度 の聖 句は，約束 をテーマとした二

一ファイ第一書3章7節 です
。「私 は主が命

じたもうたことを行 って行 う。」「行って行

う」， この言葉 を何度 も繰り返すのです。

きょうこのタバナクルにお集ま りの皆 さ

んや，放送 をお聴 きの皆さんには，教会の

指導者 として果たす責任以上 に大切な両親

としての責任があ ります。私 は教会幹部の

方々が話 され た事柄 にまったく同感です6

この二一ファイ第一書3章7節 の暗唱聖句

は，次代を担 う若者たちが生活の中で体得

していかなければならないことなのです。

数年前にキ ンボール大管長が言われたよう

に，彼 らは，主の再降臨の前 に道を備 える

誓約の民として，準備 をしなければなりま
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せ ん。

この歴史的なタバナクルにお集 まりの皆

さん， また放送で大会 をお聴 きの皆 さんは，

自国語 に翻訳 されたメッセー ジをお聴 きの

ことと思います。皆 さんが神のみ言葉 をよ

く理解できるように， このような方法がと

られているのです。私 たちが着席 している

このタバナクルの会場の下 では，各ブース

の中に大勢の通訳者たちが働 いています。

彼 らの姿を目にす，る人々は心温まる思 いが

することで しょう。彼 らの中には若人も大

勢働 いています。主はご自分の子供たちに，

自国語 で福音 を聞くようになると約束 して

くださいました。 この教会はそれを実現さ

せつつあるのです。私 は，家族はお互 いに

天父なる神のみ言葉で福音を教え合わなけ

ればならないと思っています。家庭 にあって

導 きが必要になったとき，問題や誤解 が生

じたとき，若者たちを傍 らに呼びよせて聖

典 をひ もとき，「祝福の基づ く変わらざる律

法」を私たちが見いだすことができる よう

に願っています。神のみ言葉を通 して神のみ

こころを学ぶとき，敬 慶さや証や決意が生

まれてきます。そ して どの ような国に住 ん

でいようとどのような政治体制の もとにい

ようと，私たちはだれ もが より清 らかな生

活 を送 れるようになるのです。

私は福音を愛 し，主を愛 しています。 ま

たここにいらっしゃる教会幹部の方々が，

特別な主の僕 であるということに少 しの疑

い も抱いていません。 このことに感謝 して

います。 これまで奉仕の業 に携 わって これ

たことを心からうれしく思 っています。 こ

れ まで私 たちが抱いて きた同 じ関心 を心 に

抱き，貴 いこれらの若者 たちに備 えをさせ

て くださる皆さんのような方々がおられる

ことに，心から感謝 申しあげます。 これら

をイエス ・キ リス トのみ名 によ り申しあげ

ます。アーメン。



霧の中を通り抜ける

七十人第一定員会会員W・ グラン ト・バンガーター

キ
ンボール大管長， この場 に集 ってお

られる皆 さんの気持 ちをそのままお

伝 えします。大管長が よく私 たちに言われ

た ように， 「私 たちは大管長 を愛 していま

す」 と申しあげます。

きょ.うの私 の話のテーマは， これまでた

くさんの方が取 りあげておられるところを

見ると，良いテーマだと思 います。これか

ら私 は，霧の中を通 り抜けることについて

お話 したいと思 います。

この責任 を果たすに当たって，私 はいっ

も，かつてJ・ ルーベン ・クラーク ・ジュ

ニア副管長が述べたいくつかの基本原則を

思い出 します。 クラーク副管長 はこのよう

に述べています。

「教会 として
， また教会員の一人一人と

して，見落 としたり，忘 れたり，隠 した り，

捨 てた りしてはならないふたつの基本的な

ことがある。

第1に ，イエス ・キ リス トが……神の御

子であること。

第2に ，御 父と御子が，実際に，……示

現 で予言者 ジョセフに姿を現わされたこと。

・原始教会 の背教 によって失われていた

福音 と聖 なる神権 がこの地上に回復 された

こと。」(「教会の教育方針」ユタ州 アスパ ン

グローブでの講演11938年8月8日 ，p.3)

私 は この原則が真実 なものであり，確 か

な神のみたまによってこの知識を啓示 され

た ことを証 します。

よこしま む くい

聖典 に 「邪曲と応報」(モ ーセ7：60)に

満 ちた と述べられている時代 にあって，大

管長会 はステーキ部大会 を通 じて教会員に

特別なメッセージを送 りました。「誓約 を守

ることによって，まっすぐな狭 い道を歩む」

というものです。

神 より召 された予言者の指導 を求める私

たちは，今 こそ注意を払わなければな りま

せん。戒 めを無視 している人は，何 よりも

まずこの警告 に耳 を傾ける必要があるでし

ょう。「滅びにいたる門は大 きく，その道は

広い。そ して， そこからはいって行 く者が

多い。」(マ タイ7：13)

警 告 は不義なこと，つま り罪や邪悪な行

ないに対 して向けられるものです。ペテロ

はその罪悪 を明確 にしています。 まるで現

代のことを話 しているかのように，「主 を否

定」することや，食欲 のために 「利をむさ

ぼる」 こと， ソ ドムとゴモラの罪悪の例，

「非道 の者 どもの放縦 な行 い」に触れ
，「そ

いんこう

の目は淫行 を追い，罪を犯 して飽 くことを

知 らない」と述 べています。(IIペ テロ2：

1，3，6，r7'，14)

テ レ ビ，ラジオ，新 閏な どのマスメディ

アや広告 における表現，麻薬やアル コール

などを使用 させ ようとする誘惑 についてち

ょっと考 えてみて ください。金 もうけのた

めには人の魂 も売 り物 にし，売買しようと

いう企てがあることが容易 にわか ります。

新聞記事や衆 目に触れる表現 には，「非道
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の者 どもの放縦 な行 い」(IIペ テ ロ2：7)

が しばしば伝 えられています。私たちはこ

のような時代を，いわゆる 「邪悪で不義な

時代」(マ タイ16：4)と 呼 んでいます。

確かに，私たちは絶 えず邪悪な表現 を浴

びせ られています。ちらりと現 われては消

え，現われては消 えていくのです。時には，

避 けられないような形で現 われることもあ

ります。
かんいん

私たちの杜会 には，依然と して，姦淫や

ポル ノグラフィー，裸体，放縦 の類 を描 い

たものを青少年 の目に触れさせるべ きでは

ないという考 え方があ ります。それ はもち

ろんそうあるべきですが，年齢制限 をする

こと自体がそもそも偽善なのです。成人 の

既婚者に対 しては， より重大 な堕落 を起 こ

すものが提供 されているか らです。姦淫 を

犯すのは彼 らです。家庭 を壊 し，その神聖

な義務 に背くのは彼 らです。結婚 している

人々が離婚 し，誓約 を破 り，配偶者 を欺 い

て，みずか らの約束 に誠実でなくなるので

す。

また当然のことなが ら， そのような邪悪

な行為 をす ることについても， そんなに悪

いことではないと言 います。世 の中の実 に

多くの人々が容認 しているのに，受 け入れ

なかった り公然 と反対 した りすれば物笑 い

の種 になるというのです。 そして，紳士淑

女ぶっている，頭が古い， いやに厳格で独

善的 な人間 だと， まるで 自分が罪人 にでも

なったかのように呼 ばれ，人間のからだの

「美 しさや本性」 を認めないのは悪意に解

釈 しているからだと言 われかねないと言 う

のです。

もう何年 も前になりますが，ある夕方の

聖餐会 で，ス ミス兄弟という人が，世の中

のことに対 する教会員の姿勢 について印象

深 い例 を話 して くれ ました。それは，ス ミ
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ス兄弟が州の刑務所で犯罪者 を更生する仕

事 をしていたときの経験で した。 ス ミス兄

弟はある母親か ら，拘留中の息子 に手を差

し伸べてくれるように頼まれていたのです。

その若者 は最初，「ほっといてくれ」 と

言 って， ス ミス兄弟 をま った く受けつけ

ませんで した。 しか し，ス ミス兄弟 はある

日，刑務所 内にどちらかというとぞんざい

な絵 が描かれているのを見つけました。調

べてみると， その若者が描いたものだとい

うことがわかりました。そこで今度 は別 の

方法で近づきました。

「君があの絵 を描いたのかい?」

「ああ， そうだよ。」

「なかなかいい絵だね。私 にも何 か描 い

てくれないかなあ。」

「さあ
， どうかな。どんな絵がいいのか

い?」

「それがまだ一度 も見 たことがないのだ

が。読 んだだけで」 と， スミス兄弟 は言 い

ました。

「どこにあるんだい。」

「この本の中にあるのだよ。 モルモン経

の第1二 一ファイ8章 。 そこを読んで，絵

になるかどうか考 えてみて くれないか?」

後でス ミス兄弟は，若者にそこを読んだ

かどうか尋ねました。

「ああ
，読 んだよ。」

「絵 にな りそうかい?」

「ああ
，絵 になるよ。」

「じゃ，描 いて くれるかい?」

「どうしようかな
。」

そこでスミス兄弟 は必要な画材を買 って，

その若者 に贈 りました。すると若者は初め

て打 ち解 けて応 じ， いい道具 が使 えると言

って感謝 しました。 そして絵 を描 いたので

す。 スミス兄弟 はその絵 を聖餐会 に持 って

来ていましたので，私 も見ています。それは

もちろん リーハイの夢 を描 いた ものです。

聖徒 の道/1984年7月 号

ところ で，皆 さ ん もその絵 を想像 して

みて くだ さい。二一 フ ァイ第一書8章 を

読んだことのある人なら， だれ しもその場

面 を思 い浮かべることができるで)よ う。

まだ読んだことのない人は，ぜひ読んでそ

の絵 の印象や光景 をとらえるようにしてい

ただきたいと思 います。

リーハイの夢はこのように説明されてい

ます。 まず リーハイは荒野をさまよい，そ

れか ら大 きな広い畑 にたどり着 きます。そ

こには幸福 になるためにどんな木の実 より

も好 ましい実のなった木，神 の愛があ りま

す。 リーハイはその実を家族 にも食べさせ

たいと思います。しか し，ふたりの息子は

食べ ようとしません。その実 を取ろうとし

て多 くの人々が押し進 んでいると，暗黒の

霧が起 こって道がよく見 えなくな りました。

道 に沿 って，滅亡 を意味する川が流れてい

ます。道 をそれないように鉄 の棒 が延 びて

います。川の向 こう側には大きな広々とし

た建物があり，軽べつ的な態度 の人々で一

杯で した。 また道を進んで来ても世の人々

のあ ざけ りや高慢 に負けて しまいやす い

人々や，せ っかく生命の木の実 を食べても

禁制 の道 に迷って しまう人々 もいました。

みずか ら末 日聖徒 と称 する人々のこの世

の影響力に対する姿勢 を， この偉大 な示現

ほどはっき りと描 き出しているものはあ り

ません。 これは現実 なのです。偉大な予言

であ り，現実的な警告です。

さて，先程の入獄 している若者の話 に戻

りますが， ス ミス兄弟 は汚れた川の上 にひ

とりの天使が描 かれているのが 目に留 まり

ました。そこで若者に尋ね ました。「この天

使の ことはどこで知 ったの?私 は天使の

ことを読んだ覚えはないのだが。』

すると若者 はこう答えました。「そうなん

です。だけど僕がそこに置いたのです。 こ

れは僕 の天使 なんです。絵を描いているう
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ちに，』僕 を悪の道から救い出 して安全 な道

に連れ戻 せるように，神様が僕 の行 く手に

天使 を置かれたのだということがわかって

きたのです。」言うまでもなく，この経験が

きっかけとなって若者 は更生 しました。

確かに，世間の声や誘惑 は，善 を悪，悪

を善であるように見せかけます。神 が存在

しないかのように不道徳な行為 をした り，

家庭用のビデオでいかがわ しいテープを見

た り，際限なく快楽を求めたりするように

仕 向ける偽 りの誘惑は，実は恐ろしい鎖で

私 たちを縛ろうとしているサタンが仕 かけ

た，地獄のわななのです。

ずっと昔のことにな りますが，飛行機の

操縦の仕方を習 ったことがあ ります。教官

はまっすぐ水平飛行 をしていました。やが

て地平線 に山並が見 えてきました。 そのと

きです。教官がこのようなことをしました。

〔訳注 ：ここでバ ンガーター長老は実際に

動作をして見せています〕私 は山々が迫っ
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て来 るのを見て， ぞっとしました。 と思 う

と，飛行機 は宙返 りをしてまた元の正常飛

行 に戻 りました。次に飛行機 はき りもみ降

下の体勢に入 りました。 くるくる回転 しな

が ら降下 していきます。私 には地球全体が

まるで回転 する巨大な車輪のように見 えま

した。視界がすばらしくよかったこともあ

って，非常によく見えたのです。以来，急

横転やきりもみ降下のような演習は何度 も

経験 しましたが， もしきょうそれをするこ

とになって も，山が引っくり返 ったとか地

球が回るとかいうふうには考えないでしょ

う。なぜかと言えば， それは経験 によって

現実というものを知っているからです。で

すか ら， もうだまされはしません。

教会員にとって現実 とは何でしょうか。

それは，「イエス・キリス トが神 の御子であ

ること。御父 と御子が実際 に予言者ジ ョセ

フ ・ス ミスに姿を現わされたこと。福音が

この地上に回復 されたこと」です。

私 たちには正 しい道か ら離れる理由があ

りません。鉄 の棒 をしっか りつかんでいる

限 り，欺 かれることはないのです。

讃美歌の中に，昔の聖見者二一ファイを

歌 ったものがあ ります。二一フ ァイもまた

父 リーハイの示現 を見 ました。

昔の予言者 二一ファイの示現

みことばに鉄の 棒 しめさる

この世の旅路の 誘惑 のもと

闇 を行 くときに 危険 の中に

誘惑近づき 道曇れば

その棒 をたより み助 け乞わん

強 く正 しき棒 とりてたよれ

そは神のみことば 導きまさん

(「讃美歌」165番)

イ エス ・キリス トのみ名 によって申しあ

げます。アーメン。



彼らの人生の炎で暖め
させていただいた

前中央扶助協会会長 バーバラ・B・スミス

キ
ンボール大管長， ヒンクレー副管長

を初め とする教会幹部 の方々， また

愛する兄弟姉妹の皆 さん。私 は今，95歳 の

誕生 日を迎えたある元最高裁判所長官の よ

うな気持 ちです。彼 はその日がいつもの誕

生 日と何 ら変 わりないものと思 っていまし

た。 ところが，挨拶 に立った自分の口か ら

あふれ出たのは，人生 を愛 し，仕事 や同僚

を愛 する言葉 でした。

彼 は言いました。

「私は人生 の燃える炎の前で両手を暖め

て きました。思 い出という宝は私のもので

す。 また， きょうある貴いものも私 のもの

です。 しかし，最良の人生 は常 にもっと先

にあ ります。人生の真の魅力は，時という

丘を越えた私 たちの目の届 かないところに

あるのです。」

この方 のように私 も人生 を愛しています。

これまで9年 半携わって きた扶助協会の こ

の仕事を，私 は心から愛 しています。大変

で，骨の折れることもあ りましたが， とて

もすばらしい仕事でした。 そのあまりのす

ばらしさに過 ぎ去 った時間がほんの一瞬の

ように思えます。

今 この転換期 を迎 えるにあた り，様々な

思い出がよみがえってきます。私 を助 け，

辛抱強 く私の帰宅 を待 ってくれた夫。忙 し

い中を私 のスケジュール に合わせて くれた

子供 たちや娘婿，嫁 たち。 よく私の模範 に

なってくれたひ孫たち。共 に働 いた姉妹た

ち。彼 らの姿や経験や印象の入 り混 じった

万華鏡が今 よみがえってきます。

献身的で才能 があり，忠実 に働 いてくだ

さった副会長のマ リアン ・R・ ボイヤー姉

妹や， ジャナス ・キャノン姉妹， シャー リ

ー ・W・ 卜一マス姉妹
， アン ・S・ リース

姉妹， また書記兼会計係のマヨラ ・R・ ミ

ルテンバーガー姉妹 の姿が見 えます。私 は

彼女 たちを心から愛 して います。中央扶助

協会で働 いてこられたすばらしい才能豊 か

な管理会員の皆 さんの姿 も見えます。また

私個人の秘書 や扶助協会 ビルの接待主任，

広報部 の代表 を務 めて くださったモナ ・

B・ ベネ ット姉妹などすばらしい姉妹たち

の姿 も見 えます。1

そのほか世界各地 のステーキ部やワー ド

部で働 いてお られる誠実 な扶助協会 の指導

者の方々や， この組織 を構成 している数 多

くの姉妹 たちのお顔 も見えます。そのよう

な方々に私は心か ら感謝 しています。

ここで私はキンボール大管長の言葉を繰

り返すのみです。「主がこのすばらしい女性

を祝福 したまわん ことを。」

確 かに，私 はこの方々の人生の炎で両手

を暖 めさせていただきました。私は彼女 た

ちが，個人的な悩みや落胆，悲 しみを克服

してすば らしく成長 していくのを見てきま

した。 またこの方々が，家庭や隣人に愛 と

奉仕 の業 を施 すの を見て参 りました。

そして彼女たちの創造性 を味 わわせてい
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ただき，成果 を共 に喜 び合 って きました。

日曜 日の扶助協会の集会や，女性 のための

地域大会，ノーヴーで行なわれたような歴

史的 な行事 などに参加 し，姉妹 たちの力の

偉大 さを感 じてきました。 ノーヴーはこの

愛する組織 の発祥の地 であ り，そこには女

性を記念 した美 しい庭園があります。

私 は， このタバナクルに大勢の姉妹 が集

い，扶助協会の創立50周 年 を祝 ったときの

ことを読んでみました。会長のジーナ・D・

H・ ヤング姉妹 はこう言 っています。

「私 の言葉がこのタバナクルにお られる

兄弟姉妹の皆 さんだけでなく， すべての人

人に聞いていただけたらと思い ます。 この

大陸だけでなく，ア ジアやアフリカ， ヨー

ロッパ，そして海の島々に住むすべての人

人に聞いていただき，理解 していただけた

らと，思います。」

これはかつての偉大 な指導者 が単にもの

悲しげに訴 えているのではなく， もっと深

い意味があると思います。 それは，ちょう

ど今のような時代のために行なった主 への

嘆願だったのだと思います。

私は幼い頃， このタバナクルで行なわれ

たあるプログラムに参加 したことがあ りま

す。その とき，決 して忘れることのできな

いある感情 にかられました。そのときはそ

れが何 なのか理解できませんで した。私の

胸 に， いっかこの建物の中で大勢の教会員

の方々の前 に立 つことがあるか もしれない

という気持 ちが湧 きあがったのです。

子供の ときに受けたこの示現 は，1974年

に扶助協会の大会で，中央扶助協会の会長

に支持 されたことにより実現 したかのよう

に思い手した。 しか し，今確信 を持って申

しあげますが，私が見 たのはきょうのこの

日のことだったのです。そしてジーナ ・ヤ

ング会長のような祈 りがあったればこそ，

福音の真理 を宣言する私 たちの声が世界中
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に届 くようにな りました。 その真理 は耳 を

傾 けて理解 しようとする人々の心 にしみ通

るものです。

私 は，予言者 や十二使徒 が神 から召 され

た方々であることを誇 りを持 って証いたし

ます。彼 らは，神の導き と聖霊 の力によっ

て教会 を正 しく導いています。

教会の女性には大切 な仕事があ ります。

その仕事 には，人格の力とイエス ・キリス

トに対 する信仰，世の光 となる純粋 な心，

この世 を争いと悪 で包む暗闇と戦う正義 の

城壁が必要 です。

私は皆 さんを愛しています。新 しく召さ

れ支持 された扶助協会 の会長 を深 く愛 して

おります。扶助協会が立派な方の手 にある

ことを知ってい ます。 この組織はこれから

も成長前進 し，いろいろな面で神 の娘 たち

の生活 に恵みを もたらして くれるでしょう。

それは真実 です。神 が生 きてお られ， イエ

スがキ リス トであり，私たちの救 い主，貝費

い主であられることと同様，それが真実で

あると全身で感 じてお ります。

人生の一刻一刻 を大切にし，時 という丘

のかなたのどこかで天父や救い主 と再 びま

みえることができますように。イエス ・キ

リス トのみ名 によりへ りくだりお祈 り申し

あげます。アーメン。
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家庭を天国のように

七十人第一定員会会員 ジーン・R・クック

ス
ミス姉妹，教会 のすべての姉妹， そ

して兄弟を代表 し，お礼を申しあげ

たいと思います。 ス ミス姉妹，キ ャノン姉

妹のお働 きに心か ら感謝 しています。

数年前，ある家族の家が真夜中の火事 で

全焼 して しまいました。近所の人が偉大な

原則 を教 えられることになるとも知 らず，

家 を失 った7歳 の子供 を慰 めながら言 いま

した。「ジョニー，家が丸焼 けになって本当

に大変だね。」ジョニーはち ょっと考えてか

ら言いました。「ブラウンさん，そうで もな

いよ。焼けたのは家で，ぼ くらの家庭 じゃ

ないもの。 ぼくたちの家庭はちゃんと残 っ

ているよ。ただ，今 その場所 がないだけな

んだよ。」

子供 から何 と偉大 な原則 を教 えられたこ

とでしょう。家庭 という言葉はあなたの心

に何 を思い起こさせるで しょうか。ある人

にとっては城であり，食事 をする所であり，

眠 りにつ く所です。またこの世 で必要 なも

のを保管する所 でもあるのです。

しかし， ある人にとってはもっと霊的な

意味があります。 それは家族 のいる所であ

り， 自分の心が宿 る神聖 な所，邪悪 なこの
いこ

世 を離 れた憩いの場 なのです。

しか し静かな細い声は私の心 にもっと深

い意味をささやきます。家庭は天国である

と。 この地上での我 々は皆他人同士 です。

私 の本当の家庭 はこの世ではな く，天にあ

ります。私が後 にして きた天にある家庭 と

同 じような家庭 をどの ようにして この地上

に築 くかということが，私 に与えられた課

題 なのです。主は私 たちが 「生まれる以前

か ら霊界において基本的な教 えを受け，主

の定められたときに出て行 って人の救 いの

ためにぶどう園で働 く準備 をしていた」と

言われました。(ジ ョセフ ・F・ ス ミスー死

者の蹟 いに関する示現56参 照)

このように私たちはぶどう園で一生懸命

働 くよう教わったのです。ぶどう園での働

きの大部分は，(それが一番大切 なことなの

ですが)家 庭 でどのような働 きをしたらよ

いかを知 るということです。そのために私

たちは最 も偉大な教 師であられる主よ り教

えを受 けているのです。ですか らこの世 で

私たちが 自由意志 を使 って再び教 わるとい

うことは，骨肉の体 で実際 に教育を経験し

再認識するということなのです。

以前教わったことをどのように思い出 し

再認識 できるのでしょうか。主は次のよう

に答えてお られ ます。「祈 りなさい，そうす

れば人々の信仰 と清 い行 ないとに応 じて創

世の前から備 えてある腰 いの計画を示すで

あろう。」(ア ルマ12：30参 照)主 は 「また

わたしが話 しておいたことを， ことごとく

思い起 させ るであろう。」(ヨ ハネ14：26)

「ま た国民の記憶 の力が強 くな るで あろ
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う」(ア ルマ3718参 照)と 言われました。

家庭 や家族 という言葉を口にすると，独

身や未亡人の方 あるいは離婚 された方，ひ

とり住 まいのお年寄 りの方 は， 自分 たちに

は関係のないことと思われるかもしれませ

ん。 しか し思い出 していただ きたいのは，

私 たちをそれぞれの成長 のためにこの世 に

お送 りになったとき，私 たちが霊的にもこ

の世的に も家族 を通 して成長 できるよう計

画 されたということです。主は全世界をそ

のように組織 されたのです。永遠の生命 を

受けるには， それ以外 に方法 はあ りません。

それでもある人は 「私 には家族 がありま

せん。ひとりぼっちです」 と言 うかもしれ

ません。忘れないで ください。あなたは今

までもそうであったように，永遠 に神 の家

族の一員なのです。あなたは神の息子，娘

なのです。

あなたの両親 や伴侶，兄弟，姉妹が教会

員であるかどうか，生 きているかどうかは

一切関係あ りません。彼 らはあくまであな

たの家族なのですρ あなたが最後 まで正 し

く忠実 に歩むなら，現在 の状態がどうであ

ろうと何 らかの家族 の絆に結ばれるのです。

ですから私 たちは，親であろうと兄弟，姉

妹 であろうと， あるいは祖父，祖母，お じ，

おば，子供であろうと， または結婚 してい

ようといまいと，昇栄の準備 として家族生

活の原則をできる限 り学 び実践 しなければ

ならないのです。 これが主の方法であり，

主か ら見た家族 という言葉の定義なのです。

「ゆえに
，地上にあるすべての家族， そ

の大小牽問わず，また地上 に生 けるすべて

の魂 よ，主の言葉に耳を傾けよ。そうすれ

ば主は家族 という天の組織がいかに神聖 な

ものかお教えになるであろう。」

兄弟姉妹の皆 さん，少 しの間皆さんが前
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世 で天上の大会議， そう，神様の大家族会

議 に出席 していると考 えて ください。神 は

私たちに次 のようなことを言われなかった

でしょうか。

1.「 地上 における結婚 は，神の人に定 めら

れ る とこ ろな り。」(教 義 と聖約49：

15-16;131：1-4参 照)

2.

3.

4.

「神聖 なおきてによ り
，お前たちは神の

協力者 として地上 に子 らを もうけるな

り。」(創 世1：22，28;II二 一 ファイ

2：22-23;教 義 と聖約132：63参 照)

「家族 という単位 は個 々の霊的
，肉体的

成長の最小かつ基本的単位 なり。」(モ

ーサヤ4：14 -15;教 義 と聖約68：25
，

28参 照)

「心をつくして主なる神を愛することを

子 らに教 えよ。」(申命6：5-7参 照)

5.「 互 い に 愛 し互 い に 助 け よ 。」(モ ー サ ヤ

4：15参 照)

6. 「朝 も昼 も夜 も家族 と共 に祈れ。そう
お ぽ 　

す れ ば ， こ れ ら の教 え を す み や か に憶

え させ よ う 。」(III二 一 フ ァ イ18：21;

ア ル マ34：21，27;教 義 と聖 約68：28

参 照 〉

7.「 悔 い改めの原則，生ける神 の子キリス

トヘの信仰，バプ テスマ，聖霊 の賜，

神権の誓約，神殿の儀式などを子 らに、

教 え よ。」(教 義 と聖 約68：25，27;

132：19参 照)

祖 父，祖母，お じ，おばである皆 さんは

大きな力になれるはずです。

8.「 家族の財産 を聖別 し，惜 しまず主 に捧

げよ。」(教 義 と聖約42：30-31;ヤ コ

ブ2：17;教 義 と聖約119：1-7参

照)

9.「 子供 をおこらせてはならない。」(エ ペ

ソ6：4参 照)



10.「 また悪魔 に仕 え互いに争ってはならな

い。争いの種 をまかないように。」(モ

ーサヤ4：14参 照)

神 は次のようにも言われたと思います。

11.「父 たる者 よ，汝 らは真の霊的指導者 と

は何 かを世の中でではな く，家庭 にあ

って学ぶであろう。

母たちよ，汝 らは他の全て と異なる神

聖 な召 しがある。小 さな子供 たちを私

のようになるために育てなければな ら

ない。

幼な子の よう にならなければだれも私

のもとにもどることはできない。」

12.「 生 ける予言者と聖典からあなたの義務

を学べ。」

13。 「最後に，親 とい うこの神聖 な職 の故

に，私は聖霊を通 して最 も大切 なこと

を汝に教 えん。すなわち，私 に近 くあ

り，へ りくだって助けを求めよ。」

おそらく天父はこうもつけ加え られたは

ずです。すなわち，「わが子 らよ，世の強い

影響力 に負 けぬよう多くの警告 を与えん。」

1.「 世の人々は家族をなるべく小 さくする

よう勧 めるであろうがだまされてはな

らない。『子供 は勇士の手にある矢のよ

うだ。矢の満ちた矢筒 を持つ人はさい

わいである』(詩 篇127：4-5)と い

う言葉 を覚 えよ。」

2.

3.

「この世 にあっては
，家族のことをまず

第一に しなければならない。家族への

教 えや活動を準備 するとき，きまって

それを侵害 しようとする者があるであ

ろう。 しかし忘れてはならない。あな

た方がその責任 を持つ第一人者 ぞあ り，

その成功は常 にその神聖な関係 にどれ

ほど注意 を傾 けたかによって計 られる

のである。」(教 義 と聖約88：119参 照)

「家族 とできるだけ一緒になるように努

めなさい。家族 を離ればなれにするよ

うな活動や人々を避 けるがよい。その

愛の深 さのため人 をうれいさせ，悲 し

ませ，くじけさせることもあろう。」(II
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二一ファイ1：14，21参 照)

4。 「子供たちは父や母の教 えに心 しなけれ
われ

ばならない。主 なる我が両親を与 えた

ことを覚 え，両親を敬え。」(出 エジプ

ト20：12参 照)

5.「 世 に出て行 くにあた り，子供 たちよ，

次のことを忘れてはな らない。すなわ

ち，私 のように祖父母 や曽祖父母，あ

るいは親で も， ひとたび親 になった ら

永遠 に親であるということを。家族 を
つかさど

司 る責任 は代 々続 き，子の心 を父に

向 ける というみ業 の助 け をするので

ある。家族 との交 わ りを避 け， 自分

の好 きなことだけをするという誘惑を

断ち切れ。祖父母 として， その知恵 と

経験から家族を親密にさせることがで

きるはずである。 まことに家族は主 な

る我が汝 らに与えた ものである。」(モ

ーサヤ2：5参 照)

兄弟姉妹 の皆 さん，神は最後 に次のよう

に言 って話を終 えられたと思われます。

6。 「わが子 らよ，これらのことをすべて覚

える必要 はない。それ らを教 わるζき

が来れば，すでに知 っているようなな

つかしさがこみあげてくるに違 いない。

それはあなた方すべてが天の家 で聞い

たことだか らである。1(1二 一 ファイ

15：8，11参 照)

汝 らは子供 を育てていくときに， こ

の私 が汝 らに対 して経験 したと同じ苦

しみを味わ うであろ う。(教 義 と聖約

133：52-53参 照)し か し恐れてはなら

ない。『われは天の衆群 とわが天の使 た

ちに抜 らをあずけた り。』彼 らは 『天 よ
いだ

り来 たれば汝 らを囲 みて，懐 きささえ

ん。』(教 義 と聖約84：42，88参 照)こ

れは汝 らにとり我々の教 えを経験する
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すば らしい機会である。 みたまの勧 め

に従 え。我々は汝 らを深 く愛 して い

る。」

兄弟姉妹 の皆さん，終わ りにあた り次 の

ことを言わせていただきます。

親 である皆 さん，何があろうとも家に帰

ってください。

子供の皆 さん，皆 さんはどこにあって も，

またどのような失敗 や問題，罪を抱えて い

て も常に家族から愛されているのです。家

に帰 りなさい。

祖父母 の皆さん，そして兄弟，姉妹，お

じ， おばの皆さん，家族をひとつにまとめ

て ください。家庭にもどって ください。家

庭 という概念を誉れ高い ものに保 ってくだ

さい。主 は初 めか らそのように定めておら

れるのです。

私 も自分 の祖父母，そ して妻子を誇 りに

思っています。家庭 を世界中で一番 すばら

しい所 としてください。私 にとってこの地

上 で家庭以上 に居心地の良 い所 はあ りませ

ん。

最後 に，私 たちがこのすばらしい家庭 を

たたえて次のように歌う 日が来 ることを祈

ってやみません。

高 きに栄えて 住めるわが父

いつ， かえり行 きて み顔を見るや

み親 は一人か 深 く思えば

永遠 の真理 は告 ぐ 天に母 あ りと

この身を横たえ 世を去 るときに

父母 と高 きにて われは会えるや

仰せのみわざみな 成 しとげしとき

受 け入れみそばに 住 まわせたまえ

(「高 きに栄 えて」讃美歌140番)

イ エス ・キリス トのみ名 によ り申 しあげ

ます。 アーメン。



祈りの万法

十二使徒定員会会員 ブルース・R・マ ッコンキー

一 のたびラッセル ・M・ ネル ソン， ダ
角一 リン ・H・ オークス両兄弟が

，主 イ

エス ・キ リス トの特別 な証 し人 として立 つ

よう召されたことをうれ しく思 っています。

おふた りは霊感のみたまによ り主から召 さ

れました。 そして， これか ら永遠 に主の家

にあって，義の柱 として しっか りと立って

いかれることでしょう。

私は，深 い感謝の念で圧倒 されんばかり

です。 また，主 が私 に示 して くださった恵

みに心が躍 る思 いです。

主はこの私 に，苦 しみを味わい，いろい
いや

ろと思い悩み，主の癒 しの力を味わうこと

を許 してくださいました。多 くの方々の信

仰 と祈 りに心の底から感謝 いたします。ま

た私 のために捧 げてくださった皆 さんの心

からの願 いが恵みのみ座 にまで達 したこと

をうれ しく思 います。

私 たちは神の子です。 その神が喜 んでく

ださるのは，私たちが断食 と祈 りを通 して

主の祝福 を求めるとき，心から熱望するこ

とを全身全霊 を込 めて願 い求 めるとき， そ

してパウロが述べて いたように，「あわれみ

を受け， また，恵みにあずかって時機 を得

た助けを受 けるために， はばかることなく

恵みの御座 に近 づこう」(ヘ ブル4116)と

す るときです。

祈 りは，私たちが創造主と交わ り，助言

を求 める手段 として創造主 が授けて くださ

った ものであり，純粋 で完全な礼拝の 「隅

のか しら石」 となるものです。

祈 りの中で私 たちは主 に語 り，主は私 た

ちに語 りかけてくださいます。私たちの声

をいと高 き所で聞 いていただけること， ま

たみたまによって運 ばれた主の答 えを耳に

することがで きるということは，私 たちに

与えられた特権 です。

祈 りは，私 たちの生活を変えます。祈 り

によって私たちは主に近 づき， そして主 は

私 たちが同じ状態に踏み とどまることがな

いように，その指を私たちに触れてくださ

るのです。

祈 りは力の偉大な塔，尽 きることのない

義 の柱， 山を も動か し人を救う強力 な力で

す。祈 りを通 して，病人は癒 され，死人 は

よみがえ り，聖 きみたまは、忠実 な人々に限

りなく注がれるのです。

祈 りの中で私たちは，生涯主 を愛 し，主

に仕 えるという厳粛 な誓約を交わ します。

そして， いと高 きお方に身を捧げ，聖式 を

捧 げるのです。
いこ

さて，緑の牧場 に伏 し，憩いのみぎわに

伴 う人々のために捧 げられる特別 にとって

おかれた祈 りがあ ります。これは罪の荒野

に住 む人のためには捧 げられない祈 りです。

以上のことを心に抱 きなが ら，私 の胸 の

内にある祈 りを紹介 させていただきたいと
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思います。 これは皆さんの心 にある同 じよ

うな思いとひとつにな り，賛美と嘆願，称

賛と感謝の力強い合唱 となって高 きに昇 り，

いと高きみくらで主に聞いていただけるこ

とでしよう。

私たちの捧げる祈 りは，暗記 した祈 りや

形式的な祈 り，同 じ言葉 の繰 り返 しではあ

りません。祈 りはみたまの導 きを求めるも

のであ り， その時々の必要 にあったもので

あるはずです。次々に起 こるいろいろなこ

とに同じ言葉で祈るなどということは考え

られないことです。 しか しながら，以下の

ような思いを伝 える言葉 を私 たちの祈 りの

中で用 いるのは妥当なことだと思われます。

お父様， イエス ・キリス トのみ名 により
いづ

願 い求めます。私たちの口より出 る言葉に

耳 を傾 けてください。あなたのすべてを見

通す目で私たちの心 にある思いを見分 け，

私たちの正 しい望 みをかなえてください。

私 たちは，あなたのみ前 に参 り，王座 の

前で身 をかがめ，あなたを父と呼べること

を大いなる特権であると感 じています。そ

して，あなたが私 たちの叫び声 を聞いて く

ださることを知 っています。どうぞ私たち

が聖霊の力 によって語ることがで きますよ

うに。

それから，この死すべき世 における祝福

や，不死不滅 の永遠の生命 にあずかる機会

があることを主 に感謝するときには，次の

ようなことを述べるとよいで しょう。

お父様，私 たちに命を与 えてくださった

ことを感謝 しています。 なぜなら私 たちが

天の家から遠 く離れて巡 り歩くこの試 しの

世 は，ほかの方法では決 して得 られない経

験 を得 るためにあるか らです。

私 たちは， あなたが偉大 にして永遠なる

救 いの計画 を定め，打ち立ててくださった
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こ とを感謝 します。そのおかげで，あなた

の霊の子供である私 たちは，すべての事柄

に忠実かつ誠実であることを条件 に，進歩

成長 してあなたと似 た者になる力 を与 えら

れ ました。

また， あなたの聖 なる御子イエスを救い

主，照い主 としてお送 りくださったことを

感謝 いたします。それ によってあなたの偉

，大 にして永遠 なる救 いの計画の条件 がすべ

て完全 に機能 し，私 たちは死や地獄，悪魔，

そ して尽 きることのない苦 しみか ら救われ

ることとなりました。

ああ，主 と主の祝福 されたみ名は何 と麗

しいことで しょう。肉体 と霊 の両方 の死か

ら貝費ってくださったことに私 たちは限 りな

く喜びを覚えます。私 たちとあなたとの と

りなしをしてくださるお方，私たちに罪を

着せず，かえってご自分の身を打 たれるに
いや

任せて私たちを癒 して くだ さったお方 に誇

りを覚 えるのです。

父よ，その独 り子をお与えくださったこ

とを感謝 します。御子 を信 じることによっ

て私 たちが滅びずして永遠の生命 を受 けら

れ るようにしてくださいました。 またゲツ

セマネでの血 と苦 しみ，カルバ リでの血と

苦痛を通 して，私 たちが悔い改めることを

条件 に私 たちの罪 をその身に負 ってくださ

いました。

ああ，キ リス トと呼 ばれる主イエスを私

たちは何 と愛 していることでしょう。 イエ

スは聖なるメシヤであ り，私 たちの主，神，

王， そして神会 を構成する偉大なお方 とし

て私 たちの礼拝 の対象 となっているお方で
とが

す。 また，かの大 いなる日に主の前に瞥な

くして立つことができるよう私 たちは衣を

その血で清めるのです。

この時代 における栄 えある福音の回復に



一

ついての祈 りは，次のような言葉で述べる

とよいで しょう。

私 たちの先祖 たちの神よ，あなたがこの

時代 に私 たちのためになさって くださった

ことに感謝 し，喜んでいます。

私たちは心か ら，福音 を回復 して くださ

った ことに感謝 しています。神 のみ声が再

び聞かれ，それ まで閉ざされていた天が開

かれ，神権 とその鍵，光明 と真理 とを携 え

た聖なる天使 たちが訪れて，私 たちに導き

と恵みを与 えてくださいました。

1820年 の春 にあなたとあなたの愛する御

子がジョセフ ・ス ミスの もとを訪れて，時

満ちたる神権時代の訪れを告げてくださっ
い けい

たことを思 うとき，私 たちの心は畏敬の念

で満 ちあふれます。

あなたがモロナイを送 ってモルモン経 を

世 に現 わし， モーセを遣わ して世 の 「エジ

プ ト」 から神 のシオンにイスラエルを集め

る力を私たちに授け， またエライジャを送

って，地上でつな ぐ力 と， この世 での行 な

いを天において永遠 に結 び固める力をお授

けくださったことに驚 きを禁 じ得 ません。

私たちはエライヤスがアブラハムの福音

を回復 して くれたことをどんなに感謝 して

いることで しょう。このことによって誓約

の子である私 たちは，家族 という単位 を永

遠に持ち続 けることができるようになりま

した。

御子の照罪を通 して，私 たちと御父 との

和解が可能 となったことについては，以下

の ように祈 るのがふさわしいと思われ ます。

お父様， あなたは私 たちにあなたと心を

ひとつにすることをお教えにな り，私たち
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に啓示や示現をお授 けくださいました。私

たちはあなたの民であ り'，与 えられ た召 し

と選びにふさわ しくあ りたいと願っていま

す。

あなたはこれ まで私たちの中で奇跡 を行

なわれ，私たちに聖典をお授けくださ り，

特 にこの時代 にあなたの言葉 を現わ してく

ださいました。 また， あらゆる真理 に導か

れ，身も霊 も清 められるように，聖霊 の賜

を授けて くださいました。

これらのことについて，私 たちの感謝 の

気持 ちはとどまるところを知 りません。 ま

たこうした事柄のために，私 たちはあなた

の聖 なるみ名 を永遠 にあがめることでしょ

う。

私 たちはあなたの前 に罪を告 白し，赦 し

を求めます。私 たちとあなたとの間 に何者

をも置かず，あなたのみたまを絶 え間なく

受 けられ るようにするためです。

地上に神の王国を確立す ることについて

は，私たちの必要 としていることを次のよ

うに述べるとよいでしょう。

どうぞ地上の王国であるあなたの教会 を

祝福 してください。あなたのみ手の力ある

器 として古代 のシオンの再建， はたまた来

たるべ き新エルサ レムの建設のために働 く

ことができますように。

またあなたの古代の予言者 が予 言したよ

うに，イスラエルの失われた羊 をすべての

国のシオンのステーキ部 に集めることがで

きますように。

あなたの回復 された福音 をすべての国民，

血族，国語の民，世の人々に宣べ伝 える力

をお与えください。あ らゆる国々の扉 を開

いてください。

あなたの御子の来臨のために人々を備 え
まつと

るというあなたか らの使命 を完 うさせてく
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だ さい。また私たちがそれぞれの先祖 を見

いだし， あなたの聖 なるみ名に捧げ られた

宮居 において彼 らの救 いと昇栄 の儀 式を行

な うことがで きますように。

ああ，私 たちにあわれみがあ りますよう

に。私たちの弱さに耐 えてくださいます よ

うに。私 たちはあなたに信頼 を寄せていま

す。あなたは私 たちの神であ り， ほかに神

として仰 ぐ方 はいません。私 たちが礼拝 と

賛美 と感謝を捧げるのはあなたに対 してな

のです。

私 たちのこの世 におけるいろいろな問題

について は，私は何のためらいもなくこう

話 します。

私たちは，家畜 の群 れのために，野にあ

る果実 のために， また， つるや木 が伸 びる

ように願 い求 めます。また風 や雨を静め，

災害から私たちを守 り，私たちのかごや倉

が一杯 になるよう願い求 めます。

私たちには食物 と衣服 と住居が必要です。

また栄養 と仕事が必要です。また仕事や事

業 には知恵が必要 です。

どうぞ私たちの必要に応 じてこれらのも

のをお与 えください。貧 しくも余るほどで

もなく，私たちにほどよい食物 をお恵み く

ださい。

私 たちの救いの備 えとなる個人的な祝福

については，次の ような言葉 で心 にある思

いを述べるとよいでしょう。

家庭にあって夫 と妻が共 に愛 し合 い，互

いに結び合 えるように祝福 してください。

また光明と真理 により，子供 を育てること
くんとう

ができますように。 そして，主の薫陶 と訓

戒 によって育てられた子供 たちが，義 なる

父たちにならって父母 を敬 う者 となるよう

に祝福 してください。

おお，父よ。私 たちの中には，永遠 の伴



侶を得たいと望んでいる人々， また得 るに

ふさわしい人々が大勢います。彼 らの前に

道を備 えて，彼 らがその心 に義 なる望みを

抱 くことができるように祝福 してください。

私 たちの中には病気の者，悩 める者がい

ます。病に苦 しむ者， まだ死の命 を受 けな

い者がいます。ああ，偉大 な医師であられ
いや

る柚 よ，あなたの聖徒 たちに癒 しの力を注

いで ください。

おお，神 よ。私 たちの信仰 を強くし，今

よりも多くの病人が癒 され，死人がよみが

えりますように。

しかしそれにもましてお願いいたします。

癒 しの神 よ，癒 しの翼 を持 って来 た者 たち

が私たちの霊を も癒 してくれるようにして

ください。

また私たちが清 くあ り，聖 なる民 となれ

ますように。私たちは何 よりもまず聖 きみ

たまを伴侶 としたいと思 っています。古代

の人々が祈 ったように，私たちも聖霊が受

けられ るようにと祈 ります。

おお，父 よ。私たちはみたまの賜を受け.

て喜び，またさらに多く与 えられん ことを

願い求 めます。私たちの中に証 と啓示 と示

現 と奇跡 とが何倍 にもなって増 し加 えられ

ます ように。私 たちに永遠 の奥義，すなわ

ち 目が まだ見 ず，耳 が まだ聞かず，人の

心にまだ入 り込 まない事柄 についてお教 え

ください。

そして，結 びの言葉，誓約，嘆願 として

は，以下 の事柄 を表 わす言葉を選んで用い

るとよいでしょう。

そして最後にお父様，御子があなたとひ

とつであ られるように，私 たち も御 子とひ

とつになれるようお導 きください。私 たち

は救いを求 めています。永遠の生命 を望 ん

でいます。あなたのみもとに帰 り， アブラ
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ハム，イサク，ヤ コブのほか， この世 に出

た一切 の聖い予言者 と共に席を得て再び天

の王国を去 ることがないよう，願 い求めま

す。

死すべき人間としてこの地上にある間に，

あなたの御子のみ顔を拝 させて ください。

そして主がこう言 われるのを聞 くことがで

きますように。「私 の父に祝福 された人たち

よ。来 なさい。あなた方 はあなた方の主の

喜びに入るであろう。あなた方の召しと選

びは確 かなものとなった。 あなた方は私 と

共同の相続人であって，父 の持 てるすべて

を受 け，所有 し，受け継 ぐであろう。」

私 たちの永遠 のエロヒムであ られる神 よ，

これまで述べたすべての感謝の言葉 と祝福

の嘆願 につけるあなたのみ こころを承知 し

ている私たちは， あなたの前 に誓約 します。

私たちはあなたがくださった戒めを守 り，

生涯あなたを愛 し， あなたに仕 えます。

私たちはこう誓約 します。 これ より後私
とか

たちは，省な く，忠実 に，従順 に， また信

頼 にすべて応え，互 いに対 する愛の心 を持

ち， あなたの民，牧場の羊，選 ばれた民で

あることを言葉 と行 ないで示 しなが ら，あ

なたがお示 しくださった道を歩みます。

以上述べた言葉 は私 たちの気持 ちや望 み

を表現す るものとして，祈 りの中で主に申

しあげるに、三・さわ しいものです。

こうした賛美 と嘆願，称賛 と感謝 の合唱

に加わ り，祈 りの言葉 にそった生活をしよ

うと努力する人々 は， この世 においては平

安を，来たるべき世 にあっては永遠の生命

を得 ることができると私 は信 じています。

以上 が私 自身の，私の家族のそして全 イス

ラエルの祈 りです。

主イエス ・キリス トのみ名 により申しあ

げます。 アーメン。
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1984年4月7日(土)神 権部会

伝道 あなたしか決められないこと

ブリがム・ヤング大学第6

ステーキ部第/ワ ード部 デ ビン ・G・ダラ ン ト

兄
弟の皆 さん， このように皆 さんの前

に立つことができて光栄 に思 います。

初 めに，教会でよく取 りあげられるテーマ，

審判についてお話 したいと思 います。

ブリガム ・ヤング大学ではバスケッ トの

試合の前 に，審判が両 チームのキャプテン

をセ ンターサークルに呼んで，儀式ばった

無意味な言葉を繰 り返 します。実際に大切

なことは何 ひとつあ りません。ところが，

ノー トルダム と試合 をしたときのことです。

審判 を務 める私の友達が， この ミーティン

グで深 く考えさせることを言いました。「今

晩私 たち審判 は一生懸命 にやる。多少の ミ

スはあるだろうが，君たちもベス トを尽 く

してくれ。」

私 はその言葉を胸 に，試合 に臨みました。

あと数分で試合終了 というとき，ノー トル

ダムの大 きな選手が， リバウン ドしたボー

ルに飛 びつこうとした私 を突 き倒 しました。

私 は床 に倒れたまま，審判 を見上 げました。

なん と審判 は私 を指差 し，私の反則 をとっ

たのです。 その判定に驚 きながら，私 は立

ちあがり，審判 に笑いかけながらこう言 い

ました。「試合前 に言ったことは正 しかった

よ。」彼 はきょとんとしていました。「多少

の ミスはあるって言 ったけど，今のは大 き

かったね。」私 たちは互 いに顔を見合 わせて

大笑 いし，試合 を続 けました。

私 は， 多くのむずか しい判定 を大観衆 の

前で即座 に下す審判を，心から尊敬 してい

ます。 しか し人生 には，審判の下す判定 よ

りもはるかに重要 な決定があ ります。 それ

は時間をかけて じっくりと考 え，祈 り，・自

分 自身で下す ものです。そのひとつが，伝

道 に出るか出ないかの決定です。私 は小 さ

い頃からずっと伝道 に出たいと思 っていま
ちゆう

したが， いざ書類を送 る段階になって，躊
ちよ

躇 しました。考 えなければな らない様々な

ことが，心 に重 くのしかかってきたのです。

伝道 に出るのは，1年 を終 えてか らがよい

のか，2年 を終えてからか， あるいは大学

を卒業 してからがよいのか， わか りません

でした。 いろいろな考 えや思 いが浮 かんで

きて， どうにも決心がっきませんでした。

それに伝 道に出て，私 にとっては貴重なメ

ッセージでも，それ を人 に伝 えるだけの知

識が 自分 にあるか疑問でした。私 はたくさ

んの人に相談 しました。多くの人は快 く意

見を聞かせて くれました。すぐに出 るべ き

だと言 う人，待 った方がいいと言う人，中

には，行 くべ きじゃないと言 う人もいまし

た。今行 くか，待つか，やめるか， もしこ

の質問を皆 さんにしたとした ら，皆 さんは

どのように答えて くださったでしょうか。

おそらく，私が話 しに行 った立派な神権

指導者のように答えてくださったことで し

ょう。私 は彼 のところへ行 き， 自分 の置か
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れている状況 について説明 しました。 その

指導者は，私の話 を忍耐強くまた関心 を持

って聞いて くれ ました。 そして，伝道後 に

バ スケ ットを続け られる可能性 について私

が自分 の気持 ちを述べると，心 にしみる次

のような助言 を与 えて くれ ました。「デビ

ン， もし君が伝道 に出て忠実 に働 いたら，

帰 ったとき，今 よりすばらしいバスケット

ボール選手になれるだろう。」

私 はその人を心 から信頼 していたので，

彼がみたまに導かれて語 っているのだと感

じました。また， この言葉は伝道に出るす

べての運動選手 にではなく，私個 人に与え

られた ものだと感 じました。人によって状

況 は異 なるからです。彼 は，私 に助言する

ことはできました。両親 も友人たちもでき

ました。 しかし， だれ も私の代わ りに伝道

に出ることはできませんで した。伝道 に行

くのは私であ り，私以外 のだれも私 の伝道

について決定 を下すことはできません。自

分 で決 めなければならなかったのです。

私が伝道 に出たいと思ったひとつの理由

は，伝道が父と母 に与 えた影響 を見てきた

か らです。家庭の夕べで，父はよく伝道時

代 のことに触れました。父の伝道の召 しに

ついて話 してくれ ました。父は伝道に出た

いと思 っていましたが，それを祖父に話す

と，思いとどまるように言われました。父

の家 は， ユタ州のアメ リカンフォークで養

鶏場 を営 んでいました。祖父は健康状態が

す ぐれなかったので， 自分 ひとりでは養鶏

場 をや って いけないし，伝道資金 を出す こ

ともで きないだろうと感 じたのです。

メル ビン ・グラン ト監督 がやって きて，

その問題 について家族 と話 し合 いました。

祖 父が監督 に，息子を伝道 にやることはで

きないと言 うと，祖母 は椅子か ら立ちあが
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ってこう言いました。「ニワ トリの世話は私

が します。息子の ジョージは伝道に行きま

すよ。」

こうして父はイギ リスに行 きました。伝

道に出てから数 カ月後 に届 いた祖母の手紙

には，こう書いてあったそうです。「ニワ ト

リはおまえが どこにいるかを知 っているの

で しょう。今 まで こんなに卵 を産んだこと

なんてなかったのですから。」

1980年 の春 ，私 は宣教師訓練 センターに

入 り，ス ペインのマ ドリー ドでの伝道 に備一

えてスペイン語を習い始めました。訓練 セ

ンターにいるとき，私 は正 しいζとをして

いると確信 しました。心の中には，伝道か

ら帰ってバスケットボールをしたいという

願望 がありました。 しかし同時に，たとえ

二度 とバスケッ トボールができなくなった

としても， 自分の決めたことを後悔すまい

と決意 しました。

私はスペインで，「ダラント長老」と書か

れた小 さな名札 を胸 につける特権 にあずか

りました。「長老」という肩書 きは， これま

で 目にしたどんな称号 よりも，栄えあるも

のでした。私 は宣教師 として， たくさんの

経験 をしました。人々が福音を受け入れて

くれたときには，言葉 に表わせない喜びを

味わい，福音のメッセー ジを拒 む人に出会

ったときには，深 い悲 しみを感 じました。

最 もすばらしい思い出のひとつは，1981

年 の夏 に始 まります。私たちは午前中いっ

ぱい，街頭伝道 をして ビジネスマンに教会

について話 しました。昼 になる頃には暑 く

な り，疲れてきたので， そろそろ休憩 しよ

うと思いました。私 たちは近 くの公園を通

り抜けることにしました。道を歩いていく

と，若 い人のグループが目に入 りました。

そこで，私たちはメッセージを聞 く気持 ち
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があるかどうか確かめることにしました。

近づいていくと， うさんくさそうな目で

こちらを見ました。末 日聖徒 イエス ・・キ リ

ス ト教会の宣教 師であることを告 げると，

ちょっと笑い声が起こり，あざけるような

言葉が返 ってきました。聞 きたくないこと

は明 らかなようです。 しかし， その中にひ

とり真剣なまなざしで私 たちを見ている少

年がいました。 そこで私 たちはギターを持

ったその少年に的を絞って，話 しかけまし

た。「なにか弾いてくれませんか。」彼 はに

っこり笑 うと， ギターをかかえて弾 き始め

ました。

弾 き終わったところで，私たちはもう少

し自分たちのことについて話 し， メッセー

ジを伝えました。少年 の名前 はホセ ・マニ

ュエル と言いました。それから少し話をし

て，別れぎわに 「また別 の日に教会 につい

てお話できませ んか」 と尋ねると，少年 は

言いました。「喜んで。僕 はほとん ど毎 日公

園に来て，犬を散歩 させるかギターを弾い

ていますから。」

私 たちは立ち去るとき， この少年 がバプ

テスマを受 けるとは夢 にも、思いませんで し

た。数 日後 に同じ場所 に行 くと， うれしい

ことに彼がいました。尋ねてみると，話を

聞 くと言うので，公 園のベンチをふたつ持

ってきて，私 と同僚 がひ とつのベンチに，

彼がもうひとつのペ ンチに座 りました。私

たちはホセ ・マニュエルの目を見つめ，イ

エス ・キ リス トについて話 しました。終わ

りの方で， モルモン経 を紹介 し， イエス ・

キリス トが復活後 にアメ リカ大陸を訪問 さ

れたことを説明 しました。そして， このす
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ば らしい出来事 について読 むようにチャレ

ンジしました。彼がそうすると言 うので，

モルモン経 を渡 しましたが，本を開 くこと

さえして くれるか疑 問で した。

数 日たち，モルモ ン経 を読 んだかどうか

確かめに行 くことにしました。驚いたこと

に，ホセは言われたところを読んだと言い

ました。 しかも， その内容を友達 に話すと，

読んでみたいと.言うので，あげて しまった

とのことで した。 もう1冊 手に入 りません

かと尋ねられ，私 たちは何 とかなると思い

ますと答 えました。

その後 も私 たちは福音を教 えていきまし

た。彼の外見 と心が変わっていくのがわか

りました。 ホセはバプテスマを望 んでいま

した。

スペインのマ ドリー ドでホセ ・マニ ュエ

ル と会 ってから，3年 近 くになります。ホ

セは今では教会貝 です。 そして数 カ月前 に，

皆 さんや私 と同じように，ある決断を下さ

なければな りませんで した。伝道に行 くか，

それ とも行かないかです。行 けない理由は

すべてそろってい ました。 まだ 日の浅 い改

宗者ですし，福音の知識も多くはあ りませ

ん。数年前 にお父 さんが亡 くなっていたの

で， お母さんは彼 に行 かないでほしいと思

っていました。家族のだれ もが そうで した。

ホセには，18カ 月の間伝道するだけの資金

がありませんで した。 さらには，伝道以前

の 問題 として，兵役 を全 うする必要 があり

ました。本当に八方 ふさが りでした。

私 たちは皆，伝道 について考 えるとき，

行 くべ きで ない理 由をたくさん見つけるこ

とがで きます。 しか し， こうした理由に惑

わされず， その向こうにあるものを見 すえ

る必要があ ります。大切なことは，行 くべ

き理由 を捜 すことです。ホセ ・マニュエル
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にはそれがあ りました。 イエス ・キ リス ト

は神の御子で世の救 い主です。 ジョセフ ・

ス ミス は示現 を受 け ました。教 会は真実

で あ り，その教会 によって彼 自身の生活

が変わ りました。 そしてホセは，出て行 っ

て これ らの証 を世の人々に宣べ伝 えたいと

願 っていました。

ホセは伝道 に出たい と思いました。 そし

て，その召 しを受 けました。主の助けによ

り，すべてがうまくいきました。 こうした

ことは，rいっも起 こっているようです。彼

は様々な障害を克服 し，今 スペインのバル

セロナで伝道 して います。

だれで も大 きな障害 に直面 して，伝道に

出 るのは無理だ と考えることがあ ります。

私の父の場合，祖父が病気 でした。ホセ ・

マニ ュエルの塚族 は伝道 に反対 しました。

私 は， バスケ ットボールの選手 として 自分

の将来 を心配 しました。私たちの直面する

多くの障害 は，私 たちの心の中にあ ります。

そこで少 しの間，次 のように考 えている皆

さんに，特 にお話 したいと思います。「ガー

ルフレン ドがいるか ら」「いい仕事 に就 いた

し，車 も買 ったか ら」「学校 の成績が悪 く

て，聖句や レッスンプランを暗記で きない

か ら」「知 らない人 と話すの は苦手だか ら」

「伝道部の規則を守れそうもないから」「教

会が真実であるという強い証 を持てないの

に，それを人に伝 えるなんてできやしない

から」

こうした考 えを持 っている皆 さんに申 し

あげます。今は十分 な証がなくても，伝道

中に得 ることがで きます。 ガールフレン ド

のことは心配い りません。聖句やレッスン

プ ランは，十分 に学ぶことがで き， うまく

活用 できるようにな ります。見知 らぬ人に

話 しかける勇気 も得 られ ます。従順 になれ
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ます。皆さんはで きるのです。

皆 さんの中には， これまでの生活に照 ら

して， 自分の能力にとても自信 の持 てない

人がいるかもしれません。学力 や社会性の

面で卓越 していないかもしれません。確 か

に，社交上のたしなみ，高 い教養，経験豊

かな指導力，話 し上手などは，伝道 に役立

つ才能です。 しか し，宣教師に真の力を与

える源は， こうしたものをはるかに越えた

ところにあるのです。

私 は最近，同僚 として伝道 しているふた

りの宣教師 について聞きました。一方の宣

教師は多くの才能 に恵まれていましたが，

他方 はそうではあ りませんで した。 ふた り

は，何度 かレッスンを教 えてきた家族か ら

手紙を受け取 りました。その手紙 には， こ

れ以上 レッスンを受 けないことにしたので，

モルモン経 を取 りに来てほしいと書 いてあ

りました。

しかし一見才能豊 かな長老は， 自分の社

交性 と学識 を駆使すれば， ご主人の気持ち

を変 えられると自信満々でした。その長老

は家庭集会で， 自分 の持 つ才能 と技術をす

べて使 って家族 を説得 しました。 もうひ と

りの長老は黙って聞いていました。 そして

ついにご主人は， レッスンを続 けることに

同意 しました。

後 にその家族のバプテスマ会で，有能 な

長老はあの晩のことを思い出 して， いくら

か得意 になっていました。バプテスマ会 が

終わるとご主人が彼 にこう言いました。「あ

の晩，私は気持 ちを変えて， レッスンを続

けて受けようと決心 しました。私の生涯 で

最 も大切な晩でした。あのとき，あなたの

話 を聞いても，私はもうこれき りにしよう

と堅 く心に決めていたので，私 にレッス ン

を続ける気持ちを起 こさせ ようとして，何
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を言って くださって もむだだったのです。

ところがふとあなたの同僚 を見ると，彼の

目が じっと私に注がれていました。その顔

からは，これ まで感 じたことのないような

愛が伝わって きました。私 はみたまを感 じ，

その無言のメッセージを拒 むことはできま

せんで した。そのとき，教会がこのような

愛の源であるなら，私 も会員になりたいと

思 ったのです。」

社交や教養 に関 して人並以上の賜 があれ

ば，伝道 の助 けにな ります。 しかし， もっ

と必要 とされるのは，愛，信仰，証 といっ

た内なる賜です。 これ らの賜 において，す

べての人は平等なのです。

健康 であるならば，宣教師としてふさわ

しく自分 自身を備 えて ください。障害をわ

きへ押 しや り，伝道 に出て ください。

伝道，結婚，人格，奉献，道徳 など， あ

らゆる事柄について決 断をするときに，主

の祝福 があるように祈 っています。

私はスペインでダラント長老 として働 く

特権 に恵まれたことを，感謝 しています。

イエス ・キ リズ トは生きておられます。主

はこの地上におられる間に，私たちの生 き

るべ き道 を教 えてくださいました。主は私

たち神権者に，主 から受 けたものを携 えて

出て行 き，それを人々 と分 かち合 うよう求

めてお られます。 このみ業を進めるな らば，

主 は私 たちが接する人々の生活だけでなく，

私 たちをも祝福 してくださいます。主が与

えてくださった福音は真実です。私の人生

においてこの福音 が非常 に大切なものであ

ったからこそ，私 は伝道 に出たいと思 った

のです。

これ らのことをイエス ・キ リス トのみ名

により証 します。 アーメン。



主のチームに誰が入るや

七十人第一定員会会長会 」・卜一マス・ファイアンズ

大
リーグではスカウ トを雇って，優秀

　

な若 い選手 を絶 えず捜 させています。

スカウ トはその訓練 された 目でヴ優れた成

績 を着実 にあげる選手を見つけます。こう

した若 い選手が選 び出され るのは，偶然に

よるのではあ りませ ん。優秀な選手 になる

には， たくさんの準備 が必要 なのです。選

手 は長 い年 月を訓練 に費や し，プ レーのす

べての部分 にわた り完壁 さを目指 して努力

します。長 時間練習 します。筋力をつける

ために栄養 のある食物を取 るように心がけ

ます。摂取する物 がスタ ミナに影響 するこ

とを知 っているか らです。十分 な休息 を取

り，健康管理 の原則 に従 います。生活の中

で体調を最高の状態 に保 つことを，最 も大

切 なこととしています。 日ごと，週 ごと，

鞭

年 ごとに目標を設定 し，ひたむきに努力 し

ます。 コーチの助言に注意深 く耳 を傾 けま

す。コーチは常 に選手 を見守 り， そのプ レ

ーについて選手以上によく知 って.いるから

です。選手はコーチと一緒にビデオを見て

自分のプレーを研究 し， コンピューターの

描 き出すグラ.フをもとに，様々な能力につ

いて詳 しく分析 します。新 しい方法や原理

があればそれを取 り入れられるように， い

つも気を配 っています。夜休 むときには，

自分のプレーをもう一度 振り返 り，プロス

ポーツ界を構成する強豪チームの一員 とし

て迎 えられ る日の ことを思 い描 くのです。

私 たちは讃美歌 「主の方には誰 が立つや」

を歌 いますが， 「主 の方」とはどういう意味

で しょうか。 この 「方」(side)に は，ゲー

ムやスポーツで相争 う団体 の片方，選手団

の片方，つまりチームという意味があ りま

す。

この定義 に基づけば，「主の方 には誰が立

つや」という質問は 「主のチームに誰が入

るや」と言い換 えることができるでしょう。

そこで，神権者 にあてはまると思われる歌

詞 を紹介 しましょう。

主のチームに 誰が入 るや

恐れず聞かん 時はいたる

生ける神 に 仕 えまつ り
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少なくとも 力示さん

恐れず行 き われ ら勝たん

主の軍勢 われらにあり

主のチームに 誰が入 るや

恐れず聞かん 時はいたる

(「讃美歌」160番 参照)

主 のチームで働 くの は，偶 然ではあ りま

せん。スペンサー ・W・ キンボール大管長

は次のように語 っています。「これ は私 たち

が受け継ぐものです。私 たちはそのように

生まれついています。そ して，私たちが行

なう必要のあることは，受 け継ぎを得 るに

ふさわしい者 となって， この祝福 にあずか

ることです。」(「神権」P.2)

アル マ書13章1節 には，「主 なる神は……

人を選んで按手礼によって神の聖なる神権の

祭司らに任命 をなしたもうた」 とあります。

さらに3節 と4節 には次のように記され

ています。「祭司たちが聖任された仕方は次

のようである。かれ らはそのす ぐれて堅固
よ

な信仰 と善 い行いとがあるために，神 の先

見の明によって創世の前か らすでに選 んで

備 えておかれた。 かれ らはまず善 を選ぶの

も悪 を選ぶのも心 のままに許 しておかれた

が，すでに善 を選 んでその信仰がすぐれて

堅固であったから，聖 い召 を受 けてこの職

に召された。一一

かれらがこの聖 い職 に任ぜ られたのはそ
よ

の信仰 に由ったのであって， ほかの人々は

そのこころがかたくなでその精神 が暗いた

めに神 の 『みたま』 をたびたび拒 んだので

あった。 もしもこう言 うことがなかったな

らば，その兄弟たちと同様 に大 きな特権 を

受 けたであろう。」

アルマ書13章9節 には，「このように永遠

に……大祭司 となり」 と記 されています。

皆 さんがバスケッ トボールの選手になっ
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て も，演劇 に出演 しても， カルテットで歌

っても， あるいはスカウ トに入隊 しても，

その期間は普通 わずか数 カ月，長 くても数

年 というところです。 こうした活動への参

加 には，始めがあるように，終 わ りがある

のです。 しかし， アルマが教 えているよう

に，私 たちは永遠 に大祭司です。神権 は永

遠なのです。

さて若人の皆さん，ここで予言者の生涯

の中からいくつか模範 を取 りあげて，予言者

たちが神権に対する霊的備 えをどのように

行 なったか考 えてみましょう。 ジョセフ ・

フィールディング ・ス ミス大管長は， 自分

の気持ちを次 のように述 べています。「『私

がまだ小 さな少年で，神権 を受 ける年齢に

なっていなか ったとき，父は私 の手にモル

モ ン経 を置 いて， この本を読むように言い

ました。私 はこの二一ファイの記録 を感謝

しで受け取 り，自分 に与 えられた割 り当て

をこつこつと果たしていきました。私 の心

に刻 み込 まれた聖句がいくつかあります。私

はそれ らの聖 句 を忘 れ たこ とがあ りませ

ん。』ス ミス大管長 は10歳 になるまでに， モ

ルモ ン経 を読 み終 えました。 それ も1度 で

はなく，2度 です。兄弟 たちの記憶 によれ

ば， 自分 の仕事 をできるだけ早 く片づ け，

ときには野球から早 く帰って，干 し草置場 に

閉 じともるか木陰に座 って，モルモ ン経を

読 んでいたとのことです。」(ジ ョセフ ・フ

ィールデ ィング ・スミス ・ジュニア， ジ ョ

ン ・J・ スチュワー ト 「ジョセフ ・フ ィー

ル ディング ・スミスの生涯」p.57)

デ ビ ッ ド・0・ マッケイ大管長 は， この

ように述べています。「私 は執事のとき，未
まき

亡人の方々のために土曜 日に薪割 りをした

のを覚 えています。9人 の少年が集 まって

短 いミーティングを開 き，それか ら斧を持
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って未亡人の家を回 り， その週 に必要なだ

けの薪を割 りました。」

マッケイ大管長 はさらに続けています。

「祭司 として聖餐の儀式を執行 したことや
，

初 めて聖餐の祈 りを捧 げたときに失敗 した

ことを覚 えています。 その当時は，今 日よ

く見かけるような祈 りの言葉 を書 いたカー

ドは，置いてあ りませんで した。暗記 する

ことになっていたのです。聖餐台は説教壇

の真下 にあ りました。私の父 は監督で した

ので， いつもパ ンと水 の祝福 をする人のす

ぐ上にいました。私は祈 りの言葉 を覚 えた

と思っていました。 しかし， ひとりで暗唱

していたので，ひざまずいて目の前の会衆

を見ると，うろたえて しまいました。誹(ク

レア・ミ ドル ミス編 「懐 しい経験」P.190)

若 人 の皆 さん，マ ッケイ大管長 はこうした

チ ャレンジに遭 っても落胆 しませんでした。

さらに準備 を重ねて， 自分 自身を卓越 した

段階 まで引き上 げたのです。

キンボール大管長は，少年のときに立て

た 目標 について次のように語 っています。

「私がほんの子供の頃 に立てた目標のひと

つについてお話 しよう。それ はソル トレー

ク ・シティーから来た教会 の指導者が大会

で，私たちは聖典 を読 むべきである， と言

ったのを聞いたときのことである。私 はそ

れ まで一度 も聖書 を読 んだことがなかった

のを認めた。その夜その説教 を聞 いたあと，

1ブ ロックほど離れた家に戻 り，家の一番

上のところにある狭い屋根裏の私の部屋 へ

のぼ り，小 さな机の上 にある小さな灯油ラ

ンプに火をつけた。それか ら，創世記の初

めの・数 章 を読 ん だ。1年 後，私 はその大

きなすば らしい本のすべての章を読み終 え

て，聖書を閉 じた。

私 は読み続 けていた聖書が66の 書から成

ることを知 った。それか ら，聖書は1，189章
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に分かれ，(英 文で)1，519頁 もあることを

知 ったときには，読むのをやめようかとさ

え思 った。私の手 に負 えそうもなかった。

しかし，他人にできることなら， 自分 にも

できることを私 は知 っていた。

M歳 の少年には理解 しにくい箇所が数々

あることを知った。また，特に興味のない

頁もかなりあった。しか し，66の 書 を1，189

章 ，1，519頁 にわたって読み終 えたとき，私

はひとつの目標 を定めてそれを達成できた

という，言 い知れぬ満足感 を味 わったので

あった。」

大管長は続けています。「私は今 自慢 をす

るためにこの話 をして いるのではない。私

が灯油の明か りでそれ をやれたのだから，

皆 さんは電気の明か りでそれをす ることが

できる。ただそれを言 いたいがために例 と

してこの話 を使 ったに過 ぎない。私 は1頁

も残さずに聖書 を読 み通 したことを今で も

喜んでいる。」(『豊かで満 ち足 りた人生 を計

画する』「大会報告1973-75」p.202)

私 は ほとんど毎週，世界のどこかのステ

ーキ部大会 に出席 しているので
，私 のワー

ド部の福音の教義 クラスに出席することが

できません。今年度， この クラスではモル

モン経 にっいて教 えられて います。 イエス

がキリス トであることを証するもうひとつ

の神聖な書物 から霊感を受け， その重要性

を理解する特権 にあずかれないのは， まこ

とに残念なことです。そこで，妻 と私は家

庭でモルモン経 を研究するという目標 を立

てました。1984年 度 の福音の教義 クラスの

テキス トをこの総大会 まで に終 えようと決

心 したのです。1月 か ら始めて，3月12日

の月曜 日に46課 あるモルモ ン経 コースの最

後の課を勉強しました。 この目標 を達成で

きて本当に満足 してい ます。
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全世界の選 ばれた若人の皆さん，皆 さん

は主のチームの一員 となるために備 えてい

るのです。皆 さんは大 きな期待 を担 ってい

ます。皆 さんの頭 に手が置かれ， イエス ・

キリス トのみ名によって神 の神権 が授けら

れ ました。皆 さんは主 に代 わって，人の子

らに聖 なる儀式を施すことがで きるのです。

このことについて少 し考えてみてください。

共 に神権 を持 つ兄弟の皆さん，私は皆 さん

を心か ら愛 しています。すべての教会幹部

が皆 さんを愛しています。毎 日，霊的 な運

動 をするようにお勧め します。 この運動は，

皆 さんが自分で選 んだ レベルで行 なうこと

ができます。 たとえば，毎 日モルモン経を

数節ずつ，1章 ずつ，15分 ずつ，または30

分 ずつ読みます。皆 さんは自分 にどの程度

の霊性 を得 る必要 があるかおわか りになる

でしょう。 このチャレンジを受けることが

できますね。

皆さんは優れた献身的な行ないゆえに，

主のチームの一貝 として迎 えられました。

何 とすば らしい特権 を手に した ことで しょ

う。皆 さんは奉仕 と愛 をもって 自己を鍛 え

ます。人生のチャレンジに祈 りをもって立

ち向かうときに持久力 を養 います。そ して，

聖典 を読 んで深 く考 えるときに栄養豊 かな

霊 的食物 を取 り，霊的 なスタ ミナと筋力を
はぐく

育み維持 するのです。プロスポーツ選手の

不断の努力が生活に浸透 し，心身 ともに最

高のコンディシ ョンになるよう，神権の こ

うした健康管理 を最優先 させましょう。そ

うすれば夜寝 るときに皆 さんの心 と思 いと

祈 りは 自動的に再 び，大 きな望 みとともに，

主 の偉大な神権のチームでのプレーを完壁

なものにすることに向けられるで しょう。

イエス ・キ リス トのみ名 により申しあげま

す。アーメ ン。



，失われた羊を連れ戻す

七十人第一定員会会員 ジョセフ・B・ワースリン

愛
する兄弟の皆 さん，私 はネルソン兄

弟 を補佐する責任 を2度 務 めた者と

して，ラッセル ・M・ ネル ソン長老の召 し

に感謝 します。 そして，彼が高貴な人格を
そな

具え，王国において偉大な業を行な う人で

あると断言 します。同じく， オークス長老

もすばらしい人格 を具 えた方です。

これからある若者の話 をしたいと思いま

す。 その若者は，深 い見識で広 く知 られて

いる賢者のもとを訪 ねました。そして，現

在取 り組んでいる分 野で， 自分 の立てた高

い目標 を達成するにはどうしたらよいか，

助言 を求めました。

「私 について来 なさい。」賢者 はそう言う

と，若者 を近 くの川に連 れて行 き，全身 を

水の中に沈めて，上から手で押さえつけま

した。 そして，若者が苦 しくなってもがき
おぽ

始 め，今 にも溺れそうになったところで，

ようや く手を放 しました。水 から顔 を出 し

た若者 は，あえぎなが ら言 いました。「息

が，息が，で きません。」

すると，賢者 はこう言いました。「これが

第一の教 えだ。今 おまえが息をしたいと思

ったその気持 ちで成功を求めるなら， 目標

は必ず達成で きる。成功 することができる

のだ。」

願望，それ も燃 えるような願望 は， 人並

み以上 の何 かを達成する際の基本 をなすも

のです。

最初 にこの話 をしたのは，関係 している

すべての人がこの願望 を持つことが，今晩

私 がお話するテーマ 「教会 に来ていない会

員が活発 になれるように助 ける」を実践す

る最初めステップ になるからです。

しかし，話の内容 が聞 き手の求めるもの，

達成 したいと熱望するもの と一致 していな

ければ，私 の話すことは何 の役にもたたな

いでしょう。 いかなる場合 も，立派な業績

を残す人々は， 自分の行 なっていることを

楽 しんでいます。またよく知 られているよ

うに，私 たちが正 しいことを行 なうには，

まず一人一人の態度や思いが正 しくなけれ

ばな りません。

ディーン ・L・ ラーセン長老は， こうし

た考 えを次のように鮮 やかにまとめていま

す。「善悪 の区別ができる ということは，選

択をする際 に自由意志が使 えるということ

です。 またそうする時 に，私たちは 自分 が

選択 した ことに対 して責任 を負わなければ

なりません。選択の必然的な結果か ら逃れ

ることはできないからです。善悪を判断す

る上での自由意志の行使 は，進歩と成長 に

大きな期待をかけている人々の中にあって

は欠 かせない大切な ものです。」(『自己の責

任 と人間の進 歩』「聖徒 の道」1980年9月

号，p.117)

イエ スは根本的な原則 を教 えることを第

一 に考 えておられました。そ して， それら

の原則は，個 人の霊性や心の状態 と深 くか

かわるもので した。救い主 は，心の状態が

聖 徒の道/1984年7月 号
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正しければ，そのほかのほとん どのことも

正 しいことを知ってお られたのですρ しか

し， もし心の状態 が悪ければ，人生 におい

て何ひ とつ業績を残す ことはで きません。

ですか ら，二一 ファイがその民 に次の よう

に訓戒 したことも，うなずけます。「私 はキ

リス トの言葉をよく味わえとあなたたちに

勧めた。それはキリス トの言葉 は，あなた

たちのしな くてはな らないことをみな教 え

るからである。」(II二 一フ ァイ3213)

イエ スはこう言われました。「わたしにむ

かって 『主 よ，主よ』 と言 う者が， みな天

国にはいるのではなく，ただ，天にいます

わが父の御 旨を行 う者だけがはいるのであ

る。」(マ タイ7121)

「狭 い門か らはいれ。」(マ タ イ7113)

マ リオン ・G・ ロムニー副管長は， この聖

句の意味 を次の ように明確 にしています。

「最善 を尽 くすだけでは十分 でありません。

できることをすべて行なわない限 り，なす

べきことをしたとは言 えないのです。必要

なことを行 なう際に，私 たちは成功 しなけ

ればな りません。与えられた仕事 を完遂す

るまでは，十分 でないのです。」

私 は大学時代 にスポーツをやっていた関

係で，今で もスポーツに関心 があ り，冬季

オリンピックの記事 にも目を通 します。あ

るスポーツ記者は， ドイツ民主共和国 とし

て知 られる小 さな国，東 ドイツが， 目覚 ま

しい活躍をしていると報 じていました。 そ

の記事 によると，東 ドイツの選手 はほかの

国の選手 よりも激 しい訓練 を受けたわけで

はないが，精神や意志を鍛える時間 を多く

取っているので，精神的 な備 えにおいて勝

っているそうです。昔 から言 い古 された「健

全で積極的な心構 え」 というものが， この

国の選手を際立たせているのです。(リ ー・

ベン'ノン 「デゼ レト・ニューズ」1984年2

月16日 付参照)
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教会 に来ていない会員 を強めようとする

とき，私 たちは以下 の人々に心 を向けます。

1.教 会員の家庭 に育 ちながら教会 に活発

に集った経験のない会員。そのため，

子供 も教会 に来ていないことが多い。

2， 改宗後2，3年 の間が普通 であるが，

霊的に弱 くなって教会 を離れる改宗者。

3。 罪に陥った り，そのほかの問題があっ

て教会 を離 れる活発会貝。多くの場合，

この問題 は，福音に対 する証 や知識 の

欠如， ふさわしくない行 ないや罪悪感

から来る心の痛みであり，教会で責任

を受 けることに対する恐れの場合 もあ

ります。

4.

イエスが明言 されたように，

ワー ド部，支部，定員会の指導者が最優先

しなければならないことです。教会 に来 て

いない会員は， これまでの働 きかけにどう

応えたかにかかわ らず， すべて活発化の対

象 として考えるべ きです。

私たちは思 いや りと忍耐，寛容，愛，誠

実，不断 の努力 をもって働 きかける必要 が

あ ります。私 たちが心か ら愛 と関心 を寄 せ

ていることをわか ってもらわなければなり

ません。

教会 に完全 に活発 になるには，霊的 な意

味での改宗 を徐々 に経験 し，ほかの会貝た

ちから受 け入れられる必要があ ります。私

たちは力を尽 くしてその ような会貰に福 音

を教 え，温 かく迎 え入れてフェロー シップ

を行 なう必要があるのです。

世の中の考 えや行ないに引かれて，教

会か ら迷 い出た青少年。 この中には，
ふ はく

つかの間の浮薄 な楽 しみを追い求める

世の風潮に押 し流 された青少年 や，現

実に迫 られるまで何 ひとっ真剣に受け

止めようとしない同年代のグループ に

影響 された青少年が います。

この失われた羊 を連れ戻 すという仕事 は，

ステーキ部，



最近出席 したステーキ部大会で，会員の

活発化 について心 に残 る話 を聞 きました。

そのステーキ部のある監督 は，教会に来て

いない兄弟 を活発化することに深 い関心 を

抱 いていました。彼はまた，活発化の第一

段階はコ ミュニケーションを図ることにあ

り，教会に来ていない兄弟一人一人 をみず

から訪問する必要 があることを知 っていま

した。

そこで，電話をかけることから始め まし

た。ある兄弟 に電話 をすると，奥 さんが出

てこう言いました。「監督 さん，お電話をく

ださって，本当 にありがとうございます。

あいに く主人は外 出していますが，帰 りま

したら，電話するように伝 えます。」ご主人

は監督 から電話があったことを聞 くと，予

想通 りの反応を示 しました。電話をしよう

とせずに，こう言 ったのです。「監督 に言っ

てくれ， おれは眠って るとね。」そしてユー

モラスにつけ加 えました。「死んでるってこ

とさ。」

この言葉 は，本人が意識 している以上に

真理 を突いています。 その通 りなのです。

彼は眠 っていました。悲 しいことに，霊的

な生活 において死んでいたのです。

しか し，賢い妻は夫の生活にすば らしい

影響 を与えるものです。この兄弟の奥 さん

は穏 やかな調子で，電話をするように勧め

ました。

電話 を受 けた監督は，親 しみの込 もった

声で提案 しました。「今晩，監督室で少 しの

間お会 いできたら，本 当にうれ しいのです

が。」その兄弟は，誠実 で思 いや りのある誘

いを断わ りきれず，監督に会いに行 きました。

そ して監督の証 と真心か らの関心 に動か

されて，間もな く始 まることになっていた

神殿準備 セ ミナーに出席することを約束 し

ました。

そのセ ミナーで毎回，真理 についての豊

聖徒 の道/1984年7月 号

かな知識 と霊感 あふれ る証 を持 うた有能な

教 師か ら教 えを受けて，彼 は心 を動かされ

ました。 そして`自 分の家族を強め，神殿

で永遠の結び固めを受 けようと決心 したの

です。

この善良な兄弟は， まだ眠っているかも

しれません。 しかし，以前 とはずいぶん違

います。 自分 の手で家族一人一人の生活 に，

言葉では表わせない喜びと幸せをもたらし

たのです。

別の ワー ド部では，監督が最 も優秀な2

名 のホームティーチ ャーに，教会に来てい

ない家族 の中から特に1家 族を選んで割 り

当てました。その家族の家長であり父親で

ある兄弟は，メルケゼデク神権 の長老の職

に聖任 されていましたが，何年 もの問教会

に来 ていませんでした。ホームティーチャ

ーはその兄弟 と連絡をとり
，毎週特別な教

師が訪問 して福音 を教 えてもよいかどうか

尋ねました。家族の了解が得 られると，そ

の家族が必要 としていることや求めている

ことに合 わせて，福音 のレッスンを教 えて

いきました。

監督 も2，3週 おきに面接を して， ホー

ムティーチャーを助 けました。その兄弟は

日曜 日にいつもゴルフに行 くので，初 めは
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自分 の生活 を変 えるつ もりはまったくあり

ませんで した。 あるとき， その兄弟 と面接

をしていた監督が こう言いました。「霊性 を

高めるためにもっと努力を しないと， すば

らしいご家族 を失 うことにな りますよ。」教

会から離れていた兄弟 はこの言葉 を聞いて，

大切 な事柄について深 く考えさせ られ まし

た。 そして， それから数週間以内に行 なわ

れた次の面接 で，監督 にこう言 ったのです。

「これからは什分 の一を納めます。私たち

夫婦は，神殿で結び固めを受けることを目

標 にしたいと思います。」

この家族 は教会 に活発 に集うようになり，

福音に対する態度が完全に変わ りました。

喜 んで福音 の原則 を受 け入れ，進 んで生活

を変 えているようでした。

もうひとつ実例 を紹介 しましょう。その

家族 には，近所に住んでいるホームティー

チャーが特別 に割 り当てられました。 ホー

ムティーチャーはまず真心からの友情 と，

隣人としての関心を示 して，まじめな態度

で話 し合 えるようになるのを待 ちました。

ある日，その家族 と座 って話を していると

き，毎週訪問 して福音 を教えて もよいかど

うか尋 ねてみました。 そして， いかなる強

要 もしないことと，その訪問では救い主の

福音 を教 えて家族の質問 に答 えるだけであ

ることを，約束 しました。それから数週間

もしない内に，その家族 はホームティーチ

ャーに伴 われて教会 に出席 し，やがて 自分

たちだけで来るようにな りました。監督 は

夫婦 と面接 をして， メルケゼデク神権 を受

けることと，神殿で結び固めを受けること

を目標 とするように働 きかけました。

監督は， この夫婦が5人 の子供 とこの世

から永遠にわたって結び固められるのを見

て，胸が一杯になったと述べています。神

殿の結び固めの部屋 には， ワー ド部の会員

や友人がた くさん詰めかけていたそうです。
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この家族 は現在，福音が真実であること

に対 して強い証を持 ってい ます。 ワー ド部

の多くの会員 は， これほど人が変 わるのを

見 たことがないと言います。 この兄弟は今，

長老定員会の会長会で働 いています。

私はブラジルのすば らしい人々や教会員

を心か ら愛 していますが， そのブラジルの

傑 出したステーキ部のある長老定員会の会

長が， 目覚 ましい成果 を報告 してくれまし

た。昨年1年 間に，教会 に来ていなかった

15人 の長老が活発 になったというのです。

私 は 「どのような方法 を使 ったのですか」

と尋ねてみました。するとその会長はこう

答 えました。「私 たち会長会 とホームティー

チャーが，彼 らの家を何度 も訪問しました。

そして，心 から関心を抱 いていることを知

って もらったのです。」この長老たちは証 を

強め，今では家族 と共に活発 に教会 に集 っ

ています。

主は，兄弟や姉妹 を力づけるために働 く

人々に，大いなる報 いを約束されました。

近代の啓示の中で，次のように述べてお ら
しか

れます。「而 して汝 らもし生涯今 の世 の人々
ただ

に向いて悔改めを叫ぶことに力を尽 し，唯

一人の人た りともわれに導 かば
，わが御父

よろニ い か

の国に於 て彼 と共に汝 らの悦び如何ばかり

ぞや。J(教 義 と聖約18115)

私 が知 っていること，感 じていることを，

皆さんの心 に刻 むことができた らと思 いま

す。私の揺 るぎない証 を述 べたいと，思いま

す。天父 とその御子イエス ・キ リス トは，

万物を治め支配 しておられ ます。私たちは

福音が永遠 のものであることを理解 しなけ

ればな りません。福音は永遠であって， す

べての人に適用され ます。私 たち一人一人

が福音に対 して責任があるのです。

この大切 なみ業 に携わる私 たちに主の祝

福があ りますように，イエス ・キリス トの

み名 によ り祈 ります。アーメン。



私の羊を養いなさい

十二使徒定員会会員 ボイ ド・K・パ ッカー

私
の友 である，アロン神権者の皆 さん

にお話 したいと思います。 まずたと

え話を紹介 し，次 にテス トをします。

仮に，あなた と私が監督 から， ワー ド部

全会員 のための ピクニ ックの計画を頼 まれ

たとしましょう。 ワー ド部始 まって以来最

もすばらしいパーティーにしたいとのこと

です。 お金 はいくら使 って もかまいません。

まず町か ら離れた美 しいピクニ ックグラ

ンドを予約 します。 そして， ほかの人がだ

れもじゃまをしないようにします。

手配はすべて うまくいき， 当日は天気 も

上々です。準備 は完壁に整いました。テー

ブル は一列 に長 く並べ， テーブルクロスや

食器 まであります。今 まで見たこともない

ような食事で した。扶助協会 と若い女性の

姉妹 たちが全部 自分 たちで用意 してくれた

のです。 メロン，スイカ， トウモロコシ，

フライ ドチキン，ハ ンバーガー，ケーキ，

パイなどおいしそうな料理がテーブルー杯

に並 んでいます。皆 さんは想像 することが

できますか。

皆席に着 いて，監督 は祝福師の兄弟 に食

物の祝福 を頼みました。お腹 をすかせた小

さい子供たちはおいしそうな食べ物を前 に

して，祈 りが短 ければいいなと思 いました。

ち ょうどその とき，思いがけないことが

起 こりました。おんぼろの車がガーガー音

をたてながらピクニックグラン ドに突っ込

んできて私 たちのそばに止 まったのです。

私 たちは腹 を立 てました。 「予約済」という

看板が見えないので しょうか。

車から出た男の人が首をかしげながらボ

ンネ ットを開けると， スチームがもうもう

と上がりました。車の整備 をしているひと

りの兄弟がそれを見て，「あれは，ちゃんと

した修理を しないともう動かないよゴと言

います。

車から子供が何人か出て きました。うす

汚れたよれよれの服 を着て，大声で騒いで

います。それか ら母親 が待 ち切れなさそう

に，私 たちの近 くの空いたテーブル に箱 を

置 きました。食事 をするようです。子供た

ちはお腹 をすかしています。母親は残り物

の食事 をテーブルに広げました。そしてそ

れを注意深 く並べて，お腹 をすかした子供

たちの食事 に見えるようにしていました。

でも十分ではあ りません。

私 たちはいらいらしなが ら，静かになる

のを待 っています。お祈 りをして早 く食べ

たかったか らです。

すると小 さな女 の子が私 たちのテーブル

をのぞき込 みました。そして鼻をたらした

弟の手を引っ張 ってあなたと私の間から首

を突 っ込み ました。首を出 した子供たちが

あまりにも汚いものですから，私 たちは思

わず体 をそらせ ました。女の子 は言 いまし
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た。「ねえ，見て。う一ん，どんな味 がする

のかな。」

みんなが待 っています。なんで彼 らはよ

りによってこんな ときに来 たんでしょう。

なぜこんなよそ者の ために楽 しいパーティ

ーを中断 しなければならないのでしょう
。

なぜどこかほかの ところに車 を止 められな

かったのでしょう。彼 らは仲問ではあ りま

せん。 それに汚く，私 たちのようではあり

ません。私 たちとは違 うのです。

私たちは監督 からパーテ ィーを任された

のですか ら， このようなことも処理 しなけ

ればな りません。 どう した らいいでしょう。

もちろんこれ はたとえ話です。さてテス ト

です。 もしこれが本当の話だった らあなた

はどうしますか。

答 えを3つ 出 しましょう。

第一 は，祝福 の祈 りの間静 かにして くれ

るように言います。その後 は無視 します。

何 といっても， その場所は自分 たちが予約

したのですから。

で も皆 さんはそうは しないで しょう。 お

腹 をすかした子供 を見なが ら食べ物がのど

を通 りますか。私 たちはそんな冷 たい人間

ではあ りません。 これは答えではないです

ね。

次 はこれです。テーブルがひとつ余 って

いましたね。そして料理 の中には余分な も

の もあります。少 しずつ分 けてそのテーブ

ルに運び，子供 たちをそちらのテーブルに

戻るよううながすことができます。そうす

れば私たちはじゃまされずに食事 を楽 しめ

ます。結局私 たちは， 自分 たちの力で食物

を得 たのです。モルモン経にあるように，

自分たちの働 きによって食物 を得 たのです

から。(ア ルマ4：6参 照)
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でも， そうはしないことを願 っています。

もっといい答 えがあ ります。もうわかりま

すね。

その家族のところに行 って，仲間に加 わ

るように招 くのです。少 しずつ席 をつめて，

私たちの間 にその女の子を座 らせ ることが

で きます。 こうして全員がどこかに座 りま

す。それから車を修理 して， これからも続

けて旅ができるようにいろいろなものをあ

げるのです。

お腹 をすかした子供 に食べ物をあげ られ

ることほど純粋 な喜びがあるで しょうか。

パーティーを中断して整備士の兄弟 に車 を

直 して もらうことほど満足できることがほ

かにあるで しょうか。

皆 さんはこの ようにしますか。そうです。

そうしなければな りません。でもあえて言

いますが，必ずしもそうしないような気 が

します。説明 しましょう。

教会員である私 たちは，完全な福音を持

っています。霊的な栄養 として考 えられる

ものはすべて与えられています。霊的なメ

ニューはすべてそろっています。霊的な力

は限 りなく与 えられています。あのや もめ

の油のびんのように，私たちが使 った分 だ

け補充 されて，なくなることがないのです。

(列王上17：8-16参 照)

で も世界中に， そして私 たちの周 り，近

所 の人々や友達， あるいは家族の中にも，

霊的な栄養不足の人がいるのです。餓死寸

前の人 もいます。

もし私 たちが この霊の栄養 を自分 たちだ

けで使 っていると，お腹 をすかしている人

を前 にして ごちそうを食べていることと何

ら変わ らなくな ります。

その人たちのところに行 って，一緒 に食

べるように招待する必要 があります。私た
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ちは宣教師なのです。

そのため に学校 を中断 して も，就職や結

婚 やバスケッ トボールが遅れても問題では

あ りません。大 きな健康上の問題がない限

り，すべての末 日聖徒の若人は伝道への召

しに応 えるべきです。

過 ちや罪 に対 してさえ道 を妨げさせては

なりません。皆 さんは，召 しを受 けるにふ

さわ しく自分 自身を備 えなければなりませ

ん。

古代の使徒たちは初 めの内は福音が異邦

人，つまりすべての人のためにあることを

知 りませんでした。

そしてペテロは夢 をみました。いろいろ

な生 き物の入 った器があって，ペテロはそ

れを殺 して食べ るように言われ ました。ペ

テロは汚れたものだか らと言って断わ りま

した。 するとその声 は 「神がきよめたもの

を，清くないなどと言ってはならない」(使

徒10：9-16参 照)と 言ったのです。 その

夢 と直後の経験 を通 して，使徒 たちは自分

たちの義務が何 かを悟 りました。 こうして

全 キ リス ト教徒 による偉大 な伝道の業が始

まったのです。

ほとんどすべての帰還宣教師はこう尋ね

るで しょう。「霊 的に飢えているのなら，な

ぜ福音 を受 け入れないのですか。 なぜ 『結

構です』 と言 って ドアを閉めるのですか。」

オース トラ リアで伝道 していた私の息子

は，福音を拒んだ男の人にポーチから投 げ

飛ばされ ました。

息子 は体 も大 きく強かったので，仕返 し

もで きたで しょうし，またそんな暴力を振

る1わせないようにすることもできたと思い

1ます。

最初勧 めたとぎに断わ られたとしても忍

耐 しましょう。霊的に飢えた人すべてが福
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音を受け入れるとは限 らないことを覚 えて

おいて ください。皆 さんにも覚 えがあると

思いますが，初めての食べ物 に対 してはだ

れでも食わず嫌い ということがあります。

お母 さんから食べなさいと言われてようや

く口をつけるのではないでしょうか。

栄養失調の子 には少 しずつ気 をつけて食

べ物 を与えますが，霊的に飢えて いる子 に

対 してもそれは同 じです。欺 きや罪で弱 っ

ている子にす ごいごちそうを持 って行 って

も，彼 らは拒むでしょう。少 しずつ，上手

に食べさせなければならないのです。

またある人は，霊 的に餓死寸前 にあって，

フェロー シップというスープ をスプーンで

あげなければならないで しょう。つ まり活

動やプログラムで栄養 を与えるのです。聖

典 にも書かれているように，肉の前 にミル

クをあげなければな りません。(1コ リン ト
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3：2;教 義 と聖約19：22参 照)で も，私

たちが与える栄養 がそのスープだけで終 わ

ってしまわないように気 をつける必要があ

ります。'

必 要な物は与 えなければな りません。私

たちはあらゆる国民，民族，国語 の民，人

人に福音 を宣べ伝 えるように命 じられてい

ます。これは聖典 の中で80回 以上 も繰 り返

されているのです。

私 はニ ューイングラン ドでの伝道部長の

召 しを受けるまで宣教師 として働 いた経験

があ りません。私が皆 さんと同 じように，

宣教師 となるべき年齢の頃には，若 人は伝

道に召 されませんでした。第2次 世界大戦

の最 中で，私 は4年 間軍務 に服 していたの

です。でも私 は伝道 をしました。福音を伝

えたのです。私は 日本で伝道部が閉鎖 され

て22年 後 に初 めて再 び日本人にバプテスマ

を行なう特権 に恵まれました。そのときに

バプテスマを受けたのはふたりで した。 エ

リオ ット ・リチャーズ兄弟が佐藤龍猪兄弟

に，私が奥様のチオ姉妹 にバプテスマを施

し， 日本 での伝道が再開 されたのです。バ

プテスマは空襲 で廃塘 と化 したある大学の

プールで行なわれ まし拳。

それか ら程 なくして，私 は大阪で横浜行

きの汽車 に乗 り込みました。横浜か ら船 で

帰国するためです。佐藤兄弟姉妹が駅 まで

見送 りに来てくださいました。別れのあい

さつを交わ しながら，涙が とめどなく流れ

ました。

底冷 えのする夜で した。ぽつんと残った

駅舎 には冷気がただよい，飢 えた子供 たち

がすみっこで寝 ていました。 それは当時の

日本 ではあたり前の光景でした。古新聞や

ボロを体 にかけて寒 さをしのげる子供 はそ

れこそ幸運で した。



その汽車 で，私 はなかなか寝つけません

でした。座席が狭 かったこともあ ります。

やがて夜が白々 と明けた寒気 の中，汽車 は

とある駅 に止 まりました。するとだれかが

窓を トントンとたたいています。ブライン

ドを上 げるとそこには小 さな男の子が いて，

ブ リキのかんで窓をたたいているのです。

みなし子が物乞 いをしているのです。ブ リ

キのかんは彼 らの苦 しみの象徴 でした。 と

きどきスプー ンを持 っていることもありま

した。「お腹 がすいた。何か食べ させて」と

言って いるかのようです。

6歳 か7歳 ぐらいだったでしょうか。小

さな体 は飢 えのためにやせこけていました。

着ている もの と言えば，薄 いボロボロの

着物だけです。頭 はかさぶただらけで， あ

ごは虫歯のためかはれていました。 そのは

れあがったあごには汚れた布切れが巻 かれ

てお り，頭の上で結 ばれていました。 自分

なりの手当てをしているつもりなのでしょ

う。

私が起 きているのを見ると，彼はかんを

振 りました。物乞いをしていたのです。哀

れになった私は，何 かで きることはないか

考えました。思 いついたことがあ りました。

日本 円を持 っていたのです。洋服 をつかみ，

ポケ ットをさぐると， 日本 円の紙幣が何枚

かあ りました。窓を開けようとしましたが

開きません。私 は急いでズボンをはくと，

車両の端の方 に走って行 きました。彼は外

で待ち切れなさそうに立 っていました。 な

かなか開かない ドアを一生懸命開けようと

していたとき，汽車 は動 き出 して しまいま

した。うす汚れた窓か らは，はれたあごに

ボロを巻 きつけたその子 が，さびたブリキ

のかんを差 し出しているのが見 えました。

そこに立 っていた私は占領軍 の将校で し
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た。家族の待 つアメリカヘ，一そう，未来へ

向けて出発 しようとしていました。ズボン

だけをはいて，お金 を握 りしめながら。そ

のお金 を彼は見 ました。で も彼 に渡すこと

ができなかったのです。彼 を助けたかった。

で もで きませんで した。たったひとつの慰

めは， 自分がとにかく助 けようとしたとい

う事実で した。

もう38年 も前 のことです。でも， まるで

昨 日のことのようにその男 の子の顔が浮か

んできます。

これは私 の心に残ったひ とつの傷 かもし

れません。 もしそうな ら， それは戦争の傷

跡，何 ら恥 じることのない価値ある傷です。

でも， この経験から私 は自分 に課せ られた

ひとつの義務 を思い起 こすのです。

若 い兄弟の皆 さん。私 には，私 たち一人

一人に呼 びかける主の声が聞こえます
。ち

ょうどペテロに語 られたと同 じ声が。「わた

しの小羊を養 いなさい……わたしの羊を飼

いなさい……わたしの羊 を養 いなさい。」

(ヨハネ21：15-17参 照)

若 い兄弟 の皆 さん，私は皆 さんを心から

信頼 しています。皆 さんは，回復の業 を進

める若 き兵士です。 この霊 の戦争 において，

皆 さんは霊的 に飢 えている羊 を救 い，養わ

なければなりません。そしてそれは皆 さん

の義務 なのです。

私たちには永遠の完全 な福音が与 えられ

ていますが，同時に， まだそれを知 らない

人々に分 かち合 う責任 も与 えられているの

です。願わくば，私 たちが主よ り与 えられ

たその使命 を尊 び， 自分自身を備えて召し
こた

に 応 え る こ と が で き ます よ う に 。 へ り く だ

り， イ エ ス ・キ リ ズ トの み 名 に よ っ て祈 る

もの で す 。 ア ー メ ン 。
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福音を全世界に宣州云える使命

十二使徒定員会会長 エズラ・タフ ト・ベンソン

親
愛 なる兄弟の皆さん，今晩この よう

にして皆 さんに挨拶できることは，

私の喜びであ り，名誉 でもあ ります。 この

プログラムを心 ゆくまで楽 しませていただ

きます。ダラント兄弟，あなたのような人

人に感謝 したいと思います。私 もバスケッ

トボールが好 きです。 それほど上手ではあ

りませんで したが，ユタ州立大学のチーム

のメンバーでした。7人 の子供がいた私 の

父は，フランクリン郡 の全家族に対抗試合

を申し込んだことがあ ります。十分 な人数

がそろったチームがあれば，父 は必ず試合

を申し込みました。相 手をする家族がいな

かったことは，今思 えば私 たちにとって幸

運だったと思います。 しかし， いずれにし

ても，あなたのお話 はすばらしいもので し

た。・

今晩私は教会 の偉大な伝道活動 について

少し話 してみたいと思い ます。教会が今 日

ほど宣教師を必要 としているときはあ りま

せん。私 たちは， イエス ・キ リス トの福音

をあらゆる国民に宣べ伝 えるように求めら

れています。主 は，1831年 に こうお命 じに
はる

なりました。「わが教会 の長老 たちを遙かに
つか

離れたる諸々の国民 に遣 わし， また海の島
とつくに

島に至 らしめ， また外国に遣わして万国の
と

民を訪わ しめ， まず異邦人 を訪 い次 にユダ

ヤ人 に至 らしめよ。」(教 義 と聖約133：8)

すべての民族，血族，国語の民，国民 に

福音を伝 えるというこの使命 は，救 い主の

地上への来臨が近 いことを信 じる者 に知 ら

せるしるしです。この主の再臨の しるしに

ついて， イエスは次の ように予言され まし

た。「そしてこの御国の福音 は，すべての民

に対 してあか しをするために，全世 界に宣

べ伝 えられるであろう。そ してそれから最

後が来 るのである。」(マ タイ24：14)

この業を達成 するには，現在全世界で伝

道の業 に携 わっている宣教 師よりももっと

もっと多くの宣教師が必要 です。

今 この話 をお聞きの若人の中には，教会

のために宣教師 として奉仕 しようと決心 し

ている方が大勢おられることでしょう。そ

の準備 と得た資格 は見上げたものです。皆

さんは伝道中のみならず，伝道後の生活に

おいても計 り知れない祝福 をお受けになる

ことで しょう。

また，伝道に出ることを決めかねている

人 もいることで しょう。私 はそうした方々

と， また奥様 と一緒に伝道 に出る可能性 を

持 ってお られる年輩の方々にお話 したいと

思 います。

皆 さんは今，かつてないほどに求 められ

ています。「収穫 は多いが，働 き人 が少 な

い。」(ル カ10：2)

この召 しを忠実に遂行 した人々は，信仰

を深め， より献身的 にな り，また指導性 を
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高めて帰還 しています。また犠牲を通 して，

自分 で直接人のために献身的に奉仕 するこ

とによってしか学ぶことがで きない ものが

あることを知るのです。

たとえば宣教師は，神 がみ業 を行 なうの

に自分を器 としてお使いになることを学び

ます。モルモ ン経の宣教 師アンモンのよう

にこう言うことができるのです。「私 たちが

神の御手に使われてこの大 きな事業 を為 し

遂 げたのは，本 当 に神 の賜 うた祝福 であ

る。」(ア ルマ2613)

また宣教師は，へ りくだって主 に頼 らな

ければな らないことを学びます。 自分 だけ

でな く人のためにも心か ら熱心 に祈 り，み

たまに導かれなければな らないことを知る

のです。

私 が常に主に頼 ることの必要性 を知 った

のは，私の最初の伝道のときでした。

1922年 ，若 い宣教師だった私 は，北イン

グランドにいました。教会への敵対感情が

強 く，伝道部長 が街頭伝道をすべて中止 し，

ある地域では戸別訪問も中止せざるを得な

い状況で した。 ほかの教会 の聖職者たちの

間に反対の気運が大 きく広 がり始め，やが

てそれは非常に険 しいものとな りました。

彼 らは私 たちについて何 も知 りませんで し

た。 ある 日戸別訪問をしていたときの こと

です。ひとりの美 しい婦人が戸 口に出てき

て，私 たちは彼女と気持 ちよく話をしてい

ました。 ところが同僚 がモルモン.という名

を口にすると，海軍の制服に身 を包んだ彼

女の夫 が出てきて，こう言いました。「あの

モルモンの連中のこ
.となど一切 口にするな。

私はイギリス海軍 に20年 勤 めているが， ソ

び 輯 幾 冠.

窓

彷 ・鑛

無 麟 蔚 講 「薫 ・

灘 .難 籍 翻
ヤ　

冠中 齢購 離縷 亭
誰

冠棚 瓦

こ繍

ま
避 聯欝 蕊

鰯麗繊1
嚢 霧 、難
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ル トレーク港へ入港 したときのことだ。連

中は私たちを上陸させようとさえしなかっ

た。」当時彼 らが私 たちについて知っている

ことといえば大体 その程度のことでした。

同僚 と私は北西海岸にあるサウスシール

ズに行 き，聖餐会で話をするよう招待 を受

けていました。

招待状 には， その会 に多数 の出席者があ

ることが約束 されていました。 そして次の

ようにも書かれていました。「私 たちの友人

の多くは，教会 にっいて書 かれたでたらめ

な記事 など信 じてお りません。」

私たちは心から断食して祈 り， その聖餐

会 に出かけて行 きました。会場は一杯 でし

た。同僚 は福音の第一原則について話 すよ

うに計画 し，私 の方は，背教 について話 そ

うと思って一生懸命準備 をしていました。

集会はみたまに満 ちたものでした。同僚 の

最初の話 はすぐれた霊的 な話で，続いて話

した私 も，今 だかつてないほど自由 に，思

っていることを話 すこ.とができました。 と

ころが，席に戻 ってか ら背教 について話 し

ていなかったことに気がつきました。予言

者 ジョセフ ・ス ミスの ことについて話 し，

彼の使命 とモルモ ン経の真実性 について話

しただけだったのです。 しか し，私 は込 み

あげる涙を抑 えることができませんで した。

集会が終わると， たくさんの人が前 に出

てきました。教会員でない人 も何 人かいて

こう言いました。「今晩私 たちはモルモニズ

ムの真実性 について証 を得 ました。バプテ

スマを受 けたいと思います。」

これは祈 りへの答 えで した。求道者の心

に触れることだけを話せるようにと祈 って

いたからです。

そうです。宣教師はほかの人々 を教会に

導 くことに，たとえようもない喜びを見い
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だすのです。

聖典 に記録 されている宣教師の物語の中

で最 たるものに数 えられ るのが，モーサヤ

王の4人 の息子 と息子アルマの， レーマン

人への14年 間の伝道です。聖典 には彼 らが

何千人もの人々 を教会に導いたと書 かれて

います。 そのひとりアンモンはこう叫んで

います。「ごらん，私 は喜 びが満 ち充 ちて心
あふ

に溢れるばか りである。」(ア ルマ26：21)

兄 弟 の皆さん，福音の光を人 に伝 えるこ

とに匹敵 する喜 びはほかにあ りません。主

は次 のように約束 してお られます。
しか
「而 して汝 らもし生涯今 の世 の人々に向

つ く

いて悔改めを叫ぶことに力を尽 し，唯一人

の人たりともわれに導かば，わが御 父の国
よろこ い か

に於 て彼 と共 に汝 らの悦び如何 ばか りぞや。
もと

さて，わが御父の国にわれの許 に導 きた

る唯一人の人 につきて汝 らの悦び大いなら

ば，汝らもし多くの人を導き来 らばその悦
はた

びは果 して如何 ばかりぞや。」(教 義 と聖約

18：15-16)

宣教 師 は， 自分 に授けられた神権が神の

権威であることを知 るようになり串す。バ
いや

プテスマや確認，病人への癒 しの儀式など

を通 して，神権を行使する機会が得 られる

のです。 そして宣教師たちは， ほとんど例

外なく，神が奇跡の神であることを証 して

います。(モ ルモ ン9：15参 照)

宣 教師は，天父なる神 が祈 りにお答 えに

なることがで き，実際 にそうなさることを

学びます。聖 きみたまの導 きを得，それ に

従 うことを学ぶのです。宣教師はへ りくだ

って聖霊の導 きをよく受け られるように祈

りますが，それは自分 のためだけではなく，

自分 が働 きかけている人のためでもあ りま

す。 こうして祈 りと実際の働 きを通 して，

心 から主 を愛 し， なおさら十分 に同胞を愛



するようになるのです。

次 のことがよく問われます。若 い男性 は

すべて伝道 に出るべきですか。答 えは主 ご
しか

自身が与えておられます。「然 り」です。若

人はすべて伝道 に出るべきです。

しかし，若人がすべて伝道に出るべきこ

とは確 かですが，肉体的，情緒的，また道

徳的な準備ができていない人がいることも

事実です。 その結果，宣教師 となる機会を

失って しまう人がいるか もしれません。 し

か し，全員が備 えをし，主 に仕 える資格を

得 なければな りません。主 は言われました。

「人ことごとくその手 に正義 を取'り腰 に
まと いまし

忠信 を纏 いて，世 に住める人々に警めの声
ふた

を挙 げ，言葉 と逃げ走 ることと両つなが ら

によ りて悪人の上 に荒廃 のおそい来るを宣

べんことを欲 す。」(教 義 と聖約63：37)

あ る若 い男性 は，罪のために，宣教師に

なることには興味がないと言います。 もち

ろん本当の理由 は，資格 がないと感 じてい

る点 にあ ります。その ような人は，監督 の

もとに行 って問題 を打 ち明 け，心から悔い

改めれば，立派 に伝道の召 しを果たすこと

ができるのです。

私 たちは教会幹部 として，備 えをするよ

う心か ら呼びかけるものです。主 に仕 える

よう今，備えをしてください。 肉体的，道

徳的，霊的，情緒的にみずか らを備 えて く

ださい。

監督 と話をして ください。自分 の気持 ち

を話 してください。問題 を打ち明け，助言

を求めてください。 そして，人生 における

この重要 な決定 について天父に祈るのです。

この教会の偉大な宣教師のひとりであっ

た リグラン ド・リチャーズ長老 はこう言い

ました。「多くの人が，教会での一番 の経験
ちゆうちよ

は何で したか と聞きます。私 は躊 躇 なく，
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最初の伝道 です， と言います。主と主の教

会 を心 から愛 し，主の王国の建 設のために

働 こうという望 みを抱いたのがその ときだ

ったからです。」 ・

今晩 この話を聞いておられる若人の皆さ

ん一人一人が預金 口座 を作 り，伝道への備

えをするよう希望 します。

私 は最近 テキサス州 のダラスで，200人ほ

どの宣教師 に話 をする機会 に恵まれました。

その中に若 い姉妹たちもいました。この宣

教 師たちに話をしながら，私は彼 らが邪悪

な世 に生きているにもかかわ らず世 の罪に

染 まらない若人の良き模範であることを感

じました。

私 は教会の若人に対 して喜 びを覚 えます。

彼 らを誇 りに思 い，彼 らに感謝 し，主が彼

らを祝福 し力づけてくださっていることを

感 じています。 どの伝道本部 に行 って もこ

うした若人に会えることは大 いなる喜 びで

す。彼 らは選び抜 かれた若人です。

では年配 の兄弟 たちに少 しお話 しましょ

う。今，私 たちは選 り抜 きの夫婦 の宣教師

を必要 としてい ます。

私 の父は，伝道 に召されたときに7人 の

子供 を母の手 に残 したまま家 を離れ ました。

そして彼が伝道地 に到着 して4カ 月後 に8
はぐく

番 目の子供が生まれ ました。 こうして育ま

れた我が家の伝道のス ピリットは決 してな

くなることはあ りませんで した。心から感

謝 しています。

お孫 さんをお持 ちの方，皆 さんはほかの

何 よ りも伝道地 からの手紙 を通 してお孫さ

んに影響 を与えることができます。

家の仕事 を終 えた後で台所のテーブルを

囲み，母が父からの手紙を読んで くれたの

をよく覚 えています。母 の口から聞いた父

の伝道地 は地球の反対側 のような印象を受
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けましたが，それはアイオワ州のシーダー

ラピドス，イ リノイ州 のシカゴとスプ リン

グフィール ド，それ に中世部のほかのいく

つかの町で した。

ふたりの妹 は未亡人で，それ ぞれ子供が

10人 と8人 いましたが，子供 を全員伝道に

出したあとで， 自分 も伝道 に出たいと監督

に申し出ました。

彼女たちが私 に電話 してきたときのこと

を思い出 します。「何 だと思 う?私 たち宣教

師に召されたのよ。」

「何の宣教師?」

「何 も知 らないの?」

「何 も聞いていないよ。」

「お兄 さんが伝道 したイギ リスにふた り

とも召されたの よ。」

伝道部長はふた りを同僚に し，20カ 月間，

転任 なしで した。多分今 までにないことで

しよう。

後に我が家の子供 は11人 に増 えました。

そして，その全員が伝道 の召 しを果 たす喜

びを味わいよした。最後 のひとりが最近伝

道を終 えて，夫 と共にサ ンディエゴから戻

りました。

若人の皆 さん， そして年配の方々， もう

一度強調 します。今皆 さんは主の業 にあっ

て，伝道の働 きをするように求め られてい

るのです。

私 はこの話 を聞いておられるすべての兄

弟の皆 さんに証 します。 この教会， すなわ

ち末 日聖徒イエス・キ リス ト教会 は，「全地
おもて お い の ち

の面に於 ける唯一の真に して生命あ(る)

教 会」(教 義 と聖約1：30)で す。私 たちは

バプテスマの誓約 と確認の儀 式を通 して主

の教会の会員 となる特権 を得 ました。世 の

人々が永遠の生命を受ける機会 を得 るには，

この教会の会員 を仲立 ちとす るしかあ りま
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せ ん。私 たちは真理 を知 っています。 この

真理 と，福音を知 らない人に福音 を伝 える

特権 とを是非皆さんにも得 ていただきたい

と、思います。

特にモルモン経 に親 しむ ようにお勧 めし

たいと思 います。子供 たちとのことでひと

っの思い出があります。ある日私 は子供 た

ちから彼 らの部屋へ来てほしいと頼 まれま

した。行 ってみると彼 らのベ ッドの上 には

本が何冊か置いてあ り，ひとりがこう尋ね

てきました。「ぽくたち今年 の夏はお じさん

の所 で七面鳥の番 をすることになってるん

だけ ど，父さん前 に七面鳥は農場で一番静

かな動物だって言ったよね。 そうすると暇

な時間も出てくると思うんだ。」それか ら私

にどの本 を推薦するか選んでほしいと頼 ん

できました。

私 は軍人用の小さなモルモ ン経を選び，

「これならズボンのポケ ットにも入 る」 と

言いました。

「これ1冊 だけなの。」

「そ うさ，今 にモル モン経が好 きにな っ

て，伝道 も好 きになるよ。」そして実際彼 ら

はその通 りにな りました。

そうです。 これは主のみ業です。それは，

私が今生 きていると同 じように真実です。

神 が私たちすべてに，主のみもとに人々

を連れ来 たるスピリッ トと望 みを与 えて く

ださいます ように。 それは私 たちの義務 な

のです。

神の祝福が皆 さんの上 にあり， また，皆
こた

さんが このすばらしい呼 びかけに応えられ

ますように。主は私 たちが伝道活動におい

てさらに大 きな働 きをするように望 んでお

られます。私 はこれ らが真実であることを

知 っています。へ りくだり， イエス ・キリ

ス トのみ名 により証いたします。 アーメン。



信仰がもたらす奇跡

第二副管長 ゴー ドン・B・ヒンクレー

ま
ず，場所 を問わず， この神権会 に集

ってお られ る兄弟の皆 さんに感謝の

言葉 を述べ させて いただきます。特に，か

なり早 くからこのタバナクル に入場 して，

今 まで3時 間 もの間席 に着 いておられた若

い男性の皆 さんに感謝 します。少 し疲 れて

おられるかもしれませんが， この会 ももう

少 しの時間で終わ りです。

通例，組織の役貝 は年 に一度株主 に対 し

て報告 をすることにな っています。神権者

の皆 さんをこの偉大 な主のみ業すなわ ち末

日聖徒イエス ・キリス ト教会の株主である

とみなして，報告をさせていただきたいと

思います。

私 はこれを誇 り高ぶった気持 ちではなく，

謙遜 な思いで したいと思います。私が話す

ことに主の導きがあるようにと祈 っていま

す。と申しますのは，教会 をひそかに傷つ
こうかつ

け，その信頼を失わせようとする狡猜 なた

くらみが，教会貝の中にさえあるか らです。

私 は教会が健全な状況にあることをうれ

しく思 います。 きょうの昼，大管長会秘書

のフランシス ・ギボ ンズ兄弟か らの統計報

告を聞かれた方 も多いと思 います。その中

から少 し引用 して簡単 に所見を述べたいと

思います。

昨年12月31日 現在，教会員総数は540万 人

です。昨年1年 間 に23万9千 人の増加 をみ

ました。成長 し拡大する組織の一貝 となる

ことは何 とすばらしいことで しょうか。私

たちに敵対する人々は過去1年 間に教会 を

離 れた人の数 を出すように迫 ります。確信

をもって申しあげますが， その数 は比較的

少 なくなっています。敵対する人々か らそ

うした要求 を受 けるたびに残念 に思 い，彼

らが別の立場 から事実 を認識できたらと心

か ら思 うのです。 しかし，私 たちは彼 らに

立ち向かうことはしません。励 まし，彼 ら

が とどまるように勧 めます。彼 らは自分の

選 びによって，教会 の会貝 に与えられる多

くのすばらしい祝福 を失うこともできます。

わずかですが教会 を去 る人がいます。その

中のある人々は新 しい教義 を味 わいますが，

しばらくしてそれが口に合 わないことがわ

か り，教会 に戻 りたいと言 ってきます。 そ

のような人 を心 から歓迎 します。

昨年中の宣教師 による改宗者のバプテス

マが少 し落 ちたことに関心 を持 たれた方も

いると思います。 これは宣教師の在任期間

を24カ 月から18カ 月に減 らしたときに，十

分 に予期 していたことでした。これは伝道

している青年たちの時間が25パ ーセ ント減

少 され たことを示 します。 それに比較 して

改宗者のバプテスマの減少 の比率がそれほ

ど大 したものではないことをお知 らせして

おきます。 これは彼 らの伝道期間が短 くは

なりましたが，これ まで以上 に熱心に効果
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的 に働 いていることを示 しています。

昨年末現在 で，伝道 中の宣教師 の数 は

26，565人 で した。主の忠実で献身的な僕 た

ちが救いのこの偉大な業 の推進のために時

間 と資力を用いています。何 とすばらしい

人々で しよう。

しかしこれまで も語 られてきた ことです

が，もっと多くの人が必要 とされています。

畑 は白く，刈 り入れを待 っています。そし

て働 き人'はまだ少 ないからです。この業 に

出で行 くすべての男女は教えるすべての人

人 に祝福 を与 えます。さらに無私 の働 きに

より， 自分の生活をも豊 かにするのです。

主の業に働いた宣教師が驚 くような成長 を

遂げている奇跡を 目のあたりにしたことの

ない人がいるでしょうか。

神権指導者 や父親，母親は，子供が まだ

小 さいうちから宣教師になるよう導 く必要

があ ります。 また聖餐会 を帰還宣教師の熱

烈 な証で活気づけなければな りません。

それに加 えて， 自分の身の周 りの人々に

福音を分 かち合 うことを心 に留 めていただ

きたいと思 います。「分かち合 う」という言

葉 を強調 したいと思 います。私 はこの言葉

が好 きです。 しか し彼 らにとってプ レッシ

ャーになるような言葉 は使わないようにし

てほしいと思います。 また，そのようにす

る必要 もないと思います。隣人としてイエ

ス ・キ リス トの福 音の模範 を示 すこと，そ

して穏やかに，や さしく教会 に導 くことで

す。そうすれば大いなる成果が得 られ，助

けようとしている人から拒否 され ることも

少 なくな り， さらに感謝 されるようになる

でしよう。

次に財政的な事柄 について報告 をしたい

と思います。

教会の財政は健全 な状態 にあ ります。世
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界各地 における教会の急激な発展 に伴 い，

什分 の一基金の必要は大 きくなってきてい

ます。現在建設中の建物は896あ ります。す

ばらしい発展です。考 えてください。900近

くの建物が新築されるのです。 このような

ことはほかには見 られません。神 の戒めに

従順に従 う聖徒たちの献身によりこれは可

能 となるのです。 ご存 じのように私たちは

地元負担率 を変更 しました。最近 まで70対

30の 割 合で したが，それが96対4に 変わ り

ました。

したがいまして，教会 の建物の建築はほ

とんどが什分 の一 でまかなわれています。

この変更ができたことは喜ば しいことです。

啓示により定め られ，大管長会，十二使

徒会，管理監督会 によって構成 されている

什分の一支出承認委員会 は，教会 の支出が

これ より後教会の収入を上回 らないことを

確認いたしました。

1983年 に6つ の神殿が献堂 され ました。

1984年 に はさらに6神 殿，85年 にはさらに

6神 殿の献堂 を予定 しています。今朝私 た

ちはさらに5つ の神殿の建設を発表 しまし

た。それらはコロンビアのボゴタ， カナダ

の トロント， オレゴン州 ポー トラン ド，カ

リフォルニア州サ ンディエゴ， ネバダ州 ラ

スベガスに建設が予定 されています。

これは極めて重要 なことです。教会幹部

の皆 さんすべてそうですが，ふさわ しい忠

実な末 日聖徒 とジ ョージア州ア トランタ，

トンガ， サモア，タ ヒチ， チリのサ ンチャ

ゴ， メキシコシティーの新 しい神殿 でお会

いできるのは何 とすばらしいことで しょう。

この気持 ちは経験 した人でなければわか り

ません。皆遠 くから， あるいは近 くから，

服装 を整え，身だしなみを整 えて，顔 を輝

かせてやって来ます。 その心 には聖 なる宮



居の本質 と目的に対する生 き生 きとした確

信 があるのです。

私 は彼 らの顔 を拝見 してきました。立派

な男女が，主の家の祝福 に対 して，神への

愛 と感謝の涙 を流 しているのです。彼らは，

そして何十万の人々は， この世を超 えて永

遠 の生命 を得 るための結 び固めは，神殿 に

おいて聖 なる神権 の権能 に基づいてでなけ

れば不可能であることを知 っています。 こ

の聖 なる宮居の儀式を通 してでなければ，

すでに世を去 った人々に天の御父がその子

のためにとっておかれた永遠 の福音のすべ

ての祝福 を与 えるための扉が開かないこと

を知 っています。

教会が達成 していることを見ると，奇跡

としか思えません。この奇跡は，主が王国の

財政維持のためにご自身で確立された計画

に対する信仰 によって可能 になっています。

什分の一 は実 に簡潔で明確 です。私たち

に与えられている原則 は，教義 と聖約119章

に記されています。 この第4節 は英語でわ

ずか35語 です。政府が定めた課税のための

複雑な法律条文 と比較 して ください。 この

主 の短 い声明の中では，什分 の一 は個人が

信仰 に基づいて行 なうことになっています。

しかし税法の方は1人 が作 り上げ，法律が

強制するものでクモの巣のよう，にからみ合

っています。

教会 はその財力の範囲内で進 みます。皆

さんもそう考えておられるでしょう。 また，

この神聖な基金が教会 の偉大な使命にかな

う事柄 に正 しく使 われるようあ らゆる努力

が払われ ることも確信 しておられると思い

ますq

教会基金の保全 と，同時 に自発的な奉仕

の機会 の拡大として，私 たちは定年退職 し
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た方々が神殿や教会 の様 々な部 門で働 くプ

ログラムを続けて います。興味 がおあ りに

なることと思 いますが，そのようにして働

いて くださる方が5，000人 お り，それ は，フ

ルタイムで働 く人の500人 分 に相当 します。

このようにして，教会 の基金が何千万 ドル

も節約 されているのです。このすばらしい

献身的な人々は， み業 を進めるために愛 を

もって専門家 としての働 きをして くれてい

ます。

教会の財政 について申しあげると同時に，

私たちは個人的な証 として，予言者 マラキ

を通 して主が古代 にお与えになった約束を

繰 り返 したいと思います。主はその約束の

中で，什分の一 と捧げ物を正直に納める人

人には，天の窓を開き，あふれる恵みを注

ぐと言われました。この約束が守 られるこ

とを，什分 の一を正直 に納 めるすべての人

が証できるのです。

偉大な教会教育プログラムは進展 を続 け

ています。セ ミナ リー ・イ ンスティテユー

トプログラムを通 じての生徒の訓練の業 は

絶 えず拡 大 して い ます。昨年 末 現 在 で

389，258人 がセ ミナ リー インスティテユー

トに登録 しています。 このプログラムを受

けておられ る方々は， この大 いなる価値 の

経験者です。私たちは，すべての人が この

プログラムを活用され るように勧めるもの

です。私たちは，何 らためらうことなく，

皆さんの福音の知識が増 し加 えられ，信仰

が強められていくと約束いたします。 そし

て共 に学ぶ仲間とすばらしい友情 を築 くこ

とができるでしょう。

私 はときどき，モルモン経が翻訳 され，

その初版が出版されたときのことを考 えま

す。1830年3月 にパルマイラで印刷 された

初版 は，5，000部 で した。最近では，67力 国
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で年 に何百万部 も出版 され， また再版 され

ているのです。

聖典 には次のように書かれています。

「ああ私 が天使 になって私 の心 の願 いを

達 することがで きたら善 いものを。私 の願

いとは出て行 って神のラッパのように地 を

震 わせる声で話 し，万民 に悔改めをすすめ

ることである。」(ア ルマ29：1)

私 たちはそこまでは至 っていませんが，

大 きな進歩 を遂 げていることは確 かです。

こよい，世界中か ら数千人の兄弟たちが映

像 と音声を通 して，衛星中継 という驚 くべ

き方法で共 に集 っています。 こうした設備

を通 して，私たちはアメリカ全域，アラス

カ，ハワイまで神の言葉を宣べ伝 えること

がで きるのです。私たちはこの驚 くべき技

術 を通 して，声の届 く範囲を拡大 しようと

しています。

話は変わ りますが，私 は教会が組織 され

てから115年 目の1945年 に設立された150番

目のステーキ部 を管理 する特権 に恵まれた
r
ことがあ ります。40年 弱が経過 した現在，

約10倍 に及 ぶ1，458の ス テーキ部が シオン

に確立されているのです。 また新しいワー

ド部，支部が1983年 内 に378組 織 され，全体

として約14，000と な りました。私たちが末

日聖徒の礼拝 と教 えの場 として多くの建物

を必要 としていることに何 も不思議 はない

のです。

以上 はすべて統計的 な事柄です。そして

ほとんどが一時的 なものです。 しか し，私

たちが心にかけているもっと大切 なことが

あります。それは私たちの民の生活の霊的

な質がどうかということです。私 たちは聖

餐会の出席が増 えていることを知 っていま

す。聖餐会で私たちは主との誓約を新 たに

し， キリス トのみ名 を新 たに身 に受 けます。



家庭 の夕べを開いている家族や，家族 とし

て共に安 息 日を過 ごしたり主の道 について

学んでいる家族 が増えています。家族 の祈

りを定期的に実践 している家族 が増 えてい

ることも確 かなようです。聖典 を読み， そ

こか ら霊感 を得 ている人々が増えていると

確信 しています。

最近数カ月の間，私 は63人 の兄弟たちと

話を し，彼 らを伝道部長 として召す機会が

ありました。 こうした，伝道部長 として召

される人々の心の中には必ず深い信仰 を見

いだすことができます。召 しを受 けた夫，

妻，そして子供 たちは，快適 な家庭や友人

との交 わり，そ して愛する人々や仕事 をあ

とにし，イエス ・キリス トの福 音を宣べ伝

えるために出で行 くのです。

兄弟 の皆 さん，主のみ業は今 まで になく

伸展 してお り， しかもその伸展は速度を増

しています。私 たちは個人 としてそこまで

達 していないか もしれませんが，私たちに

不足があると，み業が水泡 に帰することの

ないように，主は私たちに代わ って別 の人

人を召されることで しょう。

私たちはこのみ業が水泡 に帰すといった

話 をよく耳にします。モルモン経が出版 さ

れたときも，浅薄 な批判者たちはそのよう

な物はすぐに忘れ去 られるだろうと言いま

した。 カー トラン ドで様々な問題 が起こっ

たときもそうで した。敵対者たちは，この
とん ざ

み業は頓挫するであろうと言ったのです。

聖徒 たちが ミズーリ州 を追 われたときも，

彼 らを追い出 した人々は，教会 は間 もなく

消滅 するだろうと言いました。予言者 とハ

イラムがカーセージで殉教 した ときも，ふ

たりを殺 した人々は，教会 は終 わ りだと言

いました。1846年2月 に幌 馬車の列が川を

渡 り，冬のアイオワヘと向かったときも，
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教会の敵対者たちは， これで教会は立ち行

かなくなると言 いました。 この荒涼 とした

峡谷でコオロギに作物を食 い荒 されたとき

には，聖徒 たちの中にさえ，これですべて

が終わったと思 った人々 もいたのです。

しかし， このみ業 は前進 し続 けてきまし

た。1830年 に組織されて以来，教会 は一度

も後退 したことがあ りません。今後 もその

ようなことは決 してないでしょう。 これは

主のみ業 であ り，神 の教会です。この末の

日に確 立された主のみ業なのです。 これは

また，人手 によらずに山から切 り出された

小 さな石 であり，転 がり出て，全地 に満 ち

るようになります。(ダニエル2：44-45参

照)神 は，偉大 な前進 を続 けていくこの教

会を祝福 しておられます。 この業を推 し進

めるにあたって，皆 さん一人一人が信仰深

く忠実であり， その責任を果たされるよう

へ りくだ り祈るとともに， この業が神のま

ことのみ業であることをイエス ・キ リス ト

のみ名によって証 します。 アーメン。
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1984年4月8日(日)午 前の部会

キリストの特別な証し人

第二副管長 ゴー ドン・B・ヒンクレー

す
ばらしい光景です。4月 は，北半球

では春で， 自然界 において新たな生

命が動き始めるときです。間 もなく，キ リ

ス ト教世界では，神 の御子の，死からの復

活を祝 う復活祭 がや って きます。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 のこの偉

大な総大会に集っている私 たちは，次のこ

とについて世界中に証 いた します。 イエス

が救 い主であ り，生ける神 の生ける御子 で

あること，イエスが神 の御子 として時の絶

頂にこの地上 に来 られたこと，イエスがパ

レスチナの道 を歩み，永遠の福 音について
いや

の真理 を宣言 し，病人を癒 し，死人 をよみ

がえらせ，盲人の目を開 き，聞 く耳のある

すべての者にメシヤにかかわる人知 を越 え

た希望のメッセージをもた らされたこと，

イエスが悪人 に捕 らえられ，非難 され， カ

ルバ リの丘で十字架 にかけられたこと，3

日の後によみがえ り，眠れる者たちの初穂，

死の征服者，永遠 の生命の主 となられたこ

と，「アダムにあってすべての人が死んでい

るのと同じように，キ リス トにあってすべ

ての人が生かされる」(1コ リント15：22)

こ と，イエスとその御父すなわち偉大なる

エロヒムが1820年 の春，少年 ジョセフ ・ス

ミスに現われ，時満 ちたる神権 時代の到来

が告 げられたこと，イエスがその名 を冠 す

るこの教会の頭 として立 っておられ ること，

イザヤの予言の成就 として，神 の王国の「ま

つ りごとはその(イ エスの)肩 にあ り，そ

の名 は，『霊妙 なる議士，大能の神，とこし

えの父，平和 の君』ととなえられる」(イ ザ

ヤ9：6)こ と。

私 はイエスについて，またイエ スが永遠

の父なる神の永遠の救いの計画の中で唯一

無二の地位を占めてお られることを厳粛に

証 いた します。 これらのことを，私 に授け

られている聖 なる使徒職 の権威 と権能 によ

り証いたします。

みたまの導 きを得て，今朝，私 はこの神

権の職，すなわち，使徒 としての職 につい

ていくらかのお話ができればと思 っていま

す。

昨 日私 たちはこの神聖な召 しに、ζ、た りの

兄弟 を支持 いたしましたので，彼 らが聖任

された後，十二使徒評議員会の席が満 たさ

れることにな ります。 このおふたりが，予

言 と啓示 のみたまによって選 ばれ，召 され

たことを証 したいと思います。 この問題 に

ついては多くの祈 りが捧 げられました。私

たちは，今 日の主 の予言者スペンサー・W・

キンボール大管長 と話 し合い，大管長か ら

明確 な声明をいただきました。なぜなら，

この件 については大管長が特権を持 ってお

られるか らです。

この最 も重要 にして神聖 な責任 にだれが

選ばれるべきかについて，私 ははっきりと
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した明瞭な印象を，つまり私がみたまのさ

さやきと呼 ぶものを受 けました。新 しく召

された方々は社会 でも教会でも経験豊かな

方々です。 また彼 らはそれぞれの分野で学

識 と実績のある方々で，同僚 を初 め，内外

の多くの人々から賞賛の栄誉 を受けて こら

れました。

彼 らのこれまでの教会 における働 きも，

注 目に値 します。少年の ときか ら，おふた

りとも信仰が強く活発で した。おふた りと

もステーキ部長会で働 き，地区代表 も務め

ました。 また，教会の様々な責任 に携 わり，

その都度立派な働 きを して こられました。

しかし，彼 らが召されたのは，そのためで

はありません。

彼 らが召 されたのは，主の神性の証 し人

として この職 につ くよう主が望 まれたため

です。 この方々は主が生きておられること

を高らかに証 してこられました。 また， こ

れか らも証 していかれることで しょう。

お.ζ・たりとも信仰の人です。聖 なる使徒

職 に聖任 され，十二使徒評議員会会員とし

て任命 された後，彼 らは主 として導 きと恵

みを施 す業にみずからを捧げるよう期待 さ

れるで しょう。彼 らは世界 にあってキリス

トのみ名 の特別 な証 し人として立つ責任を，

ご自分の生活の中で第一に考慮 すべきその

ほかのあ らゆる事柄 の上に置かれることで

しよう。

現在の地位で とて も立派にや っておられ

るときに，どうして教会 はあのような有能

な方々を公の仕事 から引き抜いたのか， と

言う人がいるかもしれ ません。私にはわか

りません。教会がそうしたのではあ りませ

ん。 そうではなく， この方々 こそ主の証 し

人 となるべき人であることを，主が明らか

にされたのです。彼 らが これ までにしてこ
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られたようなことを行なうことができ，彼

らと同等 の資格 を持 ち，十分 な訓練 を受 け

た人はほかにもいます。 しかし，今彼 らは，

その特別 なすばらしい召 しを受 けうれたの

です。主は人の及 ばぬ知恵をもって彼 らを

お招きにな りました。

私 たちと同じように，彼 らも人間です。

長所 もあれば弱点 もあ ります。 しかしこれ

からの残 りの生涯 のあいだ，忠実 である限

り，その最大 の関心事はこの地上における

神 の業の伸展 になるに違 いありません。 ま

た，彼 らは，教会の内外 を問わず，天父の

子供 たちの福祉 に携わるに違いありません。

また，悲 しんでいる人 を慰 め，弱 い人々に

力 を与 え， たじろいでいる人を励 まし，友

のない人の友 にな り，生活に困っている人

を養い，病人 を祝福 し，神の御子 であ り，

友であ り主であるお方(お ふたりはその僕

なのですが)に 対 して単 なる信仰 からでは

なく確 かな知識 をもって証 を述べるために，

i灘
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ご自分にできるすべてのこどをな さるに違

いありません。

主は，導きと恵みを施 す業 を助 け，主の

死後そのみ業 を広 める十二使徒 を選 ばれま

した。また，使徒パウロは教会は 「使徒 た

ちや預言者たちという土台の上に建て られ

たものであって， キリス ト・イエスご自身

が隅のかしら石 である」(エ ペソ2：20)と

宣言 しています。 にもかかわらず，使徒 と

いう職 も十二使徒評議員会 も私 が知る限 り

ほかのいずれのキ リス ト教会 にもありませ

ん。私 は今 までず っと， このことを注目す

べきことであると考 えて きました。

同様 に七十人の職 もあ りません。この大

会で何人かの人が この職 に召 され ました。

この職に も同様 に，使徒 と同 じように，キ

リス トのみ名 を証する責任があ ります。

使徒(apostle)と い う言葉 はもともと字

義的 には， 「遣 わされた人」という意味で

す。 この定義が もし 「ある権能 と責任 をも

って遣 わされた人」を表わ しているのだと

したら，主がこの地上 を歩 まれたときに与

えられた召 し，そして私たちの時代に与え

られている召 しを的確 に表わしていること

になります。

ルカは主について次のように記録 してい

ます。「イエスは祈 るために山へ行 き，夜を

徹 して神 に祈 られ た。夜が明けると，弟子

たちを呼び寄せ， その中から十二人を選び

出 し， これに使徒 という名 をお与 えになっ

た。」(ル カ6112-13)

主が このことについて夜 を徹 して祈 られ

た後， ご自分 と共 に歩 くべき人を選 ばれた

ことは，私 にとって重大なことです。

「そこで
， イエスは十二弟子 を呼 び寄 せ

て，汚れた霊 を追い出 し，あ らゆる病気，

92



あらゆるわずらいをいやす権威をお授けに

なった。・…・

イエスはこの十二人をつかわすに当り，

彼 らに命 じて言われた，……

行 って，『天国が近 づいた』 と宣 べ伝 え

よ。……

病 人をいや し，死人をよみがえらせ， ら

い病人をきよめ，悪霊 を追 い出せ。ただで

受 けたのだから，ただで与 えるがよい。……

語る者 は， あなたがたではなく，あなた

がたの中にあって語 る父 の霊 である。」(マ

タイ10：1，5，7，8，20)

この神権時代にキリス トの教会 が再建 さ

れたとき，これ と同じ使徒の職が地上に回

復 されました。教会の組織について1830年

の4月 に与 え られた啓示 の中で， ジ ョセ

フ・スミスは，「神に召 されイエス・キリス

トの使徒 の聖職 に按手任命せ られて，当教

会第一の長老」と言われました。 また次に，

「この神命 は神 によりイエス ・キ リス トの

使徒 に召されて当教会第二の長老 とな り，

しか もジョセフにより聖職 に按手任命せ ら

れたるオリヴァ ・カウ ドリにも下 りた り」

(教義 と聖約20：2-3)と あ ります。

ブリガム ・ヤングは， この神権 時代にお

ける最初の十二使徒定員会設立の際の状況

について，興味深いことを述 べています。

1834年 ， 指導的 な立場 にあったオハイオ州

の兄弟たちは，同僚 たちを助 けるためにミ

ズー リ州 まで行 って， また戻ってきました。

それは長 く困難 な，ほとんどが徒歩での旅

でした。厳 しい試練のときでした。ブ リガ

ム ・ヤングは次のように言 っています。

「ミズー リから戻 ってから
，兄 ジョセフ・

ヤングと私 は，ある集会で説教を した後，

歌 を歌 っていた。集会 が閉会す ると， ジョ

セフ・ス ミス兄弟 は， 『一緒 に私の家へ行 こ

聖徒 の道/1984年7月 号

う』 と言 った。私 たちは行 って，長 いこと

歌ってから，彼 と話 をした。そうしてか ら，

私 が思うに初 めて彼 は十二使徒 と七十人の

ことについて話 し出した。

彼 は言った。『兄弟の皆 さん，私 はこれか

ら十二使徒 を召そうと思います。皆さんと

共 に集 い，十二使徒 を選びます。 そしてシ

オンヘ旅 してきた人々の中から七十人定員

会 を選 びます』 と。……1835年 の1月 の終

わ りか2月 ， あるいはその頃，私 たちは連

日のように集会を開 き， ジ ョセフ兄弟は，

その折に十二使徒 を召 した。私 たちが彼 の

ために歌 を歌 っていたとき，彼 は啓示 を受

けたのである。彼 をよく知 る人々 は，彼に

啓示のみたまが降 るときを知 っていた。 と

いうのも，彼がその力を受 けているときは，

独特 の表情 を示すからであった。彼は啓示

のみたまによって教えを説 き，同 じみたま

によって評議会の人々に教えた。 したがっ

て，彼 をよく知 っている人は，ただちにそ

れと知 ることができた。 そのようなとき，

彼 の顔 は，独特な透 き通 るような明るさを

呈 するからであった。」(「説教集」9：89)

モル モン経の三人の見証者，オリヴァ ・

カウ ドリ， デビッド・ホイ ットマー， マー

テン ・ハ リスは， この神権 時代における最

初の十二使徒 を推薦する責任 を与えられま

した。候補 にあげられた人々は，1835年2

月27日 ， カー トラン ドで開かれた集会に召

集 されました。 この会で書記を務めたオ リ

ヴァ ・カウ ドリは議事録 にこう記 していま

す。

「スミス大管長は次の問題を提起 した。教

会の他の召 しや職 と異なるこの十二使徒の

召 しには， どのような重要性があるのか。

討議の後，……パッテン，ヤング，ム レリ

ンとジョセフ ・スミス ・ジュニア大管長 は
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以下の決定を下 した。

彼 ら十二使徒は巡回高等評議員の職 に召

されてお り，異邦人の教会 を管理する。異

邦人の間には管理体が確立 されていない。

彼 らは主がユダヤ人の もとに行 くよう命 じ

られるまで，旅 をして異邦人 に福音を宣べ

伝 える。彼 らはこの導 きと恵みの業の鍵を

有 し， あらゆる国民に対 して天の王国の扉

を開き，すべての被造物に福音を宣べ伝え

る。 これは権威，権能 であ り，彼 らの使徒
そな

職 に具わる力である。」(「予言者 ジョセフ・

スミスの教 え」カー トラン ド，1835年2月

27日)

後 の啓示に述べ られているように，彼 ら

は大管長会の管理 のもとに働 き，「全世界 に

於けるキ リス トの御名 の特別 の証人」(教義

と聖約107：23)と して出ていくのです。

また，彼 らがこの召 しを果たすうえで援助
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が必要なときに七十 人を召 し， また状況 に

よってはほかの役員 を召 します。
rこ の神権時代 における主のみ業の開始以

来，84人 が十二使徒評議貝会会員 として召

されてきました。 ラッセル ・M・ ネルソン

長老とダリン ・H・ オークス長老 は， その

ようにして選ばれ，聖任 され，任命 された

85番 目と86番 目の人です。彼 らの職は偉大

で神聖です。20年 間この代わるもののない

崇高な定員会の一員 として働 いてきた者 と

して，私 はそこに見 られ る兄弟愛 と，献身

と，信仰 と，努力と，神の王国を推進する

ための驚 くばかりの奉仕 を目のあたりにし

てきました。

今少 し個人的な気持ちを述べ させていた

だけるなら，皆 さんの前 で彼 らに感謝の意

を表 したいと思い ます。 キンボール大管長

より教会 の大管長会副管長 として働 くよう



召されて以来，ほぽ3年 の歳月が流れまし

た。この間の多くの年 月を，私はへ りくだ
おそ

り，この壮大で畏 るべき責任 を果たすべく

努めて参 りましたρ孤独 と恐れ と，深い懸

念 を覚 えることたびたびで した。私 は指示

と力 と導 きを求めて熱心 に祈 りました。私

は愛する十二使徒評議員会の兄弟たちに助

けを求 めました。彼 らは，支持 と援助 と霊

感 に満ちた勧告 を喜 んで惜 しみなく与 えて

くださいました。

教会の大管長会には一致があ ります。大

管長会 と十二使徒会 の間には一致，完全な

一致があ ります
。七十人第一定員会 と管理

監督会の間にも一致があります。私 はこの

教会 の歴史をある程度理解 してお りますが，

ため らうことな く申しあげられることは，

今 日ほどこれら指導的立場 にある評議会の

中に， また各々の評議会の間に強い一致が

見 られたことはないということです。

私 は幹部 の兄弟 たちを愛 しています。彼

らはひと りの人 に対 して忠誠と支持 を示 し

ています。彼 らはためらうことなく自分 の

都合 を二の次 にして，あらゆる召 しに応え

ます。彼 らはイエス ・キ リス トの真 の弟子

です。今， またふた りの方が聖任 され任命

されて使徒が12名 になりました。定員会 は

完全です。私 たちは， リグランド ・リチャ

ーズ長老 とマーク ・E・ ピーターセ ン長老

の逝去によ り， ふた りの傑出 した偉大 な人

物を失いましたが，その空席 を埋めるため

に， ふた りの傑 出した偉大 な人物が召され

ました。彼 らは主の支持 のもとに召され，

教会員の信仰により支持 され ました。

み業は威厳 と権威をもって進 みます。王

国は堅固に着々と成長 します。証 は全世 界

の教会貝の心の中で， そして生活の中で強

聖徒 の道/1984年7月 号

まっています。 ここにこそこの王国の偉大

な力があ ります。 それは堅固で真実で個人

的な確信であり，世界の津々浦々で異なっ

た言語 を話す何百万の末 日聖徒 たちの心に

見 いだされます。 そして一人一人が信仰深

い人々の群れの一員です。忠実な教会員一

人一人は永遠の父なる神が生 きておられる

ことを知 っています。 またイエスがキ リス

トであ り，人類の腰 い主，救 い主であるこ

とを知 っています。彼 らが このはっきりと

した真理 を知 っているのは一人一人に証を

する聖霊 の力によります。

奇 しきみ業 と，そのみ業 を動 かし進める

不可思議 でしかも確 かな方法を神に感謝 し

ます。

私 は教会幹部 の兄弟 たちのみならず，国

の内外 を問わず全世界の末 日聖徒の方々の

支持に，心 から深 く感謝 申しあげます。私

は皆さんの祈 りの力 を感 じてまい りました。

皆 さんの支持の挙手 と心を私 は知 っていま

す。皆さんの働 きに心から感謝 いたします。

皆 さんは自分 を捨て，偉大 な，人を動かす

信仰 をもって主 の業 を推進 し，主の息子，

娘に対する御父の永遠の 目的を達成 するの

を援助 しておられます。

世界のいたる所 におられる皆さんを神 が

祝福 したまいますように。義 にかなって働

くときに信仰が強められますように。永遠

の真理 の泉から飲むときに証が絶えず強 ま

りますように。主の偉大 な王国 を支持 し，

主に対 して正直 に歩 むときに，皆さんのか

ごと倉がいっぱいになりますように。皆 さ

んの心 に， そして家庭 にキ リス トの平安が

ありますように。主の聖なるみ名，主イエ

ス ・キ リース トのみ名 によりへ りくだ り祈 り

ます。 アーメン。[
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聖なる使徒職への召し

十二使徒定員会会員 ラ ッセル・M・ネル ソン

19
84年4月 の総大会の土曜 日は，何年

も前からカ レンダーに丸印がつけら

れていました。その日は，我が家のひとり

息子が成長 して，私 と一緒に初めて神権部

会に出席できるようになる日だったからで

す。昨晩，待 ちに待 ったその目標が実現 し

ました。兄弟姉妹の皆 さん， その同 じ日に

十二使徒定員会 の一員 として私 の名前が提

示されようとは思 ってもみませんで した。

私たち夫婦 がまった く知 らなかったことで

すから，子供たちが知 るはずもあ りません。

結婚 した娘 たちが大会の合間に電話 をして

きました。 出産 を間近 に控 えた娘は こう言

いました。「お父さん，発表 のショックで陣

痛が始 まりそうだわ。」そ して，言 った通 り

になりました。 ですから大管長会のこの発

表は，出産の助 けをしたという点で賞賛さ

れて当然ではないでしょうか。 こうして22

番 目の孫が，昨晩無事生 まれました。

私 の人生 を変 えるこの召 しについて聞い

てから，様々な思いが心 に浮かびました。

まず最初 に感 じたのは，・自分 が至 らない人

間であるということです。 この気持 ちは，

リグラン ド・リチャーズ長老 とマーク・E・

ピーターセン長老の比類 ない力 について考

えたとき， さらに強 くな りました。 おふた

りを失って，私たちは本当 にさび しい思 い

をしています。 このおふた りは，人々から

尊敬 される指導者であると同時 に，私 にと

って良 き友人でもあ りました。私 よりも資

格のある， そして才能 に恵まれた方々の力

を見るにつけ，私はこの召 しに対する自分

の至 らなさを感 じるばか りです。

幸 いにも，こうした思いは信仰が取 り去

ってくれます。 なぜなら，二一ファイの次

の言葉は真実 であるからです。「私 は主が命

じたもうたことを行 って行rう。私 は，主が

命 じたもうことには，人がそれ を為 しとげ

るために前以てある方法が備 えてあ り， そ

れでな くては，主は何 の命令 も人に下 した

まわないことを承知 しているからである。」

(1二 一ファイ3：7)私 は，主とその予

言者 に絶対 的な信頼 を寄せています。主の

定 められた神権政体の系統を通 して召 しが

与 えられた場合，私 はその召しに疑問符で

はなく，感嘆符をつけるように教 えられて

きました。

今からおよそ20年 前，十二使徒定員会の

ふたりの方 が，新 しいステーキ部長を選ぶ

ために，私 たちの住んでいるボネビルステ

ーキ部 に派遣 されてきました
。そのふたり

とは， スペンサー ・W・ キ ンボール長老 と

リグラン ド・リチャーズ長老で した。 そし

てステーキ部長の召 しは私 に与えられまし

た。私は今，亡 くなられた リグラン ド・リ

チャーズ長老の空席を埋めるために， スペ

ンサー ・W・ キンボール大管長の按手 によ

96



り使徒 に聖任 されようとしています。

すべてを捧 げて働 こうという気持 ちが，
わ

心の底から湧きあがってきます。愛する妻

ダンツェルと私 は，38年 前 に主 の宮居で，

主に仕 えるために生涯 を捧 げる という誓約

を交わしました。私 はきょう， その約束 を

新たにします。 すなわち， この地上に神の

王国を築 くために，私 の持 つすべてのもの

を捧げると約束 します。 この召 しに伴 って，

様々なチャレンジや責任や鍵が授 けられ，

苦難 も与 えられるで しょう。私はこの召し

を受け入れるに際 し，全力を尽 くし，すべ

てを捧 げる覚悟 でいます。

私のすば らしい両親 と開拓者であった8

人の曾祖父母の ことを思 うと，感謝 の気持
ちようみつ

ちに満たされます。ヨーロッパの人 口稠 密

な国で改宗 し，8人 全員がユタの小 さな町

エフライムに移民 しました。曾祖父母たち

はこの大会の模様を，天の窓からながめて

いることと、思います。

愛する妻 ダンツェルに，永遠の愛と尽 き

せぬ感謝を捧げます。 ダンツェルは家庭 を

豊かな愛で潤 してくれる泉 です。m人 のす

ばらしい子供をこの世 にもたらし，教 え，

訓練 し，その一方では，教会の責任や仕事

にっいて一言 も不平を言わずに私 を支持 し

てくれました。そのために彼女の払 った犠

牲 は，不朽 のものです。私 たちは8人 の娘

婿 もわ が子のように愛 しています。私 たち

親子 を永遠に結んでくれる神殿結婚の完全

な絆 に感謝 しています。 また，すでにこの

地上にやってきた愛 らしい孫たちと， これ

から生 まれてくる孫たちに も感謝 していま

す。

私は名 目上 は，外科学およびその母体 で

ある医学の出身者ですが，実際には，厳格

な法のもとで訓練 を受 けて鍛 えられた者で

す。 しかし私の言う法とは，司法関係 の兄

聖徒 の道/1984年7月 号
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弟たちが修得 した人間の法律 ではなく，創

造主の永遠かつ不変の律法のことです。外

科医はいちはやく，神 の律法には議論の余

地がないことを学びます。すなわち，望 み

や願 いはときとして力のない単 なるごまか

しにすぎなくなり，求める祝福 は神の律法

に従 わない限 り決 して与えられないと悟 る

りです。ですから私 は， こうした律法 を学

ぶことを中心にきょうまで生きて きました。

律法について学び， それに従 うときにのみ，

望んでいる祝福が得 られます。 この点では，

これまでも使徒 として召されたこれか らも，

私の行ないに何 ら変わるところはあ りませ

ん。主の永遠 の律法 は，教義 として使徒 に

よって明らかにされているのです。

私 は共 に医療 に携わって きた同僚たちに

感謝 します。彼 らのおかげで，私 は患者 の

治療 に加わることがで きました。これから

は彼 らが引 き続 き治療 を行なって くれるで

しょう。同僚 たちの無私の働 きは，神 と隣

人を愛するというふたつの偉大な戒めを満

足 させるものです。最大の奉仕をする人が

最大の愛 を抱 いているということを，体得

しているのです。

イザヤやエゼキエルから， ジ ョセフ ・ス

ミス，スペ ンサー ・W・ キンボールに至 る

まで，私 は主 の僕 をすべて支持 します。 そ

して主の僕が私を信頼 して くださることに，

深 く感謝 しています。私 は主の僕 と彼 らが

仕 える全人類 とを心か ら愛 しています。

聖 なる使徒職への召 しとは，主なる基督

イエスの神性 を世 に証 する者 になることで

あると，私は理解 しています。救いの中心

はイエスにあるのです。天使 はベ ンジャミ

ン王に言いました。「救いは身代 りの蹟罪を
よ

なしたもう全能の主 なるキリス トの血に由

って与えられる。」(モ ーサヤ3：18)
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ジ ョセフ ・ス ミスは 「あなたの宗教の根

本的な原則 は何です か」と聞かれたとき，

こう答えました。「私 たちの宗教 の根本原則

は， イエス ・キ リス トが亡 くなって葬 られ，

3日 目によみがえって天に昇 られたことに

ついて，使徒 と予言者の立てる証です。私

たちの宗教のその他の ことはすべて， この

証 に付随 するもの に過 ぎません。」(「教会歴

史」3：30)

地 球 とそこにある万物 の創造，人類 を生

ずるために必要 な堕落， そして主の腰 い，

これらは神の永遠の計画を構成する3つ の

根本要素 です。照いの犠牲がなければ，不

死不滅 も永遠 の生命 もなかったで しょう。

主の教 えは， イエス ・キ リス トの回復 さ

れた福音 であ り，そのみ名 を冠する教会 に

よって管理 されています。主は，世のすべ

ての人々に主の教義 を宣言する予言者を通

して，神権の力 と啓示により，教会の諸事

を導 いておられます。

私の述べ る証 は，1820年 の春以来，十二

使徒の召しを受 けた84人 の方々によって繰

り返 し語 られてきたものです。父な.る神 と

その御子が現 われて，永遠の真理を伴 うこ

の最後の大 いなる神権時代の到来をお告 げ

にな りました。私たちはイスラエルの家に

属 し，特 にヨセフの血統を受け，長子の特

権 を担 う者 として，救 い主 の再 臨 に世 の

人々を備 えさせるという，最後 の責任 を与

えられていることを証 します。この責任を

果たすならば，遂 にはあらゆる国民， あら

ゆる血族， あらゆる国語の民の中か ら数え

きれな、いほどの人々が私たちに加わって，

イエスが救い主であり，生ける神の御子で

あると宣言するようになるでしょう。 これ

らの証 をイエス ・キリス トのみ名 により申

しあげます， アーメン。



「教会の姉妹たちを愛しています」

中央扶助協会会長 パーバラ・W・ウインダー

い けい

私 は畏敬 の念 にかられています。教会の総大会 に来て，タバナクルに集え

るのはいつで も偉大な誉 れであ り，特権だ

と思います。 しかし，予言者 と同席できる

こと，健康上の都合 で常にそうしていただ

けないのに，特 に予言者 ときょうこうして

ご同席 させていただくことに感激 しており

ます し，偉大な指導者 の方々の言葉 を伺 い，

感動 してお りまず。私 は皆様方に本当に感

謝 しております。 きょうの ヒンク レー副管

長 の証 とお話 は，何 とすば らしかった こと

でしよう。

私の夫 リチャー ド・ウインダー伝道部長

と私 をここに送 ってくれたのが単なる飛行

機 だけではないことを私 は知 っています。1

私 の夫は，あの偉大 なカ リフォルニア ・サ

ンディエゴ伝道部の伝道部長を務めていま

す。そして，今週末， こっそりとそこから

抜け出さなければな りませんで した5私 は

主が与 えてくださる啓示 と霊性 について証

を持っています。私 は至 らない人間である

とは思 いますが，主が助けたまい，その業

を前進 させたもうことを知 っています。

サ ンディエゴの長老 や姉妹宣教師の皆 さ

ん，私 は，数 日前 にあなた方 と共 にいた同

じウインダー姉妹です。 そうです， シャツ

にアイロンをかけたり， ボタンをつけた り，

聖典を携帯することなど，お母 さんから教

えられたことができるようお手伝 いをして ・

いたあのウインダー姉妹 です。例の白い手

引 きもここに持 っています。そうです。あ

のウインダー姉妹です。そ して， その2年

前 には，昨 日皆さんがお聞きになったあの

偉大な姉妹 たちと共に評議員会に座って管

理役員 や補佐の方 々と共 に学び教 えを受け

ていたあのウインダー姉妹 です。 この姉妹

たちの多くは私の友人であり教師です。私

はこの方々 に感謝するとともに，共 に働 く

機会 を持 ち教 えて くださったすばらしい兄

弟の方々にも非常 に感謝 してお ります。

私たち女性 は神権者 の指導の下 にあ りま

す。その働 き.に従 った人々から私 が教 えら

れたことがあ ります。それは，今 日のよう

に混乱 の時世 にある女性が思いや りのある

妻，母親 とな り，主の王国の忠実な会員 と

して自分 たぢの地域社会 に貢献できるよう

な人になるのを助けることです。そのよう

な人になることは末 日聖徒の女性に与 えら

れた力です。

私 は，私 の両親および夫 の両親が正 しい

原則を教 え， またふさわしい模範 を示 して

くれたことに感謝 します。2年 振 りに私た

ちを乗せて ソル トレークに到着 した飛行機

がそのまま飛び続 けてくれたらと思いまし

た。着陸 したところは堅 い，堅いアスファ

ル トの道で した。で も，4人 の子供 とその

結婚相手，かわいらしい孫たちが私 たちを
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迎え，ここに我が家があることを教 えてく

れました。彼 らの支持 に感謝 しています。

私 は夫に感謝 します。 ソル トレーク神殿で

ハロル ド・B・ リー大管長 によって結 び固

められ，30年 間結婚 の絆で結ばれて共 に働

いてきました。 目的をひ とつにして，団結

し，お互 いに助 け合 いながら，数々の教会

の召 しや責任 を務 めて きま した。教 会 の

人々に目的をひと?に して団結 して働 くよ

うにと勧 め，全体 が良 くなるようにほかの

あらゆる部分 も機能を果 たさなければな ら

ないことを教 えたパ ウロの ことを考 えざる

を得 ません。 それと同様 に，結婚生活や家

族でも一人一人が共 に働 くようにならなけ

ればなりません。昨 日すば らしい教 えを受

けました。私 は教会の姉妹 たちを愛 してい

ます。神権 について唱えたあのすばらしい

教義 と聖約 の第84章 には，「体 はあらゆる他

の部分を要するなり。か くしてすべて互 い

に強め養 いて， その系統完全 に保 たるるな

り」 と書 かれています。パウロの言葉 と同

様，主の教会 の会員 はお互 いに思 いや りを

持つようにと教 えています。

私 も教会の姉妹に対 してこの愛 を感 じて

お ります し，一人一人の持つ価値について

感 じています。私 は，皆 が一致団結 し，神

権者 と協力 し，今 日ここに神 の王国を建設

するために働 き，福音を必要 としている人

人にその喜びを伝 えることができるよう切

に望んでお ります。 これは主 の王国です。

それ を分かち合うという大きな責任が私 た

ちにあ ります。神様が生 きた もうこと，私

たちを愛 してお られることを私は知 ってい

ます。 これは私 の証であ り，皆さんのため

に務 めることをお約束 します。イエス・キ リ

ス トのみ名 により申 しあげます。 アーメン。
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簡潔な福音の真理

七十人第一定員会会員 ロバー ト・L・シンプソン

昨
日の朝， ダラム長老 は，車のバンパ

ーステッカーの言葉 を引いて話 のテ

ーマを紹介 されましたが
， ロサ ンゼルスの

ある壁 にはこのような言葉 が書かれていま

す。「スコッティ，今 すぐ僕 に光線 を。この

地上には知的生活が まったく見 られない。」

(後注参照)

と ころで，兄弟姉妹の皆 さん，知的生活

があるという疑 いのない証拠があります。

あ りがたいことに，天父は 「神 の栄光 は英

智な り。すなわち，光明 と真理 なり」(教 義

と聖約93：36)と 述 べておられます。純然

たる福音 の光 と真理 を受 け入れ， それに従

って生活する人は， まさしく知的生活を送

っていることになります。

今朝私 が皆 さんにお話 したいのは， その

純然たる光明 と真理 についてです。 これは，

主の使徒 となったマシュー ・カウ リー伝道

部長 のもとで宣教師 として働 いていたとき

に強 く注意を引かれたことです。カウリー

長老は 「イエス ・キリス トの福音は簡潔 で

美 しい」 とよく教 えられました。

その言葉 が真実 なことは，今年の初めに，

家族や友人 と，かつてイエスが歩 まれた所

を歩むことにより一層確 かな もの となりま

した。いにしえのエルサ レムの町にも驚嘆

しました。ベツレヘムの近 くでは，羊飼い

たちが今 もなお羊の世話 をしています。私

たちはオ リブ山の同じ道に沿 って歩きまし

た。 それから北 に向かい，静かなガリラヤ

を眺めました。途中，関連 のある聖句 を読

み直 し，改 めて考 えてみると，2千 年前に

起 こったことが急 に，新たな深い意義 をも

って迫 ってきました。

ヤ コブの井戸でイエスがサマリヤの女に

話 されたあの 「生ける水」が，現実性 をも

って きました。(ヨ ハネ4：10参 照)ゲ ツセ

マネに立って，「父よ，みこころならば，ど

うぞ， この杯 をわた しか ら取 りのけて くだ

さい。 しかし， わた しの思 いではなく，み

こころが成 るようにして ください」(ル カ

22：42〉 という不滅の言葉 について考 えて

いると，涙が出てきました。 また，カルバ

リでの簡潔なが ら深遠な教えがあ ります。

「父 よ，彼 らをおゆるしください。彼らは

何 を して いるのか，わ からずにいるので

す。」(ル カ23：34)

美 しいガ リラヤでは，ユニークかつ深 い

意味 を持 ったあの誘 いの言葉の簡潔 さに驚

嘆 しました。主 はこう言われ ました。「わた

しについてきなさい。あなたがたを，人間

をとる漁師にしてあげよう。」(マ タイ4：

19)引 用 したこうした言葉は，主なるキ リ

ス トの典型的な言葉です。純粋かつ簡明 な

真理 を教 えられたイエスは，謙遜に，また

非常 にわかりやす く話 されました。

イスラエル滞在中に，救 い主の優 れた教

えに改めて目覚 めたことが，何 よりの自信

を与 えて くれ ました。主が残 された教 えは

何 とわか りやす く純粋 なことで しょう。実
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際，パウロは， コリン トの聖徒への手紙で

同じ見方 をしています。「神 は無秩序の神で

はなく，平和の神 である。」(1コ リン ト14：

33)ヤ コブは別の言い方でそのことを述べ

ています。「しか し上か らの知恵 は，第一 に

清 く，次 に平和，寛容，温順であ り，あわ

れみ……に満 ち」(ヤ コブ3：17)

、確 かにカウ リー長老が[イ エス ・キリス

トの福音は簡潔で美 しい」 と言われたこと

は本当でした。初等協会 に集 う子供で も，

8歳 の誕生 日を迎えてバプテスマを受 ける

頃には，福音の基本的なことならよく理解

できるほどわか りやすいのです。

救い主の最 も重要 な教 えの いくつかは，

子供 たちの信仰が中心になっています。 マ

タイ伝の中で，弟子たちが次 のように尋ね

たときのことを覚 えておられるで しょう。

「『いったい，天国ではだれがいちばん偉 瞭

のですか。』すると， イエスは幼な子 を呼 び

寄せ，(子供 を優 しく抱 きかかえ，ひざの上

にのせた主のお姿が目に浮かびます〉……
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言 われた，『よく聞 きなさい。心 をいれかえ

て幼 な子のようにならなければ，天国には

いることはできないであろう。 この幼な子

のように自分 を低 くする者が，天国でいち

ばん偉いのである。』」(マ タイ1811-4)

確 か に救い主は弟子たちにお答 えになっ

たとき，幼な子の持 つ絶対的な信仰 と誠実

さについて考 えてお られたはずです。

子供たちが祈 るとき，私 たちは皆注意 し

て聞く必要があるのではないで しょうか。

昨 日のモンソン長老 のお話で思 い出 した

のですが，娘のク リスティーンがまだ幼か

った頃，家族で祈 るとき，彼女にも祈 りを

頼むことがあ りました。私 たち家族はいつ

も健康 を願って祈 りました。娘にとって発

音のむずか しい言葉がありました。娘 は「健

康」(healthy)"と 言 えず， いつ も「お金持 ち

(wealthy)に な るように祝福 してくださ

い」 となるのでした。私 はそれで結構だと

思 い，その ままに しておきましたが，天父

は娘の言 おう としたことをご存 じで，富 は

私 たちを避けてい きました。

賢明で気高い予言者，教師であったベン

ジャミン王は，肉欲 に従 うことを捨 てて，

主キ リス トの貝費いによって聖徒 となること

を人々 に教 え， さらに 「幼児のように従順

で柔和で謙遜 で忍耐で愛情 に富み，幼児が

その父 に従 うように」(モ ーサヤ3：19)な

らなければな らないと言っています。

私 たちは，イエス・キ リス トの福音はあら

ゆる真理 を含んでいると教 えられています。

キリス トの福音には科学上の真理 も含 まれ

ます。私 は，化学や物理の分野の基本的な

真理 の簡明さにいつ.も興味 を引かれ ます。

た とえば，水の化学記号 はH20と して

簡単に表わされます。 また不思議 なのは，

アイ ンシュタイ ンがEニMC2と い う簡 単

な方程式で思考 の枠を拡大 した相対性理論

を表わ していることです。根本的な真理 に



近づけば近づ くほど，真理 はもっと簡単に

表わせ るように思われます。

このことに関して宗教的な真理の一番良

い例 は，高価 なる真珠のモーセの書にあっ

て， よく読 まれる聖 句ではないでしょうか。

そこには，永遠についての総合的 な目的が

ひとつの文章で表わされています。「見よ，

これわが業 にしてわが栄光，すなわち人 に

不死不滅 と永遠の生命 とをもたらすな り。」

(モーセ1：39)永 遠 の進歩 と救 いに関す

るすべての計画がこの短 い言葉 に要約 され

ているのです。私 はこの言葉 が好 きです。

真実だからです。 この言葉は根本的なこと

であり， まったく道理にかなっています。

むだがなく，従 えばだれもが成功 を収める

ことのできる目的を定めています。天父の

子供 たちは皆昇栄を得 る候補者 とな ります。

そして，昇栄 への過程 にあって私 たちが成

功 を収めることが，神をたたえることにな

るのです。

永遠の真理 の多くは非常 にわかりやすく

述べられてお り，誤解 されるようなことは

ありません。 しか しヤコブの時代の人々の

ように，「はっき りした言葉 を侮 り，予言者
わか

たちを殺 し，解 りにくいことをたずね求 め」

(ヤ コブ4：14)る よ うな人 もいます。

ここで，わか りやす い福音の真理 につい

て考 えてくだ さい。時間の都合 で短 く言い

替 えます。

什分の一や献金 を収めることは天の窓を

開 く。(マ ラキ3：10参 照)

知 恵の言葉 に従 うことは，健康，知 恵，

幸福 を保証する。(教 義 と聖約89参 照)

犯 した罪を進んで神権指導者に告 白し再

び繰 り返さないならば，完全 な悔 い改 めが

もたらされ る。(教 義 と聖約58：43参 照)

「あなたがたの中に
，病んでいる者がある

か。その人は，教会の長老たちを招(く)

・がよい。」(ヤ コブ5：14)
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悔い改め，バブテスマを受 け，信仰 を持

ち続ける者はすべて日の光栄 を授かる。(教

義 と聖約18：22参 照)

パ ウロは非常にはっきりと， しかも簡潔

に言 っています。 「主 は一 つ，信仰は一つ，

バプテスマは～つ。」(エ ペ ソ4：5)何 者

もこの簡潔な真理 を変 えることはで きませ

ん。

最後に，私の好 きな聖句です。「そして真

理 は，あなたがたに自由 を得 させるであろ

う。」(ヨ ハネ8：32)人 はだれも自由にな

ること，罪や利己心や悪癖から自由になる

ことを望 んでいます。そうです，政治的な

自由でさえ簡潔な真理 という神の計画によ

り可能になります。

もちろん，簡潔 さや明白さの大切なこと

についてこれまで述べたことも，結果的 に

は天父の子供 たちが喜びと達成感 を得 なけ

れば意味があ りません。バプテスマを受け

て新 しく教会 の会員 となった人が，意欲 に

燃えて福音の計画に応え，簡潔な教 えを守

ることによ り約束された祝福 を得 るように

なっていくのを見ると胸 が躍 ります。

これは，いわゆる開発途上にある地域で

特に見 られます。イン ドのコインバ トール

に皆 さんをお連れ して，非常 に粗末 な環境

の中で生活 している100人 余 りの教会員 に

会 っていただくことがで きたらと思います。

彼 らはこの世的な物質 はほとんど持 ってい

ません。ときには食物 さえ十分 にあ りませ

ん。大部分 の人がほとんど， あるいはまっ

たく教育を受けておりませんが，彼 らの人

生は回復されたイエス ・キ リス トの福音を

通 して短期間 に好転 しました。

一般的な健康 のレベルが向上 し
，学校 に

行 く人も多くな りました。彼 らはシオンの

歌 を心 をこめて歌 い，前以上 に笑 みをたた

えています。彼らは希望を見 いだしました。

恵 まれた人はいませんが，救 い主 について
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簡潔な真理 を教 えられ ました。福音は複雑

なものではありません。彼 らは福音を理解

し，それに応えています。小 さな一部屋の

集会所(清 潔な土間)に 最近集ったときで

した。彼 らは教 えを受 けるのを待 ち望 んで

いるように見 えました。集会が進行する一

方，物見高い隣人たちはそばにやって きた

い衝動を抑えられず，開 いた窓や入口から

眺めていました。中にいる人とのぞいてい

る人との間 に著 しい違いがあるのに驚 きま

した。福音の教 えが，霊性 はもとより，個

人の健康管理，身な り，態度，顔っきなど

を感化 し，人々が 「簡潔 で美 しい」何かを

新 しく見いだ したことを表わ していました。

教会の姉妹宣教 師たちが タイやフ ィリピ

ンの難民収容所で， クリスチャンとして真

の奉仕 をしていることを知 っている人はわ

ずかです。基本的に， この姉妹 たちは英語

と西洋文化 を教 えますが，純粋 な愛 と優 し

い態度を通 して祖国を追われたこの人々に

深い教 えを施 しています。

カンボジアか らの若 い難民でカ リフォル

ニアに配置 された人の話があ ります。彼 は

自分で教会の集会所 を見つけました。表 の

看板 にある教会の名前が，収容所で教 えて

くれたすばらしい姉妹宣教師の名札のそれ

と一致 していたか らです。彼はその名札を

毎 日見ていたので した。人は誠実な親切は

いつまで も，忘れない ものです。純粋 な愛は

すべての違 いを乗 り越 えます。

みたまがこの教会 に光を与 えているので

す。英国のある最近 の改宗者の ことが頭 に

浮かびます。私 が尋ねたところ，改宗 につ

いて話 してくれました。ある土曜 日の朝，

花壇のところにひざまずいて春の植 え付 け

用に土の整備 をしていたら，突然，後ろか

ら声が して，簡単な質問 をしたそうです。

「あなたは主を愛していますか
。」

天使が立 っているのだろうとすっかり期
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待 して振 り返 ると， そこにはふたりの天使，

モルモ ンの宣教師がふた りいたそうです。

彼 は 「もちろん愛 してますよ。それについ

て話すのなら， 中に入 りましょう」と答え

たそうです。それ はとて も簡潔 で，純粋 で

した。救い主が用 いられたのもこの方法だ

ったのか もしれません。

最近のことですが，台湾 に住んでいたあ

る若いアメ リカ女性がタクシーに乗 ったの

ですが，彼女 は，運転手が高 い料金 を取 ろ

うとして遠 回 りを していると、思ったそうで

す。そこで， はっきりと自分の、思っている

ことを言お うとしていたら， その若 い運転

手 が彼女の態度 に明らかに心 を傷 つけられ

た様子で，車 を止め，エンジンを止め，振

り向 いてただこう言ったそうです。「そんな

ことはしませんよ。私はモルモンです。」そ

の言葉 に，平静 さを取 り戻 した彼女 はモル

モ ンとは何 か尋ね ました。彼女 が3週 間後

に教会 に入 ったところをみるとモルモンが

何かわかったようです。心 の正直な人がか

かわるとこうしたことが非常 に簡単に起 こ

ります。

使徒 ヨハネのこの世 での働 きを予言した

二一ファイは， ヨパネの教 えは 「はっきり

していて純粋であ り，また非常 に貴 くてす

べての人 に解 り易 いものであった」(1二 一

ファイ14123)と 言 って います。真理 につ

いて私 たちの理解 するところが簡潔 で美 し

いものでありますよう，救 い主，蹟 い主で

あるイエス ・キ リス トのみ名 により心か ら

お祈 り申しあげます。アーメン。

(注)こ れ はテレビ番組 「スター トレック」

をもとにしたジョーク。「スター トレック」

では，ある光線を浴びると瞬 く間に場所 を

移動 できることになっている。



真理の実践

管理監督会第二副監督 」・リチ ャー ト・クラ ーク

ヨ
ハネ伝 にピラトとナザ レのイエスの

有名な言葉のやり取 りがあります。

ピラ トにとって救い主 は謎の人物で した。

彼は言いました。「あなたは王なのだな。」

イエスは答 えて言われました。「わた しは真

理についてあかしをするため に生れ， また，

そのためにこの世にきたのである。」(ヨ ハ

ネ18：37)

それ に対 してピラトは話 をそらし， いつ

の時代に も絶 えることのなか ったひとつの

質問を します。「真理 とは何か。」(ヨ ハネ

18：38)ピ ラ トは答 えを待 ちませんでした。

答えがあるとも思 っていなか ったのでしょ

う。彼は，何世紀にもわたってローマやギ

リシャの哲学者の間で，真理 が好んで討論

のテーマにされ，常 に探求の対象であった

ことを知 っていたのです。

きょうここで真理 について抽象的な説明

をすることは私の 目的ではあ りません。私

は，真理 を実践することについて， すなわ

ちその原則 と応用について話 したいと思い

ます。

ウィリアム ・ジョージ ・ジョーダン(米

国の著作家，1864-1928)は 言 っています。

「真理 とは
，正 しいと思 うことに忠実であ

り，理想 にそった生活をする勇気であ り，

力である。真理 は完全 に定義 しがたく，電

気と同 じで，現象をもってしか説明するこ

とができない。真理 はたましいの道 しるべ

であ り，良心の守 り手であ り，何が正 しい

か最終的な標準となるものである。真理 は

理想の現われであ り， 同時に，理想を実現

するための霊感となり，励 ましとなるもの

である。」(「真理の力」p.3)

末 日聖徒 として，私 たちは真理の原則に

身をゆだねています。私たちは真理を求め，

真理 を信 じ，真理が 自由 を得 させて くれる

ことを知 って います。(ヨ ハネ8：32参 照)

真 の弟子 となるには，信 じていると公言す

る原則 と実践する真理が一致 していなけれ

ばな りません。

アンモ ンの民のように 「神 と万民とに対

する熱心 と善徳とに於 て著 しく，何 ごとに

も全 く正 しく正直であって終 りまで も固 く

キリス トを信 じ」(ア ルマ27：27)る 人々に

ならなければな りません。

外側 は美しく見 えても，内側は良いもの

がなにもない空洞の ような白い墓 になって

はな りません。(マ タイ23127参 照)神 が息

子や娘 として私 たちに期待 しておられる姿

を装 うのではなく，実際 にそうならなけれ

ばな りません。

真理の実践，すなわち私 たちの決意のほ

どを計 る言葉 は，正直，誠実，実直，廉潔

などいろいろあ ります。私 は廉潔(probity)

とい う言葉が好 きです。 これ はラテン語の

probus(プ ロブス)す なわち 「善」 という
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言葉 とprobare(プ ロバ レ)「 証明する」と

いう言葉からきたもので，試験済 みの誠実

さという意味を持 っています。

この廉潔さが 自分の本質 の一部 になるま

で，訓練 を通 してそれを身につけた人は，

どのような場合でも自動的に北を指 し示す

道徳の磁石 のようなものです。 このような

人は，正 しいことを損得 を考 えずに行 なう

人であり，考 えなくとも正直 な行 ないがで

きるように努力する人です。

ジョーダンは言っています。「真実 をスロ

ーガンとする人は
，言葉 に注意する。控 え

目すぎた り誇張 したりすることな く，正確

な話を心がける。その人の言う言葉 は誠実

な響 きを持 ち，純金の折 り紙 つきである。

その人の約束は頼 りにな り，印の入った契

約書を受け取るようなものである。自分 の

言葉を行動で実証 し実現 するためにどれほ

ど犠牲 を払 おうとも，それ を行 なうことで

知 られている人である。」(「真理の力」p.5〉

N・ エル ドン ・タナー副管長 の経験談を

覚 えておられるかと思 います。 ある青年が

やって来て言ったそうです。「ある人に毎年

支払いをするという約束を しました。今，

生活が大変 で，支払いができません。支払

ったら，家 を取 られてしまいます。 どうし

たらいいで しょう。」

タナー副管長 はその青年 を見て 「約束 を

守 りなさい」 と言 いました。

「家がなくなって もですか」と青年が聞 き

返 しました。

タナー副管長は言いました。「あなたの家

のことについては言 っていません。あなた

の約束について話 しているのです。あなた

の奥 さんも，家は あっても誓いや誓約 を守

らない夫と住む よりは，借家で も，約束 を

守 り，責任を果たし， 誓いや誓約 を守る夫
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を望 んでいると思 いますよ。」

数年前の総大会 に出席 したときおもしろ

い経験 をしましたるZCMIで 買物 をし小切

手 を現金にしようと思 いました。私はユタ

州の住民ではなかったので，出納課に回さ

れ，そこで身分証明書 を求 められました。

財布 の中からク レジットカー ドを取 り出し

ました。その拍子 に神殿推薦状が出てきま

した。 その出納係 は「それで もいいです よ」

と言い ました。「どれですか」 と私 が言 う

と，「そ の神 殿推 薦状 は まだ有効 で しょ

う?」 と彼女が言 いました。「はい」と言 う

と，「それで結構 です」と彼女は言い ました。

家路 につきながらずっとその ことについ

て考えました。モルモンのクレジッ トカー

ドができて，そのカー ドを持 ったモルモン

が約束 を守 り，雇用者 に対 して正直であ り，

契約通 りに支払いを行 ない，同様 に，モル



モンの知識人や商人， ビジネ スマ ンが利益

のために妥協 して誠実さを失 った りするこ

となく，誇 りを持 って 自分の仕事 を行なう

など，一人一人があらゆる面で傑出するよ

うに努めたらどんなにすばらしいことで し

ょうか。正直さと優れた仕事 をもって知 ら

れる特別 な民となることができたらどんな

にすばらしいことでしょう。誠実について

のモルモ ンの標準は世界で最 も高 くなるべ

きものです。なぜな ら，私 たちは神 の誓約

の民だか らです。主は文化 や人種や国籍の

相違 によって譲歩はされず，すべての聖徒

が福音の標準に従 って生活 することを望ん

でお られ ます。

真実のおきてを守るたびに，影響 は倍加

します。私 たちは互 いに支 え合 った組織の

集合 として，上手に組み立て られた橋にた

とえられます。 トラスや柱，大 ばりの一本

一本が構造の強弱に関係 しています
。

誠実な人 とは， 自分の持つ徳の一 つ一つ

を統合 させて堅固な構造を形造 っている人

のことを言います。 それに対 して，時 と場

所 に応 じて ときどき正直であろうとする人

は，釣 り合 いが とれません。

アメ リカ海 兵隊 の前総 司令官，デ ビ ッ

ド・シュープ将官は，道徳的に生きるのに

むらがあってはならないと強調 しています。

妻 に不実な海兵隊員 について次のように言

いました。
かんいん

「ここで私 は姦淫その ものを心配 してい

るのではない。それ は，単なる副産物 であ

る。結婚の誓約 を交わす際に神 と人の前で

立てた誓いを破 ったことを正当化 しようと

する人は， 自分 の欲望 やほかか らの圧 力に

負けて，アメ リカ海兵隊の士官になったと

きに立てた誓 いを破 ってもそれを正当化す

るようになるであろう。 自分の肉欲のため
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に自分 の妻や子供 を裏切 る人は，自分 の目

的 のために 自国 を裏切 るこ とを しかねな

い。」

兄弟姉妹 の皆 さん，私 たちは理想 にかな

った生活ができないことが よくあ ります。

しか し誠実さにおいて もっと高 い段階に昇

ろうとするならば，高い目標 を掲 げなけれ

ばなりません。改めたい習慣 もあれば身に

つけたい習慣 もあるで しょう。性格 を完全

なものにするには時間がかか り，この世で

それ を成 し遂 げることはで きないかもしれ

ません。 しかし，成功のほどは，自分 の目

標 に達 するまでわずかでも進歩 し，努力し

たことで測 られ るのです。

ノーマン・カズンズは言いました。「誠実
ぜいたく

とは，信心深い者だけの贅沢品ではない。

それ は真の人間，すなわち，長生きを求め

るのではなく，人間の本質 を求 めて生きる

人の人生の糧 である。」

真理 を愛 し，実践 することは，家庭で一

番 よく教 えられることです。主 は両親に責

任 を託 され ました。「その子供たちに……主

の前 に正 しく歩 むこと…… を教 えざるべか

らず」(教義 と聖約68：28)， 「われは汝 らの

小児たちを光明 と真理の中に導 き来れ と汝

らに命 じたり。光明と真理 はかの悪魔を棄

っ。」(教 義 と聖約93140，37)

子 供 は両親が真理 にそった生活をするの

を見て，真理を愛するようにな り，貴い生

活を模倣 しようと努 めます。子供たちは説

教 だけでなく模範 も求めています。親が子

供 に教えるひとつの大切な教えは，誠実さ

と誉れは犠牲な しには実践 できない という

ことです。 それには普通，犠牲や不便 さ，

ときには恥 をかくことも求 められるのです。

ジェフ リー ・ホランド学長 とお嬢 さんの

メア リーさんの許可を得て，数年前に彼 ら
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が経験 したことを話 させていただ きます。

これは私がきょう言わんとしていること，

すなわち，理論ではな く実践 に移 され る真

理 に関する一例です。

ホランド兄弟はこう語 っています。

「ある晩
，だいぶ遅 く仕事 から帰 った。9

歳 になる娘のメア リーは明 らかに悩 んでい

る様子 であった。 『大丈夫 かい』 と尋 ねる

と，彼女 はうなずきはしたが，私 は問題が

あると感 じた。彼女が寝 る支度 をするまで

待 ってみた。思った通 り，娘 は居 間に戻 っ

て来て，『パパ，お話があるの』 と言った。

娘の手を取 リ，彼女の寝室に歩いていくと，

彼女は泣 き始めた。

『きょう
，グラン ド・セン トラル(ス ーパ

ーマーケッ ト)で お母 さんが気に入 りそう

なコンパク トを見つけたの。高いことはわ

かっていたけど， よく見ようとしてそれ を

手 に取 ったの。』涙があふれ，娘 の言葉 はと

ぎれ とぎれだった。『そのコンパク トを床に

落 としたちゃったの。急いでひろったんだ

けど，パパ，鏡 は割れていたの。 どうして

いいのかわか らなかった。お金 もなかった

し，だれもいなか ったから，その まま棚 に

戻 してお店 を出たの。パパ，私，正直では

なかったわ。』娘 は泣きじゃくった。

私 は娘 を抱きかかえながら，9歳 の体 が

罪のために震 えるのを感 じていた。

『眠れないし
，何 も食べたくない。 お祈 り

することもできないの。 どうした らいいの

かしら。絶対 に忘 れることができないわ。』

母親 も一緒 になって， だいぶ長 い間話 し

合 った。，私たちは，娘 の正直 さを誇 りに思

っていることや， もし彼女が平静 を保 った

まま，食べた り，寝た りしたとしたら， も

っとがっか りしたであろう事 などを話 した。

また，そのコンパク トはそれほど高 くはな

108

い だろうか ら，一緒 に店 に行 って，店の人

に事情 を説明し， ふた りでそれを半分 ずつ

払 うことや， もしコンパク トがまだそこに

あるようだったら，お母 さんのために買 う

ことも考 えられることなどを話 した。この

割れた鏡 を持 っている限 り，母親 は娘 があ

くまで も正直であ り，霊的にも繊細な子供

であったことを思 い出すであろう。

涙 も止 まり，小 さな体か ら緊張 が解 ける

と，メアリーは言 った。『お祈 りができそう

だわ。』」

私たちは子供たちに真理 を実践 すること

がいかに大切かを教えてきました。その大

切 な原則を学んだならば，ほかのことは自

然 にできてくるのです。

ナザ レのイエスが真理の象徴 であられた

ように，私 たちもその証 し人 にならなけれ

ばな りません。私 たちは， 自分 の信ずる宗

教 について話 レた り，奇 しき示現や啓示 さ

れた賜，力について話すこともできるでし
こうしよう

よう。また，高 尚な理想や貴 い価値観 を持

っていると公言することもできます。 しか

し， その決意のほどは毎 日の生活の行 ない

に証拠 として表 われてくるのです。

窮地 にあってさえ誓約 を守 ったヨブのよ

うになりましょう。「わたしは死ぬまで，潔白

を主張 してやめない。わたしは堅 くわが義 を

保 って捨てない。わたしは今 まで一 日も心 に

責 め られ た事 がな い。」(ヨ ブ27：5-6)

詩 篇 の作者は 「主 よ， あなたの幕屋にや

どるべき者はだれですか，あなたの聖なる

山に住 むべ き者 はだれですか」(詩 篇15：

1)と 問 いかけています。

その答えは 「直 く歩み，義 を行 い，心か

ら真実を語 る者」(詩 篇15：2)で す。

イ手 ス ・キ リス トのみ名 により申しあげ

ます。アーメン。



パリサイ人と取税人

十二使徒定員会会員 ハワー ド・W・ハンター

ル
カ伝 に書かれている救 い主が語 られ

たひとつのたとえ話についてお話 し

たいと思 います。 それは次のように始 まっ

ています。

「、三・た りの人が祈 るために宮 に上 った。

そのひとりはパ リサイ人であ り， もうひと

りは取税人であった。」(ル カ18：10)

主 は， この世で恵みと導 きの業をされた

3年 の間に多くの話 をされ ましたが， これ

はあ る話 の書き出 しの部分です。キ リス ト

のたとえ話 に勝 る文学 はほかにありません。

キリス トの教 えは，今 日主のみ言葉を読む

人々と同様，当時その言葉 を聞いた人々の

心を打 ちました。主の言葉 は非常 に簡潔で

子供にも理解できるほどですが，博学 な人

や哲学者にも深遠な意味を持 っています。

主の用 いられたたとえは，種 まき，失 われ

た羊，パ ンを焼 く女， いち じくの木， よき
ほうとう

サマリヤ人，放蕩息子など人々の生活やあ

りふれた出来事 の中から取 られたもので，

だれにもわか りやすいものでした。

救い主が語 られたたとえ話 は， いずれも

昇栄の資格 を得 るに必要 な特質 について原

則 を教 えているか， または勧告 しているよ

うです。 それは，信仰，悔い改め，バプテ

スマ，才能を伸ばすこと，赦 し，善 を行 な

う不屈の努力，役 に立つ僕，慈愛，慈悲，

従順 などです。 このようなたとえ話 は普通，

すでに霊的 に高 められた人，特 に弟子たち

の知識を増すために与えられたものですが，

ときにはそれ以外 の聞 き手 に向けて語 られ

た もの もありました。

先程， たとえ話の最初 の一節 を読 みまし

たが，あのた とえは弟子たちだけに向けら

れたものではあ りませんでした。 またその

主題 はパ リサイ人 と取税 人ですが，パ リサ

イ人あるいは取税 人だけのことを述べてい

るのではなく，独善的な人，すなわち謙遜

さに欠け， 自分勝 手に正 しいと思い込んで

いることで昇栄で きるのだと主張するよう

な人々のことも述べて います。 このたとえ

話 で救い主が語 られた言葉 はわずかですが，

教 えははっきりしています。ルカ伝 には物

語 の全容 が次のように記録 されています。

「ふた りの人が祈 るために宮に上った。

そのひとりはパ リサイ人であり， もうひと

りは取税 人であった。

パ リサイ人は立 って，ひとりでこう祈っ

た，『神 よ，わた しはほかの人たちのような
かんいん

貧欲 な者，不正な者，姦淫 をする者ではな

く， また， この取税人のような人間でもな

いことを感謝 します。

わたしは一週に二度断食をしており，全

収入の十分 の一をささげています。』

ところが，取税人 は遠 く離れて立 ち， 目

を天にむけようともしないで，胸 を打ちな

がら言った，『神様，罪人のわたしをおゆる
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しください』 と。

あなたがたに言 ってお く。神 に義 とされ

て自分の家 に帰ったのは， この取税 人であ

って， あのパ リサイ人で はなかった。おお

よそ， 自分 を高くする者は低 くされ， 自分

を低 くす 喬者 は高 くされ るであろう。」(ル

カ18：10-14)

これ は明 らかにエルサレムの神殿でのこ

とです。 その 日，このふたりは個人の祈 り

を捧 げるために神殿 に行 きました。主が物

語の登場人物 として，パ リサイ人 と取税 人

というユダヤ社会の中でも宗教的 に両極端

のふたりの人を選ばれたことは，興味深い

ことです。

キリス トの時代 においてパ リサイ派は，

ユダヤ教 の3つ の派の中でも最 も大 きく最

も有力で した。ユダヤ国家におけるパ リサ

イ派の運動 はギリシャ支配下の時代に一般

の律法学者の間に起 こり，宗教的また政治

的に有力な一派になっていきました。パ リ
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サ イ派の主な特徴は，律法主義 と律法主義

的な不可変性 にありました。彼 らは律法の

厳正 な解釈 と，詳細 に至 るまで律法に従 っ

た生活 に竪 く固執することで知 られてい ま

した。 これが，彼 らがユダヤ教教派の中で

も伝統 を維持 することにおいて最 も厳 しい

人々として知 られ るようになった理 由です。

彼 らは非パ リサイ派を汚 らわしい者 として

避け， そうす ることにより，普通の人と見

なしていた人たちと自分たちとを分けてい

ました。

パウロはパ リサイ人の息子 として生まれ

たパ リサイ人で した。 また彼 はパ リサイ人

のガマ リエルから教育 を受 けました。彼 は

別々の折 に3度 自分がこの派の一員である

ことを宣言しています。最初 は裁判にかけ

られたとき，次はアグ リッパの前 で弁明を

したとき，そして次は ピリピ人への手紙の

中です。パ リサイ人 として受 けた訓練によ

って，彼 はユダヤ教の律法に自己を捧げる

過激派となりました。このことか ら，ダマ

スコヘの道での経験以前，彼がなぜキ リス

ト教徒 にあのようなひ どい迫害 を加 .えたか

がわか ります。

取税人とは税 を取 り立 てる人たちの こと
けいべつ

で，軽蔑の 目で見 られていま した。地税 の

ような普通の税 はローマ人の役人が徴収 し

ていましたが，物質 を運 ぶための通行税 は

ローマ人との協定により通例ユダヤ人が徴

収 していました。 この ような徴税 人あるい

は取税人はこの取 り引 きから利益 を得てい

ました。彼 らの国の人々は彼 らを泥棒や強

盗同様 に見な していました。取 り引きには

収賄や強奪がつきもの とな り，取税人 とい

えば税金 の一部 を着服するものということ

になっていました。

ユダヤ人たちはローマ人による占領 と支



配 に憤慨 しており，納税 はカイザルヘのみ

つぎ物であると考 えていました。ローマ人

のためにそのような税の徴収 を行 なうユダ

ヤ人 は国賊 として見なされ， 自分 の働 きを
いや

他 国の征服者に売る卑 しむべ き人々と見な

されていました。取税人およびその家族の

者は非常 に軽蔑され，公の役職 を持 つこと

やユダヤ人の法廷で証言することも許 され

ませんで した。マタイが弟子 として召 され

るまでは取税人すなわち税 の徴収人であっ

たことは，ご承知 のことと思 います。彼 も

またこの職業 にあったほかの人々と同様 に

ユダヤ人か ら軽蔑 されていました。

ユダヤ人社会の中で も両極端の出のふた

りの背景 を知 ることは，主が語 られたパ リ

サイ人 と取税 人のたとえ話 を理解 し，ふた

りが神殿であのような祈 りをした理由 を知

るうえで助けになります。

ふたりは神殿 に入 りました。パ リサイ人

は税の徴収人 とは別 にひとりで立 ち， 自分

は 「ほかの人たちのよう」 に律法の戒 めに

背 いた 「貧欲な者，不正な者，姦淫をする

者ではなく， また， この取税人のような人

間で もない」(ル カ18：11)と 言 って神 に感

謝 しました。彼は形式的 には神 に感謝 して

いましたが， その自己中心的な思いは彼の

独善的な考 えから出た ものでした。 それを

正 当化 するために彼 は言いました。「わたし

は一週 に二度断食 してお り，全収入の十分

の一 をささげています。」(ル カ18：12〉 彼

の祈 りは感謝の祈 りではなく， 自慢 の祈 り

で した。このパ リサイ人による自慢の根性

と思 いあが りは，タルムー ドに出て くるユ

ダヤ教指導者 シメオ ン ・ベ ン ・ヨカイのそ

れ と同じです。彼 は言 いました，「この世界

に30人 しか義人がいないとした ら，私 と息

子はその中のふた りです。 もし20人 しかい
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ないとしたら，私 と息子はその数 の中に入

ります。 もし10人 しかいないとしたら，私

と、冑、子はその数 に入 ります。5人 しかいな

いとした ら，私 と息、子 はその5人 の中に入

ります。 もしふた りしかいないとしたら，

私 と息子がそのふたりです。たったひとり.

しかいないとしたら，私 こそそのひとりで

す。」(ベ レシス ・ラバ，第34巻 第35章)

それに対 して この税の徴収人は遠 くに立

って， 自分の悪事 が重 く心にのしかかるの

を感 じていました。 また自分 の罪を自覚 し，

神 のみ前 に立つにふさわ しくないことを感

じながら目を伏せ，「目を天 にむけようとも

しないで」(ル カ18：13)祈 りました。苦痛

の中に彼は胸 を打 ちなが ら願いました。「神

様，罪人のわたしをおゆるしください。」(ル

カ18：13)

この ふたりの人の祈 りほど著 しい相違が

ほかにあるでしょうか。パ リサイ人が離れ

て立 ったのは，彼 が普通 の人と見なしてい

るほかの人々よ りも自分 の方が優 れている

と思 ったからでした。取税人 も離れて立 ち

ましたが， それは自分がふさわしくないと

思 ったか らで した。パ リサイ人は自分のこ

としか考えず，ほかの人は皆罪人 と考 えて

いました。一方，取税人は罪人である自分

に比べてほかの人は皆，義人であると考 え

ていました。取税 人は神 に向かって自分の

罪に赦 しと憐 みをくださるよう懇願 しまし

た。

物語 は続 きます。それからイエスはこの

ように言われ ました。「あなたがたに言 って

おく。神に義 とされて自分 の家に帰ったの

は， この取税人であって， あのパ リサイ人

ではなかった。」(ル カ18：14)言 い換 えれ

ば， この取税人は罪な しとされ，赦 され，

義 とされたと主 は言っておられ るのです。
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主のこのみ言葉 は救い主がほかの機会 に話

されたことに意味 を与 えています。

「あなたがたの義 が律法学者 やパ リサイ

人の義 にまさっていなければ，決 して天国

に，はいることはできない。」(マ タイ5：

20)

主 は次の言葉 でたとえ話 を終 えておられ

ます。「おおよそ，自分 を高 くする者は低 く

され， 自分 を低 くする者は高 くされるであ

ろう。」(ル カ18：14)こ のみ言葉は主がパ

リサイ人のか しらの家で語 られた言葉 とほ

とんど同 じです。(ル カ14：11参 照)

謙遜 さは神の属性 であ り，真 の聖徒が持

つものです。思 いあがった人がくじける理

由は容易に理解 できます。 そのような人は

自分だけに依存 することに満足を得 ていま

す。 このようなことは社会的な地位 を求 め，

企業や政府，教育， スポーツまたほかの分

野で地位 を獲得するためにほかの人を押 し

のけるような人々の間で見 られます。私 た

ちは，真心か らほかの人の成功 を願 うよう

でなければな りません。思いあが った人は

神 から自分を切 り離 して しまいます。その

ようにするとき，その人はもはや光 の中に

生きてはいないのです。使徒 ペテロは次 の

ように言 いました。

「みな互に謙遜 を身につけなさい
。神 は

高ぶる者 をしりぞけ，へ りくだる者 に恵み

を賜 うからである。 だから， あなたがたは，

神の力強 い御手の下 に， 自らを低 くしなさ

い。時が来れ ば神 はあなたがたを高 くして

下 さるであろう。」(1ペ テロ5：5-6)

時の初 めからいつも，思 いあが った人々と

へ りくだって神 からの勧告 に従った人々が

いました。 自分 を高 くする者が低 くされ，

自分 を低 くす る者が高められることは歴史

が実証 しています。人の行 き交うどんな通

りにもパ リサイ人と取税人は必ずいます。

私たちもそのひと りかもしれ ません。

私 たちが主の教 えを理解 してそれ に従お

うとするときに，主の祝福があ りますよう

に，主の聖 きみ名 によ りお祈 りいた します。

アーメン。
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1984年4月8日(日)午 後の部会

パルマイラの近くでの壮大な示現

十二使徒定員会会員 ジエームズ・E・ファウス ト

新
しく召 された幹部の方々を歓迎 した

いと思 います。私 は， オークス長老

とネルソン長老が十二使徒評議員会 に召 さ

れたことを，心か らうれしく思 います。 ネ1

ル ソン兄弟は，だれ よりも私 の心(心 臓)

に深 く触れてくださいました。彼はその手

に私の心臓を取 り，8本 のバイパスを挿入

する手術 をしてくださいました。彼 と主は，

文字通 り私に新 しい心臓(心)を くださっ

たのです。その心は，彼 とオークス兄弟 と

すべての皆様 への愛 で一杯です。

ニューヨーク州パルマイラの近 くの，木

木の茂る見事 な自然美 に囲 まれた所 を訪れ

たのは， だいぶ前のことになります。 そこ

は，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の会員

たちに 「聖 なる森」として知 られている所

です。その日は，蜂が野生の花から花へ飛

びかい，そよ風に大きな木々の葉がサラサ

ラと音 を立てていました。そこは本当に平

安で静 かな所です。その場所で天 が開き，

すばらしい示現 があったことを信 じるのは

容易で した。

きょう，私 は1820年 の春， ジョセフ ・ス

ミスが天父 と御子 イエス ・キ リス トにまみ

えたときの驚 くべき経験 についてお話 しま

す。 ジョセフ ・ス ミスの物語 で， この示現

ほど栄光 に満 ち，論議の的 とな り， また重

要 な出来事はありません。おそらく主の復

活以後，地上 で起 こった最 も驚 くべき出来

事ではないで しょうか。それが起 こったこ

とを信 じない人々は，言い抜けることのむ

ずか しさに気づくで しょう。それが起 こっ

たことを頭か ら否定するには，以来あまり

にも多くのことが起 こりすぎています。数

年後， まだその出来事の衝撃からさめや ら

ぬジョセフ ・スミスはこう語 っています。

「もし自ら経験 したのでなければ， 自分 で

も認 めはしなかっただろう。」(「ミレニア

ル ・スター」1844年11月 号，p.93)

1820年 の春，家族 と共 にニ ューヨーク州

パルマイラ付近に住んでいた当時14歳 の若

きジ ョセフ ・ス ミスは， 多くの人 と同様，

宗教騒動 に巻 き込まれていました。 自分で

真理 を知 ろうと願い，ヤコブの手紙 に励 ま

された彼 は，家か らそれほど遠 くない所 に

ある美 しい森の中でひとりひざまずき，熱

心に祈 りました。彼 は初 め，「目に見えぬ世

界から来た何 ともわからぬ生 き者」(ジョセ

フ ・ス ミス2：16)の 力 に激 しく捕 らえら

れ ました。彼 はその力から逃れようと，全

力 を振 りしぼ って神 を呼び求め， このす さ

まじい悪の力 から我が身を解放 してくださ

るようにと願 いました。 このときのことを

彼 はこう語っています。

「この非常な驚 きの瞬間である
，私 は自分

の真上に太陽にも増 して輝 く一つの光の柱

を見た。 そしてその光の柱 は次第に下 りて
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きて，光 はついに私 の上にふり注 いだ。

その光の柱が現われるや否や，私はわが

身を縛 った敵か ら救い出 された事 に気 が付
とどま

いた。そしてその光が私の上 に留 った時，
がた も

私は筆紙 に尽 し難 い輝 きと栄光 とを有ちた

もう二人の御方が私の真上の空中に立ちた

もうのを見た。そ してその中のお一人が私

に言葉をかけて私 の名を呼びたまい，他 の

お一人 を指 して 『こはわが愛子 なり，彼に

聞け』 と仰せ られた。」(ジ ョセフ ・ス ミス

2：16-17)

ジ ョセフが天父 と御子から告 げられたこ

とは，完全 な真理がこの地上 にはないこと，

当時のどの教派にも加 わってはならないと

いうことで した。 また記録 にはあ りません

が，ほかにも人知 を越 えた大切な事柄 を告

げられました。

ジ ョセフは，次 のように述べています。

「他 に多くの事 を真実私 に告 げたもうたが
，

たぴ しる

この度はそれを誌すことができない。」(ジ

ョセフ ・ス.ミス2：20)明 らかに， ジョセ

フはそのときの出来事や与 えられた指示に

圧倒 されていました。

ジョセフは間もなく，家族以外の人 にこ

の驚 くべ き経験 を話 しました。 その結果，
けいべつ

彼 は非常にあざけられ，軽蔑 され，憎 まれ

ました。彼 の母 ルー シー ・マック ・ス ミス

は，最初の示現 の後のことを次のように述

べています。「このときから1823年 の9月29

日に至るまで， ジョセフはいつ もの ように

父親 と共 に働 きましたが， この間， とり立

てて重要 なことは起 こりませんでした。 し

かし，様々の教派の信奉者からあ りとあら

ゆる反対 や迫害 を受 けました。」(「母親ルー

シー，・マ ック ・スミスが語 るジ ョセフ ・ス

ミスの生涯」p.74)偏 見 や憎悪は，彼が殉教

するまで続 きました。
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この経験 についてジョセフは言っていま

す。
ただなか

「私は実際 に光 を見 た。その光の唯中に二

入の御方 を見 た。 そしてその方々は真実私

にお言葉 をかけたもうた。私が示現 を受 け

たと言うために憎 まれ また迫害せられても，

なおそれは真実である。 そして私 がこのよ
ののし

うに言うために，人々が私 を迫害 し罵 り偽
あくこう

ってあ らゆる悪 口をあびせている間に，私

は自分 の胸の中で語 るようになった 『何故

真実の ことを話すから私 を迫害するのか。

私 は本当 に示現 を受 けたの だ，……私 は
もつ

・それが事実であるのを身を以て知 って

いる。私 は神 がそれを知 りた もうことを知

っている。私 はそれを打 ち消すことはでき
あえ

なかった。 また敢 て打 ち消 そうともしなか

った。私 は少 くとも，本当にあったことを

打ち消すならば神の怒 りを受けて罪の宣告

を受 けることを知 っている』 と。」〈ジ ョセ

フ ・ス ミス2：25)

パル マイラ付近でのすばらしい示現 につ

いての記述 はこのほかにも，生前，予言者

が様々な折 に最初の示現について語るのを

聞いた，予言者 の仲間や友人が記 したもの

がいくつかあります。 それ らの記述はジ ョ

セフ ・スミス自身が書 いた最初 の示現 を裏

づけるものです。

予言者 とその母ルーシー ・マ ック ・ス ミ

スの記述の中には，二次的な資料 によって

正確 なものであることが裏 づけられている

無視できない歴 史的背景 もあ ります。一例

として，予雷者は最初 の示現 についての出

版 された記事の中で， 当時ス ミス家族 が住

んでいた地域 における宗教熱 について述べ

ています。中で も，後 にブ リガム ・ヤ ング

は次のように確言しています。「ジョセフが

幼 かった頃， この国でバプテス トやメソジ



ス ト，長老派教会 など様 々なキ リス ト教教

派の間に起 こった改革運動 を私 はよく覚 え

ている。」(「ブ リガム・ヤング説教集」12：

67)

パル マイラ付近 における示現か ら3年 し

て，天使 モロナイが訪れました。後 にジョ

セフは金版を受け取 り， それからモルモン

経を翻訳 しました。続いて，神の聖 なる神

権 の鍵 と権能 とを授 か り，末 日聖徒 イエ

ス ・キリス ト教会 を設立しました。

ジョセフ ・ス ミスは，彼が 自分 の生涯 に

ついて語 る目的は，「世上 人心の疑惑 をはら

し， また，……あ りの ままの事実を……あ

らゆる事件の真相 を知 ろうとする者 に知 ら

せることである」(ジョセフ・ス ミス2：1)

と言 っています。

「最初の示現」か らどんなことが学べたで

しょうか。それは，

1.父 なる神 がひ とりのお方 として存在 し

ておられること。そのことを通 して，

人が神の姿 にかたどって造 られたこと

がわかる。

2.イ エスが天父 とは別のお方であること。

3.イ エス ・キ リス トは天父から神 の御子

であると宣言 されていること。

4.聖 書 に教 えられているようにイエスが

啓示 を伝 えるお方であること。

5.神 に知 恵を求 めよというヤコブの約束

が成就 されたこと。

6.

7.

8.

ジ ョセフ ・ス ミスを滅ぼそうとした，

目に見えない世界から来 た生 き者が実

在 すること。

イエス ・キリス トによって建 てられた

教会 から背教 が起 こり， どの教派 も人

の教 えを教 えていたので， ジョセフは

いずれの教派 にも加 わってはならない

と命 じられたこと。

ジ ョセフ ・ス ミスが神 と御子イエス ・

キ リス トの証 し人 になったこと。

「最初 の示現」は，お三方の別個の神がお
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られるという事実 を裏 づけるものです。そ

のお三方とは，父なる神 エロヒム(す なわ

ち私たちが祈 りを捧 げるお方)，基督 イエス

すなわちエホバ，聖霊すなわち慰め主(こ

の方のみたまを通 して私たちはすべての真

理 を知 ることができる)で す。
しんじん

この深甚 な神 の顕現 の話 の中で，イエス

から指示が与 えられ ました。 ジョセフ ・フ

ィールディング ・ス ミス大管長は，次のよ

うに述べています。

「予言者ジ ョセフ・スミスの最初 の示現 の

中のひとつのささいなことに注意 していた

だきたい。 それは非常 に大切 なことだが，

ジョセフ ・スミスでも気がつかなかったこ

とである。 もし彼がでまかせを言 っていた

のであったら， こんなことは考 えなかった

だろう。皆さんは天父と御子が現われ，天

父が御子 を紹介 して予言者に彼に聞けと言

われたことを思い出 されることだろう。

予言者が森 から戻 り，『天父と御子が現 わ

れて， ジョセフよ，何 が欲 しいのかと言わ

れたので，何が欲 しいかを告 げた。すると

天父が答 えてくださった』 と言 ったとしよ

う。 そうすれば予言者の話は真実のはずが

ないことがわかるだろう。

すべての示現 はイエス ・キ リス トを通 し

て与えられ る。聖典 を調べて， それについ

ての聖句を捜す時間は今 ないが，それは事

実である」(「福音の質疑応答」全5巻 ，1：

16)

「最初 の示現」は予言 されていた時満 ちた

る神権時代の幕開けとな りましたが，結果

として何がもたらされたのでしょうか。

1.キ リス トに対するもうひとつの証，す

なわちモルモン経が与 えられた。 、

2.神 権すなわち救いの儀式 を行 なう権能

が回復 された。 これには神権の結 び固
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め の権能 も含 まれる。

3.イ エス ・キ リス トの教会が再びこの地

上に組織 された。

4.地 上 における神 の王国の設立 について

予言者 ジョセフ ・スミスに啓示が与え

られ，人類 の救いについて宣言された。

5.

神 と交わった このジョセフ ・

う人はどのような人なので しょうか。世間

の評判 はどうなのでしょうか。パルマイラ

近郊での出来事が彼 に影響 を与 えたのだ と

すれば， どのような影響 を与えたのでしょ

うか。天使モロナイの約束のように，以来

彼 はよく もあ しくも語 られ て きました。

1843年 の夏の終 わりの 「ニューヨーク ・サ

ン」紙 には，次 のように書 かれてい ます。

「モルモン教会の創立者 ジョー・ス ミスは

非常な才能 の持 ち主。物事 を深 く考 える思

想家，雄弁家，有能 な文筆家で，偉大な知

力の持 ち主である。彼 を知 る人なら，だれ

もそれを疑 うことができない。彼に従 う人

はだ まされているのだと我々は思っている。

あのような行ないをし，あのような明 ら

かな奇跡 を行 なった者は今の時代にはほ と

んどいない。人 に新 しい啓示を与え，新 し

い宗教 を興 し，新 しい礼拝の形式を定め，

新 しい法律や施設，建築計画をもって町を

作 り，宗教的，民事的，また軍事的な権限

を確立 し，大学 を設立 し，宣教師 を派遣 し，

東西両半球で伝道を行な うとは大 したこと

である。 しかしこれがすべて，あ りとあら
ちようろう

ゆる反対 と嘲 弄 と迫害に抗 して ジョー ・ス

ミスによって行 なわれたのである。」(「教会

福音を宣べ伝 える，聖徒たちを完 き者

とする，生者 と死者の瞭いのために神

殿 と儀式を備 えるという教会 の大 きな

使命を遂行 するために，鍵 と原則 と権

能が回復 された。

スミスとい



歴史」6：3)

非教 会員 の リー ド氏はジョセフ ・スミス

について次 のように述 べています。「私が初

めてス ミス将軍を知 ったのは1823年 の こと

だった。 そのとき，彼は18歳 くらいだった

だろうか。近所に移 ってきて，それから2

年 そこに住んでいた。その間に，私 は彼 を

深 く知るようになった。私 はよく知 ってい

るのだが，彼 の性格 には非の打 ちどころが

なく，誠実 と高潔 をもってよく知 られてい

た。 また彼は地域 でも一流の人々 と付 き合

い，知的で， 品行方正，最高の学識を持っ

た強い感受性 の持 ち主 としてよく話題 にな

った。」(「タイムズ ・アン ド・シーズンズ」

1844年6月1日 号，p.549)

ボ ス トン市長 ジョサイア ・クインシーは，

彼 について次 のように語 っています。「その

非凡な人とすれちがう人々が とっさに思 う
ふうさい

ことは，立派な風采 の男だなということで
ゆ

あ る 。」(「 逝 き し 人 々 の 横 顔 」p.381)

厳格 な人たちは予言者 ジョセフが少年た

ちとボール遊 びをするのを好 ましく思わな

かった， とジョセフに従 った人のひとりウ

ィリアム ・M・ オールレッドは述べていま

す。予言者 についてオール レッ ドは次のよ

うに語 っています。「彼 はある予言者の話を

した。 その予言者 は木陰に座 って何 となく

暇 をつぶしていた。そこへ弓矢を持った狩

人がやって来 て，予言者 をいさめた。 する

とその予言者 は狩 人に向か って， いつも弓
つる

の弦はぴん と張 っているのかどうか尋ねた。

狩人 はそうではないと答 えた。予言者がそ

の理由を問 うと，そうしていると弾力がな

くなるからだ と答 えた。予言者はそこで，

自分の心 もそれと同 じでいつも張 りつめて

はいたくないのだと言 った。」(「ジュービニ

ル ・インス トラクター」1892年8月1日 ，

P.472)

ジ ョン ・テイラ」大管長の兄弟のウィリ

アム ・テイラーは， ジョセフ ・スミスの人
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柄 を次のように述べています。「彼の温和 さ

や，魅力については多くのことが語 られて

いる。老若 を問わず，人々が本能的 に彼 を

愛し，彼に信頼を置 くのを私 は見た。」彼 は

こう説明 しています。「予言者 に対 する私の

献身は，彼の影響 を受 けた人々が感 じたそ

れと同様である。」(「ヤ ング ・ウーマンズ ・

ジャーナル」1906年12月 ，p.548)

ジ ョセフの個人的な躰力は，彼ゐ死後，

妻エマから息子のひとりにあてられた手紙

の中でも確認されています。「私 は，お前の

お父さんが庭 で働 いた以上 にお前が働 くこ

とができるとは思いません。私 はお父 さん

に庭に出て働いてほ しいと思 ったことは一

度 もありません。だって， もしお父さんが

出ていったら15分 とたたない内に3，4人 ，

ときには6，7人 の人がお父 さんを取 り巻

いて， お父さんが耕すよりも早 く地面 を踏

み固めてしまうのですもの。」(「エマ ・ス ミ

ス書簡集」1868年 ま たは69年8月1日 ，p.

4， ミズー リ州インデペンデンス復元末 日

聖徒 イエス ・キリス ト教会図書館所有)

実 践の哲人ブリガム ・ヤングは， ジョセ

フの名を口にしながら亡 くな りました。彼

はかつて次のように言いました。「私 はジョ

セフ ・ス ミスという名を敬 い， あがめる。

その名を聞 くと喜びがわ く。私 はその名を

愛する。私 は彼 の教義 を愛 する。……私は，

主が立てたもうた予言者 ジョセフ ・ス ミス

を知っていたのだということを思 い起 こす

たびに，ハレルヤと叫びたい心境 になる。

一私 は声を大にしてこう言 う。 イエス ・

キリス，トを除いて，彼 ほど立派な人物 はか

つて存在 しなかったし，今 も存在 しない。

私は彼の証人である。」(「ブ リガム・ヤン グ

説教集」 ジョン ・A・ ウイ ッツォー編，pp.
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458-59〉

私 も，私 と共 に働 く兄弟 たちもまた証人

です。私 たちはこの業の世界的な成果 を目

のあた りにしています。キ リス トの回復 さ

れた福音に従 う人々は，世界100力 国 以上に

います。慨 してその人々は，節度があ り，

まじめで，慎 みがあり，正直で，法 に従 い，

家族を愛 し， 自分 の住 む国を愛する人たち

です。

「木 はそれぞれ
，その実でわかる。いばら

か らいちじくを取ることはないし，野ば ら

か らぶどうを摘 むこともない。」(ル カ6：

44)

キ リス トの福音 を教 え確立するというこ

の偉大 な業 のまさに中心に，1820年 に ニュ

ーヨニク州 のパルマイラ付近で少年 ジョセ

フが経験 した，あの 「最初 の示現」がある

のです。 この壮大 な示現 をささいな出来事

とするには， あまりにも多くのことが起 こ

りすぎています。

この偉大な示現が起 こったときに， ジョ

セフと共にいた人はいませんで した。 した

がって，その真実性についての証は， ジョ

セフ ・スミス自身が述べていることを真実

として信 じること，あるいは聖霊の証 を受

けること， それ ともその両方 を受 け入れる

ことによってのみもた らされます。私 は強

い確信 を抱いています。 それは私 の心の底

深く存在す る揺 るがぬ確信です。少年 ジョ

セフ ・ス ミスに天父と共に現われ，指示を

与えたもうたあのキ リス トの特別な証 し人

として，私はパルマイラ付近 での壮大な「最

初の示現」が真実であることを証 いたしま

す。 これ らのことを厳粛 に，主イエ ス ・キ

リス トのみ名 によって申しあげます。アー

メン。



ラッパの確かな響き

七 十人第一定員会会員 アンゲル・アプレア

数
年前，木々におおわれ記念碑で飾 ら

れた小 さな市立公園，アルゼンチン

全土 に多く見 られ る典型的 な広場 に行 った

ときのことで した。私 はハンマー一や，のみ

を使 って仕事 の仕上げをしている彫刻家を

ながめていました。母親が腕に子供を抱い

ているところを表現 した作 品です。

彼は母親 の手の部分 の仕上げをしている

ところでした。完成のあかつきには，彼独

特 の手法の現われたす ぐれた彫刻 になるだ

ろうと思われました。

私がそれに魅了されて立ち尽 くし，その

芸術家の技術 を知 ろうとや っきになってい

ると，靴磨 きの男の子が通 りかか り，私 の

そばに立ち止まりました。数分間，仕上げ

をするところを見ていたその働 き者の少年

は，私の方を向いて驚いたように，「おじさ

ん教 えて， どうしてあの人 はあれをこわ し

ているの?」 と尋ねました。

少年のあどけない思 いもよらない質問に，

私は，私 たちが絶 えず示 している模範 や行

動や行状が与える印象 について深 く考 えさ

せ られました。 そして，私 たちの模範 がい

かに大切であるかに気 づかされ ました。 と

いうのも，私たちは， 自分 の持 つ長所 や短

所 を通 して毎 日の生活の中で，それ ぞれの

信条や確信 していることを伝 えているから

です。

パウロの言葉が心 に浮かんで きました。
ね

「もしラッパがはっきりした音 を出さない

なら， だれが戦闘の準備をするだろうか」

(1コ リント14：8)と い う言葉です。

私 たちはひとり残 らずそれぞれの活動範

囲 に応 じて， または責任の範囲内で，何人

かの神 の息子や娘 たちに影響を与 えていま

す。私 たちの態度 や行動，言葉は，よかれ

あしかれ人に何 らかの影響 を及ぼすメ ッセ

ージを伝 えます。

私たちの行動 は知識の有無を表わす もの

であ り， また信仰を持 って いないことや，

逆 に持 っている証がどの程度かをも表わし

ます。人は自分 自身や， 自分 が心に抱いて

いることから逃れることはで きません。自

分が追 い求 める人物になっていくのです。

私たちの示 す模範や私 たちの送 る生活 は自

分の本 当の姿 を反映 します。

アルマは息子のコリアン トンに与えた助

言の中で，心 に抱 く悪 い気持 ちが悪い模範

を示す行動につなが り， その結果 として人

に不幸な影響 を及ぽすことを説明していま

す。
むな おろか
「空 しくて愚なことには何事 であっても

惑わされてはならない。悪魔に再びお前 の

心を欺かれ……ないように慎め。……かれ

らはお前の悪い行いを見て私の言 うことを

信 じなかった。」(ア ルマ39：11)

一 方 二一ファイは
，証の力 について，非

常に意義深 い模範 を示 してくれています。

証の力 は，確信 のある態度 を生み出 します。

そのため父 リーハイから頼 みを受 けたとき
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も，疑いを差 しはさむ余地はありませんで

した。

二一フ ァイは答えました。「私 は主 が命 じ

たもうことを行 って行う。」(1二 一ファイ

3：7)

彼 は， 「行 って何が起 こるか見てみ よう」

とか 「行 って， どんな状況か見てみよう」

というような，混乱 やためらいを招 くよう

なことは言いませんでした。む しろ，彼の

態度は疑 うということのない人，命 じられ

た通 りに行 なう人の態度で した。 二一ファ

イが，従順 に父の求めを遂行する決断と決

意を示 したことはもとより， なぜそのよう

に行動するのかを説明 していることは興味

深いことです。彼 はこう言っています。「私

は，主が命 じたもうことには，人がそれを
もつ

為 しとげるために前以てある方法が備 えて

あり，それでなくては，主 は何の命令 も人

に下したまわないことを承知 しているか ら

である。」(1二 一 ファイ3：7)

別 の折に，二一 ファイは主から次のよう

な任務 を与えられ ました。「われが汝の民 に

この大海を渡 らすため， これ より示す方法
せき

に従い一隻の船 をっくれ。」(1二 一ファイ

17：8)

この命令を受けたときの二一ファイの反

応は，多くの人が考 えるようなあ りふれた

ものでもなく，次のような論理的な返答で

もあ りませんでした。「さて，主よ，私 はこ

れまで一度 も船 を造 ったことはありません。

造 り方 もわか りません。あなたが命 じられ

たことは，私の力以上の ことです。それに，

私 の兄弟たちは必ずやこのことに反対 する

でしょうし，そうすればこの仕事 はさらにむ

ずかし≦なります。この仕事 を成 し遂げる方

法がほかにあるのではないで しょうか。」

決少をした二一ファィにとって・ このよ

うなことは思 いも及ばないことで した。彼

の答えは， 「主 よ今示 した もうた方法 に従
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い， 船 をつくる道具 をこしらえるためには，
とか

どこへ行 って熔すべ きあらがねを見つけた

らよろしいか」(1二 一フ ァイ17：9)と い

う簡単なもので した。

この言葉に見 られる，主か ら求められる

ことを行 なうという二一ファイの固い決意

と決断は，主が命 じたもうた使命 を遂行 す

る という行為 に表われています。そ して，

彼の兄弟が彼 に向かって文句 を言 い始 め，

船を造 ることに反対 したとき，二一フ ァイ

は証 の強い力 をもって彼 らに向かい，こう

言 いました。「もしも神 が私 にするように命

じたもうならば私 はあ らゆることをするこ

とができる。 もし，神 が私にこの水 よ土 に

なれ と言 え， と命 じた もうな らば，水 は土

になるから，私が もしそう言えばその通 り

になる。

さて もし，主が このように偉 い力をもち

たもうて，かほどに多くの奇蹟を世 の人々

の中で行いたもうているな らば， どうして

私 に一隻の船 を造 ることをお教えになれな

いであろうか。」(1二 一フ ァイ17：50-51)

強 い証が生 み出す態度や行動 は，他 の人

を導 く模範 とな ります。もし自分 の信念や

大切 にしていることが燃えるような証の結

果であり，啓示 を通 して与 えられたものだ

としたら， それは命よ りも大切 なものです。

そうした確信 は勇気 となり， どのような境

遇 にあろうとも， また多くの人がそのよう

な確信 に無知であった り，試 しが厳 しかっ

た りしても，天父が常に私 たちの行 ないを

認 めて くだ さると心 に強く感 じながら，人

生の難間に立ち向かうことができるように

してくれるのです。

今 日の世の中には，で きそうなことなら

いつでもすると言 う人が大勢います。 しか

し報いは，不可能 なように見 えることを行

なう人のものです。当然で きることであれ

ば，その人の能力と技術でそれ を成 し遂 げ
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ることができます。 しか し，普通ではで き

るはずのないことであれば，信仰 と証が頼

りです。

私 たちは神 の息子，娘 として，神 のみも

とに帰 るための道を示す戒 めを受けてきま

した。 しかしそれは，で きれば従 うとか，

事情が許せば従 うとかいった条件つ きのも

のではあ りません。

従順であること，すなわち，主が求 めら

れることを行なうことは，主が予言者 とし

て召された人々の人生 における，昔 も今 も

将来 も変わることのない原則です。ぞの一

例 として，予言者 ジョセフ ・ス ミスはある

とき， 「主 が命 じたもうたことは必ず行な

う。これは私の習慣になった」(「教会歴史」

2：170)と 言 っています。

疑いもな く， ジョセフ ・ス ミスは粘 り強

く物事 を成 し遂 げる強い精神 を持 った予言

者で した。あるとき，彼 はいとこのジョー

ジ ・A・ ス ミスに言いました。「がっか りし

てはいけない。 自分 はたとえノバスコシア

の一番深 い穴 に落 ち，そこヘロッキー山脈

がかぶさってきたとしても， あきらめず，

信仰を行使 し，勇気 を持 ち， その頂上には

い出す。」(ジョン ・ヘン リー ・エバ ンズ「ア

メ リカの予言者 ジョセフ ・スミス」p.9)

私 の証す るこの予言者の人生 は， そのよ

うに宣言したことを裏づけるものであ り，

彼 の確信 と証 を常にはっき りと伝 えるもの

でした。

ある人々が考えているように， このよう

な固い決意や模範的な人生は， ごくわずか

な人にだけ約束 されているわけではなく，

むしろそれは，「死に至るまで忠実 であれ。

そうすれば，いのちの冠 を与 えよう」(黙示

2：10)と い う約束 された祝福を得るため

に，主の勧告 に従 いたいと望む人々の変わ

らざる態度なのです。

聖典 の中には，どの ようにして親が自分

の行動により子供 たちを暗闇の道 に陥れる

「メッセー ジ」 を送 るのか
， またその逆に，

どうしたら救いへ と導 く事柄 をはっきりと

教 える 「メッセー ジ」 を送 ることができる 』

かが述べられています。

ヤコブは二一ファイ人に向かって言いま

した。「それであるか ら，あなたたちはよろ

しく自分 の子供 たちのことを考 えて， 自分

が子供たちに悪 い手本 をのこしたから， ど

れほど子供たちの心 を苦 しめたかを考えよ。

また自身が汚いからして子供たちも亡ぽし
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おわり

たならば，終 の日に子供 らの罪が 自分たち

にふりかかるかも知れないことをおぼえて

おけ。」(ヤコブ3：10)親 の模範が子供たち

にいかに大 きな影響 を及 ぼすかが，以上の

言葉の中にはっきりと示 されています。

子供 たちが家庭で見聞きする悪 い模範，

すなわち 「ラッパの不確 かな響 き」は， と

きとし，て教会幹部の批判 という形で表 われ

たり，あるいは家の外では親切 な言葉 を遣

い，思いや りを示 していて も，家庭の中で

は荒々しく， そっけない言い方をするとい

った形で表われた りします。親が都合 のい

いときだけ，什分 の一を納めたり，信仰が

弱くなって支払いが滞っているときに， そ

れを正当化する言葉 を親の 口から聞いた り

すると，子供たちにとってラッパの響 きは

確 かではあ りません。安息 日を守 ることに

ついても， その 日に予定されているスポー

ツや， お天気の都合次第 というので したら，

ラッパの音は澄んだ音ではありません。

このような行動 をする人は，ヒュー・B・

ブラウン副管長が次のように述べた人にた

とえられます。「教 えを知 りなが ら，それに

従わない人は，暗闇でろうそくに灯 をとも

して， 目を閉じる人に似ている。」

ここでヨシュアの例を引 き，問題の もう

一方の面
，すなわち「ラッパの確 かな響 き」

について考 えてみましょう。ヨシュアは，

民が固い決意をし，はっき りとした立場を

とる必要が出てきたとき，最後 の話の中で

次のように言いました。「もしあなたがたが

主に仕 えることを，こころよしとしないの

ならば，1……あなたがたの仕 える者を， き

ょう，選びなさい。ただし，わたしとわた

しの家とは共 に主に仕 えます。」(ヨ シュア

24：15)

親 が皆ヨシュアと同 じ態度 をとり，同じ

決意をしたときの影響 を想像 してみて くだ

さい。そのメッセージが子供 たちに届 くと
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き， その音は どれほどはっきりまた大 きく

鳴 り響 くことでしょう。

永遠の家族を築 くには， もっと多くの模

範が必要であり， もっと多くの導 きの光が

必要 です。しか も，口実 を作 る人や暗闇 を

弁護する人が必ずや少なくならなければな

りません。

福音について口にすることと，それ に従

った生活をす ることとはまったく別の こと

です。また， キリス トについて説 くことと，

キ リス トの歩 みに従 うことも別のことです。

福音が私 たち一人一人の人生 に取 り入れ

られたとき， それは私たちの決断に影響 を

及ぽし，行動 を決定 します。私 たちは福 音

の原則に従 った生活 をして初 めて，永遠の

生命 に至 る道 を歩むことを教 える模範 やお

手本 になることができるのです。

人を救うという偉大 な使命 を担 う私 たち

が，主の勧告 に従 えますように。
なんじ

「誠 にわれ汝 らすべてに告 ぐ，汝 ら起 ちて
おの

己が光 を輝 かせ。 これ汝 らの光 よろずの国

民のはたじるしとならんため(な り)」(教

義 と聖約115：5)

この義務 を怠ることはで きません。なぜ

なら，救 い主 イエス ・キ リス トが模範 を示

してくださったか らです。「見よ，われ は光

な り。われは汝 らのためにすでに模範 を示

しぬ。」(III二 一 ファイ18：16)

私 たちは目的を知 っています。私 たちに

は模範があ ります。さあ，努力をし， その

道 に従 う決意をしようではありませんか。

「さて私 の愛する兄弟 たちよ，私 はこれに

よって，人がもしも生 ける神の御子が示 し

たもうた模範 に従 って終 りまで忍 ばないな

らば決 して救われないことを知 っている。」

(II二 一 ファイ31：16)

腰 い主，イエ ス ・キリス トのみ名 により

申しあげます。 アーメン。



恵みを数えあげ

七十人第一定員会会員 菊地良彦

どうして若い田親が死ぬのでしょうか

友
人の ミル トンには6人 の子供がいま

す。 すて きな奥 さんは交通事故 でか

わいらしい6人 の子供 を残 して亡 くなりま

した。ある日，6歳 の娘が泣きながら彼 の

ベ ッドのそばにやってきました。兄弟げん

かでもしたのかと思 ったら，こう言 ったそ

うです。「そうじゃないの，さびしいの。お

母さんはどこにいるの。お母さんに会 いた

い。」父親は娘を抱 きしめて言いました。「今

お母 さんは天のお父様 と一緒 にいる。いっ

かまた会えるよ」 と。

また，4歳 の娘がおばあさんのところへ

行 って，「お母 さんはいつかおうちに帰って

くるの?」 と聞いたのだそうです。 おばあ

さんは孫娘を抱 きしめ， キスをしてこう言

いました。「お母 さんは天 のお父さまと一緒

にいるのよ。」

私は激しく泣いた

少年が11歳 のとき，母親 が非常 に重い病

気 にかかりました。少年の父親は，母親 を

ア リゾナか らソル トレークヘ連れていきま

した。数 日後， この少年 は次 のような手紙

を書 いています。

「そのうちお母 さんが戻 ってきたら， も

っとよく世話 をしようと皆で考 えています。

・・お母 さんがいないのでとても寂 しいで

す。……僕 たちはとても忙 しくやっていま

す。電報受け取 りました。お母 さんが もう

大丈夫 とわかって とてもうれ しかったです。

一寝 る時間なのでこれでやめます。 アレ

ン姉妹が宗教のクラスで，十分睡眠時間が

とれるよう8時 には寝 るようにとお っしゃ

いました。 もう少 しで8時 半 です。 さよう

なら。あなたの息子 スペンサーより。」(「ス

ペンサー ・W・ キンボール」p.45)

この 手紙 を送 った次の 日に，彼の母は亡

くな りました。翌 日，監督が電報を受け取

り， キンボール家の子供たちは皆学校か ら

呼び戻 されました。走って家 に帰 ると，監

督が言いました。「お母 さんが亡 くな った

よ。」そのときの ことをキ ンボール大管長

は，後 日次のように書いています。

「母の死は まさに寝耳に水 の出来事だ っ

た。私 はひとりになるために裏庭に走って

行 った。涙が とめどなくあふれた。 だれに

も見 えない所， だれにも聞 こえない所， だ

れ もいない所で，私 は激 しく泣 いた。『お母

さん』 という言葉 を口にするたびに，涙が

どっとあふれ，涙がかれるまで泣いた。お

母 さんが……死んだ。そんな ことがあるも

のか。皆， もうこれ以上生きてはいけない。

・11歳の私 の心 は張 り裂 け るようだ っ

た。」

なぜ死 が?な ぜ病気 が?な ぜ悲 劇

が?な ぜ， っらい思いをした り，失望 し
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も，疑いを差 しはさむ余地はありませんで

した。

二一フ ァイは答えました。「私 は主 が命 じ

たもうことを行 って行う。」(1二 一ファイ

3：7)

彼 は， 「行 って何が起 こるか見てみ よう」

とか 「行 って， どんな状況か見てみよう」

というような，混乱 やためらいを招 くよう

なことは言いませんでした。む しろ，彼の

態度は疑 うということのない人，命 じられ

た通 りに行 なう人の態度で した。 二一ファ

イが，従順 に父の求めを遂行する決断と決

意を示 したことはもとより， なぜそのよう

に行動するのかを説明 していることは興味

深いことです。彼 はこう言っています。「私

は，主が命 じたもうことには，人がそれを
もつ

為 しとげるために前以てある方法が備 えて

あり，それでなくては，主 は何の命令 も人

に下したまわないことを承知 しているか ら

である。」(1二 一 ファイ3：7)

別 の折に，二一 ファイは主から次のよう

な任務 を与えられ ました。「われが汝の民 に

この大海を渡 らすため， これ より示す方法
せき

に従い一隻の船 をっくれ。」(1二 一ファイ

17：8)

この命令を受けたときの二一ファイの反

応は，多くの人が考 えるようなあ りふれた

ものでもなく，次のような論理的な返答で

もあ りませんでした。「さて，主よ，私 はこ

れまで一度 も船 を造 ったことはありません。

造 り方 もわか りません。あなたが命 じられ

たことは，私の力以上の ことです。それに，

私 の兄弟たちは必ずやこのことに反対 する

でしょうし，そうすればこの仕事 はさらにむ

ずかし≦なります。この仕事 を成 し遂げる方

法がほかにあるのではないで しょうか。」

決少をした二一ファィにとって・ このよ

うなことは思 いも及ばないことで した。彼

の答えは， 「主 よ今示 した もうた方法 に従
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い， 船 をつくる道具 をこしらえるためには，
とか

どこへ行 って熔すべ きあらがねを見つけた

らよろしいか」(1二 一フ ァイ17：9)と い

う簡単なもので した。

この言葉に見 られる，主か ら求められる

ことを行 なうという二一ファイの固い決意

と決断は，主が命 じたもうた使命 を遂行 す

る という行為 に表われています。そ して，

彼の兄弟が彼 に向かって文句 を言 い始 め，

船を造 ることに反対 したとき，二一フ ァイ

は証 の強い力 をもって彼 らに向かい，こう

言 いました。「もしも神 が私 にするように命

じたもうならば私 はあ らゆることをするこ

とができる。 もし，神 が私にこの水 よ土 に

なれ と言 え， と命 じた もうな らば，水 は土

になるから，私が もしそう言えばその通 り

になる。

さて もし，主が このように偉 い力をもち

たもうて，かほどに多くの奇蹟を世 の人々

の中で行いたもうているな らば， どうして

私 に一隻の船 を造 ることをお教えになれな

いであろうか。」(1二 一フ ァイ17：50-51)

強 い証が生 み出す態度や行動 は，他 の人

を導 く模範 とな ります。もし自分 の信念や

大切 にしていることが燃えるような証の結

果であり，啓示 を通 して与 えられたものだ

としたら， それは命よ りも大切 なものです。

そうした確信 は勇気 となり， どのような境

遇 にあろうとも， また多くの人がそのよう

な確信 に無知であった り，試 しが厳 しかっ

た りしても，天父が常に私 たちの行 ないを

認 めて くだ さると心 に強く感 じながら，人

生の難間に立ち向かうことができるように

してくれるのです。

今 日の世の中には，で きそうなことなら

いつでもすると言 う人が大勢います。 しか

し報いは，不可能 なように見 えることを行

なう人のものです。当然で きることであれ

ば，その人の能力と技術でそれ を成 し遂 げ
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ることができます。 しか し，普通ではで き

るはずのないことであれば，信仰 と証が頼

りです。

私 たちは神 の息子，娘 として，神 のみも

とに帰 るための道を示す戒 めを受けてきま

した。 しかしそれは，で きれば従 うとか，

事情が許せば従 うとかいった条件つ きのも

のではあ りません。

従順であること，すなわち，主が求 めら

れることを行なうことは，主が予言者 とし

て召された人々の人生 における，昔 も今 も

将来 も変わることのない原則です。ぞの一

例 として，予言者 ジョセフ ・ス ミスはある

とき， 「主 が命 じたもうたことは必ず行な

う。これは私の習慣になった」(「教会歴史」

2：170)と 言 っています。

疑いもな く， ジョセフ ・ス ミスは粘 り強

く物事 を成 し遂 げる強い精神 を持 った予言

者で した。あるとき，彼 はいとこのジョー

ジ ・A・ ス ミスに言いました。「がっか りし

てはいけない。 自分 はたとえノバスコシア

の一番深 い穴 に落 ち，そこヘロッキー山脈

がかぶさってきたとしても， あきらめず，

信仰を行使 し，勇気 を持 ち， その頂上には

い出す。」(ジョン ・ヘン リー ・エバ ンズ「ア

メ リカの予言者 ジョセフ ・スミス」p.9)

私 の証す るこの予言者の人生 は， そのよ

うに宣言したことを裏づけるものであ り，

彼 の確信 と証 を常にはっき りと伝 えるもの

でした。

ある人々が考えているように， このよう

な固い決意や模範的な人生は， ごくわずか

な人にだけ約束 されているわけではなく，

むしろそれは，「死に至るまで忠実 であれ。

そうすれば，いのちの冠 を与 えよう」(黙示

2：10)と い う約束 された祝福を得るため

に，主の勧告 に従 いたいと望む人々の変わ

らざる態度なのです。

聖典 の中には，どの ようにして親が自分

の行動により子供 たちを暗闇の道 に陥れる

「メッセー ジ」 を送 るのか
， またその逆に，

どうしたら救いへ と導 く事柄 をはっきりと

教 える 「メッセー ジ」 を送 ることができる 』

かが述べられています。

ヤコブは二一ファイ人に向かって言いま

した。「それであるか ら，あなたたちはよろ

しく自分 の子供 たちのことを考 えて， 自分

が子供たちに悪 い手本 をのこしたから， ど

れほど子供たちの心 を苦 しめたかを考えよ。

また自身が汚いからして子供たちも亡ぽし
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愛する力

考える力

信仰 を持つ力

祈 る力

創造の力

見る力

感 じる力

触れる力

話 す力

思 いやる力

気 にかける力

分 かち合 う力

与 える力

感謝する力(菊 地良彦 「祝福」1978)

特 に愛する力，愛は最 も偉大な神の賜 で

す。兄弟姉妹の皆 さん，皆さんも私 もこの

力，愛す る力があれば，たとえ 「荒海」 の

中で も主のみたまとともに歩むことができ

ます。

恵みを数 えあげましょう。
も

この世のあらしに揉 まれ
う

希望の失せしときには

かつて受けし主の恵み

数えて見なば驚かん

み恵み 数えあげ

主のわざ 数え見よ

み恵み 数えあげ

主のみわざほめたたえよ

苦しみの荷を背負うか
なれ

十字架汝に重きか

恵み数え見て日々を
うたがい

疑はらして うたわん

い か

如何なる苦 とたたかうとも
い

たわむなかれ神在ます

み恵み数えよ天使は

126

な

汝が旅 を守 りたまわん

(『この世のあらしに』「讃美歌」46番)

少 しばかりの知恵で主の偉大 な知 恵を裁

かないようにしましょう。

救い主は愛の手を差 し伸べておられます

あなたは愛 されていませんか。不幸です

か。心身 に障害を負 っていますか。離婚 し

ましたか。私の友人のように体 が麻痺 して

いますか。怒 っていますか。 だれかを憎 ん

でいますか。だれかに対 して苦々しい思 い

を抱いていますか。ご主人に出ていかれ，

ひとりで子供を育てていますか。 ご主人 に

先立 たれて寂 しい思 いを していますか。主

は言われました。

「すべて重荷 を負うて苦労 している者は
，

わた しの もとにきなさい。あなたがたを休

ませてあげよう。わたしは柔和 で心 のへ り

くだった者であるから， わた しのくびきを

負うて， わた しに学 びなさい。 そうすれば，

あなたがたの魂 に休 みが与え られるであろ

う。わたしのくびきは負いやすく， わた し

の荷 は軽 いからである。」(マ タイ11：28-

30)

イエ スがキ リス トであ り，生 ける神 の御

子であることを証 します。二一 ファイ人 に

姿 を現わ された とき， イエスはご自身の大

いなる神聖 な使命 についてみずからこう証
あぱら

されました。「汝 らわが助 にその手をさし入

れ， わが手足 にある釘 あとに触れて， われ

がイスラエルの神 にして全世界の神 なるこ

と， またわれが世の人の罪を負うて一度殺

され たるを知 るために起 ちて われに近 づ

け。」(III二 一フ ァイ11：14)イ エ スは生 き

ておられ，私 たちを愛 してくださっていま

す。主イエス ・キリス トのみ名 により証い

た します。 アーメン。



◎

会員の祈りに支えられて

七十人第一定員会会員 ジョン・K・カーマック

一 こで今私がお話 できるのは，思 うに

㌔圃 皆 さんがすばらしい友 であるか らで

す。教会の管理 について主が与 えられた特

別 な啓示 には，大管長会 は 「教会員 の信任

と信仰 と祈 りによりて支持せ られ」(教義 と

聖約1q7：22)と あ ります。召されたばかり

の6人 を代表 し，私 は大管長会 に信任 と信

仰 と祈 りを呈 したいと思います。私たちは

大管長会 を愛 しており，大管長会 が私 たち

に信頼 を置 いておられることに感謝 してお

ります。 また，私 たちに信頼の意を表 して

くださった皆様方 にも感謝 したいと思いま

す。私 たちは，皆様の信任 を受 けて初 めて

この業 を行 なうことが きるのです。私たち

は皆様方のあふれるような愛を感 じました。

これはすばらしい経験で した。

教会中の聖徒 の皆さんの愛を感 じること

ができたことも知 っていただきたいと思い

ます。 また私個人 については， ここに数多

く出席 しておられる私 の友 であるカリフォ

ルニアの聖徒の皆 さん， またアイダホのす

ばらしい聖徒の皆 さんの愛を感 じています。

個人的なことにな りますが，私 はアイダホ

州 ボイシ伝道部のすばらしい宣教 師の方々

の愛を感 じています。私 は彼 らの持 つ力を

感 じます。 もちろん，その愛を支 えるかな

め石 は家族です。 この偉大 な教会の一員で

あることはすばらしいことです。

さて，この召 し， この恐ろしいほどの召

しについてですが，七十人 は福音を宣べ伝

えるために，異邦人と世界中の人々に対 し

て特別な証 し人になるために召されます。

いろいろ考 えてみましたが，考 えつく資格

はただひとつ一 ほかの兄弟たちも同様 に

考 えてお られると思いますが この業 に

ついて特別 に強い証を持 っていることでは

ないかと、思います。

私 はふたつ証いたします。 ひとつは本当

に救い主イエスがおられること， イエスが

私 たち一人一人のことを気にかけておられ

ること，ふたつ目は，イエスを求 めるなら

ば，計 り知 れない安 らぎが もたらされるこ

とです。

去年 の10月 ，伝道部 を訪問したときのこ

とです。私 は，アイダホ州のフェアフィー

ル ドという小 さな町の近 くで聖典 に目を通

していました。 それは，宣教師たちに暗記

するようにと言 ってある 「最初の示現」の

物語 で，高価 なる真珠 に書 かれているもの

で した。あの美 しい物語を思い起 こしてい

るときに，私 は不思議 な経験を しました。

高価 なる真珠 にジ ョセフ ・スミスが書い

たことは確 かに起 こったのだという， とて

も特別 な証を受けたのです。あたかも，私

自身が最初の示現を経験 したかのようでし

た。聖霊 の力を通 して私 はその証人，個人

的な証人になりました。天父 と御子が本当
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に予言者 ジョセフ ・ス ミスに現 われたもう

たことを証 いたします。私 の経験 は皆様方

の多くがお持ちになった ものと非常に似て

いるのではないかと思 います。

ヒンクレー副管長が木曜 日の午後， お電

話をくださったとき，(私たちの人生 に何 ら

かの変化が起 こることをうすうす感 じたの

はこのときでしたが)「 ジョン兄弟，姉妹 と

一緒に面接を したいのですが明 日の朝の一

便で飛んで私 の事務所においでください」

と言われました。それか ら 「あまり心配 し

ないように」 と言われ ました。 その言葉 は

とても大 きな助 けで した。

しかしそんな薬は何の役 にも立たず，心

配は募 りましたが，翌朝早 く，救 い主 の聖

いみたまがやどり，慰 めを受けました。私

たちは安 らぎを感 じ， よく休むことができ

ました。教会の方々，特 に若人の皆 さん，

世界中におられる宣教師の方々に申しあげ

ます。天父に向かって朝早 くお祈 りするこ

とを怠ってはいけません。祈 りを通 して天

父に近づき， それを通 して安 らぎを得 るこ

とができるのです。「この大祭 司は，わた し

たちの弱 さを、思いやることのできないよう

なかたではない。罪は犯 されなか ったが，

すべての ことについて， わた したちと同 じ

ように試練 に会われたのである。」(ヘ ブル

4115)

C・S・ ルイスだったと思 いますが，確

かジョージ ・マク ドナル ドの言葉 を引用 し

て，私たちは家のようなものであると言 っ

ています。「キ リス トが入 ってこられ ると

き，家はひどくいたんでいる。」ルイスは言

っていまず。「屋根 やといを修理 しなければ

ならないことはわかっていたのだが， して
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いな かった。 ところが主はにわかに二階 を
むね

つけ，棟を建 て増 しされ る。建 て増 しの前

に修繕 しなければな らない箇所があるにも

かかわらずこのようなことをな さるとは，

何 ということであろうか。」(「純粋 なキ リス

ト教」p.174)

そ うです。 キリス トの愛にはときとして

信 じられない面 もあります。 キリス トは私

たちをどうしようとしておられ るので しょ

うか。「あま り人の歩まない道」と題 したベ

ス トセラーの中で，M・ スコット ・ペック

博士 は次 のように書 いています。「たとえど

れほど煮 えきらない態度 でいようと，『神 の

愛 は私た ちをどこへ導 いてい るの だろう

か』 と尋ねる人はだれしも，ぞっとするよ

うなたったひ とつの結論 に到達 する。すな

わち，神 は私 たちに御 自身 と似た者 となる

よう望んでおられるということである。」私

たちは神 のようになるために備 えられてい

ます。その過程でひどく傷 つくことがあっ

て も，そこには安 らぎがあ ります。

あの早朝 に， ラルフ ・ロジャースによる

劇 「二一ファイ第三書」の中の言葉が思 い

出 されました。

「あた りに覚 ゆ
，救 い主の愛，・…・

主は知 りた もう，我，主 に従 い命捧 ぐ

を……

我覚 ゆ，救い主の愛，惜 しみなく与う

救い主の愛……」(『我覚 ゆ，救 い主の

愛』「合唱曲集」pp，36-37)

共 に召 された兄弟たちを代表 し，思 いも

よらなかったこの召しに対 してへ りくだり，

従順 に，私の持てる力 と愛 と祈 りと信仰を

捧げることをお約束 します。イエス ・キリ

ス トのみ名 により申しあげます。 アーメン。



貴い生得権を持った若人

中央若い女性会長 アーデス・グ リーン・カップ

兄
弟姉妹の皆 さん， きょう私 の心は喜

びで満たされています。また，今 日

の若人のために基 を据 えようと多くのこと

をなして くださったすば らしい指 導者 の

方々に賛辞 を呈 します。私 の心にはこれま

で働 いて くださった方々が残 された伝統が

こだましています。そして今， きょうとい

う出発点rに立 ち，私 の心 は 「わが(若 人の)

受 け し権利 よ続け，励 め，進めよ」(『山の如

く強 く』〔「讃美歌」65番〕)と歌 います。

喜びにつけ，悲 しみにつけ， また悪戦苦

闘するときも，落胆のときも，夫 ヒーバー

と私は主 を知 り，私たちの家庭や生活の中

で主のみたまを感 じるようになりました。

失望 したとき，あるいは大きな祝福 に恵ま

れたときに受 ける 「人知ではとうてい測 り

知 ることのできない神 の平安」(ビリピ4：

7)も 知 りました。我が家で，夫が最 も頻

繁 に口にする言葉 は多分 「主のみこころを

知 ってそれを行 ないたい」です。私 もその

言葉を繰 り返 し，夫が模範によって教 えて

くれたことを実行する決意でいます。

きょう私 は，古 い先祖 にあたるジ ョン ・

P・ グ リーンのことを考 えてみたいと思 い

ます。彼は予言者 ジョセフ ・スミスの弟 サ

ミュエル ・ス ミスか らモルモン経 を受け取

りました。 ジ ョンはそれ を自分 の妻 ロダ ・

ヤングに与え，ロダはそれを自分の弟， フ

ァイネス ・ヤングとブ リガム ・ヤングに渡

しました。ジ ョンはノーヴーで警察署長 を

していた人でした。私 は，長 きにわたり受

け継がれてきた忠実な末 日聖徒の伝統の中

に生 まれ たことをうれ しく思 います。

私 は，亡 くなる前 に遺言を書 き残 してい

ってくれた両親に感謝 しています。 それは

普通期待 されるような物質的な内容の もの

ではあ りません。彼 らは持たざる者 だった

からです。 しかしその代 わりに，遺言 とし

て，彼 らの最 も貴い財産 であるイエス ・キ

リス トの福音に対する証 を書 き残 していっ

てくれました。「汝，死 にゆく我 らの信頼 を
あた

裏切 らば，我 ら休 む能わず。たとえケシの

花が，フランダースの丘 に咲 こうとも」(ジ

ョン・マックレー「フランダースの野 にて」)

と いう詩 の一節 を思 い出 します。

私たちは信頼を裏切るようなことは決 し

てしませ ん。 この世代は希望 と信仰 と熱意

の世代 であり，世界 中にいる若い女性の指

導者 として私 たちは，神 のみ手 を心 に感 じ，

行動や態度，行ないに示せるよう， また神

権の力と導きに敏感 にな り， それに応えら

れるようにと祈ってやみません。悪魔 の力

は今 日その存在 を非常にはっきりと示 して

おり， その巧妙な偽 りはイエス ・キリス ト
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の福音がもたらす約束や祝福 から私 たちを

そらそうとしています。

教会 の若 い女性の皆 さんに， また， きょ

う私 に近寄って きて，「私 は12歳 で，ビーハ

イブです」 と握手をしてくれたかわいらし

い少女 に，教会のいたる所 にいらっしゃる

すべての若 い女性たちに私 は申しあげます。

「私たちは皆 さんを愛しています。必要 と

しています。心にかけています。信頼 して

います。永遠の生命 という目標 は，手の届

かないところにあるわけではないのです」

と。

教会 の評議会 にあって，この末 日にこの

偉大な業 を導いておられる兄弟 たちの権能

と力について知 ることができるのは私の特

権です。私 たちはその偉大 な業 の一部 を担

っています。私たちは，世界 中の教会 の若

い女性 が皆，雄 々しく忠実な生活をし，決

意 し献身することができるよう働 くっ もり

でお ります。母親 の皆さん， どうかしっか

りと立って ください。父親の皆 さん，強 く

なるための勇気 を持 ってください。指導者

の皆 さん， このすばらしい親御 さんたちを

助 けて ください。一致団結 して，主の賞賛

を受 けるにふさわしい世代 を育 てましょう。

そうしたならば，主が戻 られたときに，家

はふさわ しい会員で一杯になっていること

でしよう。

この厳粛 で神聖 な責任 に対 し，私 は全精

力 と努力を注 ぐ決意でいます。 この偉大な

業の一翼を担 う機会が与 えられたことをう

れレく思 います。イエス ・キ リス トのみ名

により証いたします。アーメン。
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「それゆえに
，あなたがたは行

って，すべての国民を教えよJ

十二使徒定員会会員L・ トム・ペ リー

準
備 した話 に入 る前 に，長年にわた り

■

献身的に奉仕 してこられたおふたり

の姉妹 に感謝 したいと思います。 スミス姉

妹 とキ ャノン姉妹 は，荒れ狂う海 に投 げか

け られた灯台の光 のように，教会の姉妹を

初 め，実 に多くの女性 たちを安全 な港へ と

導いて こられました。 おふたりの上にこれ

か らも神 の祝福 がありますように，そ して

おふた りの霊感あふれる言葉 と励 ましが，

世界中の女性の心 にいつまでも残 りますよ

うに。

救い主は， ご自身がこの世での導 きと教

えの業 を終 えられた後 に， その業 を代 わっ

て行なう人々を備 えなければな りませんで

したが，その時間は限 られていました。お

そらく大変 に切迫 した思 いでお られた こと

でしょう。ですからその頃の主の教 えは，

私 の心に特別 な響 きをもって迫 ってきます。

これか ら主の業を担 うよう責任 を与 えられ

た人々への主の最後の教 えなのです。

救 い主は，導 きと教 えを施 しておられた

間， ご自分がなさったことを行 なうようお
すぎこし

勧 めにな りました。最後 の晩餐で過越の祝

いをされた後，主は弟子たち一人一人の足

もとにひざまずいて， その足をお洗いにな

りました。 そしてその後で次のように教え

ておられます。「しかし，主であり，また教

師であるわたしが，あなたがたの足を洗 っ

たか らには，あなたがたもまた，互 に足 を

洗い合 うべきである。 わた しがあなたがた

にしたとお りに， あなたがたもするように，

わた しは手本を示 したのだ。」(ヨ ハネ13：

14-15)

この ことから，主が仕 えるな らば私 たち

も仕えるべきであるということがわか りま

す。 また主が教えられたのであれば私 たち

も教え，主が祈 られたのであれば私たちも

祈 るべきです。主は， もし私 たちが主の伝

道 の精神 をつかんだな らば，身 も心 も私た

ちが受 けた ものであふれんばかりにな り，

それをほかの人 に分かち，共 に仕 え，教え，

祈 らないでは満足できなくなることをご存

じでした。

マタイはその福 音書 を終 えるにあたって，

主が弟子たちに向けて語 られた次の教 えを

記録 しています。

「さて，11人の弟子たちはガリラヤに行 っ

て， イエスが彼 らに行 くように命 じられた

山に登 った。そして， イエスに会 って拝 し

た。 しか し，疑 う者 もいた。イエスは彼ら

に近 づいてきて言われた，『わた しは，天に

おいても地 において も，いっさいの権威を

授け られた。

それゆえに，あなたがたは行 って，すべ

ての国民 を弟子 として，父 と子 と聖霊 との

名 によって，彼 らにバプテスマを施 し，あ

なたがたに命 じておいたいっさいの ことを
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守るように教 えよ。見よ，わたしは世の終

りまで，いつもあなたがたと共 にいるので

ある。」(マ タイ28116-20)

聖 典 には，福音の光 によって身と霊 を貫

かれた人々にどのような ことが起 こるかが，

いたる所に記 されています。その例をふた

つだけ取 りあげてみましょう。 まず新約聖

書からです。 ヨハネ伝 に， バプテスマのヨ

ハネに従 ったふた りの弟子のことが出てい

ます。こう書かれています。

「その翌 日，ヨハネはまたふたりの弟子 た

ちと一緒 に立っていたが，イエスが歩いて

おられるのに目をとめて言った，『見よ，神

の子羊。』そのふた りの弟子は， ヨハネがそ

う言うのを聞いて， イエスについて行 った。

イエスはふり向き，彼 らがついてくるのを

見て言われた， 『何か願 いがあるのか。』彼

らは言 った，『ラビ…… どこにおとまりなの

ですか。』イエスは彼 らに言われた，1『きて

ごらんなさい。 そうした らわかるだろう。』

そこで彼 らはついて行 って，イエスの泊 ま

っておられる所 を見 た。 そして，その日は

イエスの ところに泊 まった。時は午後四時

ごろであった。 ヨハネか ら聞いて， イエ ス

について行 ったふた りのうちのひとりは，

シモン ・ペテロの兄弟 アンデレであった。

彼はまず 自分の兄弟 シモ ンに出会 って言 っ

た，『わたしたちはメシヤ(訳 せば，キ リス

ト)に いま出会 った。』」(ヨハネ1：35-41)

今 まで得 たこともない特別なものを得た

アンデレは，それをぜひ兄弟 にも分 け与 え

たいと思いました。そして彼 に会 って主 に

まみえたことを話す までは眠 ることができ

ませんで した。

モルモン経 には，アルマとモーサヤ王の

息子たちの偉大な例があります。彼 らは教

会を滅ぼそうとする者 たちの仲 間であ り，
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言葉 巧みに人々をあらゆる悪事 へと誘 って

いました。父アルマの嘆願の後，主はそれ

に応 えてアルマに悔 い改めをするようお求

めになりました。

福音の光を受 けた後， アルマの身の上 に

どのようなことが起 こったかは非常 に興味

あるところです。モルモ ン経にはこうあ り

ます。

「これから後 アル マは天使 が現 われた時

一 しょに居た者 たちと共 に
，民 に教 えを伝

えはじめ，全国 を廻 って歩いて自分 の見た

こと聞いたことを一人のこらずの国人 に証
かんなん

をし，多くの銀難があるにもかかわらず神

の道 を宣べ，無信者か ら大いに迫害 を受 け

またその多くの者から打 たれた。」

またモーサヤ王の4人 の息子 については，

聖典 にこう記されています。

「かれ らはゼラヘム ラの全国 とモーサヤ

王の治めているすべての民の間を経 めぐっ

て， 自分 らが前 に教会 に加えたすべての害

を除 くために一生けんめい全力 をつくし，

一切の罪 を告 白し
， 自分 たちの見たすべて

の事 を諸人の前で証 し，彼 らの言葉 を聞き

たいと言 ったすべての人々にいろいろな予

言と聖文 とを説明した。 このようにして，

かれ らは神 の御手に使 われて多くの人に真

理 とかれ らの貝費い主の事 を知 らせたのであ

る。ああ，かれ らはいかにも幸福 ではない
し おとずれ

か。かれ らは平和 を布 き，善 の良い音信 を

ったえ，主が治めたもうことを民に告げた

からである。」(モ ーサヤ27：32，35-37〉

このように，改宗の後 にはその喜 びを人

に伝 えたいという気持 ちが強くなるのです。

もちろん，福音 を分かち合 う責任は神権者

の上 にかかって くるわけですが，そういっ

た義務感か らではなく，心からの愛 と自分

が受けたものへの感謝の気持 ちか らそれが



強 くなるのです。そのような「高価 な真珠」

(マタイ13：46〉 が生活の中に入 り込むと，

自分 で喜んでいるだけでは満足できません。

「ほかの人にも教 えたい
，喜 びと幸福 がこ

こにあるのだから」 と思 うのです。

私 は長年の間 ステーキ部やワー ド部で奉

仕 の業を続けてきたご夫婦が，宣教 師とし

ていくばくかの時間を主のために捧げよう ・

としてお られるのを見ると，特 に感銘 を受

けます。 このような方々 は世界のいたる所

にお られ ます。おそらく，その果たしてお

られることから考 えれば，私 が会った人の

中で最 も幸福 な方々と言 えましょう。

この偉大な特権 を得 た方か らの手紙の一

部 をここで ご紹介いたしましょう。ご紹介

するのは，い くつかの手紙 をひとつにまと

めたものです。 いずれも伝道の半ばに伝道

部長夫妻 にあてて書 かれたものです。

「私 たちは宣教 師に召 して くれ るよう頼

んだことはありませんで した。ふさわ しく

ない と感 じていたか らです。夫は正式な教

育 を4年 しか受 けていませんし，その こと

をとて も気 にしていました。 しかし読書家

で，仕事 は実にやり手 でした。人を引きつ

ける何 かを持 っているんですね。私たちは

知 り合 いのご夫婦 が何組か伝道に出るのを

見て， すば らしいと思いました。ところが

監督が私たちをオフィスに招 いて，2週 間

祈 り続けた結果，主が私 たちに伝道 に出る

よう望 んでおられるとおっしゃるのです。
へきれき

晴天の解震で した。でも，主からの召 しで

あることがわかっていましたのでお受けし

ました。

当時夫は腰痛 で苦 しんでいました。 そこ

で，少 し時間 をいただいて医者に見てもら

い，何 とか治 してか らと思 ったのですが，医

者 は痛 みにただ慣れ るしかないと言 うので

す。宣教 師として任命 されたとき，夫 は健康

が増進 され るという約束を受 けました。 そ

して その約束が文字通 り成就 したのです。

私 たちは宣教師訓練セ ンターに入 りまし

た。 そこでの数週間は私たちにとって特別

なもので した。 レッスンプランはむずか し

かったですが，主 との特別 なつなが りをそ
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こで見つけたのです。主 は，一生懸命頑張

っている私 たちを見て，祝福 して ください

ました。私 たちは，できることをすべて行

なったあとは主 にすべてをお任せ しなけれ

ばならないことを知 りました。

宣教師訓練 センターには， ほかでは見つ

けることのできない愛 と心のつなが りがあ

りました。毎週神殿 に行 きました。 そして，

宣教師訓練センターは， この地上で天父 と

御子 イエス ・キリス トに最 も近 い場所 とし

て，神殿 に次ぐものであることがわかった

のです。

夫婦共 に専任宣教師 として働 ける特権 は，

私たちの人生において最高の祝福です。共

に勉強 し祈ることによって私 たちはより親

密 になることがで きました。また，互 いに信

頼 し合 うということが どういうことか， も

っとよくわかるようにな りましたし，お互

いの長所 に気づいて大喜 びしたこともあり

ました。そして互いの弱さを克服できるよ

う機会 を見つけては助け合 いました。人生

の晩年 にあって，伝道の期問は実 りであり，

ふた りの絆 を強くする期 間で した。 このす

ばらしい経験は，体力的にまた経済的 に可

能であればどのご夫婦 にもで きるのです。

もし経済的に大変 であれば，家族 の方の

援助 を仰 げば逆 に家族の方が大きな祝福 を

得 ます。ハワイやヨーロッパヘの旅行 をプ

レゼン トするよりずっといいと思います。」

あるご夫婦は，伝道地での最後の証会の模

様を書 いてくれました。その会 である人が

立ってこう証 したそうです。「愛する長老 と

姉妹，あなた方がいらっしゃる前 に私 たち

がどんなみじめな生活 をしていたか，想像

できないと思います。」

そうしたすば らしい経験 のあ とは，当然

のことながらその地を離れるのがつ らくな

134

り ます。 クリスマスの直前，私 はひとりの

兄弟 がモルモ ン手工芸品店 から出て来 るの

に出会いました。その店で奥 さんにク リス

マスプ レゼン トを買っていたのです。 その

兄弟 は通 りを歩 いている私 にかけ寄 って き

てこう言ゆました。「私 を覚 えていらっしゃ

いますか。」す ぐには思 い出せ ませんで し

た。私たちが会 ったのはフィリピンの伝道

地で，そこの生活状態 はアメリカとは似て

も似 つかない もので した。 しかし一 日共に

いて，そのご夫婦の働 きを目のあた りにす

る機会を得た私 は， ふた りの顔 が輝 いてい

るのを見てとったもので した。

私 はこう言いました。「アメリカはやはり

いいで しょう。」ところが彼 はちょっと間を

おいて こう答えたのです。「こちらでの生活

に慣れるのが大変なんですよ。 フィリピン

の聖徒 たちの所へ帰 りたい気持 ちです。み

んな私たちを必要 として くれ ました。で も

ここではあまり出番 もな くて。 もう一度私

たちを伝道 に出してくれませんか。」

伝道部長 に 「私に何かできることがあ り

ますか」 と尋ねると，いつも同じ答 えが返

ってきます。「夫婦の宣教 師をもっとたくさ

ん送 ってください。」

さて， きょう私の話を聞 いておられるす

ば らしいご夫婦の皆 さん，皆さんに特 に次

のことをお話 したいと思 います。皆 さんは

今 まで人生を頑張って生 きて こられました。

今 の安定 した生活は，皆 さんの勤勉 な働 き

の結果です。いろいろと苦労 しながら子供

を育て， この人生の円熟期 に生活をエンジ

ョイできるように貯 えもしてこられたこと

と思 います。でも， ただ座 っていたのでは

皆 さんが本当に望 んでおられるものは得 ら

れません。 この黄金時代 を，福音への全時

間にわたる奉仕 という実 りある仕事 で飾 っ



ていただきたいのです。

私には，皆 さんが立って，伴侶 や福音へ

の愛を証 されるのが聞 こえます。 もしそれ

が本当に心からの ものであるならば，アン

デ レやアルマのように， イエス ・キ リス ト

の福音の中で見つけた実 りを宣教 師となっ

てほかの人々に伝 えるまでは決 して満足で

きないでしょう。

ヒーバー ・J・ グラン ト大管長はこう言

いました。

「私 は宣教師 にもたらされ る甘 美な喜 び

を経験することのなかった男女 のことを気

の毒 に思う。宣教師はイエス ・キ リス トの

福音を宣べ伝 え，正直 な人々 に真理 の知識

をもたらし， その働 きにより永遠の生命に

ついて理解 した人々から，心か らの賛辞 と

感謝の言葉 を受けるのである。

同 じように，困っている人々に援助 の手

を差 し伸べることから得 られる甘美な喜び

を経験 していない人々を，気の毒 に思 う。

確かに，得 ることよりも与えることか ら大

きな祝福 がもたらされる。このことに私 は

一点の疑いも持 ってはいない
。

同 じことが伝道 にっいて も言える。単 に

私 たちの教会の真理を知 って会員 となり，

家 にいて 日常の生活を普通に行ない，使 う

となくなるこの世 の富を集めるだけの人よ

りも， イエス ・キ リス トの福音 を宣べ伝 え

て人々の救いのために働 く人々の方 が大き

な祝福 を得るのである。 ひとつの大 きな障

害は，私 たちが行 なうことの中で最 も大切

なことは何か，見失 って しまうことである。

この伝道 の業 こそ，天父が最 もお喜びにな

る業なのである。」(「福音の標準」p.104)

監督 の皆 さん，定年退職 された， または

もうすぐ退職 され る健康 なご夫婦 に，伝道

のことを検討するよう， さらに勧 めて くだ

聖徒 の道/1984年7月 号

さい。 自分 からなかなか頼 みに行 けなくて，

あなたの呼 びかけを待 っている人が多いの

です。 この急速に成長 している教会にあっ

て，彼 らの分別 と知 恵と経験が， どんなに

必要 とされていることでしょう。

監督の皆 さん， こうした方々の心に，こ

のすばらしい奉仕 に必要な望 みと自信 とを

植 えつけてください。 もちろん彼 らは，若

い宣教師たちと同じプログラムに従 うよう

には求 められていません。これまでの進歩

と成長 の半生 を通 して得た人生経験を， こ

の業にそのまま役立ててほ しいのです。

教会 にあって分別 に満 ちた立派なご夫婦

の皆さんに主の祝福があって，熱心に主に

仕 えたいという心 からの望みを持 つことが

できますように。

この偉大なみ業 が真実の ものであること

を証 し，イエス ・キリス トのみ名 により申

しあげます。 アーメン。
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小さな行ないが重大な結果を招く

第二副管長 ゴー ドン・B・ヒンクレー

兄
弟姉妹 の皆さん，先程 ベンソン会長

が誤 ってキンボール大管長のお話 を

うかがうと申しあげましたが， そのように

できたらと心から願 っています。主の予言

者 としてキンボール大管長 にぜひともここ

に立っていただいて， お話 していただきた

いところです。

ご存 じのように，大管長は90歳 を迎えよ

うとしておられ ます。，大管長 の人生 は豊 か

で実 りの多いものであ り，私 たちは彼の偉

大で献身的な指導により多くの恩 恵を受 け

て きました。

少し前 にな りますが， きょうのような大

きな集いに臨んだ とき，私 はキンボール大

管長にこう申しあげました。「キンボール大

管長， この人たちは皆大管長を愛 していま

す。」するとキンボール大管長 は， 「私 もこ

の人たちを愛 しています」と言われ ました。

この総大会を終 えるにあたって，私は，皆

さんがこの言葉を大管長のお話 として受 け

入れて くださればと願 っています。

このたびの大会 は， いくつかの点で非常

にすば らしいものがあ りました。十二使徒

評議員会の会員 として一度にふた りの兄弟

が召 されたのは，久 し振 りのことです。40

年前 にギンボール大管長 とベンソン会長が

召 されて以来 のことだ と思います。

同様 に，七十人第一定員会 にも， この世

の試 しの中で強い信仰 と指導力 を培われた

方々が新 たに召されました。彼 らはこの業

を大 いに促進 してくれることで しょう。彼

ら一人一人にもお話をうかが いたいところ

です。 また新 しく5つ の神殿 を建設するこ

とも発表され ました。 これで，最近完成 し

たものと建築中のものを合 わせると，新 し

く25の 神殿ができることになります。教会

史上 にも，世界吏上にもこのようなことは

かつて一度 もありませんで した。

キンボール大管長はこの説教壇 に立って

お話することはできませんが， ときどき私

たちと会 って話 し合 うことはできます。 こ

のたびの件 についても承認 してくださいま

した。 それがなければ，今回のことは進 め

られなかったことでしょう。

私たちはこれか ら家路 につくわけですが，

これまで幹部 の方々か ら教 えを受けて，信

仰 を強められました。皆さんがお帰 りにな

る前 に，私 は人生のささいなことにも気を

つけることの大切 さを強調 したいと思 いま

す。農場 には大 きな開 き戸 のっいた門があ

ります。それを開けた り閉 めた りするとき，
ちようつがい

蝶 番はほんのわずか しか動 いていな いよ

うに見えますが，戸は大きく動きます。

1831年 に，主は予言者 ジョセフ ・ス ミス

に次 のように言われま した。「小なる事 より
おこ

偉大なる事起る。」(教 義 と聖約64：33)兄

弟姉妹の皆 さん，善や悪 についても同 じこ
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とが言 えます。 ささやかな善 い行 ないが，

大 きな善行団体 に発展 していくこともある

のです。 ボーイスカウ トの運動 はその例 で

す。 この偉大 な組織の歴史 をご存 じの方な

らおわか りで しょう。悪いことについて も

同様です。わずかな不正直，ち ょっとした

不道徳な行ない，小 さな怒 りが，重大 な恐

ろしい結果 を招 くことにな りかねません。

この建物が建 つ前， かつてこの場所 には，

貧 しかった当時の聖徒 たちが集った， あず

まや風の粗末な集会所 があ りま，した。1857

年 の9月 ， ある日曜 日の午後，その集会所

で悲劇の ドラマの終幕 とも言 うべきことが

起 こったのです。

その 日曜 日，集会の司会 をしていたブ リ

ガム ・ヤング大管長 はそこに集 っていた人

人に，年老いて よぽよぽにな り，人生 に疲

れ果てたような男の人 を紹介 しました。

ブ リガム ・ヤング大管長 は集 った人々に

冒いました。

「以前十二使徒定員会 の会長 をしてお ら

れた トーマス ・B・ マーシュ兄弟が，19年

振 りに私 たちのところに来 られました。き

ょうここに来ておられます。そ して，皆さ

んにご挨拶 を申 しあげたいと言っておられ

ます。……

マーシュ兄弟は私の事務所 に来 られて，

私が彼 と和解できるかどうか，また彼 と生

ける神の教会 との間で和解 ができるかどう

か知 りたがっておられました。マー シュ兄

弟 はしばらく考えてか ら， こう言われまし

た。『私が教会 と和解 することはで きて も，

教会が私 と和解 してくれるでしょうか。』

ご本 人が ここにおられますので，お話を

うかがいたいと思います。……兄弟姉妹の

皆 さん，マーシュ兄弟をご紹介 します。初

めて十二使徒定員会が組織 されたとき，マ

ー シュ兄弟 は その会長 に任命 された人で
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す。」

マーシュ兄弟 は説教壇 に立ちました。彼

は十二使徒定員会の初代会長 として召 され，

教義と聖約112章 にあるように(ぜ ひ読んで

いただきたいのですが)，主か ら驚 くべき方

法で言葉をかけられた人です。 その彼が，

人々にこう言いました。

「ここにお集 いの大勢の方々すべて に
，私

がこれから話すことをご理解いただけるか

どうかわか りません。私 の声はもともとあ

まり大きくありませんで したが， このとこ

ろエホバの苦難のむちによ りますます弱 っ

ています。主は私 を愛 しておられ るので，

むち打 たずにはおかれませんで した。・私 は，

今 まで受けて きた懲 らしめの中に主のみ手

を見ることができます。それが主の愛であ

ることを私 はこの目で見届 けてきました。

なぜなら，もし主が私の ことをまったく気

にかけておられないのであれば，私の手 を

取ってそのような懲 らしめにあわせるよう

なことはされなかったと思 うからです。

もしこの民の中で，私がしたと同 じよう

に背教 をしようと思う人がいましたら， そ

して主に愛されているならば，背 中をむち

打たれることを覚悟 して ください。 しかし，

私の忠告 を聞 いていただけるのでしたら，

皆さんは幹部の方々 と共 に歩むことで しょ

う。 しかし主の もとを去れば，私 と同 じよ

うにむち打たれるで しょう。

私 は多くの人からこう言われ ました。『あ

なたのように，教義 と聖約 の書に名前が載

るほど神の啓示を熟知 しておられる方が教

会を去資のはどういうことなのですか。』私

はこう言 いました。『自分 は大丈夫 だという

ことで安心 しきっていると危ないですよ。私

の場合，人がこの教えから外れるなどとい

うことは一度 も考 えたことがありませんで
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した からね。』

かつて属 していた十二使徒定員会 につい

て申しあげれば，私 は信仰 に関してほかの

だれからも遅 れをとっていないと考 えてい

ました。 おそ らく私以外 の十二使徒 たちも

それは認 めて くださっていた と思います。

しかし， だれであっても自分 は大丈夫だ と

思い込んではなりません。なぜな ら， そう

考 えるときには必ず道をそれてしまってい

るからです。皆 さんはそのときに， 自分 は

キ リス トのみたまを失 うかも知れないとは

考えません。 またそう感 じもしません。そ

れは，背教への道をたどるときに，人は闇

に屈服するからです。」(「説教集」5：206)

聞 き とれないような声 で， しか もまだ57

歳 だというのに老人のような姿で，彼はグ

レー トソル トレークヘの道を歩み出すまで

の自分 の苦 しみを語 りました。そ して， バ

プテスマを受 けて もう一度教会に戻 ること

を願 い出たのです。

かくも悲哀 に満 ちたこの話 を読んだとき，

私はなぜ彼がこうした悲 しむべき状態 に陥

ったのか不思議 に思 いました。 そのわけは

説教集に載 っていました。 マーシュ兄弟が

教会 に戻 るち ょうど1年 前 に， この同じ場

所でジョージ ・A・ ス ミスが聖徒たちに語

った話の中に出ていたのです。 ささいなこ

とがとんでもない結果 を招 くことについて，

注意 を促 して くれるこの話 は，今で も紹介

するに値 すると思います。

ジョージ ・A・ スミスの話 によれば， そ

れは聖徒 たちが ミズー リ州 ファーウェス ト

にいた頃のことでした。「当時，十二使徒会

長であった トーマス ・B・ マーシュの妻 と

ハ リス姉妹 は， お互 いにできるだけ大きな

チーズが作れるように牛乳 を交換す ること

にした。公平にするため， ふた りはクリー



ムだけを事前 に取 らないこと，牛乳 とクリ

ー ムを一緒 に してお くことを約束 した。

ハ リス夫人は約束を忠実 に守 り，マーシ

ュ夫人に牛乳 とク リームを渡 したが，マー

シュ夫人は良質 のチーズを余分 に作 りたい

と考 え，牛1頭 につき1パ イン ト(約0.5リ

ッ トル)ず つクリームを先取 りしてしまっ

たのである。」

もめ事が起 こって，問題がホームティー

チャーのところに持 ち込 まれました。ホー

ムティーチャーは，約束 を守 らなかったこ

とでマーシュ夫人を罪あ りと判定 しました。

マーシュ夫妻はこれに不服で した。マー シ

ュ側 は 「監督 に控訴，正式な教会法廷が開

かれた。ところが判決 はやはりマー シュ夫

人が約束を破 り， クリームを不 当に搾取 し

たことを認めるものであった。マーシュ会

長 はこの決定 を正 当性 を欠 くものだと考 え，

ただちに高等評議員会 に控訴 した。

高等評議貝会は忍耐に忍耐 を重ねてこの

問題 を調査 した。私(ジ ヌージ ・A・ ス ミ

ス)は ，彼 らが この問題 について真剣に検

討 を重ね たことを確言する。 マー シュは妻

の面 目を保 つためにわ らをもつかむ思いで

あった。…… しか し，マーシュの必死の弁

護 にもかかわ らず，高等評議員 は監督の決

定 を支持 した。

これに承服 できなか った彼は，今度は大

管長会に控訴 した。 そこで予言者 ジョセフ

と2名 の副管長がその件 について再審理 を

行 ない高等評議員会の裁定 を支持 した。

あなた方は， このようなささいな出来事

が非常に多くの困難 な事態 を生み， トーマ

ス ・B・ マー シュをして 『そのために地獄

へ行かなければならなくなって も』妻の人

格 を支持 すると言わ しめる結果となったこ

とに気づくであろう。

聖徒 の道/1984年 ア月号 139



十二使徒 の会長 として正義 を行 ない，家

族のだれであれ犯 した間違いを改めるよう

率先 して努 めなければならな い人がそのよ

うな立場を取 ったのである。次 に彼 は何 を

しただろうか。彼 は治安判事の ところへ行

き，『モルモ ン』は ミズーリ州 に敵対 してい

ると宣誓 したのである。

やがて ミズー リ政府から撲滅令が出され，

約1万5千 名 の聖徒たちが家を追われた。

またその中の数千名が， この事件により受

けた苦難のために命 を失 った。」(「説教集」

31283-84)こ れ がジ ョージ・A・ ス ミス

の話です。

何 と小 さな， ささいなことでしょう。わ

ずかなク リームのことでのふた りの女性 の

もめ事 です。 しかしそれが，少な くとも発

端 となってボッグズ知事の撲滅令 が出され，

聖徒たちは ミズー リ州 から追われて大勢 の

人々が死 に， また大変 な苦難 を味 わうこと

となったのです。 この小 さなもめ事 を治め

なければな らない人が，逆 に大 きくし，教
わずら

会の役貝を煩わせ，大管長会 にまで控訴 し，

文字通 りそのために地獄に落 ちたのです。

彼 は教会員 としての地位を失 い，福音に対

する証 を失 いました。 そして19年 の間，病

気 と孤独 に満ちた，貧 困と暗黒 と辛酸の道

を歩んだのです。そうした苦痛から，実際

の年齢 よりも老 けて見 えました。 そして，
ほうとう

救い主のたとえ話に出て くる放蕩息子 のよ

うに(ル カ15：11-32参 照)， 自分の愚かさ
は

を認め，這 うように してこの地 にた どり着

き，ブリガム ・ヤ ングに赦 しと教会への再

加入のがプテスマを求めたのです。彼 はこ

の神権時代の十二使徒評議員会 の初代会長

でした。 そして，カー トラン ド時代 やファ

ーウェス トの初期 の時代 には
，人々に愛さ

れ，尊敬 されていました。 それが今，で き
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るこ とな ら執事 に聖任 され，主の宮居の門

番でもいいからさせてくれるようにと言っ

ている、のです。

私 たちは皆これ まで，これ と同じような

ケースを見てきました。私 はこのことを老

婆心 から申しあげるのですが， この偉大で

みたまのあふれる大会か らお帰 りになると

きには，ぜ ひこのことを決心 してお帰 りい

ただきたいと思 います。福音に生 きること，

忠実，誠実であること，議論やもめ事 に発

展 しそうなささいな事柄 にも気 を配 ること，

互 いに赦 し合 うこと，そ して神の命 に従っ

て生 きる(ア ル マ37：47参 照)こ とです。

つまずきは簡単に起 こります。ささいな

事柄 にかっとなったときに，声 を上 げない

でいることは， ときとして とてもむずか し

いことです。

いつも自分が神 の息子，娘 であることを

思 い起 こす ようにして ください。神 からの

生得権 を持 って生 まれた子供 であり，イエ

ス ・キ リス トの栄光あふれる福音をいただ

く者，息子，娘を祝福 するために全能者に

よって回復 された神権 の恵みを受 ける者 で

あることを忘れないでくだ さい。兄弟姉妹

の皆さん， ほかの人々との交わ りにおいて，

あらゆることに高潔かっ正 直に生活 しまし

ょう。 どんな高慢や高ぶりも抑 え，神 の前

にへ りくだる心 と同胞への感謝 と敬愛をも

って道 を歩 みましょう。

愛する兄弟姉妹の皆 さん，主の祝福 が皆

さんの上にあります ように。主の平安 が皆

さんの家庭 にあ り，主への愛が心 にあふれ

ますように。 この業が神の業であ り，真実

の業 であることを証 し，イエス ・キ リス ト

のみ名 によ り申 しあげます。 アーメン。 ま

たお会 いするときまで，主が皆 さんと共に

おられ ますように。
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総合病院,ミ ネソタ大学においての研究お

よび調査 にも及 んでいます。新 たな召 しを

受 けた時点では,外 科研究教授,ユ タ大学

胸部外科 インター ン指導主任,十 二使徒定

員会地区代表 の任 にありました。 また彼は,

医学の分野で数多 くの表彰 を受 けました。

また地域社会 において も様々な形で貢献 し

てきました。(｢聖 徒の道｣1983年4月 号｢心

臓外科医 ラッセル･M･ネ ル ソンと従順｣

参 照)

元判事,オ ークス長老はブ リガム･ヤ ン

グ大学 の第8代 学長 を9年 間務 めた後 ,

1981年 ユ タ最高裁判所で,判 事 の任務 に就

きました。彼は1954年,ブ リガム･ヤ ング

大学を優秀な成績で卒業 し,そ の後イ リノ

イ州 にあるシカゴ大学の法学大学院に進み

ました。 オークス長老の法律 関係の経歴は,

合 衆国最高裁判所長官アール･ウ ォーレン

の事務官 に始 まります。 その後 シカゴで3

慧議 避灘
i触 箋･跡

灘 亀

年 間弁護士 として働 き,シ カゴ大学で法学

の準教授 とな りました。1970年 に はアメリ

カ弁護士協会 の会長 に選 ばれました。 この

アメリカ弁護士協会 は法律 に関す る調査 を

目的 とした組織で,ア メ リカ弁護士連合 と

提携 しています。

オークス長老の法律 関係の活動の中には,

特 別委員会で働いたり,州 や連邦政府機関

で進められている主要 な法律調査 を指導 し

た りすることも含 まれ ます。 またそのほか

にも全国ネ ットワークの公共放送機関 に長

い間貢献 し,1980年 には局長 に任命 されま

した。 オークス長老が十二使徒の召 しを受

けたときは,十 二使徒定貝会 の地区代表 と

して働 いていました。

七十人第一定員会

七十人第一定員会に新たに召された会員

は,現 在アイダホ･ポ イシ伝道部の伝道部　

講雛,

　瓢蹴謬鑓籔
.
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●6月 に3年 の任期を終えるふたりの伝道部長

(井上龍一伝道部長一日本東京南伝道部,サ ム･

K･島 袋伝道部長一日本仙台伝道部)に代わる新

伝道部長が大管長会によって発表された。7月

1日 から着任となる。

日本東京 南伝道 部長

ロバ ート･D･グ ツドウイン

回
バート･D･グ ッ ドウィン伝道部長(50

歳)は,今 までブリガム･ヤ ング大学ハ

ワイ校の英語学の教師を務め,ま たブ リガム･

ヤ ング大学ハワイ校第ニステーキ部第一副ス

テーキ部長の任 にあった。

グッドウィン伝道部長はブリガム･ヤ ング大

学で学士号と博士号を,ロ サンゼルス州立大学

では修士号を取得 している。教会においては高

等評議屓,支 部長,副 監督を歴任 している。 ま

た1954年 か ら1957年 にかけては,日本において

専任宣教師として伝道 した。

グッドウィン伝道部長はコロラド州 ラマーに

おいて,ポ ール･ク リン トンとルース･ナ オミ･

イー トン･グ ッドウィンの間に生まれ,1961年

に リンダ･ル ー･ミ ラーとロサンゼルス神殿で

結婚,現 在6人 の子供がいる。

グッドウィン姉妹は,ソ ル トレーク･シ ティ

ーにおいて
,ア ルバー ト･グレンとアイオー二･

エ リザベス･ベ イリー･ミ ラーの間に生まれた。

召しを受けたときは,ハ ワイハウウラワー ド部

の家庭訪問教師であった。またこれまでに,ス

テーキ部扶助協会副会長,ワ ー ド部初等協会会

長,ワ ー ド部初等協会および扶助協会教師を歴

任している。

日本仙台伝道部長に召され

た青柳 弘一ステーキ部長

園
京西ステーキ部のステーキ部長の任にあ

る青柳弘一兄弟(39歳)が,日 本仙台伝

道部長に召された。青柳兄弟は1945年,長 野県

松本市に生 まれ,1962年 に松本支部で改宗。

1965年 か ら2年 間,建 築宣教師に召され,1968

年 か ら1970年 にかけては北部極東伝道部専任

宣教師として伝道した。

これまで地方部長,副 監督,高 等評議 員,副

伝道部長の責任を歴任 し,1980年 に町田ステー

キ部のステーキ部長に召された。その後1982年

3月 に行なわれたステーキ部分割によって新た

に組織された東京西ステーキ部のステーキ部長

として召され采配を振るった。
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コン サ ー トに800人 が 入 場
一札幌伝道部一

施

曝
擁
顯

野
鼻鋸

欄 蕊

･課

薦

嚢岬驚 。､瓢

勢 葦i蹴評 副 轡

轡＼･･期･･適 滋.･一 ド

ぜ翼』㌦諦v

回 家族でファミリーデー トしてみません

か｣を キ ャッチフレーズに,4月13日

(金)札 幌教育文化会館大ホールで札巾慰云道部

主催による｢フ ォーエヴァー｣フ ァミリーコン

サートが開かれました。800名 近 い観客が入り,

会場は熱気にあふれていました。

このグループ｢フ ォーエヴァー｣は 札幌伝道

部の宣教師6人 で構成 されており,そ れぞれが

伝道前に身につけ,伸 ばしてきた才能を結集,

結成数カ月のグループとは思えない演奏を披露

しました。

曲目はサイモンとガーファンクル,ビ ー トル

ズなどの曲目も交え｢ス カボロ･フ ェア｣｢ア レ｣

(メンバーのオリジナル曲)｢メ イプルリーフ･

ラグ｣｢ジ ョセブ｣｢イ フ｣｢愛 を教えて｣｢も しも

明日が｣｢ト ランペット吹 きの休 日｣｢イエスタデ

イ｣｢家 庭の中に｣な ど。また演奏に加えて｢家

族は永遠に｣の スライ ド上映やダンス,コ ント

などでプログラムに彩 りを添えました。

勘聾 臨

●
札
幌
教
育
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
で

行
な
わ
れ
た

コ
ン

ト
。
特
別
ゲ

ス
ト
と

し
て
松
下
み
は
と
姉
妹

ら
四
人
も

加
わ
リ
プ

ロ
グ

ラ
ム
に
彩
リ
を
添
え
た

集まった求道者や友達,教 会員すべての人々

がコンサー トを楽 しんでくださり,｢ずっと歌い

続けてほしい｣と いう要望がたくさん寄せられ

ました。｢フォーエヴァー｣の メンバーは,｢私 た

ちのメッセージは永遠です｣と,家 族の大切さ,

すばらしさを歌で結び,そ れぞれが伝道活動へ

戻っています。

この｢フ ォーエヴァー｣に よるメロディーは

旭川,札 幌での公演に加えてNHK･FM放 送

でも取 りあげられ,ラ ジオを通 して広く一般の

方々にも紹介されました。(レポーター:札 幌伝

道部専任宣教師･大 石徹長老)
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日間だけの練習となりましたが,約1カ 月のブ

ランクももめともせずに,短 期集中練習で成果

をあげました。

杣幌のコンサー トも前回以上に多くの方々の

助けがあり,旭 川で行なったときの約3倍 近く

の方々が見に来てくださいました。特にうれし

かったことは汽車で何時間もかかる遠方からは

るばる来てくださった教会員や求道者の方々が

たくさんいたことです。またこのコンサー トを

見に来てくださった何人かはバプテスマを受け

る準備をしています。

札幌のコンサー トを終えて間もなく,旭 川で

出演 したラジオ番組のアナウンサーの方から再

度,出 演依頼を受け,そ れをお受けしました。

前回は5曲 ほどの演奏でしたが,今 回は10数 曲ラ

ジオのスタジオで演奏 しました。ラジオ局 の

人々も宣教師であるごとをよく理解 してくださ

り,い ろいろと無理も聞いてくださったことを

感謝します。

今回の一連 の活動から多くのすばらしい経験

をさせていただきました。このような形で音楽

のタレントを生かした多面的な伝道活動をする

機会が与えられようとは以前に想像 もしていま

せんでした。ハードなスケジュールでしたが私

たちの健康を祝福 し導いてくださった主に深く

感謝しています。(な みひ ら･け いぞう)

エアロビクス体操ど伝道プログラム
ー東京南伝道部

エアロビクス体操で汗を流す参加者

(東京ステーキ部センターで)

●東京南伝道部では昨年の11月 に,あ る 繋 ミ

姉妹宣教師が試みに始めたエアロビクス ㍉･

体操のプログラムが,今 や都内のあちこ

ちの教会で行なわれるようになり,注 目

されている。従来の英会話ブログラムに

加えて,流 行の先端をいくエアロビクス

体操は,多 くの人々を教会に導く誘発剤

となっており,伝 道ブログラムの一環として今

後増えていきそうな気配である。アメリカの宣

教師トレーニングセンターで行なわれている女

性のための体力増進プログラムが日本の地でも

効果的に応用されていて興味深い。新鮮な空気

を肺の奥まで取り入れながら身体を動かすこの

体操は見た目より激しい運動で,ま たたく間に

汗が流れる。心の緊張が取れて,和 気あいあい,

婁

蓋憲
∴ ～慧

㍉

すぐに心を通わせ合うことができるので,福 音

を分かち合うのが容易になったとある姉妹宣教

師は語っている。

●シエイプ･ア ツプ伝道

園
京ステーキ部センターでは,東 京南伝道

部の専任宣教師の指導により,週に3回 エ

アロビクス体操をしています。火曜日と木曜 日

灘
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中には,韓 国を襲った戦争とその後の混乱の中,

360年 以上にわたって保存されていたもの もあ

る。鄭兄弟の改宗についての崔俊榮長老の次の

証は,最 も的を得たものであると言えるだろう。

｢鄭兄弟を教えていた間
,ま るで彼の先祖が何

千人も一緒に出席 して私たちの話を聞いている

ように感じられてなりませんで した。｣(韓 国版

国際機関誌ローカルニュースから)

5周 年を迎えたボーイスカウト中野第12団
一東京北ステーキ部中野ワード部一

囮
6年 前,東 京都江戸川第6団 の指導 と協

力を得て,当 時,東 京北ステーキ部東京

第8ワ ード部(現 中野ワード部)を 中心に近隣

の地域でボーイスカウ ト運動が始められました。

この活動が行なわれるようになったきっかけは,

井上正年監督が青少年の健全育成を思い,さ ら

に近隣の方々にボーイスカウト活動を通して教

会を紹介したいとの願いからでした。

創始者ベーテン･パ ウエルのスカウト精神は,

当教会の信条と合致 することから,ス カウ ト活

動に一層期待が寄せられました。スカウトとし

て訓練を受けることにより,子 供たちは身体 を

強くし,勇 敢で礼儀正 しく,親 切で誠実な態度,

さらに規律正 しい行動がとれるようになってい

きます。また歌やゲーム,自 然観察,技 能訓練

などの活動を通して,や がては社会で奉仕でき

鞘醗 際

､錘

､

るようになります。

日本ボーイスカウト運動の先駆者後藤新平初

代総長は｢他 人のお世話にならぬよう,人 のお

世話をするように,そ して報いを求めぬよう｣

にと自立の精神 を説かれました。スカウトはこ

れを常に心がけ｢日 々の善行｣を モットーに励

んでいます。

1979年4月30日 に.中野第12団 として教会で

発団式を行なったときには17名 のカブ隊のみ

でした。現在はカブスカウト31名,ボ ーイスカ

ウ ト24名,シ ニアスカウ ト2名(そ の内教会

員は6名)が 活動に参加しています。土曜 日の

午後の活動が楽 しみで,学 校から帰るとそそく

さと教会へ向かう子供たちの様子をご両親から

聞くことがあります。

4月29日(日),中 野 ワー ド部の聖餐会に招待

された35名 のスカウ トは,｢永 遠のスカウ ト｣を

灘
､

､

篭

欝
継
　灘 灘

.購総醗 蕪､蔵 難_羅.驚 饗､。 騰 蘇､､1.､罰 報 螺

●5周 年記念式 で｢わ た しは神 の子｣を 手 話で歌 うカ プスカ ゥ ト ●｢わ が旗 をかざ して｣を 歌 うボーイスカ ウ ト
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｢とても強い光と何か置いしれない

喜びを感じました｣

回
つもすばらしい｢聖 徒の道｣を ありがと

うございます。教会員でない私にとって

｢聖徒の道｣が ただひとつ,末 日聖徒とのつな

がりとなっていて,い つも楽 しみに,ま た満た

された気持ちで読ませていただいています。私

はまだ教会員ではありませんのでこのように筆

を持っても良いものか否か迷いました。 しかし

ながら主に祈 り求めて,私 の証を書いてみたく

筆をとりました。

私は3歳 のとき,父 から｢イ エス･キ リスト｣

の本を与えられました。外で遊ぶことより家の

中にいることの好きだった私は何度も何度もそ

の本を読み,涙 を流した記憶があります。幼な

心にもキリストの生涯がそれほどすばらしく,

心 に深く刻まれ,神 様を信じていました。

ところがその本をくれた父は私が9歳 のとき

自ら生命を断ってしまったのです。母は｢子 供

さえいなければ私 も一緒にいきたい｣と 言って

泣きました。そんな母の姿を見て,私 は母のた

めに何ができるだろうかと考えました。母に優

しくしてあげること,そ していつも母のそばに

いて手伝いをすることだと思いました。たとえ

私が友達と遊べなくて寂しい思いをしてもいい

と思いました。

ある日,い つものように私は母の畑仕事を手

伝いました。ところがどうしてもその日の内にし

なければいけない田んぼの収獲ができそうにな

いのです。疲れていましたし,と ても苦しく,

悲 しくなり,母 と私は涙を流しました。突然私

は母に｢お 母さん,神 様がいるよ,祈 ろう｣と

三重県伊勢市 中西 祐子

言いました。びっくりしている母にかまわず私

は大きな声で祈 り始めました。｢神様,祈 り方は

知 りません。でも心から祈 ります。私 と母 は力

の限り一生懸命仕事をしています。でもふたり

できょう中にしなければならない仕事ができそ

うにないのです。神様,も しあなた様がいらっ

しゃるなら助けてください。｣何度も何度も祈 り

ました。祈りながら仕事をしました。

ふと気がつくと母 も祈 りながら仕事 をしてい

ました。神様はこのとき証をくださったのです。

疲れることもなくいつもより信じられないほど

早 く仕事が片づいたのです。母と私 は心から,

本 当に心から感謝 しました。まだ祈 り方も知 ら

ない,信 仰の心 という言葉さえも聞いたことの

ない10歳 の私 に神様 はすばらしい愛と証 をく

ださいました。そのときから私は,い つも神様

は私のそばにいてくださることを知 り,最 善を

尽くし,心 を尽くして祈れば,ひ とすじの光と大

きな愛とでいっも包んでくださる神様を心から

思 うことができるようになりました。

昨年の4月26日,と てもすばらしい人たちの

訪問を受けました。クリス長老とダクシー長老

とおっしゃる宣教師の方々です。彼 らが家に来

てくれた夜,私 はとても強い光と何か言いしれ

ない喜びを感じました。とても不思議な経験で,

確 かに光を見たのです。主人の許可のもとに家

族で一緒にレッスンを受けるようになりました。

福音を学ぶに従って末日聖徒 イエス･キ リス

ト教会は確かに私が小さいときから大切にして

きた心そのものであり,そ の教 えが真実である

154



49i告自P∠ヨ宰シ861/稟(0謁竈

(舗19εZ-0ラシーε0面。毒蛍購｢纂⑦製

竈｣尋罐刈zrlキ･Y工》製竈日寧0ε一

〇1-9卑挫學図昇曇～接妻章≧挺091=｣:≡皆)_隼●
。＼ヘミ≧浮〉ユ∩Y2呈や(告曇嬰塞)第射蚕

#･刀判⊃1雛講。事,)･(暴πり日6冒乙翠圧許

幾⑦･5導暑手･含目6。＼餌♀望>rl黒律畢雛宣1
`｣?卑玉呈～Σ＼へ)

一舎多(き､(!星1弔ω劉⑦々日`宣

身(卉臨嬰卑兵者⑦餌母215一}/4r[r一□●

〈卓宰､へ).∩糞萱母尉剴〉

(騨6ε2⊆

φ･∩コN≠卑)。ゑ翠【今ユ劔率∩↓倖日彰⊃1(き甲

曾(灘存母葵⑦…ξコ¥ユ.纏`ユリ【¢匪1蝉つ･⑦Y

年≡。一巨翠【ヘユQ掛畢寸×n士･×エン壬鶴=?載

⑫茸彰(き【(!･りr罪1挫。ゑ率qユ∩隙劉〉潔21∩零

吻⑦〃年⑦ミ讐o亘ユ(駆¢(Σ坤(きQi劉〉駈孕誕

⑦…ξ二～平二～〉身コ雛。ゑユ畢壬喚4礫‡…1挫

。享率

(へ量'=～(Σ〉埠日(Σ律(き勲蚕孕ム×壬。乙yユ纏

励Y勲蚕母》聯(〃2ゑπ⊃橡(≡q逸〉蜜2雲1

律老`(}ユ〉魚雛(き勧鰹糎駐⑦Y奪:認率料く7

09甲∩ユ(へ障

雛(き算撃罫…碑1=～2⑦蝉扉耳(沙白4'ミ^4辞9響

⊃14r[×∠(≡(}。=4∩率白隷;～コ～=)(Σ(裕繋ヨ刻∫レ

呈焔甲励翠膵⊃1つ･〉潔鰹灘⑦巫離耳(駆4覇嚇

⑦⊇4率。⊇!∩翠(へ藩¥〉ユ茎肴孕(う量｢(Σ尋蚕

`q嬰⊃1挫`ユ∩2≠解第⑦ム×当
､乙y曾儲〉

ユ∩購⊃1=～(}⑦易翰【う∩ヨ1峯恐饗(掌呈二～｢騨

享ユム×壬､乙y⑦)に(今墨=¥Gミ～評〉銘≧6‡il悌2

鞠里中｣ア1塑離耳⑦白勢Σろoゑユ(ρ4G障

⊃1η劔きΣ^ゑ⊃1剖〉=¥=¥零`ユ塁ユGi駄(〆型(へ駈

蓄i葦`塁2⑦老=¥(ヘユ∩呈呈ユヨ習(∂刈一yよ

。4∩率∩呈呈窪母皐∩避=¥6く¢茸η9

41蚕畢ム∠壬､乙y4(冗Lγ蛋`茎喜障=～⊇⑦老

ユ勲∫¢婿⊃1礫⑦鷺`‡ll挫4(ヘユ∩[彰士孕鷺

⑦罪智一ぐ4菱4η〉ユ》灘豪鼻4挫ユ鰹噛

04∩累捷

〉ユ∩麺母些購耳⑦白=¥?アIY年=¥率。4∩…窪

(帳⊇評〉ユG磁畢湯圏qア`白身21二～2>身⊃1

∩豪Kr郭×》;礁(Σqユ(汐腐⑦Y…ξユ∩二～翠;

箪謡一9像`コ～Y…ξ⑦挫`罪摩(∂座購耳⑦∩4

㌧ミ^21=～2q∩健9。4∩零41:慈).≧彰‡:,妄…;～(Σ禦

ユ等〕舞‡…博2(i≧禦。=¥∩翠》}郵=～q∩劉}吾

皐勲蚕母/<×ん4ユG藩41～¥挫21些離耳。4∩

準畢qユG回銘G留く螺ぽ21熱`ユ∩屠qイ凶

二～η彦`銘ゑこLソ当4∩豪≡理(Σユ響豪口∫爆犀1⊃IY

年。=¥∩率自禦ぎ(!=～2障(2q(2(う(摯(きく4算彦
。4∩ユv:群

翠畢ユ罪1=～2(i妻蓄蘇母つ'山}呈ン=～呈}i雛(∂=～2(Σ～禦

ユ話亘鰹畢劉4η〉ユ∩94(黙鯉離耳`(}ユ

41i塒罪仁準》=～4。4∩準戴塀豪i融･<丑4r丑ユQ

劉豪⑦管〉蝉日(Σ捷(き'ど肯母∩漿茎⑦ム×壬､乙y

`ユG(き口当幽り･⑦Y年。ゑユ(鉢ぴq羅皐ユ(塾ユ2

判22(Σ律陪=～纏。4∩率∩⊃1=～2>i塀母暴

/(}4r丑‡ll挫`白↓俳中鯛一。4∩翠⑫盤母夏倖

』/曾独⑦窪`【¢⑦q(粕4hg2～罪1推。4∩ユ

∩ノ吾率律(きQ昌判=～認毒呈(Σ田(鉢4口⑦Y辱(}

ユ2。4∩季算q!呈2匹甲享(吉覇豪率(ρ署･<缶

4r丑ユ∩2≡曜(Σユ辮學山}呈レ。=¥∩率健qと呈(≡ア

きΣハ秘母蟹(∂【字(ラ鼻2<¢(Σユ暴母dゴ握ン<4(Σゑ鋤

`ユ∩を。
,巨ユ9【¢4G望銘》(きき(γ∩障(2q(宏q

⑦=～鍛盛降型`白禦ユ笛智鰹Y年。4∩睾∩

秘凶(}ユ2埠4∩率白喫翠1ユY…享認(今團⊃博豪

/(×瓜4蝉92=～。4∩率∩肇⊃IY…Fユ〉認勲

蚕畢ム×壬､乙y(}ユ∩92翠1推`目ゐ⑦由期

。4∩率(今(き

像ユ∩鱗弓¥駒(∂白(卑M者⊃1(汐4(〃聯第`∩田

普⊃1嶺ユ》腱畢区1崔`547吾率白禦ア1ユ営》

弊。4∩累(商潔豪鋤翻凶一`94二～2曾ゑ堆一

=～輪嘲隷饗浬～k螺(今ユ∩覇魁⊃騨肩鰹挫`勲G

2慢膨豪=～2⑦雷;酔⑦奮写率。4∩率白く4q:2

鐘繕鞭繍.繕繭馨轍
甲ノ選

饗'
･1線
縦購鎌繍錨蔽鞭諜

-

.

肖

..喚乳嶺



鵬鱗灘懲繊鰹懸鱗鱗製簸灘難羅難麟畿

｢モルモンもキリスト教です｣
一日本基督教会(長老派)からの改宗 一

仙台ステーキ部米沢支部 落.越 米子

囮
は1919年 山形県米沢市の大変熱心な仏

教徒の家に生まれました。 しかし日本基

督教会(長 老派)の 信者だった兄の影響もあっ

て,幼 い頃から日曜学校に通い,女 学校3年 の

ときにバプテスマを受け,教 会員 となりました。

やがて仙台の宮城女学校専攻部音楽科(現 宮

城学院大学〉を卒業すると,横 浜の ミッション

スクールで3年 問音楽の先生をし,い わゆるク

リスチャンとしての生活をしていました。その

間に第二次世界大戦がぼっ発し,私 は陸軍法務

官と結婚しました。夫は8カ 月後に出征 し,戦

死してしまいました。そうしてひとりの男の子

が生まれました。戦死 した夫は,非 常に厳しい

反クリスチャンであり,出 征時の遺言もあって

私は教会に行くこともできず,終 戦を迎えまし

た。生計を立てるために故郷の女学校に勤めま

したが,教 会にも行かず,聖 書も読まず,戦 後

の動乱の中で悪魔の誘惑の多い14,5年 間 を過

ごしてしまいました。その間,昭 和27年 に現在

の夫と再婚しました。彼 もクリスチャンではあ

りませんが,キ リスト教に反対はしませんでし

た。

私は教会には行きませんでしたが,教 会がな

つかしく,夜 など目が覚めて,自 分は死んだら

どこへ行 くのだろうなどと恐ろしく思うことも

たびたびでした。

そんなある日,私 の母教会に新しい牧師さん

が来ることになり,｢礼拝でオルガンを弾いてく

ださい｣と 呼び出されました。私は主人の許し

を得て,喜 んでその日本基督教会で毎日曜,オ

ルガンを弾くようになりました。牧師先生は60

歳の大変立派な方で,私 は一生懸命にいろいろ

と協力しました。

私は,神 様の愛や,主 キリストの贈罪につい

てもよくわかっていると思っていましたが,何

かもうひとつ確かさがほしいと思っていました。

たとえば使徒行伝19章1節 から7節 でパウロ

が語っている聖霊についての記述もよくわから

ないし,パ ウロがあてた手紙には理解できない

ところがいろいろあって,そ の不確かさのゆえ

に息子を牧師にしたいとは思いませんでした。

ところが私が大変尊敬 していたその牧師が

70歳 も越されて重い病気になられ,約2年 聞の

入院の後,全 快されましたが,教 会の役貝会に

辞表を出されたのです。4人 の役貝の中のひと

りがそれを受理 したい意向で,留 任を希望する

ほかの3人 と対立しました。教会は総会を開い

て全会員で協議することになりました。その結

果 ひとりを除いて全員が牧師の留任を願い,

そのひとりの役員だけが,強 い口調で辞表を受

理したいと主張 しました。そうして,留 任を願

う最も熱心な人々のひとりであった私は激しい

言葉で反ばくしてしまったのです。牧師は留任

と決まりましたが,そ の役員 は私の言葉に深く

傷ついたと言って教会を去り,ほ かの長老派の

教会へ移 ってしまわれました。私は驚いて心か

らおわびをし,教 会に帰ってくださるように再

三再四お願いしましたが,ど うしても聞き入れ

てもらえませんでした。

156



L4i告髭f∠…圭∫17851/写襲(0≡珍置畳

妾`罪1耳享第γ(2象(}。=¥∩率∩星呈禦畢=～24(今

ユ∩つ爆2皐コ～(髪辛⑦推鮮宰2(Σ悌9来弼…磯

噸瀦(凸∩嵯`コ(汐4(∂隼ω営忍(∂禦4穿(き鍵⊃1

ξ〕簿(∂陪`勲く¢叩⊃li翻蟹ユ∩母尊欄`日0ε目9
。4∩零来Ψ畢=～(Σ辛母等罐⑦老マGア(へ`白喚

⊃1=～2(Ση9来鰹蝉〕勲⑦珊謬多⊃な目ム由0861

。
.巨ユ⑦4ηミ～雲母昭

隼⑦⑧(}推(漣購耳憲旱ま⑦老`自ミ⊇評〉ユG

塁ユ∩尊姻⊃1購一=～挫`‡ll罪智4r,レエ論〃Kへ/

二～罪i野4r一舌･〈壬》≠。哩9甲∩》男黛孕る一

珪瓜〉ぐ⑦礫⑦⊇`∩呈呈9β母ユ迅/.巨⊃情享第蝉埆

⑧。･(z¢fMユ6…彰2侭¢老o(}ユ由ψ(紅≧虫･ε

ユ率茎浸⑦耳郵蝉埆③。<¢9甲41誉牽ム∠ム乙

yコ曾∈(o母困①。=¥∩率》髪牽事到弩⑦(ニーε

ア1窪。ゑユ(o(髪皐詳〉ユqユ6…彰⊃1》∩毒寧1り

彦科η妾孕⑦(～麺il首⊃li輸蟹き字挫`ユG鐸(へ(聴4

母挫剰弱像燦∩。辺∩ユ(う麺¥Ψ/くま/1r法fl珊

。4∩睾【廟ζ【(〆G甲9=¥∩(～｣～寧ウソiヒ。.巨こL中罰Y

2ク罰暴詳準(}ユ(ン禦ユ男止酵量ア1塑埆窪⊇μ1釜

景量'ρ(グvミ⊇>4}∩妾`4Gユ∩卵茸⑦挫

04∩準

【へ留=～詳⑦4G鐸η⊇翠1騰4【ヘユ(圏率ユGi誹

⊃1つF(きくQく妄ミニ≡)(う[侮きQ〔フ坐`〉障寧1⊃ウ禰辞2寧1等

聯⑦コ～2季。#ユ翼一ユ男⑦穏…畢`コ～⑦(}〔iをf

⊃蝦[阻⑦i霧竈>4G宰`翠1⑦4宰ユ鰹2⊇(iをq

呈倒亘峯景'ゆ彦。寡∩率∩白>Gρ⊃1宗車`白

嘔孕⑦(Σ算?鐸ユ【ハ｣疑ユGf⊃1婁最`∩⊇酵孕

昇:呈壬像計盈`⊃匹アQ回>46率2寄♪翻⑦認

単レ⑦〔濠饗⊃1(ラミ≧『鵬日⑦鰐日1料熱`ユG鍵21

｢晦=～難罐｣⊃1(き皐。4n零Gユつ･ワ昭母纐

宰1挫`雰2認∩ノ綴》聖=～｢。皐q:》畢∩學｣ユ∩

彦｢∠工身癩｣。4∩ユ漸竈(へ∩9ア1ゑアγ凍妾

`=～ゑ拳》ユ｢ソ婆ユG障コつr⇒騨景暴く法/1rま

。4∩皐∩呈耳孕=～⊇(Σ(碍享母騨聯21傷4虫離耳

`ゑ畢ユ｢言製罪1⊃鳩日輩(}ユ∩9｣～(}2り自。翼∩

準∩毫延購u∩諸i(}ユコ～ア,ワ…ヒ`ユ〉∩(葱β,ゑ‡:1

算髪罪1η髪季劇･箪⑦<4･ナ×rl〃ω4rl×滋

。二～｢9甲∩率∩

駈膨畢ワメ=ま曜≡}･學鼎事一9(4ユつ国響`91

4G畔諏捷9舎と鰹｢訂製ユ46〆ダ∠(}∩(挙。ゑ翠

自率2～二～⊃1翼i峯智〔蕉IG噛貿挫`(葬¥悌(き》肯

私Ω量茸駒i蒙コ宗立ユ2彦`ユ》ユG回｢y皐>

4母騰⑦ヨ<6×壬ロ。乙⑦砿rlメよ(}∩(}｣

。4∩翠∩革〔濠2些購耳ア1推`傷認辛21η老

。.鼻Ω.⑦=¥∩影}叩ミ).事を⑦[劉冨1ε`∩i鋒軍(}挫

き9〔=γ∩率∩*黎59∠z7Y⑦∩ノ皐>4ユ!V月馨孕。乙

一4r〃Gゑ渉騒ユ∩二～国〕戴讐牌孝[鰯》4r【〆

∠廓4刃聯罪車圏鰯率日`⊇噛08-6ム61

。二¥∩率》真母(ρ>u:2
.η【(!i負

鰹Ψ21ミヲ罐(〃彦∩ノ認V詳罰推`ユ々YGn(き勲

ゑ(}}2暴翠19珊∩【4∩。4∩こLγ具率翠醜判

⊃1つ耀白準禦`‡1捏呈ω▽〆=丑4rま`9<¢鉱∩

零くA).(ン量｢二～(ΣGユG量母d∫レ呈シq團⑦嬰罪醤‡ll

挫`Ψ(～f∩ユ4G詳白=～o(o昇耳1…準翠1挫ユG

=～⊇19珊。五ユ⑦4G障⊃19ア曾峯21ρ秘M彦

⑦挫瞭{彰`白;象⊃1騨翠埠47雲。=¥∩ユ=～2(ρ

冒OI毒8乙61尉律彦。マつ累皐ユ律【字屡ユ∩二～塑

聯螺些離耳⑦/(丑4r法》2彦`き¢写∩季qユ6

騨=⊃1際⊃1制蝦肇吸.巨羅⑦弓聯⑦彦‡ll推

}∩妾。4∩率qユ茎,第景ミ豫(Σ禦`ゑ9茸勲

η勲諏皐藷孕馴秦⑦陪宰こゾ〉旦甲(今宇【伴1推

。4∩率

くヘミ⊇ヨ¥〉ユ∩畢羅99(Σ(孝鰹(Σc9【¢藤魯き字蜘埆

⑦(ZG〔2･【乍丁鷺素由･1らレヒ皐i劉Yユ｢し却瞬2侭今G

`(き鰹障自£孕縢⊃1獅判虫購⑦纐寡ユ鰹盛

o互ユ⑦=¥一ど鈷2

9皐詳〉∩磐僻(}阜(∂営講(〃喫4銘(き辛母灘

黒僻ゑ9髪。4∩準(唱fコ～9⊇身v等罐⑦陪哩

⊇2ユG辛景等〕捧⑦2妾2宰2⑦髪‡ll挫`宰2

曾り9辛摩等聯⑦⊇ユ2潭鯉寡ぎ鯉購⑦〈7。4

∩率∩母･,昭⑦G;～Ω2旧⑦…}4G魚⊃身目毒ε

`鰹4∩宰》∩轟:¥:コ(汐4⑦妾‡ll推`[劉虫7Z

麟講禰繕義1灘轍謙灘購欝麟繍懸繍繍1瀟灘鰭灘!



鰻糠襲難1灘璽懸鰹懸難灘霧灘撚灘鱗鰹顯羅灘灘

の配慮は無用のことであり,｢長老派で育ったあ

なたがほかの教会へ行ってはならない｣と 言わ

れました。

そこで私は心を落ちつけて,1年 半にわたっ

てモルモン教会について勉強 した結果,旧 約,

新約を通して現わされていた神の啓示がジョセ

ブ･ス ミスを通して回復されたことや,聖 書の

啓示を信 じることができるのと同じ信仰でジョ

セブ･ス ミス以来の啓示を信 じることができる

ことなどを証しました。

先生は長い沈黙の末｢若 い牧師を助けてくだ

さいよ｣と ポツンと言われましたが,ど んなに

か寂 しかったことでしょう。でも先生は私が

引き続いて病院に見舞うことを許され,危 篤め

ときは27日 間も病院に泊まりました。夜中に私

が｢祈 らせて頂いてもよいですか｣と お聞きし

ますと｢ど うぞ｣と 言われ,最 後に出ない声を

ふりしぼって｢ア ーメン｣と おっしゃってくだ

さることも何度もありました。それを聞いて,

先生は私を許してくださっていると感じて涙が

流れました。

私は何度もためらった後,｢基 督イエス｣を持

って行っておそるおそる｢こ れはモルモン教会

の方で出版された本ですが,お読み頂けますか｣

と差し出しますと｢拝 見しましょう｣と 受け取

ってくださいました。大分 日がたって｢拝 見 し

ました。これは私どもと同じイエス伝ですよ｣

とそれだけ言われました。後半50ペ ージにわた

る背教の部分をどうお感じになったかとてもお

聞きする勇気がありませんでした。

1981年12月,年 も押し迫 って先生は召天さ

れ,翌 年の1月3日,盛 大な事犠 が営まれまし

た。私はオルガニストを引き受けて最後の奉仕

をしました。その後一緒にアメリカに行った牧

師先生から,｢亡 くなられた老先生は,私 に病院

で,モ ルモンもキリスト教だと話 していらっし

やいましたから,心 配しないで頑張 りなさい｣

とお手紙をいただき,と てもうれしくて涙があ

ふれました。

さて,話 は戻って,1980年7月2日,バ プ

テスマを受けました。初めて教会に出席し,今

までのような礼拝の荘厳さもない不思議な教会
ひ

でしたが,緋 のような罪が赦 されて雪のように

白くなり末 日聖徒になれた私はうれしくてうれ

しくてたまりませんでした。

ところがそれからが大変でした。いろいろな

教派の牧師が家に来られ,ま た反モルモンの本

や,手 紙で私を責めました。私は,こ の教会が

真実の教会だと信じてゆるぎませんでしたが,

まだ知識が足 りず,牧 師さんたちにやりこめら

れて憂 うつになっていました。宣教師たちはサ

タンの攻撃が非常に強いのだから頑張れと,す

でに転勤 した宣教師たちも一緒になって励まし

てくれました。私は何度か坂井伝道部長に電話

をしてア ドバイスを受け,や っとのことで.それ

らの圧迫から逃れることができました。

もう3年10カ 月,い まだに元の長老派の教会

は,｢あ なたは帰るべきだ｣を 繰り返 しています

が,ど うして私はこんなすばらしいまことの教

会を離れることができるでしょうか。.

毎 日毎 日の勉強で,今 まで知らなかった(聖

書だけでは知り得なかった)真 理が少しずつ新

たに教えられて感激の毎 日です。この喜びを多

くの人に伝え,昇 栄への道を共に歩みたいと祈

り,励 んでいるこの頃です。ここまで導いてく

ださった神様や多くの宣教師たちの愛に,そ し

て教会の兄弟姉妹に感謝の念で一杯です。(おち

こし･よ ねこ1919年 生 まれ 米沢支部オルガ

ニス ト)
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る。｣あの声はまさにこのことだったのです。

その後,体 の具合が悪くなり祖母は亡くなり｢

ましたが,生 前から教会に対 して理解の気持 ち

を示していた祖母は,霊 界で福音を受け入れて

いることと思います。神殿で,祖 母の身代わり

のバプテスマの儀式をすることもできました。

そのうえ,最 近 になって神様はもうひとつす

ばらしい祝福をくださいました。消息がわから

ずにいた母の居所がわかったのです。母は再婚

し,幸 せに暮らしています。それは私がずっと

願い求めていたことでした。

今,母 はモルモン経を読んでいます。この福

音は人類にとって,す べての人々にとって救い

に欠かせないものであることを証します。

この現世での生涯を終わるとき,｢わ たしは戦

いをりっぱに戦いぬき,走 るべき行程を走りつ

くし,信 仰を守 りとおした｣(IIテ モテ4:7)

と記 したパウロのように,最 後まで完走したい

と思います。また宣教師として,.す べての人々

に福音のもたらす恵みをお伝えし,私 のような

者をも愛 してくださる神様にお返しがしたいと

望んでいます。

私の人生は苦難の連続でした。しかしいつで

も,何 かが私を支えてくれました。それは神様

以外の何者でもないと思っています。私にとっ

て,今 までの困難はすべて,昇 栄するための大

切な段階であったように思います。どんなにつ

らくても,決 して自分の置かれている環境に負

けてしまってはなりません。 どんな状態でも必

ず救いの道があります。困難の後にごそ,祝 福

があるのです。(しま･い っ廿い1962年 生 まれ,

仙 台ステーキ部長町ワー ド部出身)

完成した釧路地方部帯広支部教会堂

固
様の食卓に十勝のジャガイモやタマネギ,

豆類,牛 乳などは上がっていませんか。

北海道･十 勝は酪農,畑 作など第一次産業の中
かりかちとうげ

心地として栄え発展 してきました。狩勝 峠から

十勝平野を見おろすとヤング大管長がソル トレ

ーク盆地に立ったときの言葉を思い出します
。

その十勝平野の中心地,帯 広市に釧路地方部

ふたつ目の教会堂が完成しました。1970年8月

にふたりの宣教師が伝道を開始してから,こ れ

まで4っ の建物を転々と移動し,現 在の建物に

落ち着 きました。

伝道部長より｢も っと良い所を探すように｣

との勧告をしばしば受けましたが,な かなか教

会に似つかわしい所が見つからず,見 すぼらし

い建物で耐えること13年 間,教 会堂新築の念願

はつのるばかりでした。畳部屋でのレッスン中

に突然の雨もりでバケツの列,ト イレの凍結 に

よる使用禁止など,こ れらは全部隈しい思い出

となりました。｢主への礼拝は借 り物でなく堂々

と気兼ねなく｣を 目標に頑張ってきました。

恵まれて昨年12月 末,教 会堂が完成し,1月

1日 より使用させていただいております。以前

はカーテンの仕切 りで教室が分けられていたた

めに隣の声にじゃまされて聞き取れないことも

しばしばありました。呼びかう教師の声につい

ていくのがやっとで,主 の細い声をなかなか聞

き取れないもどかしさを身をもって体験してき

た私たちにとって,念 願の独立した教室で学べ

る喜びは,ひ ときわ大きなものがあります。

この地にまかれた種が多くの実を結んで,聖

徒の明るい讃美歌が十勝平野のあちこちでこだ

まするように帯広支部の教会員は宣教師と共に

主の業に励んでいます。(河 田利夫･釧 路地方部

評議員,帯 広支部所属)
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